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１金春家旧伝文書に、「聞書色々』の外題を持つ一冊の能伝書がある（金春欣三氏旧蔵。現在法政大学能楽研究所蔵）。縦
二十八・一一×横二十・二ｍの袋綴仮綴本。料紙は楮紙で、共表紙に「聞書色々」と記す。墨付百四十一一一丁。江戸中期
の
写
本
と
見
ら
れ
る
が
、
戦
国
期
以
前
に
遡
る
種
々
の
能
伝
言
を
合
写
し
た
本
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
伝
本
が
一
つ
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
世
阿
弥
伝
書
「
五
音
下
」
の
完
本
を
は
じ
め
、
観
世
大
夫
元
広
・
弥
次
郎
長
俊
か
ら
の
聞
書
、
観
世
小
次
郎
信
光
の
謡
伝
書
、
宮
増弥左衛門の鼓伝書など、新出の伝書を数多く含み、内容的に見るべきものが多い。本書の資料的価値については、
すでに拙稿「室町後期の『風姿花伝」抜書」（『文学」岩波書店。平成十二年十一・十二月）、「〈紅葉狩》の素材」（『金
剛
」
平
成
十
三
年
一
月
号
）
で
触
れ
た
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
が
、
本
稿
で
は
右
の
二
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
、
『
聞
書
色々」の伝来をめぐる問題を中心に取り上げることにしたい。すなわち、「間書色々」は金春家旧伝文書の一冊であ
る
が
、
当
初
か
ら
金
春
家
に
伝
来
し
た
伝
書
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
「
聞
書
色
々
』
に
見
え
る
人
名
や
記
事
の
内
容
を
手
掛
か
り
に
、
戦
国
期
能
伝
書
の
伝
来
を
め
ぐ
る
一
考
察
ｌ
『
聞
書
色
二
と
『
細
川
十
部
伝
書
』
Ｉ
は
じ
め
に
宮
本
圭
造
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２（１）
戦国期の能伝書には、複数の伝書を合写したｊＤのが多い。『聞書色々」もまたその例外ではなく、世阿弥伝書をは
じめ、数種の能伝書が合写・抄写されている。どこまでが一まとまりの伝書であるのか不明確な箇所も多く、その様
相はすこぶる錯綜しているが、内題や奥書などを手掛かりに分類し、伝書ごとに仮題を付して、全体の概要を示すと
次のようになる（括弧内は該当丁数）。
その来歴を探っていくと、本書が戦国期から江戸期にかけて、幾人もの手を経て金春家に辿り着いた伝書であること
が分かる。そうした伝書伝来の経緯は、それ自体一つの「歴史」でもあるのだが、本稿はこのような観点から『聞書
色迄の伝来の経緯を明らかにし、戦国期能楽史の一断面を描出しようとするものである。なお、本稿の終わりに、
『聞書色垈全文の翻刻を付した。適宜参照していただければ幸いである。
Ａ
花
伝
抄
ご
丁
オ
ー
四
十
五
丁
ウ
）
①
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
二
丁
オ
ー
十
一
丁
ゥ
）
②永正観世能伝書（十二丁オー四十四丁ォ）
Ｂ
五
音
下
（
四
十
六
丁
オ
ー
八
十
丁
ウ
）
Ｃ
永
禄
鼓
伝
書
（
八
十
一
丁
オ
ー
百
三
十
一
丁
之
①翁之書（八十一丁オー八十三丁ォ）
②
天
文
弘
治
年
間
相
伝
鼓
手
付
（
八
十
三
丁
ウ
ー
九
十
四
丁
之
、
『
聞
書
色
色
所
収
伝
書
の
内
容
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弓花伝抄」について］
内
題
に
「
花
伝
抄
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
割
注
の
形
で
「
秀
忠
公
様
御
判
／
附
タ
リ
か
い
こ
ニ
ッ
十
二
律
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
秀
忠
公
様
御
判
」
と
あ
る
の
は
、
四
十
四
丁
オ
に
「
右
条
々
可
秘
々
々
秀
忠
（
花
押
こ
と
あ
る
の
と
対
応
し
て
お
り
、
冒
頭
か
ら
こ
こ
ま
で
が
一
ま
と
ま
り
の
伝
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
秀
忠
公
様
」
と
敬
称
を
付
し
て
い
る
の
は
、
割
注
の
筆
者
が
奥
書
署
名
を
徳
川
秀
忠
の
も
の
と
誤
解
し
て
い
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
が
、
花
押
は
徳
川
秀
忠
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
全
く
の
別
人
で
あ
る
と
考
右
に
見
る
よ
う
に
、
『
聞
書
色
々
』
は
大
き
く
分
け
て
四
部
の
伝
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
Ａ
「
花
伝
抄
」
と
Ｃ
「
永
禄
鼓
伝
書
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
は
り
数
種
の
伝
書
を
合
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
部
の
伝
書
と
し
て
認
定
し
て
よ
い
の
か
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
仮
に
右
の
よ
う
に
分
類
し
て
お
き
た
い
。
以
下
、
各
伝
書
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
概
要
お
よ
び
特
徴
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
大
部
な
書
物
で
あ
る
た
め
、
内
容
の
紹
介
だ
け
で
多
く
の
頁
を
費
や
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
。 ③永正十年与五郎権守奥書伝書（九十五丁オー百三丁ォ）
④
永
正
十
二
年
金
春
元
安
奥
書
伝
書
（
百
三
丁
之
⑤
宮
増
弥
左
衛
門
鼓
道
歌
（
百
四
丁
オ
ー
百
五
丁
之
⑥
西
村
満
斎
鼓
伝
書
旨
六
丁
オ
ー
百
二
十
九
丁
主
⑦音曲道歌他言二十九丁ウー百三十一丁ウ）
，
小
鼓
の
風
鼓
之
事
（
百
三
十
二
丁
オ
ー
百
四
十
三
丁
主
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４す
な
わ
ち
、
天
文
十
年
（
一
五
四
二
、
「
善
綱
」
な
る
人
物
に
よ
っ
て
「
若
州
ノ
御
屋
形
様
」
に
進
上
さ
れ
た
信
光
自
筆
伝
書
の
写
し
を、「元治」「重理」を通じて、永禄四年（一五六一）、黒政右兵衛が相伝したことが分かる。
伝書の内容は、〈翁〉についての心得に始まり、能の曲柄ごとの心得、神舞・天女舞・女舞・男舞の舞図、能の序破
急の位付、謡の習事に関する記事から成るが、原本にあったと思われる永正七年（一五一○）の信光の奥書が、①のど
の部分にまで掛かるのかが明確ではない。後半の「音曲之口伝、様々習ども多候」で始る謡の習事についての記事が
信光の伝書であることは、観世新九郎家文庫所蔵の観世信光の謡伝書「声ツヵウ事」と共通する内容を多く含む点か
（２）
ら見て確実であるが、①の前半の記事を信光の伝書と認定するには疑問点が少なくないからである。例魯えば、「序破
急之能之事」で始る能の位付に関する部分は、金春系の伝書である『自家伝抄』の作者付の後の記事とほぼ重なり、
えられる。この奥書の後に、寛永三年（’六一一六）の一一条城での開口文句、豊前宇佐での開口文句、十一一調子に関する
付載記事が見える。先の割注に「附タリかいこニッ十二律」とあるのがこれに相当するが、『聞書色々』として合写
さ
れ
る
以
前
に
は
、
こ
こ
ま
で
が
一
冊
の
伝
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
その開口文句と十二律の部分を除くと、「花伝抄」は大きく見て二つの伝書から成っている。それぞれ仮題を付し
て、①「永正七年信光在判伝書」、②「永正観世能伝書」としたが、このうち、①には末尾に次のような奥書がある。
永
正
七
年
十
二
月
廿
五
日
信光判
右
此
書
物
者
、
観
世
小
次
郎
権
守
自
筆
二
書
置
候
。
然
共
若
州
ノ
御
屋
形
様
へ
被
置
食
候
間
、
写
置
候
也
。
天
文
十
年
十
月
十
三
日
善
綱
天
文
十
三
年
二
申
請
、
元
治
写
之
。
同
重
理
是
相
伝
候
。
永
禄
四
年
二
月
八
日
二
拙
者
写
之
也
。
右
此
書
物
者
、
観
世
小
次
郎
天
文
十
年
十
月
十
三
日
天文十三年一一申請、元治（
黒
政
右
兵
衛
受
之
。
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この問題を考える上で参考になるのが、早稲田大学演劇博物館蔵川崎九淵旧蔵資料『葛野九郎兵衛定利伝書」所収
「観世小次郎権守伝書写」である。これは①「永正七年信光在判伝書」の異本と言うべき内容の伝書で、①と同じく
永正七年の信光の判と、「若州之御屋形様」へ信光自筆本を進上した旨の奥書がある（ただし「天文十年」以下の奥書は
欠く）。ともに共通の祖本に基づく写本と考えられるが、注目すべきは、この「観世小次郎権守伝書写」も、①と同
じく「序破急之能之事」と「音曲之口伝」とを合写した形態なのである。①の冒頭に見える〈翁〉や能の心得について
の
記
事
な
ど
は
欠
い
て
お
り
、
全
く
同
一
で
は
な
い
が
、
「
若
州
之
御
屋
形
様
」
へ
進
上
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
「
音
曲
之
口
伝
」
の
前に「序破急之能之事」が合写された形態のものであったことは確実であろう。信光が自身の伝書である「音曲之口
伝」の前段に、別の伝書を自ら合写して弟子に相伝した可能性も考えられる。なお、演劇博物館蔵の「観世小次郎権
守伝書写」は、寛永十二年（一六三五）に大鼓役者葛野九郎兵衛定利が江戸において書写したものであり（佐藤和道「大
鼓葛野家考」「演劇研究」別号。平成二十年。早稲田大学演劇博物館）、『聞書色々』との関連が気になるところであるが、
葛野が披見した原本がどこの所蔵であったのかは残念ながら明らかでない。
②
の
「
永
正
観
世
能
伝
書
」
も
同
様
に
複
数
の
伝
書
が
混
在
し
て
お
り
、
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
冒
頭
に
「
風
姿
花
伝
抄
抜
書
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
原
題
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
こ
の
書
名
に
対
応
す
る
の
は
、
『
風
姿
花
伝
』
の
一
部
を
抜
き
書
き
し
た
②
の
中間部分のみであり、②全体の書名としては相応しくない。②の内容の過半を占めるのは、永正年中の観世大夫元
広
・
弥
次
郎
長
俊
か
ら
の
聞
書
や
、
「
永
正
八
年
月
日
観
世
生
一
大
夫
能
次
」
の
奥
書
が
あ
る
観
世
座
系
の
脇
伝
書
で
あ
り
、
そ
う
来よう。
これを転写したものらしい。また、①の冒頭の〈翁〉や能について心得を記した部分にも、信光の具体的な関与を窺わ
せ
る
記
事
は
見
出
せ
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
信
光
の
奥
書
は
後
半
の
「
音
曲
之
口
伝
」
以
下
に
の
み
掛
か
る
と
見
る
こ
と
も
出
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６②
の
後
半
は
、
ま
ず
世
阿
弥
伝
書
の
「
風
姿
花
伝
』
と
『
音
曲
口
伝
』
を
収
め
る
。
『
風
姿
花
伝
』
は
序
の
部
分
と
第
四
神
儀
篇
の
猿
楽
座
の
記
事
を
記
す
ほ
か
は
、
各
巻
の
題
目
を
挙
げ
る
の
み
の
大
幅
な
抜
書
で
あ
る
が
、
『
音
曲
口
伝
』
は
例
曲
部
分
を
除
く
全
文
が
記
さ
れ
る
。
続
い
て
、
「
永
正
八
年
月
日
観
世
生
一
大
夫
能
次
」
の
奥
書
を
有
す
る
伝
書
が
合
写
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
脇
方
の
風
体
に
関する習いを主体とする脇伝書であるが、冒頭の六ケ条（猿楽の起源説や楽屋入の故実などの記事）を除く全てが、観世
（３）
新
九
郎
家
文
庫
蔵
『
享
禄
三
年
奥
書
能
伝
書
』
の
後
半
部
分
と
同
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
記
事
の
配
列
に
一
部
異
同
が
あ
る
。
こ
の
観
世
生
一
大
夫
脇
伝
書
の
後
に
、
再
び
長
俊
か
ら
の
聞
き
書
き
を
含
む
四
ケ
条
が
記
さ
れ
る
。
以
上
が
②
の
概
要
で
あ
る
が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
伝
書
の
記
事
を
多
く
含
む
点
が
注
目
さ
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
観
世
大
夫
元
広
や
弥
次
郎
長
俊
、
小
次
郎
ら
の
聞
書
が
多
数
見
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
「
さ
か
扇
と
云
事
有
哉
と
元
広
に
尋
候
。
さ
した点を踏まえて、「永正観世能伝書」の仮題を付した。
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
別
し
て
音
曲
伝
書
、
観
世
大
夫
元
広
・
弥
次
郎
・
小
次
郎
か
ら
の
聞
き
書
き
、
世
阿
弥
伝
書
、
観
世
生
一
大
夫
脇
伝
書
か
ら
成
る
。
冒
頭
二
十
四
ケ
条
は
、
謡
に
関
す
る
記
事
が
主
体
の
音
曲
伝
書
で
、
奥
書
に
相
当
す
る
部
分
に
「
永
正
年
月
日
」
と
あ
る
が
、
年
記
の
み
で
相
伝
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
続
い
て
、
「
元
広
説
」
と
し
て
、
猿
楽
の
起
源
説
、
観
世
代
々
の
次
第
以
下
、
主
に
能
の
具
体
的
な
演
技
に
関
す
る
記
事
が
三
十
一
ケ
条
続
く
。
演
技
全
般
に
つ
い
て
の
記
事
も
少
な
く
な
い
が
、
〈
実
盛
・
熊
野
・
鉢
木
・
砧
〉
な
ど
、
個
々
の
曲
に
つ
い
て
の
型
付
が
過
半
を
占
め
、
最
後
に
「
観
世
大
夫
元
広
物
語
之
分
」
で
あ
る
旨
の
注
記
と
「
永
正
年
月
日
」
の
年
記
が
あ
る
。
続
い
て
、
「
長
俊
説
」
と
し
て
、
同
じ
く
能
の
型
付
や
〈
翁
〉
の
由
来
に
関
す
る
記
事
な
ど
が
九
ケ条あり、その後に「観世小次郎物語」として、〈維茂〉（紅葉狩）についての観世小次郎（信光であろう）の談話が見え
る
。
以
上
は
概
ね
永
正
年
中
の
聞
書
に
基
づ
く
内
容
で
あ
り
、
本
書
の
「
聞
書
色
々
」
と
い
う
外
題
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
部
分
に
由
来
す
る
。
以
上
は
概
上
る
の
で
あ
ろ
う
。
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ｴ
ﾜﾌ
０
やうに必申候ハ不定」、あるいは「能によりてかはり候哉と尋候。大夫云、何之能も大概同やう也」などのように、
筆者が問いを立て、それに対して観世大夫元広が答える、という問答形式の記事が少なくない。過半を占める能の型
付記事にも、「「すミハながれおちて」にての事、目を付候哉、残し候哉と尋候ヘバ、それは何共仕候と云云」などと
見え、これらは、筆者が観世大夫元広から直接に教えを受けた内容を、その都度書き留めたものと思われる。金春禅
鳳の雑談を弟子が書き留めた『禅鳳雑談』と同じく、芸の伝承の場を髻露させる、生きた能楽資料といってよいだろ
また、ここには〈実盛・熊野・鉢木・砧・大蛇・昭君・頼政・難波梅・三井寺〉の九曲におよぶ能の型付が含まれる
が
、
こ
れ
ら
は
ま
と
ま
っ
た
能
の
型
付
と
し
て
最
古
の
も
の
と
さ
れ
る
『
宗
節
仕
舞
付
』
よ
り
、
さ
ら
に
一
時
代
古
い
型
付
で
あ
る
可
能
性が高く、能の演出史の資料としてきわめて貴重である。能の型を師匠からの聞書として書き留めるという形態は、
型付の表記法の古態を示しており、また、〈砧〉のように、戦国末期から江戸前期にかけて上演が途絶えていたため、
古い演出資料がまったく伝わらない曲の型付を含む点も、大いに注目される。その他、型付以外の記事にも、加賀の
国において上人（遊行上人）の前に実盛の幽霊が現れたとの風聞に基づき、将軍が世阿弥に命じて〈実盛〉の能を作らせ
たとか、世阿弥の「花伝書」含花伝乞は巻五までは誰にも見せるが、その後の巻は家督を相続した観世大夫のみが四
十歳の時に一人見ることを許されるとか、〈維茂〉（〈紅葉狩〉）の素材となった平維茂の鬼退治の伝説についての観世
小
次
郎
の
談
話
な
ど
、
興
味
深
い
記
事
が
少
な
く
な
い
。
ヨ五音下」について】
本
書
の
四
十
六
丁
か
ら
八
十
丁
ま
で
を
占
め
る
の
は
、
世
阿
弥
伝
書
「
五
音
下
」
の
完
本
で
あ
り
、
本
来
は
単
独
の
冊
と
し
て
伝
え
ら
Hosei University Repository
れたものと考えられる。世阿弥伝書「五音』は、観世宗節
８
や観世元尚（宗金）による抄出本が残されるのみで、上下巻
揃
い
の
完
本
は
現
存
し
な
い
。
た
だ
し
、
下
巻
の
み
は
完
本
が
存
し
、
鍋
島
家
旧
蔵
『
細
川
十
部
伝
書
』
の
一
冊
と
し
て
、
現
在
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
細
川
本
と
通
称
さ
れ
、
江
戸
初
期
の
写
本
で
あ
る
。
『
聞
書
色
々
』
所
収
「
五
音
下
」
は
、
こ
の
細
川
本
に
次
い
で
出
現
し
た
第
二
の
完
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
五
音
』
の
現
存
諸
本
は
い
ず
れ
も
共
通
の
祖
本
に
基
づ
く
こ
と
が
明
ら
か
で
、
『
聞
書
色
篁
所
収
「
五
音
下
」
（
以
下
、
金
春
本
と
呼
ぶ
）
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
細
川
本
と
は
、
朱
注
の
位
置
、
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
の
表
記
な
ど
が
酷
似
し
、
両
者
に
共
通
す
る
誤
字
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
金
春
本
と
細
川
本
と
は
き
わ
め
て
近
接
し
た
関
係
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
異
同
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
金
春
本
の
誤
写
を
細
川
本
で
改
め
う
る
箇
所
が
あ
る
一
方
で
、
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、
｜
方
が
他
方
を
書
写
し
た
と
い
う
単
純
な
関
係
で
は
な
い
ら
しい。また、細川本には、〈西国下〉の後半以降に、原本の
欠
損
に
起
因
す
る
ら
し
い
部
分
的
な
欠
字
が
多
く
見
え
る
が
、
細
川
一蹴関ｄ－Ｌヘム理り〆給ゾャ票エノ畑で一汁り捗
譲誉仏で太く』捗肯の才？↓て口吹ＭｍＰあ函，
『溌繼畷（Ｉ童一貫へｑ１ｂ喜超ぞ、蓋Ｊ１下
『弄灯一の形糺佶にｒ，川イク～盛り小とＬ〃〈伝べ硝
脆鈎玄重心弧一坐る↓ん鯵緋匙て入に亀刺
よい今，雰諾長佑
〈
川細
・１１を順乙皮↓仮綻倒Ⅲ燧万／うくＩＩ
Ｌ藝罫｝）Ｍ刊傘へ干当扣嶬岑匡》缶皐》》》司門》』》補い田》伜辨十』州
…
！
零脚＃芝ハム刎衡子処奥ヱメ何Ｋ斗刈臓修乢
巫蝋聯瀦糊脚瞬禰靴川鮴雌
４ｉＵＩ５４ＩＩ有侭鯵仏画桑姥＃診の
重り三等くユア６３２４０釣道
禽閃混Ｐ…乞瀞駅陳段砂ハ仏ら？７１
湯紗谷１乞虻側刊統耐肪川Ⅶ山河鮮闇秀
琴
：
１
２
金春本「五音下」
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９戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
弓永禄鼓伝書」について］
「永禄鼓伝書」は、所収伝書の識語に永禄三年の年記が見えるものが多いこと、大半が鼓関係の伝書であることに
基づく仮題である。やはり複数の伝書（①～⑦）を合写するが、④の奥書に見える「黒政右兵衛将重」の名前が、⑤
や⑥の奥書にも見え、黒政右兵衛なる人物に相伝された伝書が核になっているらしい。
①「翁之書」は、〈翁〉の鼓の打出しに関する鼓伝書で、勧進能の初日から四日目までの打出しの別を箇条書で記し、
置鼓の記事に続いて、〈翁〉の詞章と鼓の手付を記す。詞章は上掛り系のもの。千歳の文句は初日分の詞章であるが、
江戸期の上掛りの文句とは若干の異同があり、千歳舞の直前の詞章が「ばんぜいましませいわふが上に１亀あそぶ
なりありうどふどふ」となる。同形の〈翁〉詞章は、広大本「宮増伝書」所収「笛ノ本」にも見える（米倉利昭編中世文
芸叢書、「宮増伝書・異本童舞抄』。昭和四十三年。広島中世文芸研究会）。
②は、天文二十三年（一五五四）相伝の鼓手付と弘治二年（一五五六）相伝の鼓手付とから成る。前者には、「天文廿年
卯月中旬伝了」の奥書、後者には「是うちをくの書物ハ弘治弐年二月十七日一一不残伝申候也」の頭書があるが、内
容的には両者共通する点が多く、一連の伝書として扱った。前者には、〈松虫〉をはじめとする三十一曲、後者には、
（４）
〈安宅〉や〈道成寺〉乱拍子など、重い曲を含む能の鼓手付が収められる。詞章の一部を引用し、その右側（一部左側に
も
）
に
、
○
印
の
ほ
か
、
「
カ
シ
ラ
・
ヲ
シ
・
カ
ン
・
ハ
シ
ラ
カ
シ
・
ノ
ム
・
ナ
カ
ス
」
な
ど
の
手
付
を
傍
記
す
る
。
詞
章
の
引
用
は
、
｜
、
本より書写年代が下ると推定される金春本には、そのような欠字が見られない。すなわち、金春本の原本と細川本の
原本とは別で、そのさらに親本に相当する本が、両者の共通祖本であった可能性が高い。そしてその柤本は、おそら
く細川家の所蔵であったと考えられるが、これについてはまた後に詳述することになろう。
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④「永正十二年今春元安相伝伝書」は、奥書に「永正十二年九月廿日一一今春秦元安二相伝候を以、将重相伝畢」と
あるのに基づく書名である。分量は僅か半丁と短く、最初の一条は宮増弥左衛門の鼓伝書に見える「第一に身なりを
たしなむべし」の冒頭部分であり（Ｄ「小鼓の風鼓之事」にも見える）、次の一条は、金春元安が宮増弥六に相伝した
「離之事」の最後の箇所で、これは先に触れた③の欠落部分に相当する。書写の際に誤って混入したものであろう。
つまり、③の第一条に続くのが、④の第二条ということになり、④の奥書も、③の第一条「はやし乃事」に付くのが
本来の形で、宮増弥六（宮増弥左衛門）が金春元安（禅鳳）から相伝された伝書の写しと考えられる。その年記「永正十
散見する。
二行のみの曲が大半であり、一曲全体に及ぶものではない。〈玉葛・定家・朝顔〉には、増四郎（観世座小鼓役者）・弥
七（宮増弥七）・弥左衛門（宮増弥左衛門）の打った手付が記され、また、乱拍子については、「勧進能一一一期乃間一一四五
度ならでハ打候ハいよし」との宮増弥左衛門の談話が書き留められている。弘治二年相伝鼓手付の奥書に相当する部
分に「弥左衛門直伝西村小兵衛より相伝之所也」ともあり、宮増弥左衛門から相伝を受けた西村小兵衛の伝が一兀に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
西
村
小
兵
衛
の
弟
子
に
あ
た
る
人
物
が
②
全
体
の
編
者
で
あ
ろ
う
。
③「永正十年与五郎権守相伝伝書」は、奥書によれば、永正十年（’五一三）の与五郎権守伝書を、永禄三年（’五六
○）に某が相伝されたものという。与五郎権守は観世座の小鼓方で、宮増弥左衛門の師匠にあたる美濃与五郎吉久。
主な内容は鼓に関する心得で、前半は離子全般についての記事、後半は曲ごとの心得が主体である。全四十六ケ条。
同
内
容
の
伝
書
は
未
見
な
が
ら
、
第
一
条
の
「
は
や
し
乃
事
」
は
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
金
春
父
子
宮
増
兄
弟
伝
書
」
所
収
「
離
之
事
」
（
金
春元安が宮増弥六に相伝した伝書）とほぼ同文（「離之事」の末尾数行を欠く）であり、その他の条々も、Ｄの「小鼓の風鼓
之事」、能楽研究所蔵『袖かがみ』所収永正十年宮増弥六親次奥書伝書など、宮増弥左衛門の鼓伝書に同文の記事が
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奥書に続いて、「永禄一一
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
⑥
は
、
西
村
満
斎
重
理
か
ら
黒
政
右
兵
衛
尉
に
宛
て
た
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
西
村
満
斎
鼓
伝
書
」
の
仮
題
を
付
し
た
。
⑥
の
中
ほ
ど
に
「
永
禄
三
年
卯
月
拾
八
日
」
と
奥
書
ら
し
き
年
記
が
あ
っ
て
、
こ
こ
で
改
頁
が
な
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
こ
の
前
後
が
別
々
の
伝
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、
年
記
の
前
後
で
記
事
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
用
語
な
ど
に
は
一貫性が認められる。もっとも、素姓の異なる複数の伝書が混在しているのは確かで、冒頭に「観世座美濃権守ヨリ
次郎大夫二相伝也」とある一方で、その十五丁後には「右此分ハ今春三郎本也」とある。美濃権守（与五郎吉久）から
観
世
次
郎
大
夫
崇
樋
）
が
相
伝
を
受
け
た
記
事
と
、
金
春
三
郎
（
観
阿
弥
）
の
伝
書
に
基
づ
く
記
事
と
が
混
じ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
内
容
は
曲毎の太鼓の心得や出端の打ち方、擢の構え方など、具体的な記事が少なくなく、〈胡蝶〉と〈遊行柳〉について、「近
代
小
次
郎
書
能
ニ
テ
有
間
、
昔
か
ら
の
打
様
ハ
な
し
」
と
あ
る
こ
と
や
、
「
大
シ
、
ミ
、
コ
シ
打
事
モ
近
代
之
事
也
。
観
世
小
次
郎
打
テ
ある。 ⑤は宮増弥左衛門の鼓道歌である。奥書によれば、「丹波之奥かやの山寺にて長面之折節」の詠歌とある。「長面」
は
「
長
雨
」
の
誤
写
ら
し
い
。
同
内
容
の
宮
増
道
歌
に
は
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
宮
増
鼓
道
歌
』
、
観
世
文
庫
蔵
「
宮
増
鼓
道
歌
」
、
広
大
本
『宮増伝書』所収宮増弥左衛門親次「鼓道歌」、小鼓大倉家蔵『鼓伝書」所収鼓道歌など、多くの伝本がある。後掲の
翻
刻
に
、
鴻
山
文
庫
蔵
『
宮
増
鼓
道
歌
』
と
の
異
同
を
示
し
て
お
い
た
。
鴻
山
文
庫
本
に
は
、
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
か
ら
「
北
の
は
し
小
二
郎
」
宛
て
の
奥
書
（
天
文
十
二
年
正
月
十
六
日
付
）
が
あ
り
、
「
老
の
な
く
ざ
ミ
に
口
す
さ
ミ
申
候
。
す
ち
な
き
事
共
を
御
所
望
候
」
と
見
え
る
が
、
観
世
文
庫
本
と
広
大
本
に
は
、
七
十
歳
の
宮
増
が
「
丹
後
国
か
や
の
寺
に
て
五
月
雨
の
う
ち
」
に
詠
ん
だ
道
歌
と
す
る
奥
書
が
二
年
九
月
廿
日
」
は
、
前
記
「
離
之
事
」
の
「
氷
正
弐
年
九
月
廿
日
」
と
は
年
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
「
聞
書
色
々
』
の
誤
写
ら
し
い
。
奥
書
に
続
い
て
、
「
永
禄
一
一
一
年
正
月
吉
日
黒
政
右
兵
衛
将
重
判
」
と
あ
り
、
次
の
⑤
⑥
と
同
じ
く
、
黒
政
右
兵
衛
の
所
持
本
で
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カラ以後、か様一一打也」など、「近代」の離子の技法に大きな変化があったことを示す記事が散見し、興味深い。
「本々△「口伝重々有之」「不被可有」を多用するなど、独特の表現が目立ち、編者を推定する上での重要な手掛か
りになると思われるが、人物の特定には至らない。
⑧「音曲道歌他」は、音曲の道歌一一一十二首と、十一一調子及び大鼓・小鼓の調縄・筒縄・懸縄の寸法に関する記事か
ら成る。音曲道歌一一一十一一首は、表章「音曲道歌雑考」（「能楽史新考（一一）』。昭和六十一年。わんや書店）が多くの諸本を
挙げて紹介する歌仙系道歌の一つであり、表氏作成の諸本歌順対照表によれば、「自家伝抄」所収音曲道歌（全三十四
首）の歌の配列と共通する。ただし、所収歌には若干の出入りがあり、『自家伝抄』所収歌の最後一一首を欠く。また、
『自家伝抄』本には見られない「凡音曲之道」で始る奥書があるのも、大きな相違点と一一一一口えよう。
なお、この奥書は難読で文意の理解が困難だが（誤写があるか）、『袖かがみ』（能楽研究所蔵）に「宮増弥左衛門音曲
（５）
伝歌蜜書抜写」として載る歌仙系道歌にも、表現は異なるものの、「聞書色々』とほぼ同内容の頭書が見酋える。もっ
とも、『聞書色々』と「袖かがみ』とが同じ系統の音曲道歌であるかというと、そうではない。歌仙系道歌には三十
七首系と、それを改変した一一一十首系の二系統があることが、表氏前掲論文により明らかにされているが、『聞書
色とは前者、「袖かがみ』は後者に属し、所収歌に大きな相異が見られるからである。にも関わらず、両者にほぼ
同内容の奥書・頭書が見えることは、三十七首系から一一一十首系への改訂に関与したのが、他ならぬこの奥書（頭書）の
筆者であった可能性を示唆していよう。すなわち、『聞書色迄は改訂前に書き留めたもの、『袖かがみ』は改訂後に
書き留めたもの、と考えられるのだが、一一一十首系の音曲道歌がしばしば宮増弥左衛門系の鼓伝書に収められているこ
と、三十首の鼓道歌と一対で収められていることなどから、その改訂には宮増弥左衛門が関与した可能性も想定され
る。『聞書色この内容とは直接関係がないが、参考のために付記しておく。
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以上、『聞書色とは大別して四つの伝書群から成っているのであるが、このうち、ＡとＣにはともに「重理」（西
村
満
斎
）
か
ら
相
伝
さ
れ
た
由
の
黒
政
右
兵
衛
の
奥
書
が
見
え
、
い
ず
れ
も
黒
政
右
兵
衛
な
る
人
物
が
所
持
し
た
能
伝
書
の
写
し
で
あ
る
ら
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ
「
五
音
下
」
や
Ｄ
「
小
鼓
の
風
鼓
之
事
」
に
は
、
西
村
満
斎
、
あ
る
い
は
黒
政
右
兵
衛
の
名
は
見
え
ず
、
これらとは伝来を異にする伝書であった可能性が示唆される。また、ＡＢＣが一筆であるのに、Ｄの筆跡はそれとは
異
な
る
別
人
の
筆
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
具
体
的
な
関
連
性
を
ほ
ん
ど
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
ら
四
部
の
伝
書
群
が
、
『
聞
書
色
こ
の
題
名
で
合
写
さ
れ
た
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
こ
に
は
編
纂
意
識
の
よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
手
元
にあった伝書群を便宜的に合写したに過ぎないように思われる。互いに関連性の深いＡとＣの二つの伝書の問に、そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
「
五
音
下
」
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
も
、
右
の
推
測
を
裏
付
け
よ
う
。
弓小鼓の風鼓之事」について］
内題に「小鼓の風鼓之事」とあり、奥書には天文二十三年に弥石八左衛門尉が宮増弥左衛門親次の伝書を書写して、
安田藤次郎に進上した由が見える。弥石は播磨あるいは摂津が本拠の猿楽で、観世座とも深い関わりがあったが、弥
石八左衛門尉なる役者については他に所見がない。伝授者の安田藤次郎も不明の人物。これとまったく同内容の宮増
伝書は確認できないが、部分的には他の宮増伝書と重なる記事が多く、全四十ケ条のうち、第二十一条から第三十九
条までは、『雛子方習書』（水戸彰考館蔵）所収大永元年宮増弥左衛門尉親次伝書、『宮増伝書』（広島大学蔵）所収「大永
八年宮増弥左衛門尉親次伝書」に、第二十一条から第三十五条までは、『袖かがみ」所収の「永正十年宮増弥六親次
伝書」にほぼ同文の形で収められている。なお、「小鼓の風鼓之事」の筆跡は、「花伝抄」から「永禄鼓伝書」までの
そ
れ
と
は
異
な
り
、
別
人
の
筆
と
推
測
さ
れ
る
。
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その「聞書色迄においてとりわけ注目されるのは、世阿弥伝書「五音下」の完本を含む点である。『五音」の現
存諸本は、先述の通り、すべて共通の柤本に基づくが、現存諸本の節付にはいずれも「しほる」が用いられており、
その共通祖本は下掛りの節付であったと考えられている。下巻のみとはいえ、金春家に『五音」の完本が伝わってい
たことは、その節付が下掛りであることともあいまって、「五音』の共通祖本が金春家の伝来であった可能性を示唆
するものと言えよう。しかし、結論から一一一一口えば、「聞書色々』に「五音下」が収められていることをもって、その祖
本が金春家伝来本であったと考えるわけにはいかない。というのも、『聞書色々』所収の各伝書は、観世小次郎信光
の謡伝書や、観世大夫元広からの聞き書き、観世座嚥子方の役者の鼓伝書など、観世系統の伝書群から成っており、
金春との関わりがほとんど見られないからである。Ｃの「永禄鼓伝書」の一部に「今春元安」から相伝の奥書が見え
る
ほ
か
、
太
鼓
役
者
「
今
春
三
郎
本
」
の
鼓
伝
書
が
収
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
前
者
は
金
春
禅
鳳
が
宮
増
弥
左
衛
門
に
相
伝
し
た
伝
書
の
写
し
で
あ
り
、
後
者
の
金
春
三
郎
も
「
上
意
ニ
テ
観
世
座
へ
ツ
ケ
ラ
レ
」
た
役
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
金
春
色
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
観
世
座
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
聞
書
色
と
は
、
も
と
もと金春家伝来の書物ではなく、他所からもたらされた伝書である可能性がきわめて高いのである。それでは、『聞
書
色
々
」
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
金
春
家
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い０『
聞
書
色
色
は
、
そ
の
料
紙
や
保
存
状
況
か
ら
見
て
、
江
戸
中
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
。
書
写
に
関
す
る
識
語
な
ど
は
一
切
見
ら
れず、具体的な成立・書写事情は明らかでないが、本書の大半を戦国期の能伝書が占める中で、四十四丁ウから四十
二、「聞書色々』伝来の経緯
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１５戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
宇佐八幡宮というローカルな場所での神事能の開口文句が収められている事実は、本書が宇佐と何らかの関わりの
ある場・環境で成立した可能性を示唆している。元和・寛永期、豊前国を支配していたのは細川氏であり、宇佐八幡
宮の神事能を再興したのも細川忠興であった。とすると、『聞書色この成立にも、細川氏が何らかの形で関わった
との推測が成り立つのではあるまいか。さらに注目されるのは、「細川十部伝書』と兄弟関係にある「五音下」が
『聞書色皇に収められていることである。「聞書色々』の原本が細川家にあったとすると、同書所収の「五音下」が
五丁ォにかけて、唯一それらとは時代の異なる江戸期の開口文句が収められており、このことが本書の成立事情を探
る
上
で
の
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「聞書色々』が収める開口文句は一一種で、寛永三年の一一条城での能と、「豊前宇佐二て」の能に際してのものである。
前者は徳川家光の将軍宣下に伴う催しであり、その開口文句は観世文庫蔵『行幸・仙洞・日光御能組』にも収められ
ているが（この時開口を勤めた脇役者の進藤久右衛門が文句を忘れ、絶句してしまったというエピソードが有名である）、一
方
の
豊
前
宇
佐
で
の
演
能
の
開
口
文
句
は
、
管
見
の
限
り
、
『
聞
書
色
二
に
見
え
る
の
が
唯
一
で
あ
る
。
そ
の
開
口
文
句
に
宇
佐
八
幡
宮の託宣（「八幡宇佐宮御託宣集」）を踏まえた文言が見えることから、宇佐八幡宮の神事能に際してのものであったと
思われるが、その年時については不明である。宇佐八幡神事能の番組集である『宇佐宮神能明覧』（昭和五二年。宇佐
神宮庁）によると、宇佐八幡宮の神事能は戦国期に一時中絶状態にあったが、元和五年（一六一九）、細川忠興により再
興の「御取立」がなされ、翌元和六年の八月十五日に神事能が興行されたという。以来、宇佐八幡宮では神事能が毎
年恒例の行事として行われたが、開口付の〈翁〉が特別な機会のみに上演きれるものであったことをも考慮に入れるな
ら、「聞書色々』に見える開口文句は、元和五年、あるいは元和六年の神事能再興に際して上演されたものなのでは
な
か
ろ
う
か
。
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1６
現に金春家には、他にも『細川十部伝書」と関わりの深い伝書がいくつか伝わっていた。例えば、金春本『世子六
十以後申楽談儀』（般若窟文庫蔵）は、細川十部伝書本「世子六十以後申楽談儀」と兄弟関係にある江戸中期の写本で
あり、ともに徳川大納言殿の所持本を書写した旨の、文禄四年八月二十六日の細川幽斎の奥書が転写されている。ま
た、同じく金春家伝来の『太鼓秘伝抄・宗錆袖下抜書』（般若窟文庫蔵）は、観世国広の太鼓伝書『太鼓秘伝抄」と
『宗箔袖下』を抄出・合写した仮綴半紙本であるが、このうち『太鼓秘伝抄」は、文禄二年（’五九三）七月、観世国
広より相伝の太鼓の秘書を小崎彦次郎に遣す旨の奥書を伴う、細川幽斎本『太鼓秘伝抄」（永青文庫蔵）の転写本であ
り、一方の『宗箔袖下』は、目録の「五七ニアマルニコス拍子之事」「三字ナカむる節の事」などの平仮名・片仮名
交じりの表記が、『細川十部伝書』中の『宗箔袖下』とほぼ一致することから、これと同系統の本に拠ったと恩われ
このように金春家には、「五音下」の他にも、『細川十部伝書』と同系の写本が複数伝えられていたのであるが、こ
れらはいずれも「細川十部伝書』と親子関係にあるのではなく、兄弟関係にあったと考えられる。個々の例証を挙げ
るのは控えるが、一例を挙げるならば、『太鼓秘伝抄・宗箔柚下抜書』所収「宗湾袖下」には、冒頭の「竹林之七
贄」に関する記事の前に、細川十部伝書本には見られない、「第一翁ト云ハ太玉ノ神千歳振也」で始まる〈翁〉の神道
説
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
奥
に
は
、
「
七
月
二
日
円
斎
在
判
」
と
署
名
の
あ
る
雌
子
関
係
の
短
い
覚
書
が
転
写
さ
れ
て
お
り
、
細
川
十
部伝書本とは別の本に基づくことが明らかだからである。ここに見える「円斎」は、細川家お抱えの大鼓役者松田円
細川本「五音下」ときわめて近い関係にあることの説明が容易となる。すなわち、細川家にあった原本からそれぞれ
派生したのが、『細川十部伝書」所収「五音下」、あるいは『聞書色色所収「五音下」であると考えられるからであ
る
写
本
で
あ
る
。
る。
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１７戦国期能伝書の伝来をめぐる－考察
熊本細川家伝来の様々な典籍の写しが、分家である宇土細川家にも所蔵されていたことは、宇土細川家の旧蔵書た
る細川家文庫（九州大学附属図書館蔵）中に、武田本『伊勢物語』をはじめ、細川家が誇る歌書や物語の書写本が多数
含まれることからも、容易に推察されるところである。細川家文庫のうち、能関係の書物は、細川幽斎手沢の下掛り
節付本、観世宗節署名謡本の二点のみであり、伝書の類は一切見られないが、先の「太鼓秘伝抄・宗錆袖下抜書」の
存在を踏まえるならば、『細川十部伝書』の原本の写しがかつて字士細川家にもあった可能性は十分にあろう。その
宇
土
細
川
家
本
が
、
金
春
本
の
原
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
い
○
と墨書があり、「細川和泉守」の所持本を借り受けて書写したものである旨が明記されているからである。同書が書
写された元禄十二年（一六九九）当時の細川和泉守は、宇土細川藩主の細川有孝がこれに該当する。宇土細川藩は正保
三年（’六四六）、細川忠興の孫にあたる細川行孝が三万石を分与されて、宇土城に入ったのに始る小藩で、その一一代
目の藩主が有孝であるが、金春家はどうやらこの有孝を通じて、宇土細川家所蔵の能伝書（の写し）を入手していたら
書」の表紙に、
斎
の
こ
と
で
あ
り
、
右
の
覚
書
に
は
「
如
此
ノ
事
、
妙
庵
書
物
二
有
、
合
点
不
参
候
」
と
、
幽
斎
の
三
男
妙
庵
の
名
前
も
見
え
る
か
ら
、
原
本
は
や
は
り
細
川
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
細
川
家
と
い
う
の
は
、
肥
後
熊
本
藩
の
細
川
家
で
は
な
い
ら
し
い
。
と
い
う
の
も
、
『
太
鼓
秘
伝
抄
・
宗
箔
袖
下
抜
内
二
有
之
候
元
禄
十
二
己
卯
玄
九
月
日
細
川
和
泉
守
様
方
御
か
し
被
成
候
弐
冊
書
之
内
ぬ
き
書
也
け
た
い
は
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そ
も
そ
も
、
元
禄
当
時
の
金
春
大
夫
重
栄
は
、
細
川
有
孝
と
き
わ
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
重
栄
の
筆
に
な
る
『
弟
子
衆
へ
お
し
へ申候ひか全（般若窟文庫蔵）は、重栄が元禄年中に諸大名やその家中に稽古をつけた際の曲目控え帳であるが、そ
の中に「細川和泉守様へおしへ」として、〈江口〉以下二十三番の仕舞付を書き遣わした由が見える。また、元禄十二
年には、「細川和泉守家来、岡清右衛門」に〈猩々切ｘ呉服切〉などの仕舞を教えたともあるが、注目されるのは、重
栄が細川和泉守から「太鼓秘伝抄』と『宗錆袖下』を借り受けたのも、同じく元禄十二年であったという点である。
おそらく、細川有孝やその家来への稽古の機会に、伝書貸与の話が出たのであろう。
も
う
一
つ
、
細
川
有
孝
と
の
交
流
を
伝
え
る
資
料
が
あ
る
。
般
若
窟
文
庫
蔵
の
「
江
口
・
黒
塚
型
付
」
が
そ
れ
で
、
金
春
安
照
よ
り
相
伝の〈江口〉型付、金春八左衛門より相伝の〈黒塚〉型付を書写し、一通の巻紙にしたものである。〈江口〉型付の付記に、
「右大形如此書付進上申候。御工夫被成可然存候」とあることから、原本はさる貴人に呈上された献上本であったと
推測される。その写しであるところの「江口・黒塚型付」には、「細川和泉守殿之御筆ナルベシ、ナヲノーギンミァ
ルヘシノーノ～」と、細川和泉守の自筆かとする金春氏綱筆の紙片が添えられている。大名の筆にしてはやや稚拙な
筆跡で、料紙も必ずしも上質とはいえないが、その奥書に「外二覚書遣内、笛之害者、三斎時分右有之候を、直二見
せ候」、「外へ者三斎時分有之物――て候故、弥御見せ無之様二頼入申候」など、敬称なしに細川三斎の名を挙げており、
本型付の筆者が細川家の当主、あるいはそれに准ずる立場の人物であったことを示唆している。細川和泉守、すなわ
ち
有
孝
の
自
筆
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
と
関
わ
っ
て
問
題
に
し
た
い
の
が
、
近
年
、
「
聞
書
色
々
』
と
と
も
に
能
楽
研
究
所
に
入
っ
た
「
節
章
句
秘
伝
之
抄
」
で
あ
る
。
綴紐がほとんど外れており、金春欣三氏のもとにあった際にはバラバラの状態であったが、咽にあたる部分に丁数が
書かれているのを頼りに順番に揃えていった結果、全丁分揃っていることが分かった。全百六丁。共表紙に「節章句
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１９戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
秘伝抄」の外題がある。原形は袋綴。各丁の上辺と下辺に朱書きの印が数多く記されているほか、本文の内容につい
ての不審を書き留めた注記（天正十八年□五九○］の観世世阿弥の奥書につき、「天正フシン也、ギンミァルベシ」などと
ある）が散見するが、これはその筆跡から判断して、金春氏綱の筆と考えられる。氏綱は家伝の文書の読解に熱心
だった江戸後期の金春大夫であり、本書はその氏綱の頃にはすでに金春家の蔵架に入っていたことになる。
この『節章句秘伝抄』は、『細川十部伝書』所収『節章句秘伝之抄』と同系統の写本である。『節章句秘伝之抄』は、
「塵芥集』をはじめとする種々の謡伝書をもとに、妙庵によって編纂された伝書である可能性が指摘されているが、
細川十部伝書本以外には伝本が少なく、全体の一割程度の略本が観世文庫に所蔵きれるのみである。新出の金春本
『節章句秘伝抄』は、細川十部伝書本以外に現在確認できる完本として唯一のものということになるが、両者を比較
するに、金春本と細川十部伝書本とは、誤写のレベルを除けば全く同文といってよく、傍注や朱注の位置も含めてほ
ぼ一致する。細川十部伝書本では省略されている引用謡の節付が金春本にはあるなど、金春本の方がより善本といえ
るが、何れかが何れかの写しというのではなく、先の『宗鋳袖下』などと同じく、共通の祖本に基づく兄弟関係にあ
ると考えられる。その共通の粗本はやはり細川家の所蔵本らしいが、注目されるのは、この金春本「節章句秘伝抄』
の筆跡が、先の「江口・黒塚型付」の筆跡と酷似することである。次頁に掲げる写真は、右が金春本『節章句秘伝
抄」、左が「江口・黒塚型付」であるが、「くり」「くる」などの筆跡の特徴が酷似し、同筆であることはまず間違い
ない。その「江口・黒塚型付」が細川有孝の自筆であるとすれば、金春本「節章句秘伝抄』もまた、有孝の自筆とい
うことになる。自筆ではないとしても、ほぼ同時期に、細川家関係の人物によって書かれたものであることは確実で、
伝書の授受を含めた有孝と重栄との交流の中で金春家にもたらされた、一連の伝書の一つであった可能性はきわめて
高
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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2０
家
歴
代
の
う
ち
、
氏
綱
や
安
住
、
あ
る
い
は
重
栄
と
同
時
代
の
竹
田
権
兵
衛
広
貞
な
ど
に
比
べ
る
と
、
重
栄
は
さ
ほ
ど
古
書
の
研
究
に
熱
心
で
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
が
、
金
春
家
旧
伝
文
書
に
は
、
他
に
も
重
栄
の
伝
書
蒐
集
を
窺
わ
せ
る
事
例
が
ある。例えば、『風姿伝』と題する伝書（金春欣三旧蔵。
現
在
能
楽
研
究
所
蔵
）
は
、
「
庭
訓
往
来
注
」
の
申
楽
起
源
説
と
『
風
姿
花
伝
」
の
序
と
を
合
写
し
た
写
本
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
、
元
禄
十
七
年
（
宝
永
元
年
。
’
七
○
四
）
、
会
津
藩
主
松
平
肥
後
守
正
容
の
家
臣
杉
元
源
五
右
衛
門
が
主
君
に
献
上
し
た
本
を
、
肥
後
守
を
通
じ
て
拝
見
・
書
写
し
た
由
が
、
重
栄
自
身
の
筆
で
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
松
平
正
容
も
重
栄
の
能
の
弟
子
で
あ
り
、
細
川
有
孝
の
場
合
と
同
じ
く
、
門
弟
の
大
名
を
介
し
て
、
伝
書
の
蒐
集
に
努
め
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
聞
書
色
々
』
も
ま
た
、
同
じ
頃
、
重
栄
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
伝
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
金
春
家
に
入
っ
た
宇
土
細
川
家
所
蔵
能
伝
書
の
写
し
の
う
ち
、
『
細
川
十
部
伝
書
」
と
共
通
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
こ
な
お
、
こ
れ
ら
の
伝
書
は
自
然
と
金
春
家
に
集
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
金
春
重
栄
が
積
極
的
に
蒐
集
し
た
結
果
で
あ
る
ら
し
い
。
金
春
一心Ａｌ糺飯ぞ勺１崎りく沙１胱陞３江
Ｃｌや必確乃佃Ｉくを一万づぐ～
荷令玄言う乃総Ｊ汗ｊも人！■砥ぞ何
一
縮
葦
…
ぺ
停
甕
八
－－ あ？、ｆ、仏炉汎川１Ｊ〃几
か隣９１ｈＩＪ柿川恢ハ灯似Ⅲ
､
ろ１ｓよ食くら．
｢江口・黒塚型付」 『節章句秘伝抄」
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とは、先述の通りである。『聞書色この原本が宇土細川家の所蔵で、そのさらに親本が細川家に所蔵されていたと
すると、「聞書色色所収伝書についても、『細川十部伝書』との関係をあらためて考えるべきであろう。妙庵の周辺
で成立したらしい『細川十部伝書』は、現在、十部十冊の形で伝わることから、「十部伝書」の名で総称される。し
かし、『能口伝之聞書』の表紙に「十八第一一一入書物也」、『申楽聞書』の表紙に「十九」と墨書があることから、本
（６）
来は十九冊以上から成る一群の伝書だったと推定されている。つまり、『細川十部伝書』には、他に九冊以上のツレ
が存在したことになるのだが、その今は失われた『細川十部伝書』のツレが、『聞書色々』に合写された「花伝抄」
や「永禄鼓伝書」であった可能性がありはしまいか。実際、「花伝抄」や「永禄鼓伝書」には、「細川十部伝書』中の
伝書との間に、いくつかの共通点を見出すことが出来る。すなわち、『細川十部伝書』の「大野本笛伝書」、そして
「聞書色との「花伝抄」「永禄鼓伝書」が、ともに若狭守護武田氏の周辺で成立した伝書であるらしいことが、両者
の重要な共通点なのであるが、次節ではこの問題を中心に、「聞書色々」の成立過程についてさらに見ていくことに
『聞書色々』が細川家所蔵の能伝書の写しであったらしいことは、右に見てきた通りであるが、そもそも、これら
の伝書はどのような経緯で細川家に伝えられたのであろうか。
『聞書色々」所収伝書のうち、「五音下」については、これと兄弟関係にある細川十部伝書本『五音下」に、「老
父」の本、すなわち細川幽斎の所持本をもって書写した旨の奥書が見えることから、やはり幽斎写の奥書を持つ細川
本「世子六十以後申楽談儀』と同じく、徳川家康所持の越智観世家伝来本が原本ではなかったかと考えられている。
したい。三、
「
間
書
色
々
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
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このうち、「花伝抄」と「永禄鼓伝書」の伝来の経緯が密接な関係にあることは、先述の通りである。すなわち、
「花伝抄」所収「永正七年信光在判伝書」には、「重理」なる人物を通じて、「黒政右兵衛」が相伝を受けた由が記さ
れているが、この「黒政右兵衛」の名が、「永禄鼓伝書」の④「永正十二年金春元安奥書伝書」にも見え、また、⑥
の「西村満斎鼓伝書」にも、「西村満斎重理」から伝書を相伝された人物として見えるからである。つまり、「花伝
抄」「永禄鼓伝書」はいずれも、「重理」（西村満斎）から「黒政右兵衛」に相伝された伝書が核となっており、二人の
素
姓
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
両
書
の
伝
来
を
探
る
重
要
な
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そこで注目されるのが、「永正七年信光在判伝書」の奥書である。これによると同伝書は、「善綱」なる人物によっ
て
「
若
州
ノ
御
屋
形
様
」
に
進
上
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
「
元
治
」
↓
「
重
理
」
↓
「
黒
政
右
兵
衛
」
へ
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
右
の
「若州ノ御屋形様」は、年代から見て、若狭守護の武田元光天文二十年没）であると考えられる。その武田元光のもと
にあった伝書を、後に西村満斎重理と黒政右兵衛とが入手している事実は、この二人が、若狭守護武田氏と何らかの
関わりを持つ人物であったことを物語っていよう。そうした見通しのもとに、武田氏の被官に同名の人物がいないか
探索してみたが、残念ながら該当する人物は見当たらなかった。しかしながら、西村満斎重理との関わりで注目すべ
き人物がいることに想到した。すなわち、大永～天文頃の若狭武田氏の被官で、宮増弥左衛門の鼓の弟子であったら
し
い
、
西
村
与
三
右
衛
門
が
そ
れ
で
あ
る
。
松岡心平「絵師窪田統泰伝」含国語と国文学」昭和五十六年十月号）は、現存する最古の能役者の絵として有名な
「
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
」
の
作
者
で
あ
る
絵
師
窪
田
統
泰
の
事
績
を
通
じ
て
、
戦
国
期
の
若
狭
武
田
氏
を
め
ぐ
る
能
楽
受
容
の
様
相
しかし、『聞書
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『聞書色二の他の伝書については、その内容から見て、「五音下」とは伝来の経緯を異にすると考えるのが
Hosei University Repository
２３戦国期能伝書の伝来をめぐる￣考察 を描出した論文であるが、それによると、この「宮増弥左衛門親賢画像」の制作を依頼したのは西村与三右衛門とい
（７）
う人物であった。すなわち、宮増画像に賛を施した英甫永雄（雄長老）の文集「羽弓集』に次のようにあるという。
宮増弥左衛門親賢画像賛馴咽腋晒鮒縮葹紬繍祁剛醐撒蠕鼓
諌
帝
堯
耶
催
杏
英
減
宮
増
角
以
名
鳴
自
然
天
鼓
画
図
裡
眼
聞
都
曇
答
臘
声
若
之
小
浜
敦
賀
屋
四
郎
右
衛
門
男
需
之
己
亥
四
月
日
著
此
讃
宮
増
道
号
日
高
波
法
諒
日
月
鼓
この「西村与三右衛門少尉」は若狭の住人で、「被官化した国人衆クラス」の人物であったと考えられている。大
永四年（一五一一四）十月二十三日付の武田元光給分宛行状（尊経閣文庫蔵）に、若狭遠敷郡今富庄の新田一段百歩を給分
として宛がわれた人物として「西村与三右衛門尉次盛」の名が見えるほか、「御賀尾浦」での海賊追捕における働き
を賞する武田元光の感状（大音文書。卯月四日付。大永七年の丹後海賊の若狭来襲に際してのものらしい）にも「西村与三
右衛門尉」とあることが知られているが、さらに傍証を付け加えるなら、小嶋入道買得の田地について替地を申し遣
わすよう命じる「西村与三右衛門尉」宛の武田宗勝書状（尊経閣文庫蔵。四月一一十六日付）が存在すること、また、次の
明通寺文書「頓母子懸米請取状」（若狭の明通寺に掛けられた頓母子米の請取状。林屋辰三郎氏旧蔵）にも「西村与三右衛
門」の名が見えることを指摘しておきたい。
請
取
申
御
頼
子
御
懸
米
之
事
合
拾
石
者
御
頼
子
斗
定
也
右
、
所
請
取
申
如
件
。
西
村
与
三
右
衛
門
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天文十一年十一一月廿三日
元治（花押）
明
通
寺
光定（花押）
注目されるのは、この「頼母子懸米請取状」によって、西村与三右衛門の韓が「元治」であったことが判明する点
である。これに先立つ大永四年の武田元光給分宛行状には「西村与三右衛門尉次盛」とあり、大永四年から天文十一
年（一五四一一）の間に諒を「次盛」から「元治」に改めたらしい。「元治」の「元」字は、主君である武田元光の偏諒
を受けたものと考えられるが、ここで問題にしたいのは、この「元治」の名が、『聞書色色にも見えることである。
すなわち、「永正七年信光在判伝書」の奥書に、「天文十三年二申請、元治写之」とあり、天文十三年に「元治」が信
光伝書を申し受けた由が見える。この「元治」がすなわち、西村与三右衛門その人なのではあるまいか。先に見た武
田元光と西村与三右衛門との関係を念頭に置くなら、元光から信光伝書を相伝されたというのも、十分に有りうるこ
とと思われる。「永正七年信光在判伝書」の奥書にはこの後に、「元治」から西村満斎「重理」を経て、永禄四年、
「黒政右兵衛」に相伝された由が見えるが、「元治」の次に名前が挙がっている西村満斎重理も、姓の一致から見て、
西村与三右衛門と同族の可能性が高い。西村与三右衛門の活動時期が大永から天文にかけてであるのに対し、西村満
（８）
斎は少し下って弘治．、水禄頃の人らしいから、両者は親子であったと見るのが自然であろう。
「間書色々』所収の伝書が、西村与三右衛門・西村満斎を介して伝えられたものであるとすれば、そこに宮増弥左
衛門伝書の投影が多く見られるのも当然と言えよう。宮増弥左衛門は晩年を若狭で過ごし、彼の地で没した（『四座役
者目録」「稚魚考乞。そのため、武田氏の被官人の中には宮増弥左衛門の教えを受けるものが多く、その弟子として大
野党の大野三郎、大野遠江らの名が知られるが、「宮増弥左衛門親賢画像」の制作を依頼した西村与三右衛門もまた、
宮増の門弟の一人であったと考えられているからである。実際、『聞書色二所収「永禄鼓伝書」には、「弥左衛門直
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塁え→ＣＯ
若狭の「小窄
と
思
わ
れ
る
。
伝西村小兵衛より相伝之所也」とあり、西村小兵衛なる人物が宮増弥左衛門より直伝を受けた由が見える。この西村
小
兵
衛
と
西
村
与
三
右
衛
門
・
満
斎
と
の
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
「
永
禄
鼓
伝
書
」
の
中
核
部
分
が
西
村
満
斎
か
ら
黒
政
右
兵
衛
に
相
伝
さ
れ
た
伝
書
の
写
し
で
あ
る
こ
と
、
満
斎
の
活
動
時
期
が
弘
治
・
永
禄
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
満
斎
の
初
名
が
小
兵
衛
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
右
に
「
弥
左
衛
門
直
伝
」
と
あ
る
の
を
信
ず
れ
ば
、
武
田
氏
披
官
人
の
西
村
は
、
与
三
右
衛
門
・
満
斎
と
二
代
に
わ
た
っ
て
、
宮
増
弥
左
衛
門
か
ら
鼓
の
教
え
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
この西村をはじめ、若狭武田氏の被官人に能を嗜むものが少なくなかったことは、松岡氏の前掲論文が指摘する通
りである。すなわち、宮増弥左衛門から天文十五年に笛鼓伝書を相伝された大野三郎は、武田氏被官の大野党の一人
で
あ
り
、
天
文
十
九
年
に
観
世
七
郎
長
治
か
ら
、
永
禄
六
年
に
観
世
小
次
郎
元
頼
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
謡
本
の
節
付
を
相
伝
さ
れ
た
こ
と
が
、
妙
庵
玄
又
手
沢
五
番
綴
本
の
識
語
に
見
え
る
。
そ
の
大
野
三
郎
の
一
族
と
思
わ
れ
る
大
野
甚
六
は
、
先
の
窪
田
統
泰
か
ら
二
百
番
の
謡
本
を
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
同
じ
く
妙
庵
本
の
識
語
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
ま
た
、
観
世
文
庫
蔵
『
謡
之
秘
伝
書
」
の
奥
書
に
も
、
大
野
党
の
一
人
で
あ
る
大
野
右
京
進
が
、
「
武
田
大
膳
太
夫
殿
壱
人
に
相
伝
」
の
秘
書
を
宮
尾
三
郎
・
観
世
小
次
郎
の
両
名
か
ら
相
伝
さ
れ
た
由
が
見
え
る
。
こ
の
『
謡
之
秘
書
』
の
奥
書
に
は
不
審
な
点
も
多
い
が
、
大
野
右
京
進
が
観
世
小
次
郎
（
元
頼
で
あ
ろ
う
）
の
謡
の
弟
子
で
あったことは事実と認めてよいであろう。『神官寺桜本坊日記』によれば、観世小次郎は永禄八年（一五六五）三月、
（９）
若
狭
の
「
小
浜
塩
浜
小
路
で
勧
進
能
」
を
興
行
し
て
お
り
、
若
狭
に
お
い
て
武
田
氏
の
被
官
人
に
謡
伝
書
を
相
伝
す
る
こ
と
は
有
り
得
た
右
に
見
た
の
は
被
官
人
ク
ラ
ス
の
能
楽
受
容
の
事
例
で
あ
る
が
、
守
護
の
武
田
氏
自
ら
が
観
世
大
夫
か
ら
謡
伝
書
を
相
伝
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
資
料
も
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
写
本
「
八
帖
花
伝
書
』
所
収
の
謡
伝
書
が
そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
見
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観
世
大
夫
道
見
完
広
）
の
名
を
「
道
顕
」
と
記
す
な
ど
不
審
な
点
も
あ
る
が
、
伝
書
の
内
容
は
道
見
時
代
の
も
の
と
見
て
不
自
然
で
は
は
い
。
そ
の
観
世
道
見
か
ら
謡
伝
書
を
相
伝
さ
れ
た
人
物
と
し
て
見
え
る
「
武
田
別
所
殿
」
は
、
若
狭
守
護
武
田
氏
の
誰
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。
『
羽
賀
寺
年
中
行
事
』
に
は
「
別
所
殿
御
遠
行
ハ
天
文
廿
年
辛
亥
七
月
」
と
あ
り
、
武
田
元
光
天
文
二
十
年
没
）
を
「
別
所
殿
」
と
呼
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
が
、
永
正
六
年
の
時
点
で
彼
が
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
か
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
永
正
十
六
年
か
翌
年
と
推定される六月十一日付の山東家忠書状（西福寺文書）では、元光が「当御屋形様」、元信が「福谷殿様」と呼ばれて
お
り
、
永
正
頃
の
武
田
元
信
が
西
津
庄
福
谷
村
の
地
に
別
所
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（
平
凡
社
「
福
井
県
の
地
名
」
）
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
右
の
「
武
田
別
所
殿
」
は
武
田
元
信
の
方
を
指
す
可
能
性
が
よ
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
武
田
元
信
は
公
家
の
三
条
西
実
隆
と
和
歌
を
通
じ
て
交
わ
り
、
武
家
歌
人
と
し
て
も
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
『
伊
勢
物
語
」
の
重
要
な
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
武
田
本
『
伊
勢
物
語
』
の
所
持
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
元
信
と
能
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
右
の
「
武
田
別
所
殿
」
が
武
田
元
信
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
若
狭
守
護
武
田
氏
武
田
別
所
殿
様
ま
い
る
右書物花伝抄之内、
条
如
此
候
。
努
々
他
見
六
月
一
日
矢
嶋
与
次
郎
殿
ま
い
る
右
之
分
、
何
も
存
知
寄
之
通
書
付
申
候
。
更
二
他
見
有
間
敷
候
。
存
誤
以
下
可
有
之
候
。
如
此
侯
て
も
器
用
分
別
ハ
其
人
二
寄
事
候
条
、
一
書
二
難
定
儀
候
歎
。
如
此
之
旨
外
見
憧
候
ノ
ー
。
永
正
六
年
三
月
十
一
日
観
世
道
顕
在
判
抄
之
内
、
観
世
道
顕
、
別
所
殿
へ
相
伝
之
旨
、
我
等
令
相
伝
候
通
、
矢
嶋
殿
へ
不
残
令
受
与
候
。
難
為
秘
書
御
執
心
之
努々他見有間敷者也。
一日
渋
谷
与
三
左
衛
門
入
道
省
安
在
判
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２７戦国期能伝書の伝来をめぐる￣考察 における能の受容は、すでに永正期には始っていたと見ることが出来よう。現に三条西実隆の日記『実隆公記』には、
永正元年閏三月一一十日条に、「武田申沙汰」の「武家猿楽」、また大永元年十月十一日条に、細川右京大夫高国邸での
「武田張行」の猿楽の記事が見える。これらは武田氏の「申沙汰」によるものであって、実際に演能したのは観世大
夫の一座であったと見られるが、こうした機会を通じて、武田元信とその被官人が観世座の役者との交流の場を持つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
かくして観世座の役者から若狭武田氏の被官人に多くの能伝書が相伝されたと推察されるのだが、これらの伝書群
は、その後、細川家のもとに渡ったものが少なくないようである。戦国期の若狭武田氏と細川家とは姻戚関係にあり、
武田元光の次男にあたる武田信高の室宮川尼は、細川幽斎の姉であった。その細川幽斎が天正八年二五八○）に若狭
の隣国、丹後国に入ると、武田氏の没落によって主君を失った元被官人の中には、武田氏の縁者である細川氏を頼っ
て、その家臣になるものが多かった。松岡氏は前掲論文において、細川幽斎の三男妙庵が謡についてしばしばアドバ
イスを受けた「若州山本中務入道宗覚」が、もともと若狭上中郡本保村を本拠とする若狭武田氏の被官であり、元亀
四年（’五七三）に細川家に仕え、幽斎の田辺城篭城に際しても活躍した人物であることなどを踏まえ、この山本中務
を介して若狭から丹後にもたらされた謡本や能伝書の数々が、妙庵の能楽関係書の重要なパートを占めた可能性を示
唆している。また、松岡氏と中嶋利雄氏によって学界に紹介された『丹後細川能番組』にも、細川家における演能に
大野右京進、畑田善加などの「若狭衆」が数多く参加している事実が知られるのである。
『聞書色々』に則して一一一一口えば、奥書に名前の見える黒政右兵衛の名が若狭武田氏関係の史料中に確認できないため、
これらの伝書が細川家に伝来した具体的な経緯を明らかにすることは出来ないが、武田氏の被官である西村与三右衛
門、その一族と恩しき西村満斎の伝書がその中核を占めていることからも、やはり、若狭から丹後細川氏へと伝来し
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例えば、越前の朝倉氏は中央の文芸の受容に熱心な戦国大名として有名で、被官人にも能を嗜むものが少なくな
かったが、朝倉氏関連の能伝書はごく断片的にしか残されていない。宝永六年二七○九）書写の笛伝書『遊舞集』（法
戦国期から安土桃山期にかけて、実に数多くの能伝書が生み出された。それは、能伝書を求める社会的需要を背景
とするものであり、具体的には、応仁の乱以後の手猿楽の流行が一つの大きな要因になっている。とりわけ、守護大
名や戦国大名とその家臣における能楽受容の高まりが、様々な能伝書の成立を促した。しかし、これらの能伝書群が、
戦国の乱世を切り抜けて、現在までそのまま伝わっている例はきわめて少なく、現存するものの大半は後代の転写本
で
あ
る
。
た伝書群の一つであった可能性が高いと言えよう。
以上、『聞書色々』の内容と伝来の経緯について考察してきたが、これまでの要点をまとめると次のようになる。
①所収伝書の多くは、世阿弥伝書をはじめ、観世大夫元広・弥次郎長俊からの聞書に基づく能伝書、観世小次
郎信光在判の謡伝書、宮増伝書など、観世座系統の伝書である。
②その中核を占めるのは、黒政右兵衛なる人物が西村満斎から相伝された伝書で、相伝者の西村満斎は若狭武
田氏の被官、西村与三右衛門の息子、あるいは一族と考えられる。
③若狭武田氏の被官人が伝えたこれらの伝書は、後に細川家のもとにもたらされた。
④その写しが細川家の分家である宇土細川家にも所蔵され、金春家旧蔵本はそれに基づく元禄頃の写本と考え
られる。
お
わ
り
に
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政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
観
世
座
笛
方
の
笛
彦
四
郎
栄
次
（
笛
彦
兵
衛
）
が
「
朝
倉
与
三
」
に
相
伝
し
た
由
の
永
正
十
年
（一五一一一一）付の奥書が見える。この「朝倉与一一一」は朝倉孝景の甥にあたる与三右衛門尉景職と推測されている。また、
現在鴻山文庫に所蔵される天文六年（一五三七）真木景忠奥書『音曲伝書」も、朝倉氏の周辺で成立した伝書であるら
し
い
。
同
書
は
慶
長
頃
の
写
本
で
あ
る
が
、
天
文
二
年
に
真
木
六
郎
右
衛
門
尉
景
忠
な
る
人
物
が
観
世
弥
次
郎
長
俊
か
ら
相
伝
を
受
け
た
伝
書
を
、
そ
の
四
年
後
に
さ
ら
に
千
秋
左
近
蔵
人
に
相
伝
す
る
旨
が
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
真
木
景
忠
は
丹
生
北
郡
上
野
田
村
に
居
館
が
あ
っ
た
朝
倉
氏
の
被
官
真
木
氏
、
千
秋
左
近
は
同
郡
和
田
村
に
居
館
が
あ
っ
た
千
秋
左
近
将
監
と
の
関
係
が
推
察
さ
れ
、
真
木
六
郎右衛門尉の「景忠」という謹も、朝倉孝景の偏諌を受けたものである可能性が考えられよう。若狭武田氏の被官人
が
、
観
世
座
の
宮
増
弥
左
衛
門
や
観
世
小
次
郎
元
頼
か
ら
伝
書
の
相
伝
を
受
け
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
な
状
況
が
、
越
前
朝
倉
氏
の
家
中
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
事
例
は
、
京
都
に
比
較
的
近
い
若
狭
や
越
前
の
み
に
限
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
は
、
伊
予
の
守
護
大名、河野氏の事例を取り上げる。河野氏と能との関わりは、従来ほとんど注目されていないが、近年紹介された
『岡家本江戸初期能型付』（藤岡道子編。平成十八年。和泉書院）には、「伊与ノ屋形河野殿」が金春大太夫（七郎。氏堕
から〈道成寺〉の相伝を受けていた由が見える（道成寺型付）。また、「此七郎を伊与へ御呼下し候て御習候」ともあり、
河
野
氏
は
伊
予
に
下
向
し
た
金
春
大
太
夫
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
る
ほ
ど
の
能
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
に
見
え
る
「
伊
与
ノ
屋形河野殿」は、天文～永禄頃の河野家当主、河野通宣を指すと考えられるが、これを裏づけるように、「竹田七郎
氏昭」（金春大太夫）が河野通宣に宛てた書状が残されている（伊予史料集成「河野家文書ご。そこには、「返々いつも
ノー御能之見事さ、於此方二たれノーニも申事候」と、「ゆつき御屋形様」（湯築は河野氏の居城）の芸を誉める言葉と
と
も
に
、
八
十
一
歳
に
な
っ
て
足
腰
が
弱
り
、
「
今
一
度
罷
下
、
御
礼
」
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
叶
わ
ぬ
の
を
残
念
が
る
心
情
が
綴
ら
れ
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て
お
り
、
両
者
の
親
密
な
交
流
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
伊予の史料から明らかになるのはこの程度であるが、山口県防府市の毛利博物館には、その河野氏と能との関わり
を示す具体的な資料が他にも残されている。長州藩三代藩主毛利吉就（元禄七年没）の遺愛品として伝わる鼓伝書群が
そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
、
天
文
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
、
河
野
氏
と
そ
の
家
臣
に
相
伝
さ
れ
た
鼓
伝
書
が
多
く
含
ま
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
に譲るが、天正五年二五七七）初春から八月にかけて、観世座幸彦次郎から「通直公様」に相伝された鼓伝書四点の
ほか、同じく天正五年八月に幸彦次郎から「杉原太郎右衛門尉」へ相伝の『鼓能数書立』、天文十六年二五四七）八
月、高安与右衛門尉勝吉から「来嶋右衛門大夫」へ相伝の『っ国ミのしよの事」などが伝存し、このうち、「通直公
様」宛の鼓伝書には、「伊予国河野御屋形様公上十四歳御時」に相伝する旨の奥書が記されている。すなわち、「通直
公様」は先の河野通宣の次代河野通直その人であり（永禄七年生まれ。天正五年には十四歳）、「杉原太郎右衛門尉」は
備後の国人杉原春良の子で、後に伊予に渡り、河野氏の家臣となった杉原春良、「来嶋右衛門大夫」は河野氏の重臣
にして、伊予国来島を本拠地とする海賊、村上（来鴫）通康がこれに該当する。これらの伝書がどのような経緯で毛利
家の所有となったのかは不明であるが、天正十三年の豊臣秀吉の四国攻めによって河野通直が伊予を追われた際、そ
の通直をかくまった小早川隆景のもとに渡り、それがさらに毛利家に伝わったケースなどが想定されよう。若狭武田
氏の被官人に相伝された伝書と同じく、大名の没落とともに伝書が流転した事例として注目される。
戦国期の能伝書はその後、安土桃山期から江戸初期にかけて、いくつもの解体と改変、増補を重ねて、新たな能伝
書として再編されることになる。『八帖花伝書』や「実鑑抄』系伝書がその代表的存在であるが、これら近世の能伝
書が、戦国期の能伝書とどのような関係にあるのかについては、それぞれの伝書の成立過程の解明とも密接に関わる
問題であり、今後の研究に待つところが多い。しかし、『実鑑抄』系伝書については、近年、その編者である真嶋宴
Hosei University Repository
３１戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
庵
の
伝
記
解
明
が
進
み
、
伝
書
執
筆
の
背
景
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
真
嶋
宴
庵
が
幼
少
の
頃
に
預
け
ら
れ
て
い
た
細
川
家
を
め
ぐ
る
演
能
環
境
が
、
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
の
成
立
に
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
（
拙
稿
「
真
嶋
宴
庵伝追考」「能楽研究』弘号）、そこで問題となるのが、果たして宴庵は「細川十部伝書』をはじめとする細川家の能伝
書を、どの程度披見する機会があったのか、という点である。これについては、『実鑑抄』系伝書に『細川十部伝
書
』
の
明
確
な
投
影
が
殆
ど
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
否
定
的
な
見
解
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
聞
書
色
々
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
その一つは、『実鑑抄』系伝書の多くが、細川家伝来の「観世三郎元広」自筆自判の秘伝書の写しを自称している
点
で
あ
る
。
観
世
大
夫
元
広
の
奥
書
伝
書
は
あ
ま
り
多
く
伝
わ
ら
ず
、
管
見
で
は
、
観
世
文
庫
蔵
の
『
風
曲
集
』
、
永
正
元
年
観
世
道
見
奥書の謡伝書「五音』（能楽研究所般若窟文庫・東北大学附属図書館蔵）のほか、前述の武田別所殿に宛てた謡伝書（東京
国立博物館蔵）があるのみである。にもかかわらず、宴庵が観世大夫元広に仮託して伝書を執筆したのは、細川家に観
世
大
夫
元
広
の
伝
書
が
存
在
す
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
『
聞
書
色
と
所
収
「花伝抄」に、「元広説」あるいは「右條々、観世大夫元広物語之分」として、観世大夫元広の所説が多く見えること
である。しかも、右に「元広説」として挙がっている観世座の起源説は、「実鑑抄』系伝書の「能優須知』の記述と
きわめて似通っている。該当部分を対照して掲げ、記述が類似する箇所を傍線で示すと次の如くである。
也。猿楽と云神職になすへきよし申。然者其子安堵也。なを神勅有て長谷乃観音に参、彼子二名付ンと云、いか
な
る
人
に
や
有
け
ん
、
来
て
此
子
を
名
観
世
。
（
「
聞
書
色
皇
）
其子即死。二子二又御託有、是も不用、即死。一一一男二歳のとき、又神託有、此上ハとて母かなしむ間、神勅二任
観世座始ル事、是ハ伊賀乃国の住人服部也。春日の神勅二申楽と云、神職になるべし。独乃男子に御託有、不用、
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谷の観音に可参篭。彼子に名を付んと也・Ｓ能優須知』）
こ
れ
と
同
様
の
観
世
座
起
源
説
は
「
観
世
小
次
郎
信
光
画
像
賛
」
や
結
崎
玄
入
編
「
観
世
累
葉
履
歴
』
に
も
見
え
る
が
、
表
現
は
少
し
ず
つ
異
な
り
、
右
の
二
箸
ほ
ど
に
顕
著
な
類
似
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
「
能
優
須
知
」
が
、
観
世
家
の
先
祖
を
服
部
「
元
成
」
と
諒
を
伴
っ
て
呼
ん
で
い
る
の
は
、
観
世
大
夫
「
元
広
」
の
諒
を
踏
ま
え
た
提
造
の
可
能
性
が
高
く
、
神
託
の
内
容
に
つ
い
て
の
独
自
表
現
も
、
真
嶋
宴
庵
の
創
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
表
現
の
一
致
は
明
ら
か
で
あ
り
、
宴
庵
が
「
聞
書
色
こ
の
該
当
箇
所
を
見
て
いた蓋然性はかなり高いと一一一一口ってよいのではなかろうか。また、『実鑑抄」系伝言が観世大夫元広の名乗りを「三
郎
」
と
し
て
い
る
の
も
、
「
聞
書
色
色
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
観
世
大
夫
元
広
の
名
乗
り
に
つ
い
て
は
、
『
観
世
累
葉
履
歴
』
『
享
保
六
年
書
上
』
な
ど
、
大
半
の
資
料
が
「
四
郎
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
名
乗
り
を
「
三
郎
」
と
す
る
も
の
は
、
「
聞
書
色
々
」
を
は
じ
め
、
若
干
の
資
料
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
「
能
優
須
知
』
の
中
で
『
神
職
妙
伝
』
な
る
世
阿
弥
伝
書
が
引
用
き
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
能
優
須
知
』
に
は
、
他
に
も
『
風
姿
抄
』
や
『
花
伝
髄
脳
記
』
な
ど
の
伝
書
か
ら
の
引
用
が
し
ば
し
ば
見
え
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
実
在
の
同
名
伝
書
に
仮
託
し
た
真
嶋
宴
庵
の
握
造
記
事
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
表
章
ヨ
実
鑑
抄
』
系
伝
書
と
真
鴫
円
庵
（
秋
扇
翁）」「能楽史新考（二）』）。しかしながら、『神職妙伝』なる世阿弥伝書の存在はこれまで知られていない。すなわち、
宴
庵
が
な
ぜ
こ
こ
に
『
神
職
妙
伝
』
と
い
う
書
名
を
持
ち
出
し
た
の
か
が
問
題
に
な
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、
『
聞
書
色
々
』
に
も
当
家
を
観
世
座
と
号
事
、
先
祖
伊
賀
国
住
人
服
部
元
成
、
独
り
の
男
子
を
儲
く
。
春
日
の
御
神
勅
と
し
て
申
楽
の
神
職
に
成
く
し
と
の御神託有しを、用ひざりしかば、其子死。一一の子に又御託宣有、是又猶用ひざりしかば、是も又死。三男二歳
の
時
、
口
走
り
て
日
、
神
に
邪
儀
な
し
、
人
に
有
疑
。
う
む
と
も
子
孫
絶
ぬ
く
し
と
云
て
泣
狂
ひ
け
れ
ば
、
元
成
も
是
に
驚
、
母
も
い
か
評
せ
ん
と
歎
悲
し
め
る
ま
、
に
、
此
上
ハ
と
て
、
御
神
託
に
任
て
則
申
楽
に
座
ス
。
同
ク
三
才
の
時
、
重
て
御
神
託
有
て
、
長
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３３戦国期能伝書の伝来をめぐる一考察
同
様
の
書
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
『
聞
書
色
々
』
「
花
伝
抄
」
の
う
ち
、
『
風
姿
花
伝
』
抜
書
の
冒
頭
に
「
神
職
妙
伝
抄
風
姿
花
伝
抄
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
『
風
姿
花
伝
』
が
「
神
職
妙
伝
抄
」
の
別
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
宴
庵
が
「
神
職
妙
伝』なる書名を用いたのは、この記事を踏まえているのではなかろうか。先に見た観世座起源説の文章の一致ととも
に、宴庵が『間書色々』（あるいは「花伝抄」）を披見していた可能性を示唆するものであり、同時にそれは、『聞書
色迄の原本が細川家にあったとする、先の推測の傍証ともなろう。が、この問題は本稿の論旨から大きく離れる。
稿をあらためて別に論じることにしたい。
注（１）能伝書は、謡伝書・脇伝書・鼓伝書と区別されるのが一般的であるが、戦国期の能伝書は謡伝書などと不可分の関係に
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
含
め
た
能
楽
伝
書
の
意
で
能
伝
書
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
（２）『聞書色々』が宵暁の声の調子について多く記述するのに対し、「声ツカウ事」では、「文字半」の心得について具体的
に記述するなど、相違点もいくつかあるが、謡の発声法や扇拍子についての記事内容には共通点が多い。例えば、「聞書
色々」の「こはさきてうしに能のりて、かならずノー其歌おもしろき也。口びるをよくしめしあつかいてもじをバロび
るにてあつかひ、いきをつよく」と同様の表現が、「声ツカウ事」にも、「コワサキテウシニノリテョキ物ニテ候。モジヲ
バ
ロ
ビ
ル
ニ
テ
サ
バ
キ
テ
、
イ
キ
ヲ
バ
ッ
ョ
ク
出
シ
テ
」
と
見
え
る
。
書
状
形
式
の
伝
書
で
あ
る
と
い
う
点
も
、
両
者
に
共
通
す
る
顕
著
な
特
（３）「享禄三年奥書能伝書」の前半部分には、〈式一二番〉の詞章や、権守の生一小一一郎が多武峰に翁面を寄進した由などが記
されている。『聞書色二に「観世生一大夫」の奥書が見えることとの関連が注目されるが、『享禄三年奥書能伝書』がそ
も
そ
も
生
一
大
夫
系
統
の
伝
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。
な
お
、
両
書
に
見
え
る
脇
方
の
風
体
に
関
す
る
記
事
は
、
「
風
姿
花
伝
』
物
学
徴といえよう。
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４３（４）この後に、踏み面
別種の記事らしい。
［
付
記
］
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
毛
利
博
物
館
の
柴
原
直
樹
氏
に
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
他
、
種
々
御
教
示
を
得
た
。
末筆ながら、厚く御礼申し上げる。なお、本稿は平成二十二年度科学研究費補助金（基盤Ｂ）「能楽資料学構築に向けた金
春
家
旧
伝
般
若
窟
文
庫
の
総
合
的
文
書
調
査
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
８
）
西
村
家
の
そ
の
後
の
動
向
は
明
ら
か
で
な
い
。
紹
巴
の
『
天
橋
立
紀
行
」
に
は
、
永
禄
十
二
年
六
月
に
若
狭
小
浜
の
地
を
訪
れ
た
紹
巴
が
、
同
月
十
一
日
に
「
西
村
宗
運
」
な
る
人
物
の
宅
に
て
、
「
夕
立
の
後
を
や
た
か
き
瀧
の
声
」
の
句
を
詠
ん
だ
由
が
見
え
る
。
こ
の
「
西
村
宗
運
」
が
西
村
与
三
右
衛
門
・
満
斎
と
関
係
す
る
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
（
９
）
原
本
未
見
。
『
福
井
県
史
」
年
表
（
平
成
十
年
。
福
井
県
）
に
よ
る
。
同
書
は
「
観
世
小
次
郎
信
光
」
と
す
る
が
、
「
観
世
小
次
郎
元
頼
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
（
５
）
「
凡
音
曲
之
道
、
依
験
尋
出
述
之
。
於
□
一
宇
、
是
則
為
愚
家
之
童
蒙
欺
、
以
口
舌
心
之
三
、
為
此
道
之
至
源
而
已
」
。
（
６
）
能
楽
資
料
集
成
『
細
川
五
部
伝
書
』
（
表
章
校
訂
。
昭
和
四
十
八
年
。
わ
ん
や
書
店
）
解
題
参
照
。
（
７
）
こ
の
画
像
が
書
か
れ
た
の
は
天
文
頃
と
推
定
さ
れ
る
が
、
英
甫
永
雄
に
よ
り
賛
が
書
か
れ
た
の
は
ず
っ
と
下
り
、
「
己
亥
四
月
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
己
亥
」
は
慶
長
四
年
で
あ
り
、
永
雄
の
詩
集
『
倒
痛
集
』
に
は
、
こ
の
詩
の
す
ぐ
前
に
同
年
の
「
慶
長
第
四
己
亥
春
一
一
一
月
」
に
書
か
れ
た
若
州
秋
山
氏
の
画
像
賛
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
英
甫
永
雄
が
若
狭
に
滞
在
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
づ
長
第
四
己
亥
春
三
月
」
に
書
エ
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
条
々
と
類
似
表
現
が
多
く
、
そ
の
影
響
下
に
編
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
に
、
踏
み
留
め
る
一
声
・
踏
み
留
め
ぬ
一
声
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
が
、
こ
の
部
分
だ
け
片
仮
名
書
き
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
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【凡例］
「
底
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
宜
を考慮し、左の方針に従った。
「
漢
字
の
異
体
字
や
旧
字
体
は
、
通
行
の
字
体
や
新
字
体
に
改
め
る
ことを原則とした。但し、「爵」「鴫」「聾」など若干の異
体字は底本のままとした。
｜
、
漢
字
と
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
は
底
本
通
り
と
し
た
。
｜
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
、
平
仮
名
と
片
仮
名
の
別
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
但
し
、
『
五
音
下
』
に
は
朱
筆
の
句
読
点
「
・
」
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
、
校
訂
者
に
よ
る
句
読
点
は
一
切
施
さ
な
い
こ
と
に
し
た
。
｜、底本には、「花伝抄」の冒頭二丁と「五音下」、及び一部
の
ル
ビ
な
ど
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
濁
点
が
全
く
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
校
訂
者
に
お
い
て
適
宜
濁
点
・
半
濁
点
を
付
し
た
。
但
し
、
底
本
に
朱
筆
の
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
「
五
音
下
」
に
つ
い
て
は
、
校
訂
者
に
よ
る
濁
点
は
一
切
付
さ
ず
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
底
本
は
多
数
の
伝
書
の
合
写
か
ら
成
る
た
め
、
各
伝
書
の
最
初
に
校訂者による書名見出しを〈〉に囲んで加えた。
｜
、
謡
曲
の
引
用
部
分
等
を
「
」
で
囲
み
、
曲
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
曲
名
を
（
）
内
に
傍
記
し
た
。
｜
、
朱
筆
に
よ
る
書
入
に
は
（
朱
書
）
と
注
記
し
た
。
但
し
、
一
部
の
朱
〔翻刻〕『聞書色々』
書
の
書
入
、
す
な
わ
ち
「
五
音
下
」
の
鉤
印
、
節
譜
、
節
付
記
号
、
発
音
に
関
す
る
傍
記
、
ル
ビ
、
お
よ
び
「
翁
之
書
」
の
鉤
印
、
「
大
夫
・
地
・
セ
ン
サ
イ
」
の
役
名
、
「
天
文
弘
治
年
間
相
伝
鼓
手
付
」
の
鉤
印
、
鼓
手
付
に
関
す
る
傍
記
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
な
る
た
め
、
特
に
朱
書
の
旨
を
明
記
し
な
か
っ
た
。
｜
、
「
五
音
下
」
及
び
「
天
文
弘
治
年
間
相
伝
鼓
手
付
」
に
は
、
｜
部
に節付、手付が朱書で付されているが、「しほる」「廷」
「
ハ
シ
ラ
カ
ス
」
「
カ
シ
ラ
」
な
ど
、
文
字
で
示
さ
れ
た
も
の
の
み
活
かし、その他については一部を写真で掲出するにとどめた。
一
、
所
収
伝
書
の
う
ち
、
一
部
の
伝
書
に
つ
い
て
は
、
異
本
と
の
校
合
を
行
い
、
そ
の
主
要
な
校
異
を
【
］
に
囲
ん
で
右
に
二
部
左
に
）
傍
記
し
た
。
校
合
を
行
っ
た
箇
所
と
参
照
し
た
異
本
は
以
下
の
通りである。
「永正七年信光在判伝書」「観世小次郎権守伝書写」
（早稲田大学演劇学博物館蔵）
「
観
世
生
一
大
夫
脇
伝
書
」
『
享
禄
三
年
奥
書
伝
書
』
（「永正観世能伝書」）（能研観世新九郎家文庫蔵）
「五音下」
細川十部伝書本「五音下』
（法政大学鴻山文庫蔵）
「
宮
増
弥
左
衛
門
鼓
道
歌
」
「
宮
増
鼓
道
歌
」（法政大学鴻山文庫蔵）
｜
、
そ
の
他
、
校
訂
者
注
記
は
（
）
に
囲
ん
で
右
に
傍
記
し
た
。
誤
字
・
脱
字
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
も
、
一
部
、
校
訂
者
の
推
定
、
異
本
と
の
校
合
な
ど
に
よ
っ
て
、
正
字
を
（
）
内
に
傍
記
し
た
。
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〈
Ａ
花
伝
抄
①
永
正
七
年
信
光
在
判
伝
書
〉
花伝抄蝋総劉一シ十一一微
一
、
を
き
な
乃
心
持
之
事
あ
ま
の
戸
を
お
し
明
が
た
の
雲
ま
よ
り
神
代
乃
月
の
影
の
さ
や
け
き
「
翁
ハ
ジ
ム
ル
時
、
見
物
衆
し
づ
ま
ら
ず
し
て
、
サ
ハ
ガ
シ
キ
ヲ
シ
ヅ
ム
ル
様
ハ
、
見
物
者
の
ニ
ュ
ル
調
子
ヲ
翁
乃
イ
、
出
ス
テ
ウ
シ
ヲ
（剛力）
同ヘロテ翁ノ次第ヲ出せ（、則見物衆シヅマル也。
「
な
か
の
ふ
の
大
事
、
ま
く
打
上
テ
見
所
有
。
じ
ゃ
う
座
貴
人
の
見
物
有
を
、
能
ま
く
の
う
ち
よ
り
見
て
、
ま
く
上
よ
り
目
ハ
ウ
タ
イ
ニ
見
一
ズ
ブ
タ
イ
ヘ
出
（
、
則
能
程
二
か
ほ
持
有
。
ざ
様
之
し
る
し
な
き
ハ
う
つ
ぶ
け
バ
う
し
ろ
に
お
う
せ
あ
り
、
か
ほ
見
え
ず
。
あ
を
の
け
（
、
ノ
ド
ミ
ユ
ル
也
。
マ
ッ
ス
グ
ニ
ナ
レ
バ
、
竹
ノ
立
タ
ル
ヲ
見
る
ゴ
ト
ク
ニ
テ
、
腰
タ
カ
シ
。
此
心
得
能
々
秘
す
べ
し
。
「
鼓
大
こ
打
、
シ
テ
ノ
マ
ク
ウ
チ
ョ
リ
橋
ガ
、
リ
ヘ
出
る
ヲ
見
ズ
シ
〈表紙〉聞
書
色
々
テ
、
大
こ
打
様
有
。
昔
ワ
見
る
事
な
し
。
当
代
ハ
フ
ヲ
ノ
ケ
テ
ニ
度
計
見
ル
ト
云
也
。
是
ヲ
バ
マ
ク
ア
ゲ
テ
出
る
ヲ
、
度
々
ウ
ラ
な
ひ
て
二
度
見
る
ト
云
。
何
と
し
て
出
る
を
見
る
と
云
に
、
是
も
目
ヲ
ツ
ケ
所
有
テ
出
る
を
シ
ル
也
。
其
い
は
れ
は
、
む
か
ふ
乃
見
物
衆
の
か
ほ
め
な
れ
（
、
ユ
ク
ト
ハ
ヤ
ス
。
チ
カ
メ
ナ
レ
バ
、
一
セ
イ
ヲ
イ
、
出
ス
音
了
う
つ
な
り
。
然
（
人
ノ
か
ほ
ニ
テ
出
る
ヲ
シ
ル
也
。
秘
す
べ
き
也
。
ザ
シ
キ
｜
、
座
敷
ニ
テ
奇
ヰ
ウ
タ
ウ
か
ほ
持
、
目
ノ
ッ
ケ
所
有
。
一
間
ノ
タ
、
ミ
ノ
ヘ
リ
ヲ
ミ
ル
様
に
す
れ
ば
、
か
ほ
持
す
ぐ
也
。
｜
、
女
乃
能
心
持
、
惣
じ
て
男
よ
り
女
ハ
心
面
似
ず
。
お
そ
ろ
し
く
も
つ
也
。
面
ハ
い
か
に
も
う
つ
く
し
く
シ
テ
、
心
ハ
し
や
つ
き
と
し
た
る
を
、
女
の
心
持
と
云
也
。
シ
ク
シ
ヅ
カ
｜
、
鬼
乃
能
心
持
、
い
か
に
も
ヲ
ソ
ロ
敷
有
テ
、
心
は
静
な
る
べ
し
。
一
、
木
こ
り
・
山
が
つ
を
ば
、
心
よ
く
に
す
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
も
う
ヘノー乃事を似すべし。
｜
、
タ
カ
キ
女
・
シ
タ
ノ
女
ノ
ナ
キ
様
有
。
う
へ
ノ
ー
乃
女
ハ
か
ほ
乃
イ
ロ
色
に
ハ
い
で
、
、
袖
を
た
か
く
持
て
な
く
也
・
シ
タ
ノ
能
に
ハ
、
は
し
マデ
た
け
な
く
、
う
つ
ぶ
き
て
な
く
な
り
。
キ
ヌ
キ
タ
ル
物
迄
も
う
ヘ
ノ
ー
を
よ
く
似
す
べ
し
。
マ
イ
ヅ
レ
モ
、
メ
ン
ヲ
モ
テ
ヲ
見
テ
、
我
が
す
が
た
を
よ
く
ま
な
ぶ
べし。
ガ
ク
タ
メ
｜
、
笛
乃
高
ね
を
ふ
く
事
ハ
、
大
夫
に
楽
屋
に
て
キ
カ
セ
ン
ガ
為
ナ
リ
。
タ
カ
れ
う
を
ふ
く
事
、
し
ら
こ
と
、
は
し
の
ふ
の
て
う
し
ニ
ハ
ヅ
シ
テ
高
キ
物
な
れ
ば
、
れ
う
を
ふ
き
、
う
た
ひ
ゑ
う
つ
る
所
を
、
れ
う
の
て
う
し
に
て
し
ら
す
な
り
。
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ノ
ル
ク
ラ
｜
、
し
ゆ
ら
の
能
に
し
や
う
ぎ
に
腰
か
く
る
事
、
馬
に
乗
鞍
カ
マ
ヘ
ノ
タ
ヅ
ネ
ゴ
ト
ク
成
く
し
。
秘
く
し
。
小
笠
原
殿
へ
世
阿
弥
尋
由
Ｊ
に
、
如
此
被
仰候也。
ヱ
筆
ン
｜、さかも、リ術知らずしてヨビ出サレ、貴人乃うたへと仰候、
サ
カ
テ
ウ
シ
其てうしにてうたヘバ、まへの酒もりの調子たるべし。］｛」や
う
二
候
へ
（
、
ざ
か
も
り
の
座
さ
め
ず
。
す
な
ハ
ち
人
知
ら
し
て
、
時
の調子を請、座敷はなはだしく、にぎノーーと有。是よりとき
乃
調
子
と
名
ヅ
ク
ル
也
。
何
も
か
様
二
書
置
事
、
世
阿
弥
陀
仏
・
音
阿
弥陀仏作なり。伝示置也。何も秘くし。
神
一八
非
扉
､
女
す 天
大
1１
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「
序
破
急
之
能
之
事
【嫌］
｛
ナ
シ
一
汁
六
番
、
又
四
拾
余
番
之
事
、
是
又
大
事
也
。
秘
す
べ
し
。
汁
六
番
之
事
あ
ひ
お
ひ
序
破
又
破
也
老
松
序
な
り
弓
八
幡
序
破
又
は
也
み
も
す
そ
序
破
又
は
也
西
王
母
は
な
り
さ
ほ
山
は
な
り
源
太
夫
は
じ
よ
な
り
さ
れ
も
り
じ
よ
な
り
又
は
な
り
を
｣て
＠
h,１１；
、■
己
〕Iくつ
とうかはこ横せ三ああ山角たげし井遊せ松~た八と情たをとんしが山う井まふ祖田へんづづ屋ん風松む鴫も経ざるふただう<寺ひ母川まじか、じ村風らなの
んてんのくゆ雨一がり
上や
う
はじじじじじじじははははじはじじじじじじじじじじ－
きよよよよよよよききじじよじよよよよよよよよよよ序うはははははきはううよよはよはなはなはははははは砿じききなななうき也なきなきな又りなり又きななななi；よううりりり也うりうりうりはりはうりりりり－也也也 也也な也也
り
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そ
と
（
小
町
じ
よ
は
又
は
な
り
野
々
宮
じ
よ
は
又
じ
よ
也
か
し
は
ざ
き
は
じ
よ
な
り
【
ナ
シ
］
［
ナ
シ
】
百
ま
ん
じ
よ
な
り
右
此
舟
六
番
口
伝
有
【然に］
私
一
玄
、
つ
ぎ
ミ
の
は
に
て
、
大
こ
の
き
う
の
能
あ
り
。
う
た
ひ
乃
じ
よ
に
て
、
つ
ぎ
ミ
は
に
ゆ
く
事
あ
り
。
う
た
ひ
は
に
て
、
大
こ
へ
き
う
に
て
わ
た
る
事
あ
り
。
じ
よ
に
て
う
た
ひ
て
、
き
う
に
打
物
へ
渡
る
事
あ
り
。
う
た
ひ
ハ
じ
よ
、
大
こ
ハ
き
う
、
つ
ぎ
ミ
ハ
は
に
て
ゆ
く
能
あ
る
【
各
有
］
べし。口伝して、我々がしよさを用なり。
「
主
の
家
に
四
拾
余
番
、
是
第
一
心
得
行
事
を
た
し
な
む
べ
し
。
く
れ
は
は
う
き
ふ
ね
は
つ
れ
ま
さ
じ
よ
と
も
あ
き
ら
じ
よ
は
き
う
也
ミ
ち
も
り
じ
よ
は
ゑ
ぴ
ら
は
［
東
北
一
一序は一
のきばの梅
は
じ
よ
か
き
つ
ば
た
じ
よ
は
き
う
ろ』フ大こ
じ
よ
り箔っじん
は
き
う
恋
の
お
も
に
じ
よ
は
き
う
船
は
し
は
だ
う
じ
や
う
じ
じ
よ
は
げ~はは野一まふ玉ばてやじふ－お西おかにかつう七もあ車んﾅやん々ずつじかせいうねぢすし行みよしんちたきりし僧じとご宮こむ大づをかきんと－ほ桜なひきやぐう落ひか
くもんしこらひこへ小雰うるらさり
やシ力、汁一じし町きま
う‐う害’う
叶一乃
六フ
番ナち
之に
う あシ
ちり＿
にシ
あはじはじははじじはじ字ははじじじははははじはは
り－よよじよよ弊じじよよよじよ
はよよよはははよ｛よ
き
う
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あ
ほ
ひ
は
た
に
こ
う
じ
よ
は
こ一輪
じ
よ
は
て
ん
こ
じ
よ
は
あ
た
か
は
［ナシ一
一有】
右
此
四
拾
余
番
ハ
今
春
家
之
内
日
記
也
。
他
家
に
知
ら
ず
。
口
伝在。能々甑ずぷ暎弛々一・一ハ］
［
之
槻
一
堂日曲之口伝、様々習ども多候。先第一に申候者、一てう一一き
三
せ
ひ
と
て
、
う
た
ひ
を
う
た
ふ
者
は
、
先
吹
物
乃
て
う
し
を
能
々
ぎ
一
共
一
【
能
々
】
［
ナ
シ
］
ん
じ
て
、
き
て
て
う
し
を
我
が
き
に
よ
く
こ
め
て
、
其
後
こ
ゑ
を
［ナシ］
出せば、こはさきてうしに能のりて、かならず，Ｉ～其寄おも
しろき鯲世・口びるを斯哩しめしてかっかいて、もじをバロ
びるにてあつかひ、いきをつよくこゑ込腿ぽそ，ｒ～とゐだす。
【
を
さ
ば
き
】
【
也
一
第
一
な
ら
ひ
二
て
候
。
口
の
う
ち
の
事
、
五
い
ん
の
さ
わ
ぎ
肝
要
、
の
［あぎ］
ど
ニ
て
も
、
あ
け
に
て
も
、
は
二
て
も
、
口
び
る
二
て
も
、
あ
つ
か
は
【野］
れ
ぬ
も
じ
を
べ
か
ほ
の
ふ
り
や
う
に
て
あ
つ
か
ふ
事
あ
り
。
是
ハ
夜
［
か
け
］
るひる、寄を心にかけてうたふ時ならでハ、をぼへぬ物也。
但
し
や
う
と
く
の
き
よ
う
の
人
ハ
、
お
の
づ
か
ら
お
ぼ
へ
、
わ
れ
と
さ
【只】
【
と
】
と
る
事
あ
り
。
先
々
稽
古
乃
時
ハ
た
奇
い
と
く
せ
ま
ひ
乃
わ
け
め
肝
一分］
要
也
。
た
ず
奇
ハ
す
ぐ
に
、
あ
り
乃
ま
魯
の
ふ
し
を
う
た
ふ
物
也
。
曲
一
を
］
舞
ハ
ひ
や
う
し
本
に
あ
る
物
也
。
ひ
や
う
し
に
か
国
り
て
ふ
し
を
う
【一】【ナシ】
た
ふ
ゆ
へ
に
、
く
せ
ま
ひ
と
申
也
。
又
聲
を
つ
か
ふ
事
、
よ
ひ
あ
か
つ
き
と
申
せ
ど
も
、
ひ
る
も
物
を
く
ひ
て
、
後
な
ど
も
す
て
ず
う
た
ふ
［
ナ
シ
｝
［
ナ
シ
］
が
能
候
。
よ
ひ
に
物
数
を
う
た
ひ
て
、
あ
か
つ
き
ハ
さ
の
ミ
お
ほ
く
ハ
一
也
］
うたはい物にて候。聾によりて、わう乃有聲乃むづつま川ソの
【
細
々
］
す
る
こ
ゑ
ハ
、
あ
か
つ
き
能
う
た
ふ
が
よ
き
物
也
。
ほ
そ
く
［
け
さ
の
虫
一
一
つ
よ
く
あ
か
つ
き
一
一ナシ］
し
ゆ
の
す
き
た
う
○
聾
を
あ
か
つ
き
つ
よ
く
う
た
ヘ
バ
、
こ
ゑ
が
う
す
る
【
前
々
】
【きうてう】
一ナシ一
事まづｊく～あうＣ事也。ひやうでうにて物数をうたひて、
一ナシ］
一
也
］
一一一二ハわうしきにてうたひておくが能と申伝候。是ハ暁乃事
［ナシ一
也
。
よ
ひ
も
た
か
き
て
う
し
に
て
っ
よ
く
う
た
ヘ
バ
、
ふ
と
き
聲
劃
じ
ほ
【
ナ
シ
］
そくな胴ソ、こゑ乃うする享有くし。返ｊく～ひき、てうしにて
［ナシー
ヅじじをよく、くちびるにてあつかひて、いきをよくつかい、
一からぬ一
一うたひ申さぬ－
て
う
し
乃
か
ぬ
や
う
に
う
た
ふ
事
、
上
手
た
び
ら
で
ハ
こ
そ
う
た
は
い
｛ナシ一
一ひ険】
物
也
。
高
て
う
し
に
て
ハ
す
が
ｈ
ソ
て
う
た
ふ
ゆ
へ
に
、
音
曲
ｊ
、
ま
ぎ
る
、
事
有
。
能
々
師
に
尋
き
ぐ
り
て
、
心
に
か
け
て
う
た
ふ
べ
き
事
、
肝
要
也
。
扇
ぴ
や
う
し
た
か
く
ハ
う
た
い
事
也
。
ら
う
ぜ
き
成
事
也
。
殊
二
つ
ざ
ミ
な
ど
の
有
時
ハ
猶
々
ひ
き
く
打
也
。
扇
の
さ
き
を
貴
人
の
｛ナシ一
御
方
へ
む
け
ず
し
て
、
よ
｝
」
に
扇
を
な
す
物
也
。
左
の
ひ
ざ
を
た
【ナシ］［風］
て
画
、
右
を
敷
て
左
の
手
を
た
て
た
る
ひ
ざ
の
上
に
を
き
て
、
右
乃
手
一ナシ】
にて扇ぴやうしを打物也。貴人の御かほを１℃見ぬ物なれば、
一
口
上
］
ネ
ン
ゴ
ロ
【
ナ
シ
］
およそ御むれこしの程をミる也。こう－」やに懇に可尋事也
。
［
候
一
［
ナ
およそ先如此書遣し、ふかき事ハ先むや／、にて御座候。あな
・
ン
］
か１」こ。不可他見候也。
［
氷
禄
正
】
一
一
一
】
｛在判一
永正七年十一一月廿五、口
信光判
【
之
候
二
［
者
］
右此書物者、観世小次郎権守自筆二書置候。然辻〈若州ノ御屋
｛
召
樋
】
【
色
々
申
調
）
【
物
］
形
様
へ
被
置
食
候
間
、
写
置
候
也
。
天
文
十
年
十
月
十
一
一
一
日
善
綱
天文十一一一年二申請、元治写之。同重理是相伝候。永禄四年二
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〈②永正観世能伝書〉
風
姿
花
伝
抄
抜
書
一
、
音
曲
音
口
伝
一
調
二
気
三
声
先
調
子
を
よ
く
聞
て
、
気
に
こ
め
て
、
次
二
声
を
出
すべし。尚よく心得有。口伝を以知くし。
一、音曲文字曲之事
コ
ト
バ
心
に
き
っ
て
、
こ
と
ば
に
き
ら
ず
、
詞
に
切
て
心
に
き
ら
ず
、
又
い
（き）
イ
キ
きをうって字をきらず、字をきって息をきらずとも云へり。
又
姿
と
申
と
云
ハ
、
ま
へ
乃
字
の
下
よ
り
微
音
に
云
出
す
也
。
彼
心
得
フ
カ
キ
に深ならひあり。口伝。又山を大二露をちいさく、此心得、
習あるべし。又音曲ハ尺虫のごとしと云へり。
『風姿花伝抄と云ハ、毛詩・左伝・論語など、漢之事をひタ
レ
いて、彼音曲申楽乃道をこりを志たる抄也。常乃ことばハ誰
人も可見事あり。諸道に可入事多シ。おくの大事とて八ノ巻
に有。是秘密也。かれを以能を作り、其道をきわむ心得に渡
る儀也。故一一他見せずと云へり。花伝書ハ世阿弥作也。
「
独
り
詠
之
事
枯木に花のさくがごとし。よく分別すべし。面白がらする事
なかれ。声をていして字をつよく云と心得くし。尚有口伝。
「
扇
拍
子
之
事
小指くすしゆぴをのけて、廉乃目のうへを三シの指にて持べ
月八日一一拙者写之也。
黒政右兵衛受之。
し
。
然
ど
も
人
乃
ゑ
て
に
て
も
あ
る
べ
き
か
。
又
扇
乃
さ
き
を
貴
人
の
方へむけべからず。又扇を高くあげ候事、尾籠也。其ぶんり
やう口伝有。又扇拍子うつ事ハつぎミなき時の音曲也。鼓有
ときは打べからず。又音曲之人数あまたあり共、かしらを取
候者、一人打くし。ひやうし数を打事、尤尾籠也。只一シ打
くし。
「
聾
を
っ
か
ふ
事
よひに物をうたひ、暁ハ聲のくたびれざる程つかふ也。あか
つき、こゑくたびれ候ほどうたヘバ、声失くし。惣別細々う
たふ事よき也。必ときを不定共、常に聲を出す事よき也。こ
ゑ
の
む
き
た
る
時
を
す
て
ず
し
て
う
た
ふ
く
し
。
｜、稽古之事
先
本
を
か
き
て
、
次
二
句
を
き
り
、
上
下
を
つ
く
。
次
二
し
や
う
を
さ
し
、
三
度
め
に
つ
け
て
う
た
ふ
也
。
ま
へ
二
度
ハ
つ
け
て
詠
べ
か
ら
ず
。
我がこゑをいだせ（、師のきかず。能心得べき也。
「
四
季
之
唄
之
事
春纈認難詮夏鯆蝿瑚ずして秋難くたる冬耀艘静を
春
乃
能
は
高
砂
さ
ほ
山
夏
ノ
能
ハ
矢
立
賀
茂
箱
崎
一
、
音
曲
乃
時
身
持
之
事
尻をすへてありのとわたりをしき、腹をそらし、腹二ちから
を
入
て
詠
ず
べ
し
。
か
ほ
持
之
事
、
調
子
か
る
と
お
も
ハ
や
く
る
ぶ
く
やうにし、調子さがるとおもはず、少あをのくやうにすべし。
惣別顔をくるハかす事、調子ちがい、こへ色かハリてわろし。
又
身
持
ち
が
い
心
に
入
ざ
る
故
に
、
詠
乃
う
ち
に
て
う
し
さ
が
り
な
ど
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、ン
して、調子くるふ也。よく，く、‐思ゆいすべし。調子さがる事、
第一非とせり。
｜
、
人
数
あ
ま
た
あ
り
て
詠
曲
之
事
声をやすむる事、うたひの中，く～にてやすむべし。或ハうた
いはじめ、或ハあげはの前、又ハあげはの付所、或ハ唄とめ
○カン
に
て
や
す
む
べ
か
ら
ず
。
こ
風
を
簡
要
に
心
得
く
し
。
一
、
詠
拍
子
あ
ひ
の
事
少ひやうしおくれにいだして、字をかるく云と心得くし。所
に
ハ
よ
る
べ
き
な
れ
ど
も
、
拍
子
を
は
や
く
い
ひ
出
し
て
、
字
を
ね
（
く
云
に
よ
り
て
し
た
る
き
な
・
り
。
「
観
世
音
曲
之
風
躰
ノ
事
観世方にハさく，，く～と云出して、ちやくとふし有。是音曲也。
つ
ぎ
け
て
し
め
た
る
ふ
し
、
あ
ま
た
有
事
な
し
。
今
春
方
に
ハ
つ
ぎ
け
て
い
く
つ
も
ふ
し
有
。
是
観
世
・
今
春
の
か
は
り
也
。
一、くりあげ・ゆりすへ之事
およそゆりの数十五也。ゆｈ／と云事、なわをひきはりて中程
ム
チ
（ぐが）
を鞭にて打に、なわのゆるくるごとし。ゆりと云事、ちのく
らいにて有間、ふき物にも大事也。又今春方にハゆりの数を
少すぐなく云きり、ゆりにてハなくつくやうにいへり。
「
大
和
申
楽
四
座
之
事
外
山
肇
遊
崎
観
世
坂
戸
金
剛
円
満
井
今
春
申楽乃初めハ今春たるべし。おきな乃大事、今春たるべし。
能ノ大事ハ観世たるべし。世阿弥以来、能有。天下の詠の王
たり。金剛ハ今春脇座也。宝生ハ観世脇座也。
一、くる・しほると云事分別大事也。本をてんずるに観世
方にハミなくるとつくる也・今春方にハ皆しほると付也。分
別あれども如此。二座之かわりめ也・又くをき
るにハ
、観世
ハ字のかしらにきる也。今春ハ字の下にきる也。是又二座の
替也。又論儀点かくるに、観世ハしてかたもわき方も巷ず右
点也。今春ハ左右一一かくる也。
「
能
之
時
二
座
之
か
わ
り
目
之
事
観世ハしてのし舞、入はのとき、其ま国入也。今春ハ跡を見
かへりて、おもてを見せて入也。是二座之替也。口伝。又き
る物のきやう、観世ハ小ゑりに下から上まできる也。今春ハ
うゑをひきひろげ、大ゑり也。是二座之かわり也。
｜
、
五
音
之
事
祝言・幽曲・恋慕・哀傷・蘭曲、是五音と名付。此五ケ条を
シ
ユ
イ
能々思惟分別すべき也。祝一一一一口、安詮幸日と名付。
春
日
野
に
若
菜
っ
ミ
っ
餌
万
代
を
い
は
ふ
心
ハ
神
ぞ
知
ら
ん
君
が
代
は千世に八千代にざ諌れ石のいは尾となりて苔のむすまで
安
詮
之
姿
也
。
幽
曲
、
是
ハ
安
詮
音
を
や
ハ
ら
げ
て
う
つ
し
、
曲
を
か
固
り
に
し
て
、
節
を
う
づ
む
曲
な
る
べ
し
。
又
や
ミ
ん
か
た
の
国
ミ
（
の
）
の
桜
が
り
花
の
雪
ち
る
春
乃
明
ぼ
の
恋
慕
、
是
ハ
幽
曲
に
恋
慕
の
哀をそめて物かなしき思をもよほしたる姿なるべし。ながれ
て
ハ
い
も
せ
乃
山
の
中
に
お
つ
る
吉
野
の
川
の
よ
し
や
世
ノ
中
恋
慕
の
姿
か
。
又
思
ひ
か
ね
い
も
か
り
ゆ
け
（
冬
の
夜
乃
河
風
さ
む
ミ
千
鳥
鴫
な
り
哀
傷
、
是
恋
慕
の
あ
は
れ
ミ
、
無
常
の
音
を
そ
へ
て
あ
ぢ
（是哀）
きなき恋が麓りなり。れんぼ、哀々傷のあはれのかわりめの
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曲
ミ
を
能
々
分
別
す
べ
き
也
。
あ
し
か
れ
と
お
も
は
い
山
の
嶺
に
だ
に
お
も
ふ
な
る
物
を
人
の
う
ら
ミ
ハ
哀
傷
姿
か
。
又
浅
茅
生
や
袖
に
朽
に
し
秋
の
霜
わ
す
れ
ぬ
夢
を
吹
嵐
哉
蘭
曲
た
け
た
る
位
の
心
也
。
口
伝。一、
五
音
呂
律
之
事
（徴）
春薬師隻調角音、夏観世音黄鐘微音、秋阿弥陀平調商幸日、冬釈迦盤渉
羽
音
、
土
用
大
日
壱
越
宮
音
。
然
者
隻
黄
壱
ハ
呂
也
。
平
盤
ハ
律
也
。
双
調
を
祝
言
ノ
本
と
す
。
是
春
の
位
也
。
東
方
を
つ
か
さ
ど
る
薬
師
之
音
聲
也
。
春
ハ
年
之
始
也
。
万
木
草
萌
出
る
始
也
。
東
ハ
方
ノ
始
也
。
薬
師
の
音
聲
人
間
出
来
の
こ
ゑ
と
す
。
悦
之
始
也
。
故
二
専
祝
言
の
調
子
と
す
。
黄
鐘
、
祝
言
也
。
夏
ノ
位
、
南
方
を
つ
か
さ
ど
る
。
観
音
之
音
聲
也
。
万
木
万
草
、
調
定
也
。
此
世
界
南
閻
浮
提
也
。
佃
此
世
界
の
音
聲
に
定
ル
故
二
是
を
祝
言
と
す
。
平
調
を
取
分
、
茅
屋
の
聾
と
云
事
、
秋
乃
位
、
西
方
を
つ
か
さ
ど
る
弥
陀
の
聾
と
す
。
万
木
万
草
枯
衰
姿
也
。
人
間
死
期
に
至
て
か
な
し
ミ
の
う
ん
の
聾
、
平
調
也
。
故
二
殊
二
茅
屋
の
こ
ゑ
と
す
。
盤
渉
、
茅
屋
ノ
高
音
也
。
冬
位
、
北
方
を
つ
か
さ
ど
る
。
ツ
キ
釈迦乃立日聾とす。万木万草葉尽て、年之極也。方乃おはり、
北
一
一
き
す
。
人
間
皆
北
方
に
き
わ
ま
る
。
こ
、
を
以
て
、
茅
屋
乃
聲
と
す
。
｜
越
、
祝
言
ノ
聾
也
。
土
用
之
位
、
中
央
二
つ
か
さ
ど
る
。
大
日
の
音
聲
と
す
。
四
季
に
渡
り
て
万
木
万
草
に
か
蚤
わ
ら
ず
し
て
、
四
時
四方を守る故二、祝言ノ聲とす。され（祝一一一一ロノ座敷にてハ、
双
調
詠
出
す
べ
き
事
本
也
。
お
さ
ま
る
所
ハ
黄
鐘
た
る
べ
し
。
｜
越
ハ
う
ヘ
ハ
聾
と
Ｆ
き
が
た
し
。
下
ハ
聾
ひ
き
ぐ
し
て
、
時
二
よ
っ
て
相
応
せ
ず
。
然
間
、
双
調
・
黄
鐘
を
専
と
す
。
然
共
平
調
二
も
詠
う
事
有
べ
し
。
呂
乃
位
に
取
心
得
有
く
し
。
律
な
り
と
い
へ
ど
も
、
呂
ノ
音
聲
に
な
り
、
呂
な
れ
ど
も
律
に
成
音
聾
あ
り
。
ひ
そ
か
に
口
伝
を
以
知
く
し
。
又
調
子
二
習
有
。
双
四
平
三
黄
五
盤
六
壱
二
、
是
吹
物
な
く
し
て
調
子
を知也。口伝々々。
「
能
之
わ
か
ち
の
事
三
鬼
二
儀
理
四
女
。
鬼
と
三
あ
り
と
ハ
、
或
ハ
木
の
せ
い
な
ど
の
や
う
な
る
た
ぐ
ひ
、
或
ハ
ま
こ
と
の
鬼
、
或
ハ
似
せ
鬼
、
し
や
う
じ
ん
之
鬼
也
。
是
三
也
。
儀
理
二
一
一
と
ハ
目
前
乃
合
戦
な
ど
な
り
。
又
幽
霊
ノ
男
、
是
ハ
物
語
の
よ
し
た
る
べ
し
。
女
に
四
ハ
幽
霊
女
、
老
女
、
恋
女
、
是
四
也
。
如
此
そ
れ
ト
ー
に
し
た
が
い
、
う
た
い
も
打
物
も
、
又
舞
か
た
も其心得有くし。
「
五
音
之
事
喉
相
通
舌
相
通
唇
相
通
開
相
通
合
口
呼
喉内軒漣魂舌内勤親Ⅲ辮唇内馳認識舳
遍喉ヤィュヱョ喉ノ内舌頭ラリルレロ舌歯満唇ワィゥェヲ喉唇
「
な
ま
り
之
事
文
字
乃
し
や
う
ち
が
へ
ば
な
ま
る
也
。
て
に
は
の
字
の
し
や
う
ハ
い
ゐ
ながす。いきのなびきによりて、しやうちがへども、ふしよ
け
れ
（
な
ま
ら
ぬ
事
有
。
く
る
し
か
ら
ず
。
文
字
の
平
上
去
入
、
此
四
聾
を
よ
く
可
心
得
也
。
又
上
ノ
字
、
下
字
に
よ
っ
て
、
し
や
う
ち
が
へ
ど
も
な
ま
ら
ざ
る
事
有
。
平
上
去
入
依
下
字
、
軽
重
清
濁
依
上
字
と
し
る
べ
し
。
能
々
以
口
伝
可
分
別
者
也
。
「
口
之
内
之
事
肝
要
ハ
ロ
ノ
内
也
。
舌
ノ
あ
つ
か
い
く
ち
び
る
の
事
、
ひ
ら
く
こ
と
に
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ハ
よ
く
ひ
ら
き
、
合
事
に
ハ
よ
く
合
。
又
ひ
ら
く
に
よ
く
ひ
ら
く
と
て
、
ざ
の
ミ
ひ
ら
き
す
ご
し
た
る
も
悪
し
。
よ
く
其
ほ
ど
有
也
。
｜
、
五
音
之
心
持
之
事
祝
言
、
此
心
を
以
う
た
ふ
也
。
幽
曲
同
心
を
以
テ
也
・
恋
慕
同
心
を
以
テ
也
・
哀
傷
同
心
を
以
也
。
蘭
曲
、
是
大
事
也
。
是
ハ
我
が
有
斗
た
る
べ
し
。
此
五
音
、
祝
言
に
ハ
目
出
度
心
を
以
テ
唄
、
茅
屋
ニ
ハ
哀
な
る
心
を
以
う
た
い
、
そ
れ
ト
ー
に
し
た
が
ひ
て、心持有くし。能々可分別物也。
「
能
次
第
之
事
脇
能
と
云
ハ
是
神
也
。
則
祝
言
を
専
と
し
て
神
国
た
る
ま
つ
り
ご
と
也
。
二
番
に
修
羅
を
す
る
事
、
劔
を
以
世
を
治
る
は
じ
め
な
れ
（
、
兵
を
た
い
し
て
国
を
納
る
儀
也
。
三
番
に
舞
を
な
す
事
、
世
上
ミ
な
色
そ
ミ
、
力香に
め
で
る
故
に
幽
玄
を
専
に
す
。
舞
と
云
ハ
面
白
を
本
と
す
。
一
時
之
栄
に
千
歳
を
延
と
云
心
を
以
、
目
出
度
儀
也
。
四
番
に
儀
理
、
是
又
仁
義
礼
智
信
乃
五
常
を
専
と
す
れ
ば
、
儀
理
を
本
と
す
。
五
番
に
鬼
ハ
人
間
ハ
皆
生
（
死
に
か
へ
る
こ
と
は
り
な
れ
（
、
差
に
て
地
獄
を
あ
ら
ハ
し
、
即
五
道
六
道
是
也
。
此
儀
を
以
神
慮
之
内
証
に
か
な
ひ
、
五
衰
三
熱
の
く
る
し
ミ
を
忘
レ
、
栄
楽
乃
遊
舞
た
り
。
故
に
神
事
・
法
事
に
申
楽
な
く
て
ハ
不
叶
。
殊
更
魔
生
乃
者
正
直
を
本
と
す
れ
ば
、
か
や
う
なるおもしろき事を見聞て不し成二障号一也。
「
音
曲
祝
言
茅
屋
之
音
分
之
事
呂
律
之
二
よ
り
出
た
る
呂
ハ
祝
言
、
出
る
息
乃
こ
ゑ
な
り
。
律
ハ
か
な
し
む
、
入
息
也
。
祝
言
の
聾
ハ
気
を
て
い
に
し
て
、
気
を
は
っ
た
と
持
出
す
聲
也
。
是
つ
よ
き
音
聲
也
。
気
を
は
り
て
つ
よ
き
聾
ハ
、
出
る
気
力
の
聲
也
。
故
二
呂
聲
悦
之
こ
へ
と
す
。
然
者
祝
言
也
。
茅
屋
の
こ
ゑ
と
云
々
こ
ゑ
を
て
い
に
し
て
気
を
ゆ
る
く
持
、
や
ハ
ら
か
に
よ
は
き
心、かいなき入息ノ聲也。哀なる聾として律とす。然者茅屋
の
こ
ゑ
也
。
然
間
、
祝
言
の
聾
に
は
気
を
は
る
故
に
、
て
う
し
か
る
曲
有
。
茅
屋
ハ
気
ゆ
る
く
持
故
に
調
子
さ
が
る
曲
あ
り
。
能
々
可
心
得
者
也。
永
正
年
月
日
一、元広説
そ
れ
申
楽
乃
始
ハ
今
春
也
。
春
日
明
神
乃
臣
下
と
し
て
、
以
神
勅
六
十
六
番
之
翁
を
は
じ
め
た
り
。
以
来
申
楽
と
号
す
。
観
世
座
始
ル
事
、
是
ハ
伊
賀
乃
国
の
住
人
服
部
也
。
春
日
の
神
勅
二
申
楽
と
云
、
神
職
に
な
る
べ
し
。
独
乃
男
子
に
御
託
有
、
不
用
、
其
子
即
死
。
二
子
二
又
御
託
有
、
是
も
不
用
、
即
死
。
三
男
二
歳
の
と
き
、
又
神
託
有
、
此
止
ハ
と
て
母
か
な
し
む
間
、
神
勅
二
任
也
。
猿
楽
と
云
神
職
に
な
す
べ
き
よ
し
申
。
然
者
其
子
安
堵
也
。
な
を
神
勅
有
て
長
谷
乃
観
音
に
参
、
彼
子
一
一
名
付
ン
と
云
、
い
か
な
る
人
に
や
右
げ
ん
、
来
て
此
子
を
名
観
世
。
則
観
音
の
御
応
理
と
任
す
。
彼
お
き
な
名
を
取
て
観
世
と
号
す
。
然
間
、
六
十
六
番
の
お
き
な
を
今
春
よ
り
伝
へ
、
神
職
申
楽
と
成
た
る
也
。
是
則
観
阿
弥
也
。
彼
代
に
六
十
六
番
ノ
切
を
そ
れ
ト
ー
に
似
相
て
あ
そ
び
に
す
。
故
二
是
物
ま
ね
と
云
へ
り
。
如
此
次
第
に
も
て
遊
び
、
世
阿
弥
陀
は
じ
め
て
能
を
作
る
。
其
法
度
を
定
て
以
来
、
能
有
。
是
を
公
方
様
、
サ
レ
メ
シ
又
諸
家
に
面
白
お
も
ひ
た
ま
ひ
、
御
用
有
。
公
方
へ
世
阿
弥
被
二
召
出
一
、
御
已
官
一
一
ま
い
る
べ
し
。
御
神
事
の
時
者
御
い
と
ま
可
被
下
と
御
下
知
有
に
よ
っ
て
干
今
観
世
公
方
乃
御
申
楽
と
し
て
彼
道
お
こ
た
ら
ギ
シ
キ
ず
。
然
間
六
十
六
番
之
翁
乃
大
事
儀
式
ハ
ヘ
フ
春
に
有
く
し
。
能
の
法
度
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儀式ハ観世たるべし。何も座に有と云共、能乃根本、世阿弥
ア
ト
ヲ
イ
よ
り
也
。
又
世
阿
弥
子
、
無
器
用
を
以
テ
跡
を
つ
が
ず
。
甥
ノ
音
阿
弥
キ
ッ
ク
器用を以跡を続也。
「
観
世
代
々
之
次
第
ハ
ッ
ト
リ
観
阿
弥
観
世
は
じ
ま
り
伊
賀
之
服
部
也
世
阿
弥
観
阿
弥
子
也
此
世
阿
弥
始
而
能
を
作
ヲ
イ
ユ
ウ
ゲ
ン
二
日
阿
弥
世
阿
弥
甥
也
松
清
幸
日
阿
弥
子
也
祐
賢
松
清
子
也
今
之
大
夫
三
郎
元
広
祐
賢
子
也
一、さか扇と云事有哉と元広に尋候。さやうに必申侯ハ不定。
さ
れ
ど
も
惣
別
者
扇
と
り
か
へ
さ
ば
、
其
方
へ
ま
ハ
る
べ
き
也
。
後
ハ
又
其
方
へ
ま
ハ
る
べ
き
也
。
然
共
と
き
の
し
ま
い
に
よ
る
べ
き
事
な
れ
（
、
扇
乃
方
な
ら
ね
ど
も
ま
ハ
る
べ
し
。
其
時
は
其
か
た
へ
足
を
ふ
む
よ
し
を
し
て
ま
ハ
る
也
・
其
心
得
有
べ
き
也
。
惣
別
扇
之
手
に
ま
は
る
瓶鵬也卜云云。
プ
タ
イ
｜
、
舞
台
之
字
の
た
と
へ
の
事
ロ
セ
ッ
キ
ガ
キ
モ
ト
ヒ
ロ
露
雪
鬼
・
餓
鬼
、
心
花
か
や
う
の
事
も
又
候
哉
と
尋
候
ヘ
バ
、
元
広
コ
タ
ヘ
テ
イ
ハ
ク
．
、
ロ
｛な）
答
云
、
何
も
其
心
得
有
、
其
意
を
以
す
る
也
。
然
共
名
を
と
た
へ
候事はなく候。余乃座にハ秘事だてに申候。観世座にハ必名
付てハ不申候云云。口伝二有之。
｜、一調一一儀三聾、是を御尋候。まヘニ申同前也。第一二調
子
を
気
に
よ
く
と
つ
く
と
胸
に
お
と
し
つ
け
、
其
気
を
う
し
な
ハ
ず
し
て、声を出すべし。心にしめざる故にちがふなりと云云。
「
さ
し
ご
ゑ
と
云
ハ
、
曲
舞
乃
ま
へ
の
さ
し
、
或
ハ
詠
の
は
じ
め
の
さ
し
也
。
さ
し
ご
と
、
云
ハ
、
近
年
色
な
ど
、
付
る
所
を
い
へ
り
。
か
嵐
る
と
ハ
、
い
に
し
へ
乃
本
ハ
詞
乃
内
よ
り
、
お
の
づ
か
ら
ふ
し
に
か
、
る
所
を
か
包
る
と
い
へ
り
。
き
り
な
ど
に
か
嵐
る
所
お
ほ
し
。
こ
と
ば
よ
り
節
に
か
、
る
也
。
か
や
う
乃
所
を
い
に
し
へ
の
本
に
ハ
か
、
ると付たる也。近年ハ色にもあらず、詠にもあらざる所を
か
画
る
と
付
る
也
。
或
ハ
江
口
な
ど
に
「
草
の
か
げ
の
、
露
乃
代
を」卜云やうなる所をか掴ると付る也。又近年色と付るハ、
詞なれども少度節心乃有て、｜向のことばにあらざるを色と
付ると云云。
「左右ざっ１１乃心、ひだりみぎりゑと也。左へまづ心を
入る也。口伝。
「
舞
に
ま
ハ
リ
候
二
、
先
逆
に
ま
ハ
リ
候
ハ
い
か
に
と
御
尋
候
。
大
夫ノ云、先逆にまはる事、能にハ逆にめぐるが順也と心得く
し
。
逆
を
順
と
云
心
有
。
其
心
得
、
子
細
有
事
也
。
手
を
さ
し
出
す
事
、
左を先出す也と云云。
一、武者乃能之時、扇などつかふ。軍ぱいの心得也。武者ニ
ハ悉皆軍敗之心得たるべしと云云。
ハ
タ
ー、祝一一一口乃時の音曲、調子をよく気にこめ、端と気を持てう
た
ふ
く
し
。
故
に
調
子
か
る
也
。
恋
慕
哀
傷
之
時
ハ
、
心
を
ゆ
る
’
～
と持詠くし。故二調子必さがる也云云。
｜
、
調
子
之
事
、
呂
位
、
祝
言
之
時
乃
う
た
い
出
し
た
る
べ
し
。
如
常
双
黄
壱
ハ
祝
言
成
と
可
心
得
。
尚
口
伝
二
有
。
「
能
之
事
、
序
破
急
簡
要
也
。
序
を
（
す
こ
し
、
破
を
（
い
か
に
も
な
が
く
、
急
を
（
い
か
に
も
ミ
じ
か
し
と
心
得
く
し
。
｜
、
能
之
次
第
之
事
脇
能
ハ
序
、
二
番
ハ
破
、
三
番
ハ
急
、
如
此
可
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有心得也。
｜
、
音
曲
之
事
ほ
ど
ぴ
や
う
し
、
簡
要
也
。
ほ
ど
ぴ
や
う
し
よ
け
れ
（ママ）
ぱ
面
白
き
也
。
又
大
き
や
し
な
ど
す
る
事
悪
し
。
唯
ふ
し
乃
ま
掴
に
し
て
、
ほ
ど
よ
け
れ
（
よ
き
也
・
つ
め
ひ
ら
き
、
ざ
の
ミ
有
も
わ
る
き
也
・
是
又
口
伝
。
惣
別
当
ル
字
ニ
ハ
よ
く
あ
た
り
て
よ
き
也
。
お
ろ
あ
た
り
な
る
故
二
な
ま
る
心
有
て
わ
ろ
き
也
。
一、能に扇っかふ事、扇をひろくひろげて不可遣。尚口伝有。
「
江
口
出
か
へ
り
、
後
は
つ
ざ
ミ
お
け
に
こ
し
を
か
け
、
曲
舞
の
あ
げ
は
よ
り
立
て
舞
て
よ
し
。
｜
、
鵜
羽
、
ま
ヘ
ハ
あ
ま
女
乃
出
立
也
。
つ
れ
女
有
く
し
。
出
帰
ハ
龍
神
の
出
立
也
。
龍
を
も
か
づ
き
、
又
ハ
か
ん
ざ
し
に
て
も
す
る
也
。
又
鵜羽乃まへに舞なし。今春ハ舞有と云云。又玉など持候て出
てし候事も候哉と存候。大夫之云、玉なども不持、一一人も不
出云云。又彼鵜羽、本ハ僧脇なり。近年、観世方よりわき能
に
大
臣
わ
き
に
用
候
故
二
い
に
し
へ
乃
僧
わ
き
の
詞
な
ど
に
少
之
ち
が
い有卜云云。
『詠節当入くるの事、字一シ当が、あたる也・一一シ当が、
入る也。三当が、くる也。
「
く
り
あ
げ
よ
り
さ
し
へ
う
つ
る
ゆ
り
之
事
、
能
に
よ
り
て
か
は
り
タ
イ
ガ
イ
候哉と尋候。大夫云、何之能も大概同やう也。其能，Ｉ～によ
（ママ）
りて急に、又静にゆり餌かわりまでなりと一万一玄。
一
、
実
盛
能
に
作
る
事
、
加
賀
国
上
人
の
御
ま
へ
国
、
実
盛
幽
霊
来
た
ソ
ウ
モ
ン
る
を
天
下
へ
奏
聞
申
。
此
時
、
公
方
様
、
観
世
世
阿
弥
に
能
に
つ
く
れ
と被仰出、即作らる画と云へり。
一
、
白
拍
子
之
舞
二
扇
を
取
わ
た
さ
ず
と
云
ハ
如
何
と
尋
候
。
元
広
の
ラ
ン
一
石
、
く
る
し
か
ら
ず
。
取
渡
な
り
。
乱
拍
子
の
時
は
取
わ
た
さ
ず
。
さ
や
う
乃
と
き
の
事
な
る
べ
し
。
一、ぬれ衣・干寿重平、いづれも今春能也。観世ニハせずと
一万○一万
一、一二笑、多武嶺之能也。今春能と云云。
ヲ
ケ
ー
、
実
盛
、
僧
先
出
候
。
つ
ぎ
ミ
桶
二
こ
し
を
か
け
て
「
西
方
ワ
」
と
い
へ
り
。
つ
れ
乃
僧
有
く
し
。
「
ミ
ち
と
か
や
」
と
う
た
い
と
ず
め
バ
、
’せいを、ぜう出て、「せひがはるかに」と云ィ、「こ国をさ
る
事
と
を
か
る
ま
じ
や
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
云
て
座
に
居
る
也
。
さ
て
後
に
「
御
ま
へ
を
た
ち
去
て
」
に
て
立
て
、
「
ま
ぼ
ろ
し
と
な
り
て
失
に
け
り
」
に
て
入
也
。
さ
て
、
狂
言
あ
ひ
を
云
て
、
僧
待
唄
を
う
た
い
、
座
に
居
也
。
「
か
ね
を
な
ら
し
て
夜
も
す
が
ら
」
に
て
太
鼓
を
打
（は）
出
す
。
「
か
」
字
よ
り
一
二
シ
か
し
ら
を
打
て
に
や
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
云
也
。
其
ま
、
し
づ
か
に
太
鼓
打
、
ぜ
う
出
る
也
。
「
極
楽
世
界
に
行
ぬ
れ
ば
」
と
い
は
せ
、
さ
て
又
ぢ
「
あ
り
が
た
や
」
に
て
太
鼓
打とＦむくし。さて、してくりあげの「心を残す事なかれ」
を
ゆ
り
の
あ
た
り
に
て
桶
に
こ
し
を
か
く
る
也
。
如
此
し
て
く
ど
き
、
「御前を立てあたりなる」にて桶よりおりて、し舞をして、
「
す
ミ
ハ
な
が
れ
お
ち
て
」
に
て
の
事
、
目
を
付
候
哉
、
残
し
候
哉
与
尋候へ（、それは何共仕候と云云。其ま、座に居也。さて曲
舞
乃
あ
げ
は
を
ば
云
て
、
地
「
わ
け
つ
と
と
請
取
時
、
た
ち
て
よ
し
。
時
に
よ
り
何
共
す
べ
け
れ
共
、
ま
づ
大
が
い
如
此
。
又
入
は
固
「
実
盛
が
弓
手
に
ま
ハ
リ
て
」
乃
躰
を
も
す
。
二
刀
さ
、
れ
た
る
お
も
む
き
お
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も
し
、
く
む
て
い
を
し
お
ち
た
る
躰
を
も
し
、
悉
皆
お
も
む
き
を
す
る
也。「とむらい」にて手を合て入也。
「
誓
願
寺
、
後
の
出
た
ち
、
か
ん
ざ
し
に
大
口
小
袖
を
上
二
き
る
。
又
ハ
狩
衣
を
ち
や
く
し
て
も
す
る
也
。
「
湯
屋
、
先
宗
盛
出
候
。
名
乗
て
居
・
し
か
ト
ー
有
て
、
後
次
第
に
て
朝
顔
出
候
。
詠
の
内
に
遊
や
出
候
。
「
草
木
ハ
雨
露
の
め
ぐ
ミ
」
を
云也。狐朝顔、文を渡すを請取て、ミるやうをして、「こと
は
る
」
と
云
て
、
遊
や
持
て
参
り
、
宗
盛
文
を
請
取
、
又
遊
や
に
渡
し
、
「それにてよミ候へ」とい国て、遊や一人してよむ也。今春
ハ
二
人
し
て
よ
め
り
。
さ
て
後
、
「
な
さ
け
を
人
や
知
」
に
て
、
ゆ
や
酌
と
る
趣
を
扇
に
て
し
て
、
宗
盛
に
酒
参
ら
せ
候
て
い
を
し
て
、
其
ま
国
下
座
へ
行
候
二
、
「
ひ
と
か
な
で
」
と
有
に
舞
也
。
此
舞
に
序
な
し
。
「
御
舞
候
へ
」
と
有
二
、
其
ま
、
舞
也
。
遊
や
、
出
立
ハ
小
袖
に
て
也
。
大
口
な
ど
ち
や
く
す
べ
か
ら
ず
。
舞
の
時
も
其
ま
、
舞
也
。
舞
の
内
に
、
「
な
ふ
ｌ
～
俄
に
村
雨
」
と
云
て
、
短
冊
を
書
也
。
兼
て
袖
に入持て、「ちるをおしまぬ人や有」と云て、短冊を取出し、
扇
を
筆
に
て
書
よ
し
を
し
て
、
扇
に
す
へ
て
宗
盛
に
ま
い
ら
す
る
也
。
宗盛ハ短冊計取て見てよむ也。
「
高
砂
・
角
田
川
・
湯
屋
・
誓
願
寺
・
海
士
・
昭
君
・
松
風
村
雨
・
鵜
羽
・
難
波
梅
・
砧
、
何
モ
世
阿
弥
書
た
る
也
。
惣
別
、
昔
能
乃
吉
ハ
大概世阿弥作也。
「
は
ち
の
木
、
先
僧
出
候
而
、
宿
を
か
る
・
女
出
る
也
。
後
二
男
出
立ニハ｜そくもとゆい一一上下にて出る。僧かへるをよび返し
な
ど
し
て
、
は
ち
の
木
を
焼
事
、
「
雪
打
は
ら
い
て
」
に
て
扇
に
て
は
ら
ふ
よ
し
を
し
て
、
能
々
見
ま
ハ
し
、
唄
乃
こ
と
ハ
リ
の
ご
と
く
、
お
ワ
ビ
もひ入をして、「今ハ我のミ侘てすむ、家桜
」乃あたり
にて
小
刀
を
ぬ
き
よ
り
て
、
き
る
也
。
作
物
、
梅
松
桜
た
る
べ
し
。
「
衛
士
乃
焼
火
ハ
御
た
め
な
り
、
よ
く
よ
り
て
」
に
て
扇
に
て
火
を
あ
ほ
ぐ
よ
し
を
す
。
さ
て
中
入
に
て
ハ
、
し
て
も
わ
き
も
み
な
入
也
。
あ
ひ
に
ハ
きやうげん、ふれ口として出候。さて、つぎミ－せい――て西
明
寺
殿
出
る
。
又
お
も
い
だ
さ
る
。
「
あ
ん
ど
を
た
ぴ
け
れ
（
」
に
て
ジ
キ
直二経世請取也。
「砧、まづわきあしや出候。名乗、夕霧を下し、そのま国
わき座二居也。扱夕霧道行うたひ、「都より夕霧が参而候ぞ。
そ
れ
’
１
御
申
候
へ
」
と
有
う
ち
に
、
し
て
女
出
て
、
「
そ
れ
ゑ
ん
わ
う」と云也。して、出立ハ小袖にて出る。後、砧ニハ物をな
がくまきて出して、つぎミ桶乃うへに置也。後女死たるとて
入
也
。
さ
て
わ
き
、
狂
言
を
よ
び
、
「
夕
霧
下
し
て
ハ
や
さ
う
も
あ
る
べ
き
か
。
お
そ
し
」
と
て
重
て
又
人
を
下
す
由
を
云
け
る
に
、
き
や
う
け
ん
下
と
て
、
「
是
に
人
の
見
ゑ
た
る
ハ
彼
つ
か
い
か
」
と
い
ひ
、
マ
コ
ト
「誠に御上候に」など科ひとり》」とをいひて、さて「国もと
にハ何事か御入候。言語道断、此年ノ暮にも御下有まじきを
き
国
た
ま
ひ
、
む
な
し
く
御
成
け
る
と
や
」
「
中
ｌ
～
の
こ
と
」
国
云
ア
マ
リ
て、いそぎのぼり此よしを申。さて、「余不便乃次第なる間、
ア
ヅ
サ
梓にかけて見くし」とあるに、狂一一一一口「御子を尋参て候」と云・
御
子
な
ど
出
は
せ
ず
。
来
る
躰
迄
也
。
さ
て
、
侍
う
た
い
、
し
て
出
る
也
。
老
女
躰
に
小
袖
に
水
衣
を
き
て
、
左
の
手
に
砧
を
も
ち
、
右
の
手
に
ハ
杖
を
つ
き
出
る
。
大
口
も
不
可
着
。
又
舞
も
な
し
。
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「
次
第
之
事
、
次
第
あ
れ
（
又
地
、
其
下
次
第
有
く
し
。
大
臣
な
ど
の
ハ
地
、
次
第
取
テ
、
又
後
二
有
く
し
。
能
ご
と
に
か
や
う
な
る
べ
し
。
女
次
第
、
僧
な
ど
の
次
第
ニ
ハ
ま
こ
と
に
よ
り
地
下
次
第
取
て
、
其
ま
蘭
に
て
名
乗
に
て
も
、
又
何
二
て
も
云
て
よ
き
也
・
い
づ
れ
に
い
づ
れ
の
次
第
に
て
も
あ
れ
、
地
乃
下
次
第
ハ
有
く
し
。
し
て
二
て
も
ワ
き
に
て
も
、
地
と
も
に
二
度
ハ
有
く
し
。
三
度
目
の
次
第
ハ
こ
と
に
よ
る
べし。
「
難
波
梅
、
ば
ち
を
（
舞
に
成
て
ハ
お
き
て
、
扇
に
て
舞
也
。
「
か
へりてハ打」などにても、うたずして観世座にハ仕候と云云。
右
條
々
、
観
世
大
夫
元
広
物
語
之
分
、
大
概
書
置
候
。
定
而
相
違
所
候哉。千時
永
正
年
月
日
一
、
長
俊
説
ヲ
ロ
チ
｜、蝉、ミー」とハ狩衣二て唐かづき物、伴ハ皆大臣出立也。
作
物
、
家
を
横
長
作
、
楊
貴
妃
乃
作
物
の
や
う
に
、
す
そ
お
く
の
て
い
に
す
べ
し
。
是
ハ
ミ
こ
と
よ
り
ま
づ
出
候
。
ぜ
う
・
う
ば
．
ひ
め
、
三
人
入
て
有
也
。
姫
ハ
中
也
。
中
入
に
い
れ
（
太
鼓
づ
ど
う
に
て
、
あ
ひ
物
出
也
。
た
国
ミ
の
台
を
お
き
て
、
そ
ば
に
ざ
か
ふ
れ
を
を
く
也
。
出
か
へ
り
の
時
、
姫
ハ
か
ん
ざ
し
に
て
こ
し
に
の
せ
、
ミ
こ
と
ハ
は
ん
ぎ
り
に
一
眉
衣
に
て
も
、
又
ハ
た
ざ
も
出
る
。
劔
を
は
く
也
。
供
は
の
け
は
り
ゑ
ぽ
し
・
大
口
・
か
た
ぎ
ぬ
、
武
者
乃
出
立
也
。
又
姫
の
こ
し
か
き
ハ
き
や
う
げ
ん
の
の
ふ
り
き
む
き
也
。
後
お
ろ
ち
二
あ
り
。
「
い
ま
し
た
ち
」
と
ハ
、
御
身
た
ち
と
い
ふ
心
也
。
や
く
し
や
は
八
人
也
。
有
か
国
り
、
口
伝
。
「
昭
君
、
ま
づ
わ
き
出
候
。
名
乗
、
脇
座
に
居
・
｜
聾
に
て
、
ぜ
う
・
う
ば
出
る
。
「
ゑ
ん
と
ん
に
向
て
な
き
い
た
り
」
と
鏡
を
見
て
、
其
ま
魁
ぜ
う
ハ
入
也
。
う
ば
ハ
わ
き
座
に
居
也
。
さ
て
け
う
げ
ん
、
あ
ひ
の
こ
と
を
云
て
、
後
ハ
先
昭
君
出
て
名
乗
て
、
「
か
げ
見
ゑ
ん
」
と
い
ゐ
云
、
わ
き
座
に
居
と
き
、
笛
吹
出
し
て
、
つ
ぎ
ミ
に
て
鬼
出
る
。
は
や
く
吹
也
。
打
也
。
出
た
る
時
、
ま
づ
、
う
ば
、
「
お
そ
る
し
や
鬼
とや」を云、「たまふらん」卜いひ終て、鬼、「是ハ胡国」と
名
乗
。
き
り
に
て
ハ
拍
子
て
が
ら
た
る
べ
し
。
舞
も
な
き
問
、
し
つ
か
い
て
が
ら
に
て
す
る
能
也
。
又
鬼
、
出
は
を
太
鼓
に
て
も
出
る
也
。
常
に
ハ
笛
・
つ
餅
ミ
に
て
よ
き
也
。
「
頼
政
、
先
僧
出
候
。
「
名
所
を
尋
候
べ
き
」
と
有
と
き
、
し
て
ぜ
う
出
る
也
。
其
後
、
出
か
ゑ
り
に
ハ
、
な
が
ぼ
う
し
に
武
者
出
立
也
。
後
に
扇
を
し
き
て
、
扇
を
上
面
乃
か
た
へ
な
し
、
や
が
て
其
扇
を
取
て
、
腹
を
き
る
よ
し
を
す
る
也
。
又
き
り
乃
と
き
、
悉
皆
い
ぐ
さ
躰
を
す
る
也。「花
伝
書
、
五
之
巻
迄
は
見
せ
候
。
そ
れ
よ
り
お
く
は
、
よ
の
座
に
有べからず。世阿弥書之、不可有他見旨、副状有。此相伝之
外
、
別
二
本
有
べ
か
ら
ず
。
余
二
あ
ら
（
似
物
た
る
べ
く
候
。
尚
書
二
至
テ
や
き
す
て
に
け
り
と
云
置
た
り
。
観
世
大
夫
も
四
十
歳
之
内
ハ
、
是
を
ひ
ら
き
見
ず
。
四
十
歳
乃
時
、
大
夫
一
人
見
る
迄
な
り
。
観
世
座
之
い
か
や
う
乃
志
有
と
云
共
、
是
を
見
る
事
な
し
。
跡
を
つ
ぎ
候
大
夫
一人之外見ずと云云。
「
翁
乃
事
、
春
日
之
明
神
乃
御
臣
下
と
し
て
、
今
春
あ
ま
く
だ
り
、
神
勅
を
以
六
十
六
番
之
遊
楽
を
か
う
む
り
、
天
下
安
詮
諸
人
快
楽
乃
た
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め
に
是
を
お
こ
な
ふ
。
さ
れ
ば
お
き
な
乃
云
事
、
手
も
ち
足
ふ
ミ
に
い
た
る
ま
で
、
印
真
言
あ
り
。
然
間
、
大
夫
精
進
け
つ
さ
い
の
心
に
て
、
ゾ
ツ
ト
座にて卒度袖ノ下にて護身法をお｝」なひ、其儀式をはじめ、
ア
イ
ダ
故に是を秘して見せず。然共、祈祷に用間、一ハ十一ハ番之内、
し
き
三
番
、
人
ミ
る
や
う
に
お
こ
な
ふ
。
さ
れ
ば
、
し
ら
う
と
画
し
て
、
（し〉
お
き
な
を
か
く
れ
（
罰
を
か
う
む
る
と
い
へ
り
。
故
二
ら
う
と
に
ハ
い
イ
ッ
ハ
ッ
ふ
事
、
舞
乃
手
本
に
あ
ら
ず
。
偽
て
お
し
ゆ
る
時
ハ
く
る
し
か
ら
ず
。
又
観
世
ハ
伊
賀
乃
服
部
な
る
が
、
春
日
乃
神
勅
に
依
テ
申
楽
と
な
り
、
今春二おきなを相伝二て、是をおこなふ。又能ハ世阿弥、其
儀
式
を
ハ
じ
め
、
能
と
云
事
を
作
出
す
。
公
方
様
諸
家
に
御
用
有
。
且
ハ天下安詮乃ため、且ハ諸人快楽乃ため、これをせり。され
ハツ
（
マ
マ
）
ば
能
乃
大
事
、
其
法
度
、
観
世
二
有
、
能
に
取
て
ハ
王
た
る
つ
く
、
申
楽
乃
は
じ
め
ハ
今
春
也
。
春
日
明
神
ノ
御
臣
下
と
し
て
あ
ま
く
だ
り
、
お
き
な
を
わ
た
す
間
、
お
き
な
乃
大
事
、
今
春
二
有
く
し
。
故
二
其
法
度
を
お
さ
む
・
然
問
、
神
々
乃
御
前
に
て
、
お
き
な
を
わ
た
し
、
能
を
せ
り
。
面
白
お
も
ふ
ゆ
へ
に
神
も
納
受
ま
し
ま
す
。
是
を
公
方
様
御
覧
じ、観世御已官二参、御祈祷申、御気をなぐさめ申せ、御神
事
之
時
ハ
御
い
と
ま
給
る
べ
き
と
御
下
知
有
。
そ
れ
よ
り
以
来
、
公
方
様の申楽とす。故二天下ニあまねく是をせり。又金剛・宝生、
これも神勅の子細有て、二座一一加へて四座也。
「
し
て
な
ど
の
ひ
つ
し
づ
ま
り
て
云
と
こ
ろ
な
ど
に
て
、
こ
ゑ
を
か
け
べ
か
ら
ず
。
或
ハ
頓
正
乃
き
り
に
、
「
た
ぎ
つ
な
つ
は
も
の
を
下
知
していはく」などのやうなる所にて、聾をかけべからず。聾
か
く
れ
（
、
し
て
の
手
が
ら
曲
な
し
。
つ
ぎ
ミ
も
か
や
う
な
る
所
に
て
ハ、ひつしづめて唄をきかする也。是以可心得也。
｜、難波梅、してハぜう。つれおとこ・又ハつれ女二ても。
中
入
せ
（
、
き
や
う
げ
ん
、
か
ざ
り
太
鼓
を
持
、
づ
ど
う
ｌ
～
に
て
出
候
。
脇
座
乃
上
二
、
し
て
乃
方
へ
む
け
て
を
く
也
。
さ
て
、
あ
ひ
を
云
て、いにざまに、「我も人数なり。一役せん」とて、さきへ
天
女
、
次
一
一
し
て
出
ル
。
し
て
ハ
大
口
に
狩
衣
、
鳥
か
ぶ
と
に
て
も
、
唐
か
づ
き
に
て
も
。
面
ハ
悪
ぜ
う
、
又
ハ
悪
男
に
て
も
。
ば
ち
を
は
く
。
だ
ミ
に
し
て
、
わ
き
に
さ
す
。
太
鼓
、
高
砂
な
ど
の
出
は
の
ど
と
く
也
。
天女の舞、如常。太鼓笛にてまふ也。天女乃舞ノ間、してハ
桶にこしをかけて居也。天女舞はて図、「梅がへにきいる」
と
い
ひ
ノ
ー
、
わ
き
座
に
居
也
。
し
て
、
「
な
け
ど
も
」
を
い
ひ
ノ
ー
、
ばちをぬき、「こけむして」にて三シ打て、下より「打なら
す
」
と
い
ひ
出
す
。
本
乃
太
鼓
乃
事
、
し
て
乃
打
と
き
、
か
し
ら
を
う
た
ず
。
又
し
て
舞
ミ
て
に
打
は
さ
し
て
、
高
砂
な
ど
の
ご
と
く
に
、
「
あ
ら
お
も
し
る
や
」
と
う
た
は
す
。
太
鼓
乃
打
や
う
、
出
は
も
舞
も
高
砂
に
同
前
也
。
「
融
し
て
、
ま
ヘ
ハ
ぜ
う
、
桶
を
持
て
も
出
る
。
出
か
へ
り
、
か
む
り
に
狩
衣
也
。
小
塩
の
出
立
に
同
じ
。
舞
ハ
序
な
し
に
、
下
よ
り
も
舞
出す也。
｜
、
養
老
ハ
七
月
十
三
日
二
公
方
に
て
御
能
之
時
よ
り
、
か
ミ
ま
よ
り
御肩ぴらをたまはりて、座衆すきときてまいり、其とき乃わ
き
能
に
さ
だ
ま
り
た
り
。
右、此條々、観世弥次郎長俊物語分書置侯。定而可有相違
所候哉。
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千
時
永
正
年
月
日
『
観
世
小
次
郎
物
語
、
惟
持
之
理
り
、
江
州
よ
ど
将
軍
と
云
へ
り
。
将
軍
け
い
図
に
ハ
な
き
也
。
弓
矢
乃
名
人
た
る
に
よ
り
て
、
よ
ど
将
軍
と
い
へ
る
。
彼
能
ノ
子
細
ハ
、
信
濃
国
之
戸
隠
山
に
鬼
神
有
て
、
人
を
ほ
ろ
ぼ
す
事
数
を
不
知
。
か
れ
を
退
治
さ
せ
ん
た
め
に
勅
使
有
て
、
内
裏
に
ま
い
り
、
勅
を
う
け
出
給
ふ
と
き
、
惟
持
、
直
垂
之
露
、
ミ
す
に
か
国
り
お
ち
け
り
。
其
時
の
せ
ん
じ
に
、
彼
鬼
神
を
退
治
候
て
、
為
嘉
例
直
垂
之
露
を
不
可
付
と
有
け
る
に
よ
っ
て
、
彼
子
孫
、
ひ
た
嵐
れ
に
露
を
不
付
。
此
子
細
に
よ
る
と
云
へ
り
。
あ
ひ
の
物
ハ
八
幡
之
末
社
武
（内）
氏神といひて出ル也・惟持ねぶりけるに、鬼神たばかりを知
せ
ん
た
め
に
、
大
菩
薩
の
使
と
し
て
出
ル
也
・
「
風
姿
花
伝
抄
、
是
ハ
序
也
。
此
花
伝
抄
？
別
而
ぬ
き
書
二
仕
也
。
（態）（其源）
（或）
そ
れ
申
楽
之
延
年
之
事
能
條
を
尋
る
に
、
花
ハ
仏
在
よ
り
を
こ
り
、
或
ハ
神
代
よ
り
つ
た
は
る
と
い
へ
ど
も
、
時
う
つ
り
世
へ
だ
画
り
ぬ
れ
ば
、
其
風
を
ま
な
ぶ
事
を
よ
び
が
た
し
。
近
比
万
人
乃
翫
所
、
推
古
天
皇
之
御
宇
二
秦
ノ
河
勝
に
仰
て
、
且
ハ
天
下
安
詮
之
た
め
、
且
ハ
諸
人
快楽乃ため、六十六番ノ遊楽をなして申楽と号せしより以来、
（か）
代
々
ノ
人
、
風
月
之
け
い
を
こ
っ
て
、
此
あ
そ
び
乃
中
だ
ち
と
せ
り
。
其
後
、
彼
河
勝
遠
孫
、
此
芸
を
相
続
し
て
、
春
日
・
日
吉
ノ
神
職
た
り
。
（
に
従
ふ
瓢
）
佃和州・江州乃ともがら両社之御神事ゆふして、今にさかん
な
り
。
い
に
し
へ
を
ま
な
び
、
あ
た
ら
し
き
賞
す
る
中
に
も
、
又
全
ク
風流をよこしまにする事なかれ。たずことばいやしからずし
て
、
姿
ゆ
う
げ
ん
な
ら
ん
を
請
た
る
を
達
者
な
る
人
と
ハ
可
申
哉
。
ま
づ
此
道
に
い
た
ら
ん
と
お
も
は
ん
物
ハ
、
非
道
を
お
こ
な
ふ
く
か
ら
ず
。
凡
若
年
よ
り
以
来
、
見
聞
者
を
よ
ぶ
所
之
稽
古
之
条
々
、
大
概
注
置
之
処
也
。
好
色
・
博
突
・
大
酒
、
三
重
い
ま
し
む
。
是
古
人
之
捷
也
。
稽
古
は
つ
よ
か
れ
。
正
直
は
な
か
れ
と
也
・
「
神
職
妙
伝
抄
風
姿
花
伝
抄
七歳第一、十二一一一歳第一一、十七八歳第一一一、廿四五々第四、三
十
四
五
々
第
五
、
四
十
四
々
第
六
、
五
十
余
第
七
（物）
風
姿
花
伝
抄
第
二
初
覚
条
々
女躰・老人躰・直面躰・物狂躰・法師躰・修羅躰・神躰・鬼
躰霊｝罐・唐事
風
姿
花
伝
抄
第
三
問
答
条
（々日）
問云、抑申楽を初二当か。問云、能二序破急。問云、申楽ノ勝
負
。
問
云
、
能
ノ
ゑ
て
ノ
ー
。
問
云
、
幽
玄
と
つ
よ
き
と
の
心
い
か
ん
。
（批判）
（れ）
問云、常ノ花伝にもしほしたると申事如何ン。問云、能に花
を知ルト云事。
風
姿
花
伝
抄
第
四
申
楽
神
代
ノ
初
、
天
照
大
神
、
天
之
岩
戸
風
姿
花
伝
抄
第
五
、
太
儀
云
抑
風
姿
花
伝
条
々
大
方
外
見
を
不
恥
、
子
孫
之
た
め
也
。
千時応永七年腋卯月吉日
一、花伝抄二有之大和国春日御神事一一したがふ申楽四座之事
外
山
遊
崎
坂
戸
円
満
井
江
州
申
楽
三
座
山
し
な
下
さ
か
ひ
ゑ
（し）
伊
勢
国
二
座
は
や
か
つ
た
又
今
し
ゆ
ら
一
座
有
之
一、山城国之申楽、新座・本座．ほうじやうじ三座也。新座
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ハ
河
内
国
之
住
人
、
今
之
長
者
せ
ん
ぞ
。
本
座
ハ
丹
波
ノ
国
之
住
人
、
今
ノ
お
く
や
だ
是
也
。
ほ
う
じ
や
う
じ
、
た
い
て
ん
也
・
此
三
座
と
申
も
住
吉
之
御
神
事
相
随
者
也
。
一
、
し
ほ
れ
た
る
風
躰
色
ミ
ヘ
て
う
つ
ろ
ふ
も
の
ハ
世
の
中
の
人
の
マ
ガ
キ
ア
サ
心
の
花
に
ぞ
有
け
る
う
す
霧
の
雛
の
花
の
朝
し
め
り
秋
ハ
タ
と
誰
か
云けん、花伝二有之。
一
、
音
曲
出
音
口
伝
一
調
二
気
三
声
、
調
子
を
ば
気
を
も
つ
也
。
吹
物
乃
調
子
を
ね
と
り
て
気
に
あ
ハ
せ
す
ま
し
て
、
目
を
ふ
さ
ぎ
て
息
を
内
へ
ひ
き
て
音
出
バ
こ
は
さ
き
調
子
乃
内
よ
り
出
也
。
調
子
ば
か
り
を
取
て
気
に
も
ち
あ
は
せ
て
音
を
出
せ
（
、
こ
は
さ
き
調
子
に
あ
ふ
事
な
し
。
調
子
を
（
気
に
こ
め
、
こ
ゑ
を
出
す
故
に
一
調
二
気
三
声
と
ハ
定
也
。
又
調
子
を
（
気
に
て
持
、
音
を
（
調
子
に
て
出
す
。
文
字
を
バ
ロ
に
て
わ
か
つ
べ
し
。
文
字
二
も
か
国
ハ
ら
ざ
ら
ん
程
乃
曲
を
（
、
顔
乃
ふ
り
や
う
を
以
あ
い
し
ろふくし。
｜
、
毛
詩
云
清ク発一一於声一一一成に文一一謂レ音
「
音
曲
乃
習
や
う
に
二
色
有
く
し
。
う
た
ふ
人
、
曲
を
心
得
て
、
文
字
う
つ
り
を
（
う
つ
く
し
く
つ
く
る
べ
き
事
一
シ
、
又
う
た
ふ
人
乃
ふ
し
を
つ
け
て
、
文
字
う
つ
り
を
わ
か
つ
事
一
シ
也
・
文
字
に
よ
り
て（か）
か
函
り
成
て
、
五
二
日
た
守
し
く
、
移
り
之
文
字
ぐ
き
り
乃
す
へ
や
う
に
、
き
嵐
よ
く
て
ひ
く
１
１
と
有
や
う
に
、
ふ
し
を
（
付
る
也
。
さ
て
、
這
っ
た
ふ
と
き
ハ
其
曲
を
心
得
分
て
う
た
ヘ
バ
、
曲
乃
う
た
い
や
う
相
応
す
る
所
に
て
、
面
白
キ
感
有
く
し
。
然
（
た
評
ふ
し
の
付
や
う
を
以
う
た
い
は
か
せ
と
す
。
文
字
う
つ
り
の
う
つ
く
し
く
、
す
ミ
に
ご
り
の
曲
に
似
合
た
る
か
、
り
に
ハ
な
る
也
。
ふ
し
ハ
か
た
ち
に
、
か
独
り
ハ
文
字
う
つ
り
、
曲
ハ
心
也
。
お
よ
そ
い
き
も
気
も
お
な
じ
物
、
ふ
し
曲
と
云
も
お
な
じ
物
な
れ
ど
、
う
た
ふ
時
ハ
な
ら
い
や
う
別
也
。
一、稽古二云、音を忘レテ曲を知し。曲をわすれて調子を知し。
調
子
を
忘
て
拍
子
を
知
し
と
云
へ
り
。
又
音
曲
を
な
ら
ふ
条
々
、
先
文
字
を
其
後
ふ
し
を
き
ハ
む
る
事
、
其
後
曲
を
色
取
事
、
其
後
心
ね
を
以テ拍子たり。
「
初
中
後
、
初
中
後
へ
可
渡
。
一
曲
に
な
ま
る
事
、
ふ
し
な
ま
り
ハ
く
る
し
か
ら
ず
。
文
字
な
ま
り
と
申
ハ
｜
切
文
字
ハ
し
や
う
ち
が
ヘ
バ
な
ま
る
也
。
て
に
は
の
字
の
し
や
う
ハ
い
ひ
な
が
す
こ
と
ば
の
い
き
の
（よ｝
な
び
き
に
こ
り
て
、
し
や
う
ち
が
へ
ど
も
、
ふ
し
だ
に
よ
け
れ
ば
く
る
し
か
ら
ず
。
能
々
心
得
分
て
口
伝
す
べ
し
。
て
に
は
の
文
字
乃
て
に
を
か
て
文
字
、
か
や
う
乃
お
は
り
が
な
の
し
や
う
ハ
ち
が
へ
ど
も
、
ふ
し
（かかり）
乃
か
ら
よ
け
れ
（
く
る
し
か
ら
ず
。
ふ
し
と
申
ハ
大
略
て
に
は
の
文
字
乃
こ
ゑ
也
。
さ
う
じ
て
音
曲
を
（
、
い
ろ
は
よ
ミ
に
ハ
う
た
ハ
ぬ
也
。
真
字
乃
字
の
う
ち
を
い
ひ
て
、
つ
め
ひ
ら
き
を
（
て
に
は
の
字
に
て
色
どるくし。
（闇）
一
、
口
伝
有
平
上
去
入
四
声
五
音
〈
ロ
羽
有
一
、
声
を
つ
か
ふ
事
、
声
乃
む
き
た
る
時
を
う
し
な
ハ
じ
と
つ
か
ふ
く
し
。
聲
乃
薬
と
申
た
る
も
、
つ
か
い
た
る
後
薬
を
可
呑
。
是
聲
の
よ
く
な
る
相
也
。
こ
へ
っ
か
ふ
事
、
其
聲
乃
む
き
に
よ
る
べ
し
。
又
気
力
に
もよるべし。横乃｝」ヘをばたすけてつかい、堅のこゑを（出
し
て
可
遣
。
聲
に
つ
か
ハ
れ
て
よ
き
聲
有
。
音
を
つ
か
い
て
よ
き
こ
ゑ
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有
く
し
。
横
竪
共
二
有
聲
を
相
音
と
ハ
申
也
。
宵
あ
か
つ
き
の
事
、
よ
ひ
ハ
物
数
遣
て
、
暁
ハ
少
し
つ
か
ふ
く
し
。
殊
更
横
の
聲
な
ど
ハ
暁
に
つ
か
ハ
れ
て
、
こ
ゑ
を
い
た
は
り
て
を
さ
め
、
音
を
か
ん
に
つ
か
ふ
く
し
。
返
ノ
ー
聲
乃
む
き
た
る
と
お
も
ハ
ん
時
を
う
し
な
ハ
じ
と
た
し
な
むべし。
一
、
音
曲
に
祝
言
・
茅
屋
之
聲
乃
わ
か
ち
を
知
る
事
、
呂
律
乃
二
よ
り
出
た
り
。
呂
と
云
ハ
、
祝
春
出
気
ノ
聲
也
。
律
と
ハ
か
な
し
む
入
息
と
云
へ
り
。
根
本
之
心
得
べ
き
や
う
、
如
此
。
祝
言
之
聲
ハ
気
を
て
い
に
し
て
気
二
聾
を
付
て
出
音
也
。
是
つ
よ
き
音
聲
也
。
是
呂
之
聲
の
し
や
う
ね
也
。
気
を
ハ
リ
て
つ
よ
き
聾
ハ
、
い
き
を
出
す
気
に
有
く
し
。
是
呂
ノ
音
、
悦
音
也
。
然
（
祝
言
也
。
茅
屋
之
音
と
云
ハ
、
聾
を
て
い
に
し
て
気
を
ゆ
る
く
持
・
是
や
ハ
ら
か
に
よ
ハ
き
心
也
。
気
を
ゆ
る
く
持
は
、
入
息
之
心
也
。
是
律
ノ
気
あ
は
れ
な
る
し
や
う
ね
也
。
然
者
茅
屋（る）
と名付。さる程に、祝一一一戸之聲にハ気をはる故二てうしのかり
曲
有
。
茅
屋
ハ
気
を
ゆ
る
く
持
故
二
、
調
子
さ
が
る
曲
有
。
心
得
く
し
。
｜
、
音
曲
に
曲
舞
と
一
だ
う
よ
り
出
た
る
故
也
。
た
ず
音
曲
ニ
ハ
黒
白ノ替目有。然（文字二も曲二も舞をそへたり。惣名音曲と云、
曲
舞
と
い
ひ
た
る
を
以
、
別
の
曲
有
と
ハ
可
知
。
此
替
目
二
云
ハ
曲
舞
ハ拍子がていに持也。たごうたいハこゑがてい持て、拍子を
（
横
二
そ
へ
た
り
。
然
者
曲
舞
ハ
拍
子
が
て
い
を
持
故
に
、
曲
と
云
文
字
に
曲
と
そ
へ
た
り
。
さ
る
程
に
曲
舞
と
い
へ
り
。
た
ち
て
う
た
ふ
べ
き
也
。
風
躰
よ
り
出
た
る
音
聲
也
。
然
者
音
ハ
各
別
之
事
に
て
、
曲
舞
ハ
曲
舞
ノ
た
う
ト
ー
に
て
、
あ
ま
ね
く
う
た
ふ
事
ハ
な
か
り
し
を
、
近
来
曲
舞
を
や
ハ
ら
げ
て
、
こ
う
た
ぶ
し
を
ま
じ
へ
て
う
た
ヘ
バ
、
こ
と
ｆ
～
く
面
白
く
き
こ
ゆ
る
故
二
、
曲
舞
乃
か
、
り
第
一
之
も
て
遊
び
と
な
れ
り
。
是
ハ
伯
父
申
楽
ノ
能
二
曲
舞
を
う
た
ひ
出
し
た
り
し
に
よ
り
て
、
此
曲
あ
ま
ね
く
も
て
あ
そ
び
し
も
、
し
ら
ひ
げ
の
曲
舞
の
曲
、
最
初
也
。
さ
る
ほ
ど
に
曲
舞
に
か
魁
り
の
曲
二
は
大
和
音
曲
と
申
つ
け
た
り
。
さ
る
ほ
ど
に
、
曲
舞
ぶ
し
の
こ
わ
き
を
や
わ
ら
げ
て
、
こ
う
た
ぶ
ヒ
ト
し
に
成
行
所
、
曲
舞
少
づ
国
ち
が
ふ
事
有
。
人
し
ら
ず
。
曲
舞
二
も
う
こ
う
た
に
も
た
ふ
ふ
し
の
曲
ま
じ
り
、
上
期
上
牛
る
曲
舞
が
鷺
り
有
。
然
共
、
面
白
か
ん
用
な
れ
（
、
こ
れ
を
ひ
が
事
と
ハ
申
ぬ
也
。
さ
り
な
が
ら
、
此
わ
か
ち
め
を
し
ら
ざ
れ
バ
、
ミ
ち
を
こ
と
ハ
る
べ
き
導
師
た
へ
た
る
べ
き
に
成
べ
き
事
、
本
意
を
そ
む
き
け
り
。
抑
曲
舞
・
た
Ｆ
音
曲
わ
か
ち
め
と
云
々
曲
舞
ハ
拍
子
を
て
い
に
う
た
ふ
曲
な
れ
ば
文
字
を
拍
子
が
持
也
。
も
つ
に
よ
り
て
、
文
字
も
句
う
つ
り
も
か
る
し
。
又
拍
子
に
ひ
か
る
閲
に
よ
り
て
、
と
こ
ろ
，
ｒ
～
な
ま
る
し
や
う
有
。
な
ま
れ
ど
も
、
ひ
と
｛ね）
か
砥
り
に
き
こ
へ
て
面
白
風
情
有
。
是
拍
子
ノ
面
白
し
や
う
し
乃
ま
じ
（
な
ま
）
る
に
よ
り
て
、
少
一
」
ハ
る
所
も
一
躰
之
か
、
り
に
き
こ
ゆ
也
。
是
を
曲
舞が餌りの風躰とす。た守詠と申ハ拍子二てかざるにもなく、
た
ぎ
有
乃
ま
国
に
う
た
ふ
故
一
一
、
文
字
し
や
う
ま
ぎ
れ
ず
。
さ
る
ほ
ど
に
、
音
曲
乃
ず
い
の
ふ
あ
ら
ハ
れ
て
、
さ
し
ご
と
、
た
評
こ
と
ば
よ
り
し
て
、
一
旬
一
曲
に
至
る
ま
で
も
、
耳
を
す
ま
し
、
心
を
し
づ
め
て
う
た
ふ
人
も
、
又
聞
人
も
お
な
じ
心
、
一
曲
乃
感
一
一
応
ず
。
則
是
た
ず
し
きかん也。タ
ヤ
シ
毛詩云正一一得失一動一｝天地｜感一一ム鬼神一首近一一於詩一
か
く
い
へ
る
も
此
感
也
。
然
者
正
感
あ
る
故
二
得
失
を
あ
ら
ハ
す
。
身
を
お
ど
ろ
か
す
か
ん
を
、
天
地
を
お
ど
ろ
か
す
と
云
・
か
た
き
を
や
ハ
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ら
ぐ
る
と
こ
ろ
を
鬼
神
も
感
ぜ
し
む
る
と
云
へ
り
。
然
間
、
誠
乃
精
風
を
あ
ら
ハ
す
故
二
、
文
字
も
句
う
つ
り
も
し
や
う
也
。
其
内
に
上
手
の
わ
ざ
と
云
ハ
、
此
し
や
う
を
よ
く
色
ど
る
也
。
し
や
う
ハ
無
紋
也
。
然
共上手と申ハ、此紋乃位より無色のもん、おのづから出キよ
く
す
。
是
を
音
あ
や
を
な
す
と
云
へ
り
。
曲
ハ
あ
ら
ハ
し
た
る
紋
な
れ
モ
ン
ア
ヤ
（妙）
（、有紋を綾也。立日ハ無色なるに綾をなせる所、是上手之口
（所）
二日なるべし。無紋之綾也。此位を妙取と申也。此条々、世阿
弥心曲ノ所及私二書之也。外見不可有者也。
応
永
廿
六
年
六
月
吉
日
「
観
世
生
一
大
夫
伝
之
事
、
｜
、
簡
用
口
之
内
之
事
、
舌
乃
あ
つ
か
い唇事、ひらく事にハよくひらき、あはする事にハよく合。
ひ
ろ
ぐ
こ
と
に
ハ
よ
く
ひ
ら
く
が
よ
し
と
て
、
ざ
の
ミ
ひ
ら
き
過
た
る
ハわるかるくし。
一
、
祝
言
、
此
心
を
以
う
た
ふ
也
。
一
、
幽
同
心
也
。
｜
、
恋
慕
同
心
也
。
「
哀
傷
同
心
也
。
「
蘭
曲
、
是
も
っ
ぱ
ら
の
曲
也
。
我
が
て
ほ
ど
う
た
ふ
也
。
是
五
音
たり。祝言には目出度心を以うたふくし。又其外残四シも、
其心をうたふくし。
（ママ）
｜、抑申楽ゑんことわざ、神代仏在所より伝ル。其かれいを
以
推
古
天
皇
乃
御
字
に
聖
徳
太
子
・
秦
河
勝
、
此
道
を
お
こ
し
、
も
り
や
が
せ
め
を
の
が
れ
給
ふ
。
其
後
遠
孫
、
此
道
を
相
続
、
六
十
六
番
之
ゆ
ふ
ゑ
ん
を
お
こ
し
、
且
ハ
天
下
安
詮
、
且
ハ
諸
人
快
楽
の
た
め
に
此
道
を
お
こ
せ
り
。
故
二
神
事
に
申
楽
な
く
て
ハ
叶
ま
じ
き
子
細
也
。
「
凡
能
と
い
つ
ば
、
仏
神
乃
め
ぐ
ミ
叶
う
。
其
こ
と
は
り
、
い
ざ
な
ぎ
．
い
ざ
な
ミ
の
み
こ
と
よ
り
以
来
、
日
本
乃
有
様
を
悉
く
一
日
之
能
に
あ
ら
ハ
し
た
り
。
凡
見
聞
及
プ
所
乃
趣
、
た
し
か
に
書
侍
り
。
グ
ー
、
申
楽
を
せ
ん
と
て
ハ
、
楽
屋
入
を
し
て
、
ま
へ
を
打
ま
ハ
し
、
い
まだ物見も見へず、用意するてい、是則人間生しはじめ也。
い
ま
だ
胎
内
二
有
ふ
ぜ
い
な
り
。
其
後
ま
く
上
テ
、
座
つ
け
の
て
い
、
是
生
る
所
也
。
お
き
な
と
い
つ
ば
、
釈
尊
出
世
の
は
じ
め
、
仏
法
を
ひ
ろめ給ふ姿也。其後わき能トいつパ、是神也。則祝言もっぱ
ら
と
す
る
。
三
番
に
修
羅
を
す
る
事
、
劔
を
以
代
を
治
る
始
め
な
れ
（
、
丘〈具を帯し、修羅と名付也。三番之舞といつパ、世上ミな色
にふけり、香にめでる事なれば、幽玄を専とす。舞といつば、
面
白
キ
所
本
意
な
れ
ば
、
此
故
に
是
を
用
る
。
さ
る
程
に
一
時
乃
け
う
に
千
年
の
命
を
延
と
云
事
有
。
四
番
に
ぎ
り
と
い
つ
ば
、
是
又
世
上
ハ
仁
義
礼
智
信
、
五
常
と
専
と
す
れ
ば
、
儀
理
を
本
と
す
。
五
番
に
鬼
を
する事、人間ハ皆生（死にかへる理リなれば、菱にて地獄を
あ
ら
ハ
す
。
則
五
道
六
道
是
也
。
か
や
う
乃
事
を
以
テ
、
神
慮
の
内
し
や
う
に
も
叶
ィ
、
五
す
い
三
ね
つ
の
く
る
し
ミ
を
わ
す
れ
給
ふ
故
二
、
神事・法事二申楽なくてハかなハず。殊更魔性物正直を本と
すれ（、かやうのおもしろき理りを見聞て、障擬
をなす
事な
（ママ）
し
。
此
故
二
、
祈
祷
神
事
に
申
楽
す
る
事
ハ
ん
也
・
か
や
う
の
理
に
心
得
分
て
能
を
せ
ん
ず
る
人
ハ
必
々
仏
果
を
ゑ
ん
事
う
た
が
い
な
し
。
見
る
人
も
か
や
う
乃
心
い
は
れ
を
心
得
分
、
見
物
せ
ん
ニ
ハ
な
ど
か
ハ
う
た
が
い
有
べ
き
。
た
と
へ
心
得
な
し
と
て
も
、
見
る
内
の
一
劫
は
の
が
る
べ
し
。
能
々
得
法
す
べ
し
。
【ノー
一躰一
一
、
わ
き
し
て
乃
風
の
事
、
是
ハ
風
躰
不
定
と
い
へ
ど
も
、
大
方
聞
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及所、如此也。
［ハコレハコトニ］
一
力
ラ
］
一
、
大
臣
乃
も
や
う
之
事
、
殊
二
是
ハ
大
事
也
。
先
其
主
乃
か
、
り
わ
ろ
く
て
も
見
ら
れ
ず
。
い
か
に
も
ｌ
～
ゆ
ふ
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ
う
な
る
ふ
［タシナムヘシー
ーノキヤウ］
う
て
い
を
、
い
し
ゃ
う
ゑ
も
ん
、
い
か
に
も
ノ
ー
つ
く
ろ
う
べ
し
。
［この一一宇なし］
腰
ひ
ざ
す
ぐ
に
か
ぎ
ま
ず
し
て
、
こ
や
う
二
な
き
や
う
ニ
す
べ
し
。
［
サ
テ
］
［
な
し
］
さ
し
次
第
を
と
ら
ん
と
て
其
つ
れ
に
む
か
ひ
て
、
鱸
而
次
第
を
可
取
［ヤカテムキ］
も
や
う
す
べ
か
ら
ず
。
さ
て
正
面
に
む
か
い
、
名
乗
く
し
。
袖
を
つ
く
［フウテイ］
【大砺山一
ろ
い
よ
し
。
ふ
り
を
す
る
事
、
す
べ
て
嫌
事
也
。
い
か
に
も
じ
ん
じ
ゃ
う
に
、
な
り
を
も
、
こ
と
ば
を
も
、
た
し
な
む
べ
し
。
物
の
く
ら
ひによるべきなれども、大方大臣ハ幽げん王尋常を本意と
【アイテモ】
［アイ｜こ
す
べ
き
也
。
さ
て
、
し
て
に
向
て
、
や
ハ
ら
か
に
、
し
て
の
し
よ
き
【
こ
の
一
文
な
し
や
う
に
た
ち
ど
こ
ろ
を
も
た
つ
べ
し
。
か
や
う
乃
事
を
（
知
た
る
人
に
【一プ】
で
」
の
六
字
な
し
］
一
命
を
出
し
て
可
尋
。
詞
を
い
か
う
か
し
お
ど
す
や
う
に
、
あ
ら
ん
こ
【
力
ヤ
ウ
ノ
風
躰
］
【ノ］
と
な
か
れ
・
如
此
二
ふ
う
て
い
を
い
か
に
も
た
し
な
む
べ
し
。
一
局
持
一
ナ
ト
モ
一
【
ョ
ク
ノ
ー
］
【
以
下
三
行
な
し
一
や
う
大
事
也
。
人
二
尋
て
、
い
か
に
も
た
し
な
む
べ
し
。
人
に
習
事
を
（はづかしきとおもふ心有べからず。然者、芸能あるまじき、
か
な
ハ
ぬ
所
人
に
見
す
る
事
、
後
に
上
手
に
成
る
べ
き
第
一
也
。
｛ノ］
【能ニョリ一
一
、
僧
法
師
、
是
又
一
躰
者
也
。
さ
り
な
が
ら
、
う
た
い
の
ふ
し
【ヘロン］
【マタワ】
に
よ
り
て
、
し
や
う
か
ハ
る
也
・
大
方
諸
国
一
見
、
一
所
不
住
な
ど
［
テ
］
（
こ
の
一
一
宇
な
し
］
ハ
、
是
ハ
い
か
に
も
お
も
い
入
た
る
躰
に
し
て
、
修
行
乃
心
を
本
［キ也一
と
す
べ
し
、
詞
や
ハ
ら
か
に
お
も
ひ
入
、
か
ん
用
な
る
べ
し
。
又
【インシユ］
一所の別当など熟一室ハ、常の法師よりかハるべし。おもひ入
【カルアル一
一ヲハソクキ】
一ミチウタイ］
も
少
か
ハ
る
ぺ
し
。
少
者
俗
儀
な
る
や
う
に
す
べ
き
也
。
様
躰
な
ど
一ナリ］
［噸トモナリ］
も
、
其
心
得
可
有
。
能
々
田
○
案
な
く
て
ハ
難
義
事
也
。
「
或
ハ
舟
人
、
又
ハ
商
人
な
ど
の
事
、
是
ハ
よ
の
つ
れ
あ
る
ふ
う
て
い、簡要也。去ながら、物まねなり共、あまりいやしき事々
［ワ］
［
こ
の
一
有
べ
か
ら
ず
。
心
い
や
し
く
て
、
詞
ハ
つ
れ
な
る
べ
し
。
き
ハ
め
て
文
な
し
一
大事也。
［ワ】
（なし一
一
、
唐
ノ
事
、
是
又
一
躰
乃
事
な
れ
（
、
詞
な
ど
ニ
の
せ
が
た
［サリナカラー
【
一
二
［
イ
ャ
ウ
ナ
ル
風
躰
シ
カ
ル
ヘ
シ
］
［
ハ
ー
し
。
出
立
を
本
と
す
べ
し
。
乍
去
、
何
な
れ
ど
も
と
て
、
［アルマシキナレトモ一
一
ト
テ
ワ
い
や
う
に
て
よ
き
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
、
か
ら
や
う
に
し
て
も
、
こ
と
］
［
ス
カ
タ
マ
タ
ワ
イ
ヤ
ウ
ナ
ル
ー
ばにせられず。姿ハいしゃうなり。風躰をまなべ（、すなハ
ち
余
所
目
、
唐
や
う
ニ
ミ
ゆ
る
也
。
此
意
得
、
何
之
方
へ
も
わ
た
る
【
ヘ
キ
力
くし。学文したらん人に能々可尋。
【
ィ
ツ
レ
モ
ー
ー、山伏、又ハ物をいのりなどする事、何なれども、物まね
一
ア
マ
リ
｝
な
れ
（
ふ
る
ま
い
さ
や
う
に
こ
と
ト
ー
敷
風
躰
不
可
然
。
簡
要
ハ
思
ひ
入
に
よ
り
、
則
も
の
ノ
ー
し
き
ふ
ぜ
い
も
ミ
ゆ
べ
き
か
。
い
か
に
上
二
【スシテハ］
ハ
い
き
わ
う
と
も
、
心
に
す
ハ
所
詮
有
べ
か
ら
ず
。
能
々
思
案
有
べ
［この四字なし］
｜ハ］
き
也
。
野
二
一
万
ク
、
う
す
霧
乃
ま
が
き
の
花
の
あ
さ
し
め
り
秋
の
夕
と
【
ア
ル
ヘ
シ
］
い
か
で
い
ふ
ら
ん
。
是
を
能
々
思
案
す
べ
き
物
也
。
［
サ
ル
カ
ク
ー
［
ハ
］
｜
、
夜
乃
能
之
事
、
是
も
一
躰
也
。
夜
る
之
事
な
れ
（
、
い
か
ほ
ど
［なし｝
［スヘキ］
も
は
な
や
か
な
る
躰
、
能
な
ど
に
も
、
さ
ら
め
き
た
る
を
す
る
也
。
し
やうぞくも色有を本とすべし。
［ラナト一
一、ことなど出来たる後にする能之事、かつノー、又舞事、
［スヘーア］
▽
］
一
能
］
是
を
す
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
も
さ
い
と
し
た
る
事
を
す
べ
し
。
「
鬼
を
し
て
、
後
か
づ
ら
を
す
る
事
、
大
事
成
く
し
。
鬼
乃
心
悉
皆
こしひ乱イモ］俄に女二ならん事、大事也・心をもさやう一一せん
事
、
大
事
也
。
能
々
可
心
得
。
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『
つ
れ
物
之
事
、
大
事
也
。
つ
れ
大
臣
ハ
道
う
た
い
二
つ
く
所
を
も
、
一モ一
一ムク所ヲ二
つ
守
ミ
打
の
方
へ
む
く
べ
か
ら
ず
。
正
面
へ
も
む
く
べ
か
ら
ず
。
本大臣ばかりにさやうの所をばさすべし。
［キ］
一
、
つ
れ
お
と
こ
の
事
、
｜
聾
ハ
て
国
、
後
や
が
て
鼓
打
乃
前
へ
行
て
、
一ヲ一］
ぜうとむかひて、式」しごゑ同音にいふぺし。うたい過て、
７～］［セウ一
一この二字なし｝
艫
而
、
し
て
の
右
へ
行
也
。
式
」
て
、
論
議
は
み
な
色
な
る
べ
し
。
［
イ
イ
瓢
］
【
ツ
ッ
ミ
ウ
チ
ノ
］
い
た
と
過
て
上
へ
行
く
し
。
［ノヤウノ一
一サルカクー
ー
、
出
立
之
事
、
女
わ
き
乃
事
、
能
二
か
胴
り
ぎ
ぬ
を
き
て
ま
ふ
事
一マイ衣ヲキヘシ一
一
キ
ヘ
シ
】
有
べ
か
ら
ず
。
不
然
者
小
袖
今
と
き
る
べ
し
。
ち
や
う
け
ん
ハ
こ
と
に
よ
り
て
く
る
し
か
る
ま
じ
。
舞
ぎ
ぬ
を
き
て
打
こ
む
手
、
あ
る
ま
［なし】
じき事也。小袖Ｊも同事也。
ヱ
フ
卯
一
一、打杖之事、長サ、こしかかと姦肺リカ助勺べ禅」・かせづえハち
一ナルヘシ］
の
と
お
り
な
り
。
［
ノ
キ
リ
テ
ー
【モツヨク］
｜、盛久、太刀とｈソ之事、是ハいかにｊｂ詞を以曲をいひて、
【
ス
へ
シ
太
刀
を
（
ひ
き
ぐ
お
と
し
、
所
を
（
人
に
と
ふ
く
し
。
ツ
キ
ーノ］
（
キ
】
ワ
キ
ノ
ー
ュ
｜
、
座
付
之
次
第
之
事
、
大
夫
、
次
ハ
ひ
た
、
れ
を
着
、
其
次
ニ
ハ
［この一一宇なし］
での四字なし一
先
笛
、
次
二
つ
薮
ミ
打
役
者
、
い
づ
れ
も
可
出
。
三
」
て
な
お
り
て
、
ヲ
後
［ヤ］
先護身法をすべし。其・印すべし。貴」せうの事もきやうミや
［
ワ
ス
マ
シ
キ
也
一
［テ］
う
二
な
き
や
う
二
、
気
」
て
箱
ノ
を
魁
と
き
笛
を
待
く
し
。
大
夫
ハ
五
位
［
ナ
リ
］
一モノ】
乃
く
ら
い
な
る
べ
し
。
さ
て
若
キ
た
ち
て
箱
を
お
さ
む
る
事
、
右
之
手を下よりまハし、箱ノ緒を取、上へあげてむす紺地、上
［｜ナー
［コシテ収率一
百卜］
【テニノセーニ
よ
り
黄
）
し
お
ろ
し
て
有
ま
じ
き
也
。
持
て
入
や
う
、
か
た
に
の
せ
、
【イカッニアル］
な腕ｊく～と入くし・色々なる事、悪き也・
【タクシ】
一、舞ノ五段込郭シ堺一戸ハ、かづら、又ぜうなるべし・そ
【なし】
れ
ｊ
Ｄ
能
に
よ
る
べ
し
。
神
舞
ハ
大
か
た
、
破
よ
り
と
舞
と
云
也
。
是
一ヲ一
劃ｂ能によるべし。五段と云ハ先袖をつくろい、舞出す所、序
【アフキヲヒラク所一
一
ヒ
タ
リ
エ
渡
］
【
ミ
キ
エ
ウ
ケ
ト
ル
、
足
也。是一ッ。右へ請取、是一ッ。おニごむる、是一・
一
。
ヲ
サ
ム
ル
、
是
一
ナ
リ
】
［
な
し
］
【一℃一
此
分
能
々
心
得
べ
１
し
。
又
扇
を
ひ
ら
き
て
、
舞
出
し
たりとも、心得ヘハ五段に合くし。
鼓
か
一
、
つ
ぎ
ミ
打
、
見
所
之
事
、
大
破
ハ
右
ノ
ぶ
た
い
の
す
ミ
に
有
。
小
つ
ぎ
ミ
ハ
正
面
の
中
に
あ
り
。
｜
、
楽
屋
入
し
て
、
い
ま
だ
見
物
衆
な
どもしづまらず、ざしきなどもかたまらぬ一一出る事有べから
ず。見物衆しづまりて、場もしづかに成、見物衆楽屋を見る
程
な
る
時
二
、
能
々
い
き
を
調
て
可
出
也
。
［ソウワウヘウハン］
｜、四季之調子之事、
春
ハ
愛
調
、
夏
ハ
黄
鐘
、
秋
ハ
ーナリー
平調、冬ハ盤渉、土用ハー巨越調。
永
正
八
年
月
日
観
世
生
一
大
夫
能
次
「
長
俊
説
、
能
ノ
仕
様
之
事
、
右
二
し
る
す
と
い
へ
共
、
差
二
又
委
書
之。昭君ノ事、わき出て名乗、脇座二居也。｜聾にて、ぜう、
は
う
き
を
持
、
う
ば
出
也
。
う
た
い
こ
と
ば
に
云
終
て
、
「
え
ん
と
ん
に
向
て
な
き
い
た
り
」
に
て
、
ぜ
う
鏡
を
は
っ
た
と
見
て
、
鏡
の
前
ニ
イ
ル
居也。其時うばハわき座へ行居也。ぜう居間、つ薮ミー聾に
て
入
ル
。
其
ま
国
昭
君
出
ま
で
、
つ
ぎ
ミ
｜
聲
な
り
。
或
ハ
菱
に
て
き
や
う
げ
ん
、
あ
ひ
の
こ
と
を
も
云
也
。
昭
君
出
、
名
乗
、
「
か
餅
み
ゑ
ん
と
ん
」
い
ひ
ノ
ー
～
、
わ
き
座
に
居
時
、
つ
ぎ
ミ
に
て
鬼
出
る
。
笛
も
拍
子
二
か
固
り
、
つ
ぎ
ミ
は
や
く
打
、
吹
。
一
聾
た
り
。
鬼
ハ
は
し
り
也。まづ、うば、「おそるしや、鬼とや」を云終て、鬼、「是
ハ胡国ノえびす」と名乗、「をそれ給ふもあら道理や」、こ、
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寛永三年山科乃新藤かいこ将駕二条被成御幸時之也
も
る
こ
し
た
う
た
い
の
し
ゅ
ん
し
う
ハ
、
ま
つ
り
ご
と
を
天
下
一
一
ほ
ど
（が）
こ
し
、
わ
う
て
う
北
山
之
行
幸
ハ
、
名
を
こ
う
だ
い
に
っ
た
へ
た
恥
リ
。
ま
し
て
や
今
ハ
と
く
た
い
あ
つ
き
こ
と
、
重
陽
に
さ
け
る
菊
の
露
つ
も
（は力）
に
て
太
鼓
一
二
か
し
ら
に
て
も
。
又
ハ
わ
や
し
あ
げ
、
「
お
ど
ろ
を
い
た
ぎ
く
」
と
、
地
同
音
に
あ
ぐ
る
。
「
た
守
昭
君
」
に
て
太
鼓
打
納
。
舞
も
な
く
、
て
が
ら
に
て
す
る
能
也
。
「
立
て
も
居
て
も
」
に
て
、
ひ
ざ
を
く
ミ
、
鏡
を
見
る
也
。
又
鬼
出
ハ
、
太
鼓
に
て
も
。
つ
れ
ハ
笛
鼓
斗
二
て
も
出
る
也
。
此
昭
君
、
右
二
書
た
り
と
い
へ
ど
も
、
こ
と
た
ら
ざ
る
間
、
重
而
書
之
。
長
俊
物
語
条
々
也
。
｜
、
三
井
寺
、
観
世
が
鱈
り
、
能
之
事
、
先
女
出
候
。
さ
し
う
た
い
し
（鏑）
て、楽屋へ入テ、しやうぞ／、を仕かへくし。其後、鏡を出す。
し
も
く
に
ハ
太
鼓
乃
ば
ち
な
ど
を
し
て
、
帯
を
緒
に
し
、
わ
き
座
乃
う
へ
に
し
も
く
を
右
二
な
し
、
正
面
よ
り
は
、
し
も
く
左
乃
心
也
。
さ
て
、
わ
き
出
テ
、
女
出
く
し
。
か
ね
を
つ
く
こ
と
、
「
諸
行
無
常
」
な
ど
に
て
ハ
つ
く
よ
し
ま
で
に
て
、
「
百
八
煩
悩
」
之
時
、
こ
す
拍
子
ニ
ニ
ッ
つ
く
也
。
た
と
へ
ば
、
「
百
八
煩
悩
」
如
此
也
。
今
春
が
鱈
り
に
ハ
、
し
も
く
を
正
面
に
な
し
て
つ
く
と
き
、
下
座
よ
り
ひ
き
て
つ
く
也
。
｜
、
昭
君
乃
太
鼓
は
、
「
お
そ
れ
た
ま
ふ
も
あ
ら
道
理
や
」
し
て
也
・
『
太
鼓
乃
筒
、
つ
き
筒
よ
し
。
け
や
け
、
よ
き
也
。
し
ら
べ
穴
之
事
、
い
に
し
ヘ
ハ
十
二
有
。
近
年
ハ
太
鼓
ち
ゐ
さ
く
す
る
故
に
十
明
て
よ
き
也・筒ニハ風返し有くし。寸法別紙二有之。
右条々可秘々々
秀忠（花押）
一断平勝下双鳧黄鷲盤神上
越金調絶無調鐘鐘鐘昼渉仙無
って、かねていく代のふちあらハし、せィゐん乃しげきこと、
四
シ
乃
時
か
は
ら
ぬ
ま
つ
の
い
る
ふ
か
く
、
猶
も
千
年
の
秋
を
し
る
、
古
今
に
た
ぐ
い
な
き
君
が
代
の
、
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
か
い
こ
宗
佐
作
之
豊前宇佐――て
そ
れ
一
天
四
海
を
て
ら
す
日
の
影
ハ
、
四
王
寺
乃
ミ
ね
に
く
も
り
な
く
、
和
光
同
塵
乃
神
カ
ハ
、
を
ぐ
ら
の
山
も
く
ら
か
ら
ず
。
然
（
八
幡
乃
御
ゴ
コ
ク
レ
イ
ゲ
ン
イ
リ
キ
ジ
ン
ヅ
ウ
ダ
イ
ジ
ザ
イ
ワ
ウ
ポ
サ
ッ
託｛且にも、我名を（護国雷亟験威力神通大自在王菩薩と申奉る
べ
き
と
な
り
。
さ
れ
ば
御
武
運
長
久
国
土
安
全
な
る
べ
き
、
御
神
慮
ま
こ
と
に
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
上 下
〈Ｂ五音下〉
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５７〔翻刻〕『聞書色々」
「
１
蘭
曲
是
ハ
各
別
乃
曲
聞
也
異
上
ノ
何
共
寄
性
位
也
大
か
た
｛朱衡）
・論譲叩云ハ曲付のま、にて具行もあるへし直実ハひと
中庸之為徳也り音曲也其故ハ当座の気伝によりてなにとも
其主突牟寄竝也祝幽恋哀の四音にはなれて又四音にわ
た
り
曲
道
有
口
伝
有
是
既
に
師
家
乃
位
な
る
へ
し
（朱宵）
しねんこし亡夫曲帷濁Ⅵ挫髄紅惣昆鯉榴艫岬勢一
１夫一代乃けう法乢五し斤畷飛経烈偲Ⅶ》”而撚Ⅶ〉けう外をわ
【
れ
］
（
朱
替
〉
只
野
也
此
聾
位
無
上
大
事
有
か
た
り
た
り
・
五
し
と
は
け
ど
ん
・
あ
ご
ん
は
う
と
う
は
ん
に
や
ほ
つ
け
ね
は
ん
四
け
う
と
ハ
こ
れ
・
ざ
う
つ
う
へ
ち
ゑ
ん
た
り
・
し
や
か
け
う
し
ゆ
乃
ひ
ざ
う
を
う
け
五
さ
う
さ
う
じ
ん
の
む
ね
を
ひ
ら
き
し
よ
り
此
か
た
・
誰
か
仏
法
を
そ
う
き
や
う
せ
さ
ら
ん
．
只
詞
我
ハ
も
と
い
ん
と
ん
こ
く
乃
た
ミ
也
こ
乃
う
ち
に
ほ
う
か
い
し
や
と
い
ふ
家
あ
り
・
き
ん
か
い
を
か
き
と
し
て
あ
し
き
友
を
ハ
ち
か
つ
け
す
．
ざ
れ
ハ
か
く
身
を
す
て
は
て
ハ
し
つ
か
な
る
を
友
と
し
・
ひ
ん
を
ら
く
と
す
へ
き
い
ん
［
た
う
一
と
ん
の
す
ミ
か
．
せ
ん
か
ん
の
窓
こ
そ
の
そ
む
所
な
れ
共
下
・
た
画
し
山
に
入
て
も
な
を
心
の
水
の
ミ
な
か
ミ
ハ
も
と
め
か
た
ふ
・
い
ち
に
ま
し
は
り
て
も
お
な
し
な
か
れ
の
水
な
ら
ハ
し
ん
に
よ
の
月
な
と
か
す
ま
さらん・た、こと葉かやうにおもひしよりしねん心え．いまは山
ふ
か
き
す
ミ
か
を
い
て
か
国
る
物
狂
と
也
・
野
く
ハ
ら
く
の
ち
り
に
ま
し
ほ
る
寄
寄
し
は
り
・
ノ
ー
か
く
か
乃
波
に
も
す
そ
を
ぬ
ら
し
．
万
民
に
・
お
も
て
急
切
（
異
本
「
懇
切
」
）
廷
を
さ
ら
す
も
う
ら
ミ
な
ら
す
・
ほ
う
の
た
め
な
れ
は
身
を
す
つ
る
吹
風
し
ほ
る
寄
乃
さ
む
き
山
と
て
入
月
に
ゆ
ひ
を
さ
し
て
も
と
め
か
た
き
は
つ
な
か
ぬ
月
日
な
り
け
り
や
ノ
ー
・
く
ず
の
は
か
ま
・
亡
夫
曲
・
作
書
・
但
眼
【し】
指
聾
１
１
神
ち
よ
く
に
し
た
か
ひ
て
ち
け
ん
け
う
を
ひ
ら
け
ハ
．
な
に
ｊ
く
～
彼
大
内
臣
つ
れ
の
ふ
の
き
や
う
・
す
き
に
し
九
月
十
三
日
に
・
す
［』７］
ミよしにま川ソて候・下いせ物かたｈソ乃ふしんををしへてたへ
と志給しに．今日ハなにおふ秋乃二夜なれはうミ乃おもまん
ｊく～とあきらかにして・松のかせいそへ乃波をかたらふなれ
【ナシ］
は・心そらにあ／、かれて下野四所明神をしゅんれいし・つｈソ
殿にいて衝・月をなかむるところにこ因にけしかる老おうこ
寄
つせんといてきた川ソ・其すかたをミるにさうせつかしらにか
一と一
芸
ご
な
て
ひ
ん
は
つ
に
く
ろ
き
す
ち
な
し
は
ら
う
ひ
た
ひ
に
た
国
ん
て
め
【よ］
ん
は
う
し
き
川
ソ
に
し
は
め
ｈ
ソ
く
ハ
う
き
や
う
と
ま
か
ふ
ら
た
か
に
し
ゆ
［、しろ］
【
の
］
（朱街）
る
に
し
て
み
に
く
る
し
き
す
い
か
ん
ふ
る
く
あ
か
ミ
は
て
た
る
に
／
、
堵
風
ヲ
見
聞
在
之
也
【さ］
ず
の
は
か
ま
の
こ
面
か
し
こ
や
ふ
れ
そ
ん
し
た
胸
リ
け
る
に
き
ひ
色
の
た
て
ゑ
ほ
し
を
ミ
、
乃
き
は
に
ひ
き
い
れ
う
そ
ふ
き
月
に
む
か
ヘ
ハ
・
せ
｛へ一
正
いしつ乃ゆうｊく～たうＣをあけてハきちんうにはれてうゐ乃か
ん
ｌ
く
～
た
る
を
く
た
き
て
う
ん
て
ん
は
ん
に
お
さ
ま
る
せ
う
に
こ
れ
を
あやしめてこの物かたり乃ふしんをせうｊく～尋ぬれはこのお
廷
き
な
は
も
な
き
口
を
ひ
ろ
ら
か
に
打
ゑ
ミ
て
上
い
き
し
」
よ
た
ひ
め
ん
の
し
ば
る
はしめに．いせものかたりのふしんをくれＩく、、とかたらハん
ナ
し
ほ
る
与り］
は
か
つ
う
ハ
空
お
そ
る
し
や
か
つ
う
ハ
道
の
れ
か
し
な
川
ソ
と
て
さ
う
な
く
い
は
さ
り
け
り
と
や
い
ざ
や
い
せ
の
神
か
き
こ
へ
け
ん
あ
と
を
た
つ
【す］
ねんひする所乃ことのははｊく～かすｊく～なりと申とｊｂこと
に
は
衝
か
り
お
ほ
き
ハ
な
れ
に
し
人
の
ミ
や
う
し
な
り
そ
も
ミ
や
う
［『や、］
し
の
し
と
ハ
何
こ
と
を
申
た
り
け
る
そ
１
１
か
す
』
く
～
あ
り
し
そ
の
中に取分十二人也１－十一一人も一一一人もわれハまったくしらぬ
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【も】
也
第
一
は
ん
ハ
た
れ
や
ら
ん
１
１
あ
た
な
ｈ
ソ
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
さ
く
廷
ら
は
な
１
１
と
し
に
ま
れ
な
る
人
も
ま
ち
け
り
、
～
こ
の
う
た
の
ぬ
し
（は】
延
詮
義
を
ん
人
ま
つ
女
と
か
き
た
胴
ソ
し
を
１
き
の
あ
り
つ
れ
か
む
す
め
と
あ
ら
は
す
ハ
せ
う
か
ひ
か
事
１
１
さ
て
其
後
ハ
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
の
せ
き
や
乃
ま
き
は
し
ら
１
た
つ
名
も
く
や
し
お
も
ひ
く
ち
な
ん
と
恋
し
し
ほ
る
に
し
せ
し
を
は
１
～
も
の
や
ミ
の
１
１
女
と
か
き
た
り
し
を
１
１
大
内
こ
ん
は
せ
尖
と
の
き
や
う
の
む
す
め
と
あ
ら
は
す
せ
う
か
ひ
か
事
か
・
同けにやすミよしの松の老木のくちかましや物一一一口しけるおきな
し
ほ
る
也
な
を
ｊ
ｂ
な
か
ゐ
せ
ん
す
ち
な
き
こ
と
や
ゆ
ふ
く
れ
の
・
月
も
ろ
と
も
に
す
ミ
よ
し
の
松
の
葉
末
に
す
か
り
て
つ
も
り
の
う
ら
に
か
へ
り
け
、
ソ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ・野守
十
指聾へ～是に出たる老人ハ此春、口乃にとしをへて山にも通ひさ
と
に
も
行
の
も
り
の
お
き
な
に
て
候
也
・
あ
り
か
た
や
し
ひ
万
行
乃
春
の
色
ミ
か
さ
の
や
ま
に
の
と
か
に
て
・
五
ち
う
ゆ
い
し
き
の
秋
乃
【ま】
風下・春日の里にをとつれて．ことにちかひＪＤすぐなるや神
主
［
ナ
シ
］
の宮ちにゆきかへｈソはこふあゆミもつｊじる老のさかゆく御影
た
の
む
也
・
下
野
も
ろ
こ
し
ま
て
も
き
こ
へ
あ
る
此
ミ
や
寺
乃
名
そ
た
か
き
・
上
む
か
し
な
か
丸
か
；
く
、
わ
か
日
の
本
を
お
も
ひ
や
り
・
あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
ミ
る
と
な
か
め
け
ん
ミ
か
さ
の
山
か
け
の
月
か
も．それは・ミやうしゆしうの月なれや・こ国はならの都の
【
こ
］
主
はるｎ口のとけきけしき哉ｊく～
．
よ
る
ほ
う
し
節
曲
舞
し
ほ
る
し
ほ
る
主
上序１１夫仏同ロ西天乃雲にかくれ・しそん乃しゆつせまたはる
か
三
へ
乃
あ
か
つ
き
い
ま
た
也
・
サ
シ
聾
し
か
る
に
ち
う
げ
ん
に
お
ゐ
て
【にと】
な
心
を
の
は
め
ま
し
・
こ
塾
に
よ
て
上
く
う
太
子
・
こ
つ
か
を
あ
ら
た
め
万
民
を
し
へ
て
仏
法
る
ふ
の
世
と
な
し
て
あ
ま
れ
き
め
く
ミ
を
ひ
【を］
ろ
め
給
ふ
・
す
な
は
ち
当
寺
乃
御
こ
ん
り
う
あ
て
は
し
め
て
そ
う
に
乃
す
か
た
を
あ
ら
は
し
四
天
王
寺
と
名
付
給
ふ
・
蝋
こ
ん
た
う
乃
御
本
ナ
そんハ・女意りんの仏そうくせ観幸日とも申とか太子乃御ぜん
じ
ゃ
う
四
た
ん
こ
く
の
し
げ
ん
じ
に
て
わ
た
ら
せ
給
ゆ
へ
．
し
ゆ
つ
け
の
ぶ
つ
ぞ
う
に
お
う
し
つ
掴
・
今
し
ち
い
き
に
い
た
る
ま
て
．
…
仏
延
法
さ
い
し
よ
の
御
本
尊
と
あ
ら
ハ
れ
給
ふ
御
い
く
わ
う
乃
ま
こ
と
な
る
寄
か
な
や
ま
つ
せ
さ
う
お
う
乃
御
ち
か
ひ
し
か
れ
は
当
寺
乃
仏
か
く
の
・
御
作
乃
し
な
’
～
も
し
や
く
せ
ん
だ
ん
の
れ
い
ほ
く
に
て
・
た
う
ば
の
き
ん
ほ
う
に
至
る
ま
て
ゑ
ん
ふ
ん
た
こ
ん
な
る
と
か
や
上
・
万
代
に
す
め
る
か
め
井
乃
水
ま
て
も
・
ミ
な
か
ミ
き
よ
し
西
天
の
む
ね
ち
の
・
し
ほ
る
し
ほ
る
ち
す
い
を
う
け
つ
き
て
・
な
か
れ
久
し
き
よ
麓
ま
て
も
五
ち
よ
く
の
・
廷
人
間
を
ご
「
ち
ひ
き
て
．
さ
い
ど
の
舟
を
も
よ
す
る
な
る
な
に
は
の
寺
の
し
ほ
る
か
ね
の
こ
ゑ
・
｝
」
と
か
ら
，
１
１
に
ひ
画
き
鷲
て
・
あ
ま
ね
き
ち
か
ひ
ミ
ち
し
ほ
の
．
を
し
て
る
海
山
も
み
な
成
仏
の
す
か
た
也
・
奇
う
ら
元
雅
曲
サン聾↑これは伊せの国二見のうらのみこにて候・それ寄ハ天
地
ひ
ら
け
は
し
ま
り
し
よ
り
・
い
ん
や
う
の
二
神
。
あ
ま
の
ち
ま
た
に
下
行
合
の
ざ
よ
の
た
ま
く
ら
む
す
ひ
さ
た
め
し
・
よ
を
ま
も
り
く
に
を
お
さ
め
て
．
い
ま
も
た
え
せ
ぬ
妙
文
也
・
無
う
ら
と
は
せ
た
ま
へ
や
・
上
寄
う
ら
と
は
せ
給
へ
や
上
・
神
風
や
い
せ
の
は
ま
お
き
名
を
か
し
ほ
る
へ
て
・
‘
ｌ
～
よ
し
と
い
ふ
も
あ
し
と
云
も
お
な
し
草
な
り
と
き
く
物
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（腱本「悪切」）一一二
を
・
所
ハ
い
せ
の
み
こ
な
い
ソ
と
な
に
は
の
と
も
と
ひ
給
へ
人
心
ひ
け
ハ
ひ
かる画あつさ弓いせやひうかのこともとひ給へノー
．
あ
り
と
を
し
横
野
懸
指聾１１せうしやう乃よる乃雨しきりにふって遠寺の鐘聲もき
［Ｃｘ－
こ
ふ
ら
す
な
に
と
な
く
宮
寺
な
と
ハ
ー
」
ん
や
の
か
ね
乃
聲
御
｛
朱
恋
）
嵐
吹
と
を
山
も
と
の
む
ら
か
し
は
た
か
軒
は
よ
り
雪
は
ら
ふ
ら
ん
た
心
聾
と
う
の
ひ
か
り
な
と
に
こ
そ
神
ぺ
ご
ひ
心
も
す
ミ
わ
た
る
に
し
や
と
う
を
［・え｝
見れはともしひｊ、なくす国しめの聾もきこふらす神ハきねか
な
ら
は
し
と
こ
そ
申
に
ミ
や
も
り
ひ
と
り
も
み
え
ぬ
こ
と
よ
よ
し
ｊ
く
～
御とうハくらくとも和光乃かけハよ』、くもらしあらふさたの
宮もりともや・下あまくもの立かさなれるよはなれはありと
【ほし｝
引ともおｊｂふへきかハとあらおもしろの御寄や下研をよそ奇
に
ハ
六
義
あ
り
こ
れ
六
道
乃
ち
ま
た
に
ざ
た
め
お
い
て
六
乃
色
を
ミ
す
【上】
し
ほ
る
る
也
ざ
れ
ハ
和
寄
の
こ
と
わ
ざ
ハ
ノ
く
～
神
代
よ
り
も
は
し
ま
ｈ
ソ
い
し
ほ
る
［
あ
れ
し
】
ま人倫にあまねくたれかこれをほめ共ごらん中にもつらゆきハ
御
書
所
を
う
け
給
は
り
て
い
に
し
へ
い
ま
ま
て
乃
う
た
の
し
な
を
え
ら
ミ
て
よ
る
こ
ひ
を
の
へ
し
君
か
代
乃
す
ぐ
な
る
道
を
あ
ら
は
せ
り
・
下
一を］
を
よ
そ
ｊ
ｂ
っ
て
ミ
れ
ハ
う
た
の
心
す
な
ほ
な
る
ハ
こ
れ
も
て
わ
た
く
し
な
し
・
人
代
に
を
よ
ん
て
は
な
は
た
お
こ
る
ふ
う
そ
く
の
・
ち
ゃ
う
か
た
ん
か
せ
ん
と
う
こ
ん
ほ
ん
の
た
く
い
是
也
さ
っ
て
ハ
｜
に
あ
ら
さ
廷
れ
は
け
ん
川
ソ
う
や
う
や
く
茂
る
木
の
は
な
の
う
ち
の
う
ぐ
ひ
す
又
あ
き
の
せ
み
の
き
ん
の
こ
ゑ
い
つ
れ
か
和
寄
の
か
す
な
ら
ぬ
さ
れ
は
い
ま
の
う
た
わ
か
よ
こ
し
ま
を
な
さ
風
れ
は
・
な
と
か
ハ
神
も
あ
は
れ
ミ
の
心
を
う
く
る
ミ
や
人
は
上
か
国
る
き
と
く
に
・
あ
ふ
さ
か
の
関
の
し
水
に
し
ば
る
か
け
見
ゆ
る
月
毛
乃
此
こ
ま
を
ひ
き
た
て
見
れ
は
ふ
し
き
や
な
．
ｊ
、
と
廷
の
こ
と
く
に
あ
よ
ミ
ゆ
く
．
ゑ
つ
て
う
な
ん
し
に
す
を
か
け
こ
は
ほ
く
ふ
う
に
い
は
へ
た
り
・
奇
に
や
ハ
ら
く
か
ミ
心
た
れ
か
し
ん
り
よ
の
ま
こ
と
を
あ
ふ
か
ざ
る
へ
き
実
盛
指聾、～せいがはるかにきこゆこうんのうへしやうしゆらいか
う
す
落
日
の
ま
へ
あ
ら
あ
り
か
た
や
け
ふ
も
又
し
う
ん
を
立
そ
や
・
只
聾
鐘
乃
音
念
仏
の
こ
ゑ
き
こ
え
候
さ
た
め
て
ち
ゃ
う
も
ん
の
き
せ
ん
く
ん
し
ゆ
な
る
ら
ん
・
さ
な
き
た
に
た
ち
ゐ
く
る
し
き
お
ひ
乃
な
ミ
の
よ
り
も
つ
か
す
は
ち
や
う
し
ゆ
の
庭
に
・
よ
そ
な
か
ら
も
や
ち
や
１
【ｒ】
う
ｊ
じ
ん
せ
ん
．
｜
念
せ
う
ミ
や
う
の
．
こ
ゑ
の
う
ち
に
ハ
せ
つ
し
ゆ
の
光
明
く
も
ら
れ
と
も
ら
う
か
ん
の
つ
う
ろ
な
を
も
て
あ
き
ら
か
な
ら
す
よ
し
ｊ
く
～
す
こ
し
ハ
を
そ
く
と
も
こ
、
を
さ
る
事
と
を
か
る
ま
し
や
な
む
あ
ミ
た
仏
、
Ｉ
い
か
に
ぜ
う
殿
こ
の
ほ
と
聴
聞
に
ま
い
り
候
へ
と
も
御
身
の
す
か
た
を
ミ
る
人
な
し
．
誰
に
む
か
ひ
て
こ
と
は
を
か
は
す
そ
と
ミ
な
人
申
あ
へ
り
い
か
な
る
人
そ
名
乗
給
へ
こ
れ
ハ
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
を
承
候
物
か
な
も
と
よ
り
所
ハ
あ
ま
さ
か
る
・
ひ
な
人
な
れ
（
粉
〉
は
人
か
ま
し
く
候
ハ
ん
も
あ
ら
ハ
こ
そ
な
の
り
ｊ
、
せ
め
・
た
興
聖
人
乃
くう）（異本「うか」と
御下向・すなはち弥陀のらいかうなれハ・か‐しここそなか
傍紀）
いきして此せうミやうの時節にあふ事下まうきのふほくうし」
ん
け
の
は
な
ま
ち
え
た
る
心
地
し
て
・
老
乃
さ
い
は
い
身
に
こ
え
。
よ
る
こ
ひ
の
涙
た
も
と
に
あ
ま
る
・
さ
れ
は
身
な
か
ら
安
楽
国
に
む
ま
る
国
か
と
む
ひ
乃
く
ハ
ん
き
を
な
す
と
こ
ろ
に
．
り
ん
ゑ
ま
う
し
う
の
ゑ
ん
ふ
の
名
を
。
又
あ
ら
た
め
て
な
の
ら
ん
事
口
お
し
く
こ
そ
候
へ
と
よ
・
研
し
の
は
ら
の
草
葉
の
露
の
お
き
な
さ
ひ
・
ノ
ー
人
な
と
か
め
そ
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延
し
ほ
る
ナ
かりそめにあらはれ出たるさねｊｐりか名をよそにしらせんハ
なきよかたりもはつかしとて・御前をたちさりて・ゆくかと
ミれハしのはらの池のほとりにて姿はまほろしとなりてうせ
に
け
り
ノ
ー
・
高
野
節
曲
舞
・
元
雅
曲
し
ば
る
上聲へ１．抑此たかのさんと申ハ・へいしゃうをざてじはくり・
きやうりをはなれてむにんしやう・サシコヱ然は末世乃いん所
として・けつかいしやう人！～のたうちやうたり中にもこのさ
んこの松ハ・大同二年乃御きてういせんに。わか・法しやう
【の］
し
ゆ
ゑ
ん
ま
ん
乃
地
し
る
し
に
の
こ
り
と
、
ま
れ
と
て
・
共
ど
ん
こ
を
なけさせ給ひしにひかりと；Ｄにとひきたりこの松かえのこ
す
ゑ
に
と
固
ま
る
し
か
れ
は
諸
木
の
中
に
も
分
て
松
に
と
固
ま
る
そ
の
ためし千代万代の末かけてひさしかれとの御ほうへん・くは
正
しくきうきにあらはれた加ソ・節曲舞されはにや・しんとぴやう
【ナシ一
とうの松風ハ八ようのミねを．しつかにふきわたぃソほつしや
う
・
す
い
え
ん
の
月
の
か
け
ハ
や
つ
の
た
に
鷺
く
も
ら
す
し
て
．
ま
こ
廷
とに一二光のあか月をまつ心也・しかれはそくしん成仏のさう
持
切
をあらは１」・にうちやうの地をしめしつ餌・しんＪく～たる・
おく院・深山からすの聲さひてひくはらくようのらんふうま延
て・無常くはんねんのよそほひ是とてｊ、．又じゃうぢうのか
いしゃうぶつたうゑんかくのさうをあらはせり上過聾しかれハ廷
ときうつりことさるや・四季おりｊく～のおのつから・くハう
し
ほ
る
し
ほ
る
し
ほ
る
いんおしむへし．時人をまたぺこるに．きせんの・くんしゆ
乃雲かすミか固るたかの、やまふかミ・谷ミねの風しやうら
し
ほ
る
くの夢さめ。法のせうミやう妙音の心耳にのこりミちｊく～
て．となへおこなふもんほうの．こゑハたかのにてしつかな
る
れ
い
ち
な
る
へ
し
・たへま
Ｌ
ほ
る
一耶一
上序、Ｉそもｊく～此たへまのまんたらと申ハ・仁王四十七代
し
ほ
る
乃御門・はいたいてんわうの御宇かし」よ・横萩乃右大臣し」よ
なりと申し人・指聲其御そくちよちうじゃうひめ。このやま
にこもり給ひつ画・せうさんじやうときやう・下毎日とく
じ
ゆ
し
給
ひ
し
か
心
中
に
ち
か
ひ
た
ま
ふ
や
う
・
ね
か
わ
く
ハ
し
や
う
し
ん
の
ミ
た
ら
い
か
う
あ
て
．
わ
れ
に
お
か
ま
れ
お
は
し
ま
せ
と
二
心
ふ
ら
ん
に
観
念
し
給
ふ
・
し
か
ら
す
ハ
ひ
つ
ミ
や
う
を
こ
と
し
て
・
こ
の
さ
う
あ
ん
を
い
て
し
と
ち
か
っ
て
．
｜
か
う
に
念
仏
さ
ん
ま
い
の
フ
ク
ちやうに入給ふ節曲舞・所ハ山かけの松吹かせもす、しくて・
さなから夏を忘れ水の．をともたえｊく～の心耳をすますよｊＤ
主
すから・せうミやうぐハんねん乃床のうへ・茎ごせん・ゑん月
のまとのうちれうｊく～とあるおりふしに．－人の老人のこつ
せんときたりた園すめ・りこれハいかなる人やらんと．たつね
きせ給ひしにらうにこたへてのたまはく．たれとハなとやを
ろか也よへはこそきたりたれとおほせられけるほとに中将姫
はあきれつ国・上逝聾われハたれをかよふことり・たつきもし
延
し
ほ
る
らぬ山中に聾たつフＣこと国てハなむあミたふのとなへならて
［又】
み
た
し
ｊ
Ｄ
な
き
も
の
を
と
こ
た
へ
さ
せ
給
ひ
し
に
．
そ
れ
こ
そ
わ
か
な国れこゑをしるへにきたれりと・のたまヘハひめ君もさて
し
ほ
る
ハ此願しやうしゆしてしやう１」んの弥陀如来・けにらいかう
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の
し
せ
つ
よ
と
か
ん
る
い
き
も
に
め
い
し
つ
嵐
き
ら
い
の
御
袖
も
し
ほ
る
ハ
か
り
に
見
え
給
ふ
．
あ
っ
た
．
亀
阿
曲
サシ聾↑抑当社と申は．けいかう第三乃王子御名ハやまとたけ
乃
み
こ
と
地
神
五
代
に
は
て
ん
し
や
う
大
神
乃
御
て
い
下
す
き
の
お
の
【ナシ】
み
こ
と
・
い
つ
も
乃
く
に
閲
あ
と
を
た
れ
し
は
ら
く
宮
ゐ
し
給
へ
（》」〉
り
サ
シ
｝
」
塾
に
ひ
の
川
上
に
て
い
と
く
す
る
聾
あ
り
・
下
み
こ
と
い
た
り
て
見
給
ヘ
ハ
老
人
父
母
か
中
に
少
女
を
い
た
き
て
な
き
ゐ
た
り
是
ハ
い
か
に
と
た
つ
ぬ
れ
は
鬮
舞
・
老
人
こ
た
へ
申
や
う
我
ハ
て
な
つ
ち
あ
し
寄
な
つ
ち
む
す
め
を
い
な
た
ひ
め
と
云
も
の
に
て
候
か
・
大
し
や
う
の
い
け
に
ゑ
を
か
な
し
む
な
り
と
申
せ
は
・
し
か
ら
ハ
其
ひ
め
を
わ
れ
に
え
さ
せ
よ
そ
の
な
ん
を
の
か
す
へ
し
と
の
給
ヘ
ハ
・
き
ゑ
つ
乃
心
た
へ
に
廷
し
て
み
こ
と
に
ひ
め
を
た
て
ま
つ
る
上
・
や
か
て
大
じ
ゃ
を
し
た
か
し
ほ
る
寄
寄
へ．その尾にありしつるきをむら雲のけんと名付しこそ八つしほ
る
る
き
乃
弓
へ
や
の
御
こ
と
よ
・
さ
れ
は
ひ
か
ミ
の
明
神
ハ
其
時
の
い
な
た
ひ
め
也
ち
、
乃
老
お
う
て
な
つ
ち
か
源
大
夫
乃
神
と
あ
ら
ハ
れ
・
と
う
か
い
だ
う
の
旅
宿
を
ま
も
ら
ん
と
ち
か
ひ
給
へ
り
・
竹
と
り
奇
同
曲
者
次
第
１
あ
る
に
か
ひ
な
き
世
中
を
．
ｌ
～
ふ
る
は
た
う
つ
す
か
な
し
き
し
ほ
る
野
・
ゑ
乃
三
」
草
た
れ
ま
く
ほ
と
も
な
か
り
し
に
．
ｌ
～
あ
は
の
な
る
と
【■］
廷
の
一
あ
ひ
を
よ
く
ｌ
～
こ
れ
を
ひ
き
す
て
し
・
む
せ
る
あ
は
に
に
た
る
ハ
を
ミ
な
へ
し
と
云
草
・
す
衝
き
か
る
か
や
わ
れ
も
か
ふ
・
よ
も
き
を
こ
と
に
ひ
き
す
て
画
よ
・
も
と
の
ふ
る
ね
や
の
こ
る
ら
ん
ｌ
ｌ
同
曲
者
［か】
指
聲
、
－
抑
む
し
く
ハ
う
こ
う
よ
り
こ
の
か
た
五
道
六
道
に
め
く
る
事
ハ
・
下
な
に
の
ゆ
へ
そ
や
・
よ
し
な
き
ま
う
し
う
に
ひ
か
れ
．
ほ
ん
ら
い
く
う
道
を
忘
て
し
や
う
し
乃
う
ミ
に
ふ
ち
ん
せ
り
さ
て
い
つ
ま
て
の
心
そ
や
・
下
謡
ま
た
よ
を
こ
め
て
ほ
ん
な
う
の
は
な
れ
か
た
き
家
を
い
て
．
上
ほ
た
ひ
を
ざ
そ
ふ
よ
こ
雲
乃
；
く
～
ひ
く
よ
り
の
ち
の
ふ
な
よ
（ま）
は
ひ
。
わ
か
の
る
舟
ハ
行
共
き
こ
と
の
き
し
ハ
と
う
せ
Ｉ
」
・
け
に
や
心
か
ら
・
う
き
た
る
舟
に
乗
そ
め
て
一
日
も
な
ミ
に
ぬ
れ
ぬ
日
の
．
な
き
よの旅ハいつまてそノー～
・西行寄
指
聾
１
１
夫
春
の
は
な
ハ
上
ぐ
ほ
ん
ら
い
乃
こ
末
に
あ
ら
ハ
れ
秋
の
月
は
［い］
下こめあんの水にやとれｈソ下。たれかしる行水に一一一ふくの
夏
も
な
く
か
ん
て
い
の
松
の
風
一
聲
乃
秋
を
も
よ
ほ
す
事
・
草
木
国
士
を
の
つ
か
ら
け
ん
ふ
つ
も
ん
ほ
う
乃
け
ち
え
ん
た
り
下
許
・
を
し
へ
を
く
其
し
な
し
な
の
法
乃
門
上
・
ひ
ら
く
る
道
ハ
ひ
と
つ
そ
と
．
ノ
ー
し
ほ
る
１
し
る
や
心
乃
水
き
ょ
き
・
御
法
乃
舟
な
れ
ハ
行
事
や
す
き
か
の
き
し
に
・
い
た
り
ノ
ー
－
て
く
ら
か
ら
ぬ
・
二
世
安
楽
は
あ
り
か
た
や
ｊ
く
～
・
伏
見
乃
お
き
な
奇
し
ほ
る
上序１１抑ふしミのおきなのこと名ｊｂひさかたのあまてらす．
（さ）
神の代つきのすゑひまにくんたうをまヅｂるちかひあ・りサシ・
し
か
る
に
仁
王
代
々
を
へ
て
・
時
雨
ふ
り
を
け
る
な
ら
の
は
の
名
に
お
ふ
ミ
や
ち
た
封
し
く
て
下
・
う
つ
り
つ
公
く
や
雲
の
う
へ
．
は
な
の
ミ
や
こ
の
春
の
空
平
安
城
に
お
ざ
ま
れ
り
・
中
に
も
ふ
し
ミ
の
宮
所
・
こ
つ
か
を
ま
も
る
神
心
・
し
る
や
あ
こ
れ
乃
う
ら
ま
て
も
四
か
い
の
は
ら
ハ
し
つ
か
也
・
節
脇
舞
仁
王
五
十
代
く
ハ
ん
む
天
皇
乃
御
字
か
と
よ
・
当
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［て一
国
ふ
し
ミ
の
里
に
う
つ
ら
せ
給
ひ
て
大
宮
つ
く
ｈ
ソ
は
し
め
つ
風
皇
居
廷
を定め給ひ１」に・ふしミのおきなハあらはれて．いざこ斑に
わ
か
よ
ハ
ヘ
な
ん
す
か
は
ら
や
ふ
し
ミ
の
さ
と
の
あ
れ
ま
く
も
お
し
と
な
か
め
け
る
と
か
や
・
其
後
か
ん
な
き
に
た
く
し
つ
風
な
を
か
さ
ね
て
の
み
こ
と
の
り
我
は
神
か
せ
や
い
せ
の
あ
こ
ね
乃
う
ら
の
な
ミ
治
る
御
［い｝
代
乃
た
め
し
な
ら
ん
．
ふ
し
ミ
に
み
そ
な
は
－
し
て
く
ん
へ
ん
に
す
む
へ
延
し
と
乃
御
神
勅
に
．
ま
か
せ
つ
聾
・
大
宮
つ
く
り
し
給
ゑ
り
・
上
抑
ふ
し
ミ
と
云
こ
と
は
ま
つ
我
朝
の
そ
う
ミ
や
う
に
て
．
い
き
な
き
い
さ
な
ミ
し
ば
る
し
ほ
る
の
あ
ま
の
い
は
く
ら
の
こ
け
む
し
ろ
に
ふ
し
て
ミ
て
し
国
な
れ
は
ふ
し
ミ
と
名
付
給
也
。
ざ
れ
は
に
や
く
に
と
ミ
た
ミ
ゆ
た
か
に
て
た
れ
も
わ
し
ほ
る
か
代
に
あ
ひ
竹
の
ふ
し
ミ
の
ぺ
こ
と
を
ま
も
ら
ん
の
御
ち
か
ひ
は
く
わ
う
ば
ん
ぜ
い
に
た
い
ら
の
都
な
る
へ
し
．
〈朱窃）
一節一
若
君
氷
享
六
二
月
九
日
御
た
ん
し
や
う
の
御
内
思
召
よ
り
野
い
か
へ
た
る
こ
と
葉
所
々
あ
り
・太子節曲舞亡父曲是ハ華日太子伝節曲舞也作者不知人
指
聾
へ
１
１
我
朝
に
そ
の
い
く
ハ
う
を
ひ
ろ
め
か
ん
か
に
そ
の
名
を
あ
ら
は王
－
し
下
た
ま
ひ
し
ハ
上
く
う
太
子
に
て
お
は
し
ま
す
・
彼
き
ん
め
い
天
皇
【ナシ】
一一一十一一む月一日乃夜半に御夢想のつけあ航リ・下金色乃童男・
き
た
り
た
ま
ひ
て
き
さ
き
に
つ
け
て
の
た
ま
は
く
・
我
に
く
せ
の
く
は
ん
あ
り
す
な
ハ
ち
き
さ
き
の
御
た
い
な
い
に
・
や
と
る
へ
し
と
あ
り
し
か
ハ
・
節
曲
輝
き
さ
き
こ
た
へ
て
の
た
ま
は
く
せ
う
か
た
い
な
い
ハ
く
へ
な
り
・
い
か
て
た
つ
と
き
御
た
い
を
や
し
と
給
ハ
ん
と
あ
り
し
か
は
とｊ
う
な
ん
そ
う
．
か
さ
ね
て
の
た
ま
は
く
・
我
ハ
く
へ
．
を
い
と
は
す
た
低
［ナシ一
の
そ
む
ら
く
ハ
人
間
に
ち
や
く
た
う
せ
ん
か
為
也
・
き
共
ご
き
じ
す
る
に
（
朱
街
）
き
き
き
の
王
殿
に
光
御
な
る
と
御
覧
し
て
と
こ
ろ
な
し
と
も
か
く
ｊ
、
と
有
し
か
ハ
・
こ
の
そ
う
大
き
に
よ
る
こ
ん
て
き
ざ
き
の
御
口
に
と
ひ
入
給
ふ
と
御
覧
し
て
・
暁
月
軒
に
か
、
や
き
か
た
ふ
き
松
風
夢
を
お
さ
め
て
や
ふ
り
て
五
か
う
乃
天
も
明
に
け
り
・
御
門
こ
の
よ
し
き
こ
し
め
し
よ
る
こ
ひ
乃
色
を
な
し
給
き
さ
き
か
な
ら
．
｛く］
す
し
や
う
ら
ん
を
う
け
給
ふ
へ
し
と
有
し
か
ハ
・
上
ひ
ま
ゆ
く
こ
ま
を
｛しほる］
し
ほ
る
つ
な
き
か
ね
ハ
大
は
っ
大
か
の
他
の
水
す
ま
て
に
こ
れ
る
心
地
し
て
十
一同爵一
し
ぼ
る
一
一
月
と
申
に
は
な
ん
て
ん
の
御
む
ま
や
に
て
御
さ
ん
へ
い
あ
ん
・
わ
う
じ
御
た
ん
じ
ゃ
う
な
る
む
ま
や
と
の
わ
う
じ
と
申
も
上
ぐ
う
太
子
の
御
事
．
と
ふ
火
只
詞
↑
抑
当
社
と
申
ハ
か
た
し
け
な
く
も
・
じ
ん
ご
け
い
う
ん
二
年
に
河
内
国
・
ひ
ら
を
か
よ
り
此
春
日
山
ほ
ん
ぐ
う
乃
ミ
ね
に
う
つ
ら
せ
給
・
さ
れ
は
こ
の
山
も
と
ハ
は
山
の
陰
あ
さ
く
・
木
か
け
ひ
と
つ
も
な
か
り
し
を
か
け
た
の
ま
ん
と
・
藤
原
や
氏
と
よ
り
て
う
へ
し
木
の
も
と
ケ
よ
り
め
く
ご
へ
ふ
か
け
れ
は
ほ
と
な
く
か
や
う
に
深
山
と
な
る
・
さ
れ
は
一は一
当
社
乃
御
ち
か
ひ
に
６
．
人
乃
参
聿
頑
か
へ
す
Ｉ
～
う
れ
し
け
れ
と
も
．
木
の
葉
の
－
よ
う
も
も
す
そ
に
つ
け
て
や
き
り
ぬ
へ
き
と
．
お
し
ミ
給
も
な
に
ゆ
へ
そ
人
乃
わ
つ
ら
い
し
け
き
木
の
。
か
け
ふ
か
国
れ
と
い
ま
も
み
な
・
し
よ
ぐ
は
ん
し
や
う
じ
ゆ
を
う
へ
を
く
也
・
サ
ン
聾
さ
れ
は
じ
ひ
ま
ん
ぎ
や
う
乃
日
の
か
け
ハ
ミ
か
さ
の
山
に
の
と
か
な
り
・
五
ぢ
う
ゆ
い
し
き
の
月
の
ひ
か
り
ハ
春
日
の
さ
と
に
く
ま
も
な
し
・
聯
か
け
た
の
ミ
お
は
し
ま
せ
た
国
か
り
そ
め
に
う
ふ
る
と
も
・
草
木
国
士
成
仏
乃
神
木
と
お
ほ
し
め
し
あ
た
に
な
お
も
ひ
給
ひ
そ
・
上
あ
ら
か
ね
し
ほ
る
の
そ
の
は
し
め
ｌ
～
お
さ
ま
る
国
ハ
ひ
き
か
た
の
・
あ
め
は
塾
｝
」
き
の
し
ば
る
力
み
と
り
よ
り
は
な
ひ
ら
け
か
の
こ
り
て
仏
法
流
布
の
た
れ
ひ
さ
し
・
些
日
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６３〔翻刻〕『聞書色々』
ひ
ハ
リ
や
う
し
ゆ
せ
ん
に
し
て
・
め
う
ほ
け
き
や
う
を
と
き
給
る
．
い
ま
は
し
ゆ
し
や
う
を
と
せ
ん
と
て
大
明
神
と
あ
ら
は
れ
此
や
ま
に
す
み
た
ま
ヘ
ハ
・
わ
し
の
た
か
れ
と
も
・
ミ
か
さ
の
山
を
御
覧
せ
よ
さ
て
ほ
た
ひ
し
ゆ
の
木
陰
共
さ
か
り
な
る
藤
さ
き
て
松
に
も
は
な
を
か
す
か
山
・
し
ほ
る
力
のとけきかけハ胴リやうせんのしやうとの春に．をとらめやｊく‐
・雪山
指
聾
～
有
か
た
や
く
ら
ゐ
た
か
う
め
く
ミ
あ
つ
う
し
て
ふ
る
や
ミ
雪
乃
と
し
を
つ
む
・
大
内
山
乃
道
直
に
こ
え
く
る
と
し
の
下
は
る
か
け
て
か
ん
ふ
う
も
の
こ
る
雪
の
う
ち
に
こ
し
ち
を
う
つ
す
雲
ゐ
乃
庭
ミ
な
白
妙
の明ほの園山あらおもしろのけしきやな論ニヘーーけにｊくｌあま
り
に
お
も
し
ろ
き
お
り
に
ひ
か
れ
て
我
な
か
ら
わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
心
そ｛さ］
ら
に
１
１
う
そ
ふ
く
月
の
か
け
と
も
に
、
１
つ
も
る
雪
山
１
１
雲
の
御
か
き
～
は
な
の
梅
つ
ほ
１
１
御
河
乃
波
同
音
よ
る
の
け
し
き
の
お
も
し
ろ
［よ］
主
［
り
さに古人乃ことはこそお１℃ひいてられて候へ下・あか月ｈソや
や
わ
う
］
う
わ
う
乃
そ
の
に
入
て
雪
く
ん
共
ど
ん
に
ミ
ち
．
よ
る
ゆ
う
こ
う
か
る
う
に
の
ほ
れ
は
・
月
千
里
に
あ
き
ら
か
也
・
野
く
も
り
な
や
此
み
よ
乃
・
ノーーとよのあかりのはしめより・千代木の風におさまりて・
し
ほ
る
雪
ほ
う
れ
ん
に
ふ
か
、
胴
リ
き
お
も
し
ろ
の
雪
山
や
・
春
こ
と
に
・
君
を
い
は
ひ
て
わ
か
な
つ
む
わ
か
衣
手
に
ふ
る
雪
は
・
は
ら
は
し
は
ら
は
し
ほ
る
懸
切
て
・
其
ま
園
に
う
く
る
袖
乃
雪
・
は
こ
ひ
か
弐
ご
ね
雪
山
を
ち
よ
に
ふ
れ
ク
ラ
［
ナ
シ
レ
」
つ
く
ら
ん
雪
山
を
ち
よ
と
つ
く
ら
ん
・
り
ふ
し
む
・
亡
父
曲
指
聾
ｌ
か
た
し
け
な
き
御
た
と
へ
な
れ
と
も
い
か
な
れ
ハ
か
ん
わ
う
ハ
リ
ふ
し
ん
の
御
わ
か
れ
を
な
け
き
給
て
・
あ
さ
ま
つ
り
こ
と
か
ミ
さ
ひ
て
．
よ
る
の
お
と
魁
も
い
た
つ
ら
に
・
た
鰹
お
も
ひ
の
な
ミ
た
御
衣
の
ナ
た
も
と
を
ぬ
ら
す
．
又
り
ふ
し
ん
ハ
こ
う
し
よ
く
の
・
花
の
よ
そ
ほ
ひ
を
と
ろ
へ
て
・
し
ほ
る
国
露
の
と
こ
の
う
へ
ち
り
の
か
国
ミ
の
か
け
を
は
ち
て
・
つ
ゐ
に
御
門
に
見
え
た
ま
は
す
し
て
さ
り
給
節
＃
・
御
門
ふ
（なけきて）
力
か
く
な
き
て
・
其
御
か
た
ち
を
か
ん
せ
ん
て
ん
の
ニ
フ
ヘ
に
う
つ
し
わ
れ
上
も
く
ハ
と
に
立
そ
ひ
て
あ
け
く
れ
な
け
き
給
け
り
・
さ
れ
と
も
な
か
，
ｌ
～
・
御
お
も
ひ
ハ
勝
れ
と
も
も
の
い
ひ
か
は
す
こ
と
な
き
を
ふ
か
く
な
け
き
た
ま
ヘ
ハ
・
り
せ
う
と
申
太
子
の
・
い
と
け
な
く
ま
し
ま
す
か
ナ
し
ほ
る
ふていにそうし給やう上・りふしんハもとハ〉」れしやうかい
ク
ハ
ス
し
ば
る
のへきせうぐわすいこくのせん女也・’たん人間にむまる、
とは申せともユゐにもとのせんきうにかへりぬ・たいさんほ
し
ほ
る
く
に
申
さ
く
り
ふ
し
ん
の
お
も
か
け
を
し
は
ら
く
一
」
国
に
ま
ね
く
へ
し
と
て
・
き
う
く
わ
ち
や
う
乃
う
ち
に
し
て
は
ん
こ
ん
か
う
を
た
き
一人】
給
・
下
夜
ふ
け
し
つ
ま
り
・
風
す
き
ま
し
く
・
月
秋
な
る
に
そ
れ
と
お
も
ふ
お
も
か
け
の
．
あ
る
か
な
き
か
に
か
け
る
ヘ
ハ
・
な
を
い
や
ま
し
の
お
も
ひ
草
・
は
す
ゑ
に
む
す
ふ
し
ら
露
の
・
手
に
も
た
ま
ら
て
ほ
と
も
な
く
た
樹
い
た
つ
ら
に
き
え
ぬ
れ
は
．
へ
う
ｌ
～
ゆ
う
！
～
と
ししぼる
て
ハ
，
又
た
つ
ぬ
へ
き
か
た
な
し
上
．
か
な
し
さ
の
あ
ま
り
に
．
り
ふ
し
ん
の
す
ミ
な
れ
し
・
か
ん
せ
ん
て
ん
を
立
さ
ら
す
．
む
な
し
き
と
こ
を
打
は
ら
ひ
．
ふ
る
き
ふ
す
ま
ふ
る
き
ま
く
ら
ひ
と
り
快
を
か
た
し
け
り
【其］
。↑凡五立日曲道之條々以上・此外之幸日曲・於古躰当世・
其数々
〈皆）
（是）
・
為
書
不
及
・
然
共
・
他
首
順
テ
能
々
・
知
分
可
在
之
也
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6４
「
１
音
曲
習
道
乃
次
第
１
～
・
文
字
よ
ミ
よ
り
・
節
を
能
々
き
ハ
め
つ
く
し
て
。
さ
て
曲
を
ミ
か
き
て
．
さ
て
・
う
た
ひ
乃
つ
め
ひ
ら
き
を
心
え
て
・
音
聲
乃
性
位
成
く
成
就
し
て
・
さ
て
う
た
ふ
当
座
乃
音
聾
・
清
曲
な
る
こ
と
を
．
可
知
音
聞
す
ま
す
は
成
就
は
有
へ
か
ら
す
．
如
此
力
、
リ
乃
条
々
を
・
成
く
曲
得
し
て
・
安
全
音
に
な
る
位
を
・
聲
懸
と
ハ
云
也
・
返
ｌ
～
音
聞
す
ま
す
ハ
・
か
し
か
ま
し
か
る
へ
し
た
と
ヘ
ハ
・
水
一
に
こ
る
か
こ
と
し
一
月
の
・
に
こ
れ
る
こ
と
く
な
る
へ
し
．
凡
習
道
乃
ほ
と
は
節
を
躰
に
ノ
・
習
道
を
は
り
て
後
ハ
・
懸
を
躰
に
す
へ
し
曲
と
ハ
・
此
内
有
一
↑
節
曲
舞
道
の
事
・
只
寄
に
ハ
別
音
也
・
五
音
の
内
乃
く
せ
ま
ひ
ハ
・
節
曲
何
他分ロハ寄乃聾懸也・迭日白鬚乃・亡父・申楽に．まひいたした
り
し
よ
り
・
当
道
乃
音
曲
と
も
な
れ
り
・
然
共
し
ら
ひ
け
ゆ
ら
の
ミ
な
と
・
ち
こ
く
．
こ
れ
は
さ
る
か
く
の
内
な
か
ら
を
し
い
た
し
た
る
道
の
｛林）
く
せ
ま
ひ
乃
一
」
と
く
な
り
し
也
・
又
・
海
道
下
・
西
国
下
・
玉
曲
乃
作
書
ト
ノ
・
南
阿
・
観
世
亡
父
曲
付
せ
ら
れ
し
也
・
此
節
曲
舞
共
も
道
の
ヤ
ハ
ラ
キ
カ
ミ
タ
う
ぐ
せ
ま
ひ
よ
り
ハ
・
和
た
る
曲
分
也
・
道
の
節
曲
舞
と
申
ハ
・
上
道
・
シ
モ
タ
ウ
ノ
・
乙
鶴
１
此
流
ヲ
亡
父
ハ
・
習
道
な
り
し
と
也
〈
拠
下
道
・
西
岡
・
天
妹
二
・
賀
寄
女
也
・
賀
寄
ハ
・
南
都
に
・
百
万
と
て
．
半
ば
本
文
に
混
入
）
ご玄一
女
曲
舞
乃
末
と
一
万
・
い
ま
は
・
ミ
な
ｌ
～
・
曲
舞
乃
舞
手
の
・
人
躰
た
え
て
・
女
節
曲
舞
の
．
賀
寄
か
．
末
流
な
ら
て
ハ
の
こ
ら
す
・
ぎ
を
ん
の
ゑ
乃
・
車
の
上
・
節
曲
舞
こ
の
家
也
．
・白鬚節曲舞・亡父曲付剛曲也亡父作啓
上
１
夫
此
国
の
お
こ
り
・
家
ｌ
ｌ
に
伝
る
処
・
を
の
ｌ
～
別
ニ
ノ
・
其
せ
つ
ま
ち
ｌ
～
な
り
と
い
へ
と
も
・
し
は
ら
く
き
す
る
所
の
一
義
に
よ
ら
ハ
・
天
地
す
て
に
わ
か
れ
て
後
・
第
九
乃
け
ん
た
う
人
寿
二
万
さ
い
の
時
・
下
か
せ
う
せ
そ
ん
西
天
に
し
ゆ
つ
せ
し
給
ふ
．
と
き
に
大
し
や
［
云
一
一
そ
］
う
し
や
く
そ
ん
・
そ
の
し
ゆ
き
を
』
え
て
・
と
う
天
に
ち
う
し
給
し
か
・
指
聲
我
八
さ
う
じ
や
う
だ
う
の
、
ち
・
ゆ
い
け
う
る
ふ
の
地
・
い
つ
れ
の
所
に
か
あ
る
へ
き
と
て
。
こ
の
な
ん
せ
ん
ぶ
し
う
を
あ
ま
ね
く
ひ
き
や
う
し
て
御
覧
し
け
る
に
・
ま
ん
ｌ
～
と
あ
る
大
か
い
の
上
に
・
下
一
切
し
ゆ
じ
や
う
・
し
つ
う
・
ふ
つ
し
や
う
・
如
来
じ
ゃ
う
ぢ
う
・
む
う
へ
ん
や
く
の
浪
の
聾
・
一
葉
の
あ
し
に
こ
り
か
た
ま
っ
て
．
’
乃
し
ま
と
な
る
い
ま
の
大
ミ
や
こ
ん
け
ん
の
は
し
と
の
也
・
節
曲
舞
・
其
の
ち
人
寿
百
き
い
の
と
き
し
ち
だ
と
む
ま
れ
給
て
・
八
十
年
の
春
の
比
・
頭
北
め
ん
ざ
い
う
け
う
ぐ
わ
ば
つ
た
い
の
波
と
き
え
給
・
さ
れ
と
も
仏
ハ
．
じ
ゃ
う
ぢ
う
ふ
め
つ
ほ
う
か
い
の
妙
躰
な
れ
は
む
か
し
あ
し
の
は
の
し
ま
と
な
り
し
な
か
つ
国
を
御
覧
す
る
に
と
き
は
う
か
や
，
ふ
き
あ
は
せ
す
の
．
み
こ
と
の
・
御
代
な
れ
は
・
仏
ほ
う
の
ミ
や
う
し
を
・
入
し
ら
す
・
こ
国
に
ひ
え
い
山
の
ふ
も
と
・
さ
国
な
ミ
や
・
し
か
の
う
ら
乃
ほ
と
り
に
。
つ
り
を
た
る
魁
老
人
あ
り
・
尺
尊
か
れ
に
向
て
・
翁
も
し
・
此
地
乃
主
た
ら
ハ
此
や
ま
を
我
に
あ
た
へ
よ
・
仏
法
け
廷
つ
か
い
の
地
と
な
す
へ
し
と
の
た
ま
ヘ
ハ
・
お
き
な
こ
た
へ
て
申
や
う・我人蝿六千ざいのはしめより・此やまのぬしとして・こ
水
廷
【ナシ一
の
水
海
の
七
と
ま
て
あ
し
は
ら
に
な
り
し
を
も
ま
さ
に
ミ
た
り
し
お
き
一なる］
な
也
・
た
通
し
こ
の
地
け
つ
か
い
と
な
ら
ハ
つ
り
す
る
処
う
せ
ぬ
へ
し
と
お
し
ミ
申
せ
ハ
・
し
ゃ
く
そ
ん
ち
か
ら
な
く
。
い
ま
ハ
じ
ゃ
つ
く
ハ
う
と
に
か
へ
ら
ん
と
し
た
ま
ヘ
ハ
．
と
き
に
と
う
ほ
う
よ
り
し
や
う
し
ほ
る
し
ほ
る
る
り
せ
か
い
の
あ
る
し
や
く
し
・
こ
つ
せ
ん
と
い
て
た
ま
ひ
て
よ
き
か
な
や
．
し
ゃ
く
そ
ん
こ
の
地
に
仏
法
を
ひ
ろ
め
・
給
ハ
ん
事
よ
・
我
人
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６５〔翻刻〕『間書色々』 錘誌さいのはしめより・この所の・ぬしたれとらうおうい
ま
た
我
を
し
ら
す
・
な
ん
そ
こ
の
山
を
．
お
し
ミ
申
へ
き
は
や
か
い
ひ
（主）
やくしたまへ我も此山の唖とな印て・ともに五々百さい乃・
仏
法
を
ま
も
る
へ
し
と
．
か
た
く
け
い
や
く
し
給
て
。
一
一
仏
と
う
ざ
い
に
さ
り
給
・
そ
の
と
き
の
お
き
な
も
い
ま
の
し
ら
ひ
け
の
か
み
と
か
や
由良湊節曲舞・同曲付・幽曲駄蝋霊鰯之懸
し
ほ
る
し
ほ
る
上
１
凡
人
問
の
八
く
の
な
か
に
．
愛
別
離
苦
ぐ
ふ
と
つ
く
と
い
ふ
こ
【わ】
し
ほ
る
と
ハ
・
ざ
の
ミ
ハ
よ
も
と
お
も
ひ
し
に
・
わ
か
身
の
う
へ
に
な
り
て
こ
一ナシ｝
そ
．
か
な
し
き
こ
と
園
ハ
し
ら
れ
た
れ
・
指
聾
い
に
し
へ
人
に
あ
い
な
れ
て
か
い
ら
う
と
う
け
つ
浅
か
ら
す
．
お
な
し
契
と
お
も
ひ
し
に
・
人
【ナシ】
【か】
乃
心
の
花
か
と
よ
・
下
か
つ
ら
き
山
の
嶺
の
雲
云
・
よ
そ
に
よ
ふ
と
き
国
し
か
ハ
．
ひ
と
り
心
ハ
住
吉
乃
・
ね
た
く
も
人
に
ま
つ
と
い
は
れ
し
と
つ
画
ミ
し
に
・
お
と
こ
山
乃
を
ミ
な
へ
し
の
．
く
れ
る
心
に
あ
く
イ
ー
ナ
［の一
か
れ
い
て
圃
・
な
ご
へ
た
の
あ
め
ふ
る
さ
と
を
・
あ
し
に
ま
か
せ
て
立
出
る
・
節
胤
ゆ
ら
の
み
な
と
の
と
ま
り
舟
・
い
つ
ミ
の
く
に
、
つ
き
し
か
ハ
し
の
た
の
森
の
く
す
の
は
の
・
し
は
し
ま
た
ん
と
お
も
へ
と
も
我
よ
り
ひ
と
の
か
へ
ら
す
．
と
は
れ
し
こ
ろ
ハ
ま
ち
な
れ
し
・
夕
の
ざ
か
ひ
の
鐘
を
き
く
な
に
は
の
寺
に
ま
い
れ
は
・
か
の
国
に
む
ま
る
国
心
ち
し
て
西
を
は
る
か
に
ふ
し
お
か
ミ
・
入
江
の
芦
の
か
り
の
よ
に
い
つ
ま
て
物
を
お
も
ふ
へ
き
・
こ
き
す
ミ
そ
め
に
ざ
ま
か
へ
て
．
ま
こ
と
の
み
ち
に
い
ら
は
や
と
お
も
ひ
な
か
ら
の
は
し
柱
・
ち
た
ひ
ま
て
く
や
し
き
ハ
捨
さ
り
し
身
の
い
に
し
へ
．
す
き
に
し
か
た
の
旅
衣
は
る
も
な
か
は
に
．
な
り
し
か
ハ
・
は
な
の
都
に
の
ほ
り
て
せ
い
す
い
し
に
ま
い
れ
【
ナ
シ
］
し
ば
る
は
．
上
大
慈
大
悲
の
日
の
ひ
か
り
え
ん
１
１
と
あ
る
ち
し
ゆ
の
さ
く
延
し
ほ
る
ら
．
ま
こ
と
に
こ
ん
け
ん
の
ち
か
ひ
か
や
・
花
の
あ
た
、
リ
ハ
心
し
て
と
松
に
ハ
風
乃
を
と
は
山
・
を
と
に
き
画
し
よ
り
も
な
を
ま
さ
り
．
た
つ
と
き
お
も
し
ろ
さ
に
下
向
乃
み
ち
も
お
ほ
え
す
．
下
か
く
て
よ
に
い
れ
は
ま
と
ろ
む
ひ
ま
も
な
く
し
て
・
御
名
を
と
な
へ
て
ゐ
た
り
し
に
・
お
な
し
さ
ま
に
つ
や
し
て
ち
か
く
よ
り
そ
ふ
女
あ
り
・
か
た
ら
ひ
よ
り
て
｛
か
た
ｌ
ｌ
］
申
や
う
・
い
た
は
し
や
か
餌
い
く
ハ
お
も
ひ
あ
、
り
と
み
え
た
川
リ
お
ほ
し
め
す
事
あ
ら
ハ
心
の
う
ち
を
か
た
り
て
・
御
な
く
ざ
ミ
も
あ
れ
か
し
［ろ一
と
・
ね
ん
比
に
申
せ
は
．
た
の
も
し
く
お
も
ひ
て
立
よ
り
か
け
ｊ
ｂ
な
き
（山）
身も・さまかへたきと●甲せハ・いたはしき事かな．わかすむ
さ
と
に
し
は
ら
く
・
あ
し
を
や
す
め
給
て
．
ま
こ
と
に
ざ
ま
を
か
へ
給
は
国
・
し
る
へ
き
あ
ま
寺
に
ひ
き
つ
け
奉
る
へ
し
・
と
く
ノ
ー
ー
と
ざ
そ
延
（を）
は
れ
て
・
身
を
う
き
草
の
ね
を
た
え
て
き
よ
水
寺
に
立
出
て
・
な
を
も
恩
ひ
を
し
か
の
う
ら
大
津
と
か
や
に
く
た
り
ぬ
・
上
や
は
せ
の
う
ら
の
し
ほ
る
わたし舟・ざしてそこともしら波をいす人とはおｊ㈲）はてあっ
ち
ま
ち
さ
し
て
う
ら
れ
行
．
す
き
に
し
か
た
も
お
ほ
え
す
・
ゆ
く
す
ゑ
ｊ
約
）
【●不］
な
を
と
を
た
う
ミ
の
か
け
か
は
の
し
ゆ
く
に
と
し
た
け
て
．
又
こ
ゆ
へ
し
と
お
も
ひ
き
や
・
い
の
ち
な
り
け
り
。
き
よ
の
中
山
な
か
ノ
ー
～
に
の
こ
る
身
そ
つ
ら
き
・地獄節曲舞・南阿曲付・是ハ・哀傷聲懸也餓癩鵬離
し
ほ
る
［ナシ］
上へ１昨ｐＨもいたつらにすき今日もむなしく蟇なんとす・むし
し
ほ
る
や
う
乃
と
ら
の
聾
き
』
㈲
）
に
め
い
し
・
せ
つ
せ
ん
の
鳥
な
い
て
お
も
ひ
を
い
た
ま
し
む
・
指
聲
’
し
や
う
ハ
た
国
夢
の
こ
と
し
た
れ
か
は
く
ね
ん
の
よ
は
い
を
こ
せ
む
下
万
事
ハ
ミ
な
む
な
し
い
つ
れ
か
し
や
う
ち
う
の
お
も
ひ
を
な
さ
む
・
命
ハ
す
い
し
や
う
の
あ
ハ
風
に
し
た
か
っ
て
・
め
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【■】
くるかことした、ましゐハろうちうの鳥のひらくを●まちてさる
に
お
な
し
き
ゆ
る
物
ハ
ー
ー
た
ひ
見
え
す
去
も
の
ハ
か
さ
ね
て
き
た
ら
一ナシ］
す節曲鋒しゆゆにしやうめつし・せつなに畦り」さんすうらめしき
か
な
や
．
し
や
か
大
し
の
を
ん
こ
ん
の
き
や
う
を
わ
す
れ
か
な
し
き
か
な
や
・
ゑ
ん
ま
法
王
の
か
せ
き
の
こ
と
は
を
き
く
・
ミ
や
う
り
身
を
た
すくれとも．いまたほくほうの・けふりを、まぬかれす．をん
廷ないに・心をなやませと●も．たれかくわうせんのせめにした
か
は
さ
る
・
こ
れ
か
た
め
に
ち
そ
う
す
・
し
よ
と
く
い
く
は
く
の
り
そ
【菩賦］（傍注）
やこれによてつゐにくす・しよしやた』ベ〔｝い也・しはらくめを
ふ」「〔）いてわうしをおもヘハ・きうゆうミなはうす．ゆひをお
て・古人極かそふれはしんそおほくかくれぬ．時うつりこと
さって・い・まなんそへうはうたらんや・人と国、まり我ゆきた
れ
か
又
つ
れ
な
ら
ん
．
上
三
か
い
む
あ
ん
ゆ
に
よ
く
わ
た
く
・
て
ん
せ
し
ほ
る
んなをししく乃身な・り・いはんやけれつひんせんのほうにお
謀
ゐてをや・なとか其っミかろからん．、－）にくるしミをうけか
さ
ね
こ
う
に
か
な
し
ミ
名
を
そ
ふ
る
・
下
さ
ん
す
い
ち
こ
く
の
く
る
し
［本ノマ、一（傍注）［本ノマ、一（傍注）
ミ
ハ
き
う
ち
う
に
て
身
を
き
る
事
せ
つ
た
つ
し
て
地
ら
き
た
り
。
－
し
っ
の
其
う
ち
に
ば
ん
し
ば
ん
し
や
う
也
・
け
ん
し
ゆ
ち
こ
ぐ
の
く
る
［づ］
し
ミ
ハ
手
に
つ
る
き
の
き
を
よ
」
ぐ
れ
（
は
く
せ
き
れ
い
ら
く
す
あ
し
［ナシ一
［本ノマ、三傍注）
た
に
た
う
せ
ん
ふ
む
と
き
は
。
け
ん
じ
ゆ
と
も
に
ほ
う
す
と
か
や
．
【本ノマ、一（傍注）
せきくわつぢごくのくるしミハ．ｈ／やうくわい乃大せきもろ
。，く～乃・ざい人をくたくつきのくわほんちこくハ・かうへに
くわえんをいた、・けハ・はくせきのこつとうよりゑん，く～た
る
火
を
出
す
あ
る
と
き
ハ
・
せ
う
ね
つ
大
せ
う
ね
つ
の
ほ
の
お
に
む
せ
〈以下、次の「海道下」の題目まで異本欠）
ひ
．
あ
る
時
ハ
く
れ
ん
大
く
れ
ん
の
こ
ほ
川
ソ
に
と
ち
ら
れ
・
て
つ
てうかうへをくたきくわきうあなうらをやく・上かへてハて
し
ほ
る
つ
く
ハ
ん
を
の
ミ
．
か
つ
し
て
ハ
と
う
ち
う
を
の
む
と
か
や
・
十
つ
こ
く
廷
のくるしミｊ、むりやう也かきの・くるしミもむへん也・ちく
しやうしゆらのかなしミハ・われらにいかてまさるへき・身
よ
り
い
た
せ
る
と
か
な
れ
ハ
・
心
の
お
に
の
身
を
せ
め
て
か
や
う
に
く
を
ハ
う
く
る
也
・
月
の
ゆ
ふ
へ
の
う
き
雲
ハ
・
後
の
よ
の
ま
ょ
ひ
な
り
け
り
・海道下・南阿曲付・灘瓢罐繍廊議鯛醐遷臘卒
甲
し
ほ
る
し
ほ
る
上１１抑此盛久と申は平家不代乃さふらひ・ふりやくの達者な
り
し
か
は
・
か
ま
く
ら
と
の
ま
て
し
ろ
し
め
し
た
る
つ
は
も
の
な
り
・
指
聾
こ
れ
に
て
は
か
ら
ひ
か
た
し
と
て
関
東
に
く
た
し
っ
か
は
さ
る・花の都をいてしより・ねになきそめしかも河や下すゑし
ら河をうちわたり・あはた口にもつきしかは．いまはたれを
か
ま
つ
さ
か
や
・
四
の
宮
河
原
よ
つ
乃
つ
し
節
曲
舞
・
せ
き
の
山
ち
の
む
ら
し
く
れ
い
と
砥
た
も
と
や
ぬ
ら
す
ら
ん
・
し
る
も
し
ら
ぬ
も
あ
ふ
さ
［本一
かの．あらしのをとさむき松ほの１」ゆくに・うちてのはま．
こすいに月のかけおちてこほりになミや立ぬらん・ゑつとせ
しはんれいかへんしうにさほをうつす也・五こうのけふりの
なミのうへかくやと思ひしられたり・昔なからの山さともミ
やこの名をやのこすらん・石山寺をおかめは．これ又くせの
ひ
く
は
ん
の
よ
に
こ
え
給
御
ち
か
ひ
。
た
の
も
し
く
そ
や
お
ほ
ゅ
る
・
せたのからはしかけミヘてちやうこうなミにた国よへり・う
［ナシ］
きよのなかをあき草の．野路しのはらの朝露力空きわかれゆく
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た
ひ
の
そ
ら
い
く
よ
な
ｌ
ｌ
を
か
さ
ぬ
へ
き
・
上
露
も
し
く
れ
も
も
る
や
ま
ハ
・
下
葉
の
こ
ら
ぬ
は
っ
紅
葉
夕
日
に
色
や
ま
さ
る
ら
ん
・
い
に
し
へ
い
ま
を
・
か
⑪
ミ
山
か
た
ち
を
た
れ
か
わ
す
る
へ
き
・
い
き
む
心
ハ
な
け
れ
と
も
其
名
は
か
り
の
む
し
や
の
し
ゆ
く
・
下
ま
た
か
よ
ひ
路
も
あ
さ
ち
ふ
の
を
の
国
・
宿
よ
り
ミ
わ
た
せ
ハ
・
ふ
き
ん
を
と
き
し
す
り
は
り
や
．
は
ん
ｌ
～
と
を
と
の
き
こ
え
し
ハ
こ
の
山
松
の
夕
あ
ら
し
・
た
ひ
乃
ゆ
め
も
さ
め
か
い
の
・
ミ
つ
か
ら
む
す
ふ
草
枕
。
た
れ
か
や
と
を
も
か
し
ハ
原
・
月
も
ま
れ
な
る
山
な
か
の
・
ふ
は
の
せ
き
や
の
板
ひ
さ
し
．
な
ら
ぬ
旅
に
た
に
都
の
か
た
そ
こ
ひ
し
き
・
た
る
井
の
し
ゆ
く
を
過
行
は
・
あ
を
の
か
は
ら
ハ
な
の
ミ
し
て
・
ミ
な
ゆ
ふ
霜
し
ろ
力
た
へ
．
か
れ
葉
に
も
る
魯
草
も
な
し
・
か
掴
る
う
き
よ
に
あ
ふ
は
か
や
【ナシ】
す
て
ぬ
心
を
く
ゐ
せ
川
・
す
の
ま
た
あ
し
か
の
わ
た
り
し
て
．
お
り
つ
か
い
つ
う
ち
す
き
て
あ
っ
た
の
宮
に
ま
い
れ
は
．
上
ほ
う
ら
い
き
う
ハ
し
ば
る
名
の
二
へ
し
て
け
い
り
く
に
ち
か
き
我
身
の
・
ふ
し
の
く
す
り
や
な
か
る
廷
【ナシ］
ら
ん
・
あ
し
ま
の
風
の
な
る
ミ
か
た
ひ
し
ほ
に
つ
る
画
す
て
を
ふ
れ
ざ
ｈ
て
お
き
に
や
出
ぬ
ら
ん
．
騨
さ
ｎ
か
に
の
く
も
て
に
か
、
る
や
つ
ハ
し
の
さ
は
へ
に
匂
ふ
か
き
っ
は
た
・
在
原
の
中
将
の
・
は
る
！
～
きいと詠せしも・わか身のうへにしられたり節曲舞・なをゆく
す
ゑ
ハ
し
ら
ま
ゆ
ミ
や
は
き
の
し
ゆ
く
あ
か
さ
か
・
松
に
な
ミ
た
つ
ふ
［』７－
ち
さ
ハ
の
木
末
乃
花
を
ミ
や
ち
山
・
わ
た
そ
と
．
い
ま
は
し
う
ち
す
き
・
雲
と
煙
の
ふ
た
む
ら
や
ま
ハ
た
か
し
の
な
の
ミ
し
て
野
里
に
道
や
延
し
ほ
る
つ
斑
く
ら
ん
上
・
な
弓
へ
の
み
ち
ひ
の
し
ほ
ミ
坂
・
れ
う
か
い
天
に
つ
ら
［』７）
し
ほ
る
な
り
て
・
雲
に
こ
き
入
。
お
き
つ
舟
》
」
そ
と
う
な
ん
に
わ
か
れ
て
け
ん
【
つ
］
［
や
］
し
ほ
る
【か］
こ
ん
に
ひ
う
か
め
り
・
か
へ
ら
ん
こ
と
も
し
ら
す
か
に
し
は
し
お
り
ゐ
る
水
鳥
の
し
た
や
す
か
ら
ぬ
心
か
な
・
下
ゆ
ふ
し
ほ
の
つ
る
は
し
も
と
の
・
は
ま
松
か
え
の
と
し
ｌ
～
に
・
行
春
秋
を
を
く
り
け
ん
・
山
ハ
う
し
ろ
ま
へ
ざ
は
・
夜
ハ
明
か
た
の
遠
山
に
・
は
や
よ
｝
」
雲
の
ひ
き
ま
よ
り
て
ん
り
う
川
も
み
え
た
り
・
お
と
ろ
へ
は
つ
る
す
か
た
の
．
池
た
の
し
ゆ
く
さ
き
さ
か
・
た
ひ
ね
と
た
に
も
な
れ
ぬ
れ
は
．
ゆ
め
も
ミ
つ
け寄
の
こ
ふ
と
か
や
・
岸
べ
に
な
ミ
を
か
け
河
・
さ
よ
の
中
山
な
か
‘
Ｉ
～
寄
に
・
命
の
内
ハ
・
し
ら
く
も
の
又
こ
ゆ
へ
し
と
お
も
ひ
き
や
・
う
き
事
の
ミ
を
・
き
く
か
は
や
た
ひ
の
つ
か
れ
乃
こ
ま
は
か
原
・
か
は
る
ふ
ち
せ
の
大
井
河
・
か
は
へ
の
松
に
こ
と
と
は
ん
工
花
む
ら
さ
き
乃
藤
枝
し
ほ
る
し
ほ
る
に
乃
・
い
く
春
か
け
て
に
ほ
ふ
ら
ん
．
な
れ
に
し
旅
の
友
た
に
も
心
を
か
へ
の
や
と
砥
か
や
・
つ
た
の
ほ
そ
道
わ
け
過
て
・
き
な
れ
こ
ろ
も
琴
７
つ
の
山
・
う
つ
極
や
ゆ
め
と
成
ぬ
ら
ん
・
下
ミ
な
と
に
ち
か
く
引
あ
ミ
の
・
て
こ
し
の
河
の
朝
夕
に
・
お
も
ひ
を
す
る
か
の
こ
ふ
を
す
き
・
清
見
か
関
の
中
１
１
に
戸
さ
画
ぬ
旅
や
う
か
る
ら
ん
・
さ
っ
た
山
よ
り
ミ
（術字）
わ
た
せ
ハ
・
と
を
く
い
て
い
て
た
る
ご
べ
お
か
さ
き
・
か
い
か
ん
そ
こ
と
【し】
【もか］
も
し
ら
な
ミ
の
・
松
は
ら
こ
風
に
な
か
む
れ
は
・
梢
に
よ
す
る
あ
ま
を
［ざ］
舟
・
あ
ま
り
に
袖
や
ぬ
ら
す
ら
ん
・
ゆ
い
か
ん
は
ら
を
も
す
き
し
か
ハ
・
た
こ
の
う
ら
ハ
も
ち
か
く
な
り
・
上
西
天
と
う
と
ふ
さ
う
こ
く
・
し
ほ
る
廷
な
ら
ふ
山
な
き
ふ
し
の
ね
や
は
ん
て
ん
の
奉
云
を
か
さ
ぬ
ら
ん
・
う
き
し
ま
か
は
ら
を
過
行
ハ
．
ひ
た
り
ハ
こ
す
い
波
よ
せ
て
・
り
ょ
う
は
せ
ん
す
い
の
う
き
と
り
の
う
は
け
の
・
霜
を
打
は
ら
ふ
・
ミ
き
ハ
さ
う
か
い
か
す
か
に
て
・
き
よ
そ
ん
の
こ
は
ん
は
る
か
な
り
・
と
ん
け
う
ち
け
［ナシ一
乃
し
ゆ
し
や
う
の
．
く
わ
た
く
の
門
を
出
そ
め
し
・
や
う
し
や
ろ
く一つ］
し
や
だ
い
こ
の
車
か
へ
し
ハ
こ
れ
か
と
よ
・
上
い
つ
乃
こ
ふ
に
も
す
き
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し
ほ
る
し
ほ
る
し
ほ
る
し
か
ハ
・
南
無
や
ミ
し
ま
の
明
神
・
ほ
ん
ち
大
つ
う
十
つ
せ
う
仏
く
わ
こ
廷
ちんでん乃ことくにて・くわうせん十つううのたひのそら．ぢ
し
ほ
る
し
ほ
る
や
う
あ
ん
ミ
や
う
の
ち
ま
た
ま
て
』
Ｄ
我
ら
を
て
ら
し
給
へ
と
．
ふ
か
く
そ
き
せ
い
申
け
る
・
雪
の
ふ
る
え
の
か
れ
て
た
に
・
二
た
ひ
は
な
や
さ
く
ら
む・
西
国
下
・
亡
父
曲
付
・
玉
林
作
書
［乃一
サシ聾へＩ寿永一一年乃秋比・平家西海にをｊじむきたまふ・せい
な
ん
の
り
き
う
に
い
た
り
・
ミ
や
こ
を
へ
た
つ
る
山
さ
き
や
．
せ
き
と
［ナシ】
の
院
に
玉
乃
御
こ
し
を
か
き
す
へ
て
や
は
た
の
か
た
力
匹
・
下
ふ
し
お
か
ミ
南
無
や
八
ま
ん
大
ほ
さ
つ
・
指
聾
人
王
は
し
ま
り
給
ひ
て
・
十
六
代
の
そ
ん
し
ゆ
た
り
・
下
ミ
も
す
そ
川
の
底
す
ミ
て
・
す
ゑ
を
う
け
く
む
御
な
か
れ
な
と
か
す
て
さ
せ
給
ふ
へ
き
節
曲
舞
・
た
乃
人
よ
り
ハ
わ
か
人
と
・
ち
か
わ
せ
給
ふ
な
る
物
を
西
海
の
な
ミ
乃
立
か
へ
り
・
二
た
ひ
・
て
い
と
の
雲
を
ふ
ミ
・
九
重
の
月
を
な
か
め
ん
と
．
ふ
か
く
き
せ
い
申
せ
と
も
．
あ
く
き
や
く
む
た
う
乃
そ
の
つ
も
り
・
し
ん
め
い
仏
だ
御
こ
も
な
く
．
き
せ
ん
に
上
下
に
す
て
ら
れ
て
・
い
せ
ひ
の
外
に
お
も
む
く
．
な
に
と
成
行
ミ
な
河
・
山
本
と
を
く
め
く
り
き
て
・
む
か
し
お
と
こ
の
ね
を
な
き
し
・
お
に
一
口
乃
あ
く
た
か
ハ
・
弓
や
な
く
ゐ
を
た
つ
ざ
へ
て
・
こ
ま
に
ま
か
せ
て
う
ち
わ
た
る
．
な
れ
し
ミ
や
こ
を
立
出
し
ほ
る
て
い
つ
く
に
い
な
の
小
篠
原
一
夜
か
、
リ
ね
の
や
と
ハ
な
し
・
あ
し
の
葉
（異本欠）
（
典
本
欠
）
分
の
月
の
か
け
か
く
れ
て
す
め
る
こ
や
の
池
・
い
く
た
の
を
の
ぎ
を
（
異
本
欠
）
の
つ
か
ら
・
こ
乃
河
な
ミ
に
う
き
ね
せ
し
・
鳥
ハ
い
ね
と
ｊ
Ｄ
い
か
な
れ
（
異
本
欠
）
は・身をかきｈソとハなけくらん・干山乃雨に水まさ、リ・にこ
（
異
本
欠
）
（
異
本
欠
）
れ
る
時
ハ
々
ロ
の
ミ
し
て
ざ
ら
に
か
ひ
な
き
布
引
乃
・
瀧
つ
し
ら
な
ミ
を
イ
ツ
テ
とたて掛雲のいつくをなかフ（》らん・五手船の名残に・五百の
【えす］
ふ
れ
を
つ
く
ｍ
り
て
・
御
つ
き
を
た
国
に
は
こ
ひ
候
む
こ
の
う
ら
こ
そ
と
【付欺】（傍注）
ま
い
り
な
れ
・
ふ
ぐ
は
ら
の
こ
き
や
う
に
侍
し
か
ハ
・
上
ふ
く
ろ
う
せ
う
し
ほ
る
し
ほ
る
けいの枝になき・二二〕つねらんきくの草むらにかくれすむ・あ
寄
り
－
）
名
残
も
な
ミ
風
の
あ
ら
い
そ
や
か
た
・
す
ミ
す
て
風
た
園
あ
ま
の
［『、、一
こ
乃
す
ミ
所
や
と
も
さ
た
め
い
旅
ね
か
な
下
し
や
う
こ
く
の
つ
く
、
リ
を
一ナシ］
か
れ
し
・
と
こ
ろ
ノ
ー
１
も
ひ
き
か
へ
。
こ
き
う
乃
軒
ハ
月
も
胴
リ
・
き
ん
ぎ
よ
く
を
ま
し
へ
し
よ
そ
ほ
ひ
・
花
乃
な
か
へ
を
あ
つ
め
し
も
た
魁
（
異
本
欠
〉
い
ま
の
や
う
に
お
も
は
れ
て
む
か
し
そ
恋
－
）
か
り
け
る
・
上
し
や
か
－
し
ほ
る
（
異
本
欠
）
代乃ざうきやう・五千よ巻を石にかき茎（」うかいのそこにしつ
【一］
〈
異
本
欠
〉
し
ほ
る
め
て
・
へ
き
よ
の
し
ま
を
つ
き
１
）
か
ハ
・
す
せ
ん
そ
う
乃
ふ
れ
を
と
め
（
異
本
欠
）
し
ほ
る
（
異
本
欠
）
ふ
う
は
の
な
ん
を
た
す
け
し
ハ
あ
り
か
た
か
り
し
か
た
ミ
な
順
リ
世
を
う
（
異
本
欠
）
さ
し
こ
ゑ
き
な
ミ
の
よ
る
の
月
１
）
つ
ミ
し
影
ハ
か
へ
ら
す
．
か
く
て
有
へ
き
に
あ
（し）（異本欠）一己
ら
ね
ハ
・
し
ゆ
き
や
う
を
は
し
め
た
て
ま
つ
、
リ
ミ
な
御
ふ
れ
に
め
さ
（
異
本
欠
）
［ナ、こ
れ
け
胴
リ
・
下
な
ら
は
ぬ
な
ミ
の
う
き
枕
思
ひ
や
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
・
く
せ
ま
ひ
なんてんの池乃れうとうけきしゆの御ふれそとおＪ③）ひなせと
も
か
ん
か
う
に
つ
り
の
お
き
な
の
さ
ほ
の
寄
・
ま
た
き
国
な
れ
ぬ
こ
ゑ
Ｊ
く
～
に
お
き
な
る
か
も
め
い
そ
千
鳥
友
よ
ひ
つ
れ
て
立
さ
は
く
・
ふ
う
ハはんなミに壁｛」かのほりろせいハ月をうこかす．わだの御さき
を
め
く
れ
ハ
・
か
い
か
ん
遠
き
松
原
や
う
ミ
乃
み
と
り
に
つ
画
く
ら
ん
・
す
ま
の
う
ら
に
も
な
り
し
か
ハ
・
四
方
の
嵐
も
は
け
し
く
て
・
せ
き
ふ
き
こ
ゆ
る
を
と
な
か
ら
う
し
ろ
の
山
の
夕
け
ふ
り
・
柴
と
云
物
ふ
す
ふ
る
も
ミ
な
れ
ぬ
か
た
の
あ
は
れ
な
り
．
上
こ
と
の
音
に
ひ
き
と
め
延
し
ほ
る
ら
る
面
と
ゑ
い
し
け
る
．
こ
せ
つ
の
き
ミ
の
こ
の
う
ら
に
心
を
と
め
て
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一のなんをこゑ］
つ
く
し
舟
・
む
か
し
ハ
の
ほ
り
い
、
ま
く
た
る
波
路
の
末
そ
か
な
し
き
か
［なり世を】しほる
た
ふ
く
月
の
あ
か
し
か
た
六
十
あ
ま
ｈ
ソ
の
秋
を
へ
て
と
は
す
か
た
り
の
廷
い
に
し
へ
を
お
も
ひ
や
る
こ
そ
ゆ
か
し
け
れ
・
ふ
れ
よ
り
車
に
の
り
う廷
つ
り
し
は
し
こ
、
に
と
お
も
へ
と
ｊ
Ｄ
須
磨
や
あ
か
し
乃
浦
つ
た
ひ
・
源
寄［と］
氏乃かよひ－し道なれハ平家のぢんにハいか国とて又このきし
（せ｝
を
画
し
い
た
す
．
し
ほ
を
ハ
な
ミ
ｊ
ｂ
高
砂
や
尾
上
乃
松
の
は
つ
あ
ら
し
・
舟
を
い
つ
く
に
か
よ
ふ
ら
む
む
ろ
乃
と
ま
り
の
と
ま
や
か
た
か
け
ハ
ひ
ま
も
る
夕
月
夜
ゆ
ふ
女
の
う
た
ふ
奇
の
聲
う
き
よ
を
わ
た
る
一
ふ
一ら］（ま）
しｊ渦）まことにあはれ成けり・ならはい旅ハうしさとのせとの
お
ち
し
ほ
心
せ
よ
け
に
あ
ら
け
な
き
も
の
国
ふ
の
あ
つ
さ
乃
弓
の
と
も
の
う
ら
に
き
は
ふ
た
ミ
の
か
ま
と
の
せ
き
・
夢
路
を
ざ
そ
ふ
な
ミ
の
を
し
ほ
る
し
ほ
る
と
．
上
月
お
ち
か
ら
す
な
き
霜
天
に
ミ
ち
て
す
ぺ
ご
ま
し
く
か
う
そ
ん
乃
【にや］
廷
きよ火ｊ、）ほのかにはん夜のかねのひ風きハかくのふれにやか
し
ぼ
る
よ
ふ
ら
ん
ほ
う
そ
う
雨
し
た
風
り
て
し
ら
ぬ
し
ほ
路
の
か
ち
、
ま
く
ら
・
し
ほ
る
（
異
本
欠
）
か
た
し
く
袖
や
し
ほ
る
ら
ん
あ
ら
い
そ
波
の
よ
る
の
月
し
つ
ミ
ー
レ
か
け
ハ
か
へ
ら
す
・
応
安
乃
比
よ
り
・
至
徳
年
内
之
・
節
曲
舞
・
已
上
・
白
鬚
・
由
良
［ナシ】
湊・地獄・是ハ申楽内也・海道下・西国下ハ只・琳阿ノ・
［ソ］
作
書
Ｊ
／
南
阿
・
観
世
之
曲
付
也
・
然
共
・
節
曲
舞
之
当
道
へ
ハ
・
【如】
不出是ｊＤ・遊楽之・曲風之心此外近年・善光寺・百万之
節
・
曲
舞
・
是
等
者
・
当
世
之
節
曲
に
ハ
云
へ
共
・
節
曲
舞
之
・
［也一
夕
、
シ
ウ
ヤ
ハ
ラ
ク
性位之・本曲をハ正ヅ／聲懸を和る斗也・私之作書也・為
云
・
不
及
・六代寄錘駿醗鱸騨認鶴饗醇鑪轄，
一道一
１
夫
世
間
の
む
し
や
う
ハ
り
よ
は
く
乃
タ
ヘ
に
あ
ら
は
れ
う
ゐ
の
て
ん
（
朱
替
）
是
ハ
序
分
よ
り
一
部
ハ
岡
曲
懸
也
へ
ん
ハ
さ
う
ろ
の
風
に
め
つ
す
る
が
こ
と
し
・
我
一
所
不
住
の
し
や
も
ん
と
し
て
え
ん
に
ま
か
せ
て
諸
国
を
め
く
れ
ハ
・
名
所
き
う
せ
き
下
を
の
つ
か
ら
す
て
園
ま
し
は
る
世
の
な
か
の
・
夢
も
う
つ
国
も
へ
た
て
な
（典本欠）
く
か
う
こ
き
や
く
ら
い
の
き
や
う
が
い
に
い
た
る
只
こ
と
は
愛
に
大
和
国
一く一
一ナシ一
はつせの観世垂日・れいけん殊勝乃御事なれハ下・しはらくさ
｛
異
本
欠
｝
ん
ろ
う
し
山
寺
の
ち
け
い
を
ミ
る
に
・
下
野
山
そ
ひ
へ
谷
め
く
り
て
人
（
異
本
欠
）
せ
う
家雫一言につらなりばんし酢う雨にひ、き風ぬ・上河隈もなをくしほる
れ
か
、
る
雲
の
波
・
ノ
ー
・
さ
な
か
ら
海
の
一
」
と
く
に
て
・
ふ
だ
ら
く
も
か
く
ら
く
の
は
つ
せ
の
寺
ハ
有
か
た
や
・
け
に
や
海
士
小
舟
は
つ
せ
の
山
に
ふ
る
雪
と
よ
ミ
し
も
ざ
そ
な
か
く
何
の
・
う
ら
の
名
に
あ
る
け
しきかな・ノー８」とは・髪にあハれなる事の候・御たう乃西
の
わ
き
に
つ
ほ
ね
し
つ
ら
ひ
て
・
女
し
や
う
乃
こ
も
り
て
候
か
．
ま
こ
【ナシ】
と
に
身
に
お
も
ひ
あ
り
と
お
ほ
し
く
て
・
し
の
ひ
か
さ
ね
た
る
こ
と
の
【ナシ】
葉
の
．
下
色
に
い
て
ね
に
た
て
巽
も
た
、
な
く
の
ミ
な
る
有
ざ
ま
也
・
指
あ
る
と
き
女
ほ
う
た
ち
と
お
ほ
し
き
人
・
つ
ほ
ね
を
い
て
・
御
た
う
乃
四
め
ん
を
ま
ハ
リ
・
千
と
の
あ
ゆ
ミ
を
は
こ
ふ
か
と
見
え
し
・
か
す
も
を
ハ
ら
さ
る
に
・
あ
は
た
脳
し
く
つ
ほ
れ
に
は
し
り
か
へ
り
．【ナシ］
あ
さ
ま
し
き
御
事
を
こ
そ
き
図
て
さ
ふ
ら
へ
・
た
、
い
ま
あ
つ
ま
よ
り
（
異
本
欠
）
の
ほ
り
た
る
旅
人
・
す
る
か
の
国
千
本
乃
松
原
と
か
や
に
て
・
平
家
乃
（異本欠）
と
う
り
や
う
六
代
御
前
の
た
飼
い
ま
き
ら
れ
さ
せ
給
と
て
・
人
の
あ
つ
（
異
本
欠
）
（
典
ま
る
を
見
て
候
と
・
申
を
き
国
て
さ
ふ
ら
ふ
と
て
・
下
な
ミ
た
に
む
せ
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本
欠
）
（
異
本
欠
）
ひ
て
ふ
し
ま
る
ひ
た
り
．
し
う
乃
女
ほ
う
さ
川
ソ
と
も
と
こ
そ
思
ひ
つ
る
（異本欠）
に
こ
の
子
ハ
は
や
き
ら
れ
け
る
か
と
て
こ
ゑ
ｊ
ｂ
お
し
ま
す
ふ
し
し
つ
ミ
給
ふ
．
さ
て
ハ
六
代
乃
母
に
て
ま
し
ｊ
く
～
け
る
よ
し
」
そ
の
時
こ
そ
人
（
朱
瞥
）
自
足
哀
傷
し
ほ
る
も
お
も
ひ
た
れ
．
上
つ
た
へ
き
く
こ
う
し
ハ
リ
き
よ
に
わ
か
れ
て
お
ｊ
Ｄ
し
ほ
る
ひ
の
火
を
む
ね
に
た
き
は
っ
き
よ
ゐ
ハ
子
を
さ
き
た
て
魯
・
ま
く
ら
に
の
こ
る
く
す
り
を
う
ら
む
．
下
こ
れ
ミ
な
仁
き
れ
い
ち
し
ん
乃
そ
し
ぶ
ん
た
う
乃
大
そ
た
り
・
い
は
ん
や
ま
つ
せ
の
し
ゆ
し
や
う
と
云
・
し
か
も
女
人
の
心
と
し
て
・
を
ん
な
い
乃
別
を
か
な
し
む
事
・
け
に
も
ま
こ
と
に
こ
と
は
り
な
れ
共
．
そ
の
こ
と
は
り
も
す
ぐ
る
は
か
り
よ
そ
の
た
も
と
も
う
る
お
へ
り
や
国
あ
て
は
嵐
ご
ぜ
ん
な
ミ
た
を
を
さ
へ
て
の
た
（
異
本
欠
）
ま
ふ
や
う
・
ぺ
ご
る
に
て
も
こ
の
子
ハ
・
上
人
乃
御
た
す
け
を
こ
そ
た
の
［し］
｛
異
本
ミ
つ
る
に
・
其
御
か
ひ
ｊ
Ｄ
な
き
や
と
・
又
ハ
ま
こ
と
に
き
ら
れ
な
ハ
・
欠）
（異本欠）
［た、］
さ
い
と
う
こ
さ
い
と
う
六
・
は
し
り
ｊ
Ｄ
き
た
り
て
申
へ
き
か
・［ナ
シ
】
よ
そ
人
の
っ
て
に
た
に
．
は
や
く
ｊ
じ
き
こ
ゆ
る
ほ
と
な
る
に
．
な
に
と
〈
異
本
欠
〉
て
か
れ
ら
ハ
を
そ
き
や
ら
ん
と
・
つ
国
ミ
ｊ
ｂ
あ
へ
ぬ
こ
と
の
葉
の
・
露
（
異
本
欠
）
ひ
も
心
ｊ
、
忘
草
な
に
を
か
た
ね
と
お
も
い
子
の
な
き
よ
に
の
こ
る
・
身
そ
（
異
本
欠
）
節
曲
舞
上
つ
ら
き
・
は
つ
せ
の
か
ね
の
聾
つ
く
八
Ｊ
～
お
も
へ
世
の
な
か
は
・
諸
行
無
常
乃
こ
と
は
り
か
り
に
み
え
し
お
や
こ
の
・
夢
ま
ほ
ろ
し
の
時
の
ま
を
．
か
ね
て
は
書
く
と
お
も
へ
と
も
ま
こ
と
の
わ
か
れ
に
な
る
と
き
廷
は・おｊＤひし心もうちうせてた国くれｊくｌとたへかいるむね
の
火
ハ
こ
か
れ
て
身
ハ
き
ゆ
る
心
の
ミ
也
・
さ
る
に
て
も
わ
か
こ
の
う
し
な
は
れ
ん
と
し
け
る
と
は
・
き
け
と
も
な
を
や
さ
り
と
も
の
・
た
の
廷
ミ
か
け
ま
く
ｊ
ｂ
か
た
し
け
な
く
も
か
け
た
の
む
．
南
無
や
大
ひ
乃
観
世延
音
・
ね
か
は
く
ハ
ｊ
Ｄ
と
よ
り
の
御
せ
い
く
わ
ん
に
．
ま
か
せ
つ
国
・
ね
〈
Ｃ
永
禄
鼓
伝
書
①
翁
之
書
〉
翁
之
書
初
日
ヲ
ツ
ョ
リ
打
出
ス
也
二
日
メ
ハ
ヲ
ツ
ヲ
ハ
シ
ラ
カ
シ
テ
打
出
也
三
日
メ
カ
シ
ラ
ョ
リ
打
出
也
け場ｖｋｍｒ１Ｉｌｊ７ｎｊ４ｄ入ｗ１ｒｌ輌炉や←）仇〉７勝ブリ，Ｉノハー１吻
舸ｍ１Ｉ〈織りへソＬチ必入ぐ’し脇Ⅱ（卜Ｊ０ジム１Ａい…ん鼻３Ｖう
ぐ外沁７１雌ドハ仇に汎勿７１４ノ⑰くうし為しぞｌやくぬくｊシへ’１人，巾ム“’
一懸一急切
［本ノマ、貢傍注）
ひ
く
ハ
ん
お
ん
ｈ
〃
き
た
う
じ
だ
ん
ｊ
く
ｌ
の
く
り
き
け
に
い
つ
は
ら
せ
た
一本ノマ、一一せか】（傍注）
ま
は
す
ハ
・
つ
る
き
を
も
お
国
ら
て
わ
か
子
を
た
す
け
給
へ
や
・
上
か
餌
り
け
る
所
に
・
お
と
こ
－
人
き
た
り
つ
嵐
・
さ
い
し
言
う
こ
ま
い
り
し
ほ
る
（
異
本
欠
）
たりと・由‐せハ御母もいかにノく～とのたまヘハ御よるこひに
寄
（
異
本
欠
〉
な
り
た
り
す
る
か
の
千
本
に
て
す
で
に
・
き
ら
れ
さ
せ
給
し
を
．
上
人
一ナシ］
（異本欠）
に
其
時
に
こ
●
ま
を
は
や
め
て
は
し
り
お
り
．
よ
る
こ
ひ
乃
御
き
や
う
書
に
て
・
た
す
か
ら
せ
給
ふ
と
・
申
せ
ハ
御
は
国
も
あ
ま
り
の
こ
と
の
心
に
や
う
れ
し
と
た
に
も
わ
き
ま
へ
す
・
た
国
ば
う
ぜ
ん
と
あ
き
れ
し
ほ
る
つ
国
．
あ
り
か
た
の
こ
と
や
と
て
手
を
あ
は
せ
た
ま
ふ
た
も
と
に
‘
も
．
お
ほ
え
す
お
つ
る
な
ミ
た
の
．
う
れ
し
き
そ
て
を
た
に
ほ
さ
ぬ
や
心
な
る
ら
ん
．
撞鷺秀》？３７３↓心〉ｌ〃Ｉ紬馴叫ｆｉｌＪ”Ｊの９９邦ｔ
７ｆＩ獅鰍叩０露７ｈｍ嫁りの、ぐｌＩｎｌ仇…７１卿ⅢⅥ
…
雲
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大
夫
（ママ）
｜、どふノく、～たらりノーｌらら塗りノーｌなかくとふちらやたら
りノーＩら固りながらら鷺りとふ
大
夫へ１１所千代までおわします
地へ‐‐我等も千秋さぶらわふ
大
夫へ１１鶴と亀と乃よわいにて
地へ‐‐さいわい心にまかせたり
大
夫
地
へ～どふたらりｊく～らへ１ｌちりやたらりたらりらＪく～ながらと
ふ 手有
。
じ
よ
か
た
に
か
し
ら
』
か
た
に
立
所
に
を
つ
乃
手
有
。
１翁之打出シ
。
お
き
な
の
打
い
だ
し
、
三
ひ
や
う
し
と
ち
と
、
是
が
観
世
座
乃
打
出
シ
也
。
口
伝
。
後
に
大
夫
袖
を
う
ち
か
へ
す
所
を
む
す
ぶ
、
ｌ
～
乃
だ
ん
と
云
也
。
是
か
ら
か
し
ら
ニ
ッ
打
也
。
こ
乃
内
、
前
乃
舞
の
内
に
手
有
。
じ
よ
か
た
に
か
し
ら
に
て
ま
く
る
手
有
。
せ
ん
ざ
い
ふ
の
じ
よ
三キ
其又又ヲ度ザ置
外力序ツメミ鼓
ノズ破ヲ、ヨ
能ハ急ハヲリー
ハセヨシツ出’
空塞奎調出一
廓jT二蟄譽で人竪吉四也
上メ上是メー
囑壽鬘;j鷺ニナカラシー螺葦
也テ
よ
し
四
日
メ
タ
ッ
ト
ウ
チ
出
候
也
セ
ン
ザ
イ
地
、
１
な
る
ハ
瀧
の
水
ノ
ー
１
日
ハ
て
る
と
も
１
１
た
へ
ず
と
ふ
た
り
あ
り
地
（朱瞥）
うどふどふく１たへずとうた・り常にとふたり舞有
センザィ君乃千とせをへん事ハあま津乙女乃羽衣よばんせいま
〈朱称）
しませいわふが上に１１亀あそぶなりあｈソうどふどふ舞有
セ
ン
ザ
イ
地
大
夫
１
あ
げ
ま
き
や
と
ん
ど
や
、
Ｉ
ひ
ろ
ば
か
り
や
と
ん
ど
や
１
１
ざ
し
大
夫
て
い
た
れ
ど
ま
い
ら
ふ
や
れ
ん
げ
ｈ
ソ
や
と
ん
ど
や
１
１
千
は
や
ぶ
る
神
よ
の御子とのむかしより久シかれとぞいわひそよやれんげりと
ん
ど
や
お
よ
そ
千
年
乃
鶴
万
歳
楽
と
ふ
た
ふ
た
り
又
ば
ん
ざ
い
池
の
亀
ハ
こ
ふ
に
さ
ん
き
よ
く
を
そ
な
へ
た
り
、
な
ぎ
さ
の
い
き
ご
さ
く
．』～ｌとして、朝乃日の色をろふし、瀧の水れいノーーとおとづ
れ
て
、
夜
る
の
月
あ
ざ
や
か
に
う
か
ん
だ
り
、
天
下
泰
平
国
土
あ
ん
を
ん
の
今
日
の
御
き
た
う
な
り
、
あ
り
は
ら
や
な
じ
よ
の
お
き
な
ど
も
と
地
よ
お
き
な
ど
ｊ
Ｄ
１
ｌ
あ
れ
ハ
な
じ
よ
の
お
き
な
ど
も
そ
や
い
づ
く
の
お
（
マ
マ
）
大
光
圭Ｃなどふ１１そよや
大
夫
乃
舞
、
こ
笈
に
有
。
此
所
打
所
多
し
。
口
伝
有
。
〈②天文弘治年間相伝鼓手付〉
、松虫
ハ
シ
ラ
カ
シ
「｜じゆ乃かげのやどりもいちがのながれくみてしる」
ハ
シ
ラ
カ
ス
ハ
シ
ラ
カ
シ
「そのいましめをやぶりしも心ざしも」
力
力
「世ハみなゑいりさらば」
１
橋
蔀
夕
顔
ノ
ム
ノ
ム
「たちいづる御すがた見るに涙もとぎまらず」
カ
シ
ラ
入
「た蛍かりふしの」
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力
「一父て落る露なミだほろＩく～はらｊく～はらといづれきぬたの
おとやらん」
後
の
－
せ
い
か
し
ら
か
ら
打
出
、
と
ふ
，
く
～
有
へ～柏崎
力
「
た
か
ら
乃
池
の
水
く
ど
く
ち
の
は
ま
の
ま
さ
ご
の
数
々
乃
」
へ～三井寺
力
力
「
山
寺
の
春
の
」
「
恋
路
の
た
よ
り
の
音
信
の
こ
ゑ
と
」
ノ
ム
ノ
ム
カ
力
「このかねのつく，ハーーと恨をそふる」「はんやのかねのひず
きハかくのふれ」「波風もしづかにて」
、１野々宮
力
力
「あらさびしミやどころあらさぴし」「花ミなおとろへて」
↑
三
輪
力
「夜るならでかよひたまはいハいとふしん」「ちぎりも一」よひ
力
カ
カ
ば
か
り
な
り
と
」
「
一
」
ハ
そ
も
あ
さ
ま
し
や
ち
ぎ
り
し
」
１
岩
戸
葛
城
ノ
ム
ノ
ム
ノ
ム
「
た
か
ま
の
原
ハ
是
な
れ
や
か
ぐ
ら
う
た
は
じ
め
て
や
ま
と
ま
い
い
ざ
やかなでん」
１
通
小
町
心
持
ハ
い
か
に
も
か
る
き
は
や
し
也
力
力
「
快
を
と
っ
て
引
と
ぎ
む
ひ
か
る
興
袖
も
ひ
か
ふ
る
我
が
快
も
」
「
い
ノ
ム
カ
シ
ラ
カ
ン
カ
ン
ヲ
ツ
ノ
ム
ノ
ム
ヌ
ク
づ
る
思
ひ
ハ
山
城
乃
」
「
さ
て
雨
の
夜
ハ
目
に
見
へ
い
」
「
涙
の
あ
カ
シ
ラ
一
一
ッ
ナ
ガ
ス
め
」
「
そ
ら
事
や
あ
か
つ
き
ハ
」
１
此
内
は
や
き
お
そ
き
心
持
有
１
砧
小；〉ｊ杁守Ⅲ跡
芦Ⅱ北〃八〃り一“ｌ〃処やｌ今内，』しいレジ４，Ｆ易／１９）〃ｆかや肝仙ｊｂ
Ｏ
ｏ
ハ
ー
・
〉
ｉ
ｆ
｝
の
。
。
、
〃。いい千１１～ぬ／ん仏や功Ｋ１ｌｌ１ＪＣ鯵面）ＪｌＩｌＪＬ
iMlli'iLl1ili
Mh鞭iJi櫛｝
ぞ
こ
》》ぬ〃し』し況Ｙ９伽可Ⅱや
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「
ゆ
く
ゑ
も
す
ず
か
川
や
そ
せ
乃
」
「
く
ろ
ぎ
の
鳥
居
乃
ふ
た
ば
し
ら
に
た
ち
か
く
れ
て
」
「
も
の
見
ぐ
る
ま
の
ち
か
ら
も
な
き
身
の
ほ
ど
ぞ」
１
湯
屋
カ
シ
ラ
シ
ラ
カ
シ
「
か
ね
ハ
か
ん
う
ん
を
へ
だ
て
餌
」
「
寺
ハ
か
つ
ら
の
は
し
ば
し
ら
た
ち
い
で
こ
「
明
行
跡
の
や
ま
見
へ
て
」
１
玉
葛カシラ
カ
力
「あ船綣なミかぜ」「たよりとなれ（はや舟にのりをくれじ
力
弥
七
とまつらがた」「いわもる水のおもひにむせび」
１
井
幹
力
「おとなしくはぢがわしくたがいにいまハ」
ノ
ム
ノ
ム
カ
「一一一口葉乃露のたまづきの」「はづかしながらわれなりといふ
や
し
め
」
此
一
聾
、
後
ほ
ど
静
也
力
力
「
し
ぼ
め
る
花
の
い
ろ
な
ふ
て
匂
ひ
」
「
寺
の
か
ね
も
ほ
の
ト
ー
と
」
１
采
女ハシラ
カ
シ
「風もおさまり雲しづかに」「山ほと風ぎす」
１
芭
蕉
「庭乃おぎ原ぽずそよぎそょか霞る」
ハ
シ
ラ
カ
シ
「おきふししげきおざ塾はら」
↑
江
口
カ
ン
く
り
に
力
カ
カ
「松乃けぶりのなミよせ汝」「いづれあわれをのがるべきか
く
ハ
お
も
ひ
」
「
ろ
く
ぢ
ん
の
き
や
う
に
ま
よ
ひ
ろ
つ
こ
ん
の
」
１楊貴妃ハシカラシ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
「
た
ま
さ
か
に
あ
ひ
ミ
た
り
し
づ
か
に
」
「
ま
し
て
や
と
し
月
な
れ
て
力
シ
ラ
ナ
シ
カ
シ
ラ
ほどふる」「そでうちふれる心１‐）るし」
へ～軒端梅
・
力
’
刀
○
刀
○カ．ン｜フ
「鳥ハ宿すち風うのきそうハ」「かんていのまつのかぜ」
●
カ
ヘ
ン
｜
フ
●
力
「恋１‐）きなミだを」
へ～夕顔
●力
「こ乃よはかくばかｈソはかなかｈ／」「かへらぬ水乃あわとの
ご「」
へ～関寺小町
・
刀
命
勿
ハ
、
ン
］
フ
・
刀
・
ン
「いとＦしくおひ乃身のよは、リ行はてぞ」
・
力
・
力
ハ
シ
｜
フ
乢
刀
、
ン
「もすそ』もあしよはくたずよふ」
へ～松風村雨
‐力
「よミし●もことわりやなを思ひ」「すて画もおかれずとれ（」
ノ
ム
ノ
ム
ハ
シ
ラ
’
刀
シ
「跡よりこひのせめくれば」
へ～定家
墹
側
郎
○ヵ
毛ニノ川ノ・カミ
「あはれしれしもより」「人乃ちぎりのいるにいでけるぞか
桑庁一，１）エペご」へ１１小督
「風乃ってまで身にしめる」
へ～吉野静カシラ
ニ
テ
ナ
ガ
ス
「心しづかに〈く、わんじゃうじゆして」
へ１百萬此はの舞、静也。うけいり、少はやし
「きせんくんじゆする此てら」
へ１卒都婆小町
愛
一
一
千
有
カ
シ
ラ
有
「
あ
ら
く
る
し
ｎ
日
ま
い
む
れ
く
る
し
や
と
」
「
そ
の
を
ん
ね
ん
が
つ
き
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カ
カ
「物すき士生じきやまかげに月まつほどの」
へ１二人静
一
セ
イ
ヲ
ッ
ハ
シ
ラ
カ
ス
「なつミ乃女とおもふなよかわよどちかき山かげの」
大
ト
ウ
ノ
チ
カ
シ
有
「かｊｂなつかしき気色かな」「月ハおぼろにて」
１
錦
木
力
「はたおり松虫きり，トー～すつぎｈソざせよとなく虫のはたおる
力
カ
ハ
シ
ラ
カ
ス
カ
シ
ラ
行
力
む
し
の
ね
に
た
て
、
」
「
夜
ハ
す
で
に
あ
け
け
れ
ば
」
「
我
ｊ
ｂ
か
ど
力
カ
ハ
シ
ラ
カ
ス
めにたちおり」「に－しき守」
〈～高砂へ～難波梅は祝一一一一口之能にて候間、手も不打、本拍子にを
し
立
て
は
や
す
べ
き
也
。
｜
、
か
い
こ
乃
小
つ
ぎ
ミ
、
三
ち
や
う
し
乃
物
な
り
。
か
し
ら
ハ
八
程
ながす也・ながしとめ、有口伝。
｜
、
～
野
々
宮
乃
前
の
舞
に
、
ひ
に
く
乃
を
つ
と
云
事
有
。
は
だ
へ
乃
をつと云事有。をっ二つ也。弥左衛門あに、弥七と申打て、
うつ也・へ１１鐘巻
コ
ス
手
有
そ
い
て
か
や
う
に
物
に
ハ
」
１
朝
顔
ミ
ノ
ヌ
ク
ヲ
ツ
カ
シ
ラ
有
弥
左
衛
門
「星乃ちぎｈソｊ、余所」「いふしはくやうといつし人」
１１誓願寺
ミ
ヌ
ク
ヲ
ツ
「せいがはるかに」
～
羽
衣
ヲ
ツ
ハ
シ
ラ
カ
ス
ヲ
ッ
ハ
シ
ラ
カ
ス
「らく肝しつ乃くれなひハそめいるの山を」
１
紅
葉
狩
是うちをくの
書
物ハ弘
治
弐年二
月
十七日
一
一不残
伝
申候也
。
１
松
風
村
雨
｜
セ
イ
「しほくご、車はづかなる」
力
シ
ラ
ニ
テ
カ
カ
ス
久
し
く
ナ
ガ
ス
「
月
ざ
へ
ぬ
ら
す
狭
か
な
」
口
伝
有
同
太
鼓
イ
カ
ニ
モ
く
シ
タ
ル
ク
打
か
へ
す
カ
ン
カ
カ
「
よ
せ
て
ハ
帰
る
か
た
を
な
ミ
ノ
ー
あ
し
辺
の
た
づ
一
」
そ
は
」
「たちさわげ四方乃あらしも音そへて夜さむ何とすごさん」
口伝有
同
「
跡
よ
り
恋
乃
せ
め
く
れ
ば
」
と
云
所
に
打
手
三
シ
四
シ
有
。
口
伝
有
之
。
き
り
乃
「
村
雨
」
と
云
所
に
打
手
ニ
ッ
三
シ
有
。
１
杜
若
杜
若
二
し
ら
ば
や
し
、
し
ら
ば
た
ら
き
と
云
事
有
。
つ
れ
乃
ご
と
く
じ
（ママ）
よ
を
打
候
て
、
大
こ
か
ら
お
ろ
し
候
て
、
か
け
り
に
似
た
る
様
々
打
也
。
大
つ
ぎ
ミ
・
小
つ
ぎ
ミ
・
笛
も
お
ろ
す
也
・
口
伝
有
也
。
小
つ
蜜
「水帰てひだかがわらの」、とふ！～有。
相
染
河
安
宅
つ
と
め
乃
だ
ん
に
、
と
ふ
ｌ
～
有
。
立
田
池
に
へ
谷
行
鉄
輪
一
、
１
お
き
つ
ぎ
ミ
おきつぎミ、きざミから、又ハかしらから打だす也。おつか
ら
ハ
う
た
い
物
也
。
天
文
廿
三
年
卯
月
中
旬
伝
了
Hosei University Repository
７５〔翻刻〕『聞書色々」
ミ本に舞に、笛――て小どうかしら――てながくながす事有。
１経正
大
つ
蜜
ミ
・
小
鼓
に
三
ひ
や
う
と
申
事
ハ
、
経
正
に
有
。
大
つ
棟
ミ
、
む
か
し
名
人
乃
そ
ん
わ
か
と
申
者
打
也
。
口
伝
有
。
小
研
下
ハル
「日々夜々の法乃かどきせんの道もあまねしや’～
大
夫１風》」ぼくを吹ば」
一
、
か
ま
へ
乃
事
かまへも左右乃ひざを立る事有。小筒をあげさげする心持有。
是
も
色
々
口
伝
有
也
。
『
男
舞
・守久・元服曽我・七騎落、何も祝言也。心持同前也。
安
宅
判
官
、
是
一
番
、
小
筒
に
じ
よ
な
し
。
心
持
か
ハ
る
べ
し
。
ｌ
安
宅
小つぎミにやるきざミと云事、是ハ安宅判官などの勧進帳の
内よろづよミなどのうちに有。大事是也。口伝有。こきざミ
など砥云事も大事也。｜聾の内はやき事一一有。あたか判官乃
き
り
に
「
な
る
ハ
瀧
乃
水
」
と
云
所
に
、
大
筒
・
小
筒
、
手
有
。
１
朝
長
ラ
ッ
ハ
シ
ラ
カ
シ
「
さ
て
そ
の
上
を
尋
る
に
、
ざ
う
け
い
が
ば
う
こ
つ
と
な
っ
て
、
こ
た
ヌ
ス
ム
ヲ
ッ
ふ
る
物
も
さ
ら
に
な
し
」
、
ぬ
す
む
お
つ
と
云
ハ
こ
れ
ら
に
云
也
。
似
！〃Ｌ土用ｒの价岬か午ルー。＃んの阻止群Ｍ１峰Ⅲトー輔八Ｖ
鵬Ⅱ－７〃／Ｊ〃》炊く
◆
た
る
能
あ
ら
（
何
成
共
う
ち
て
く
る
し
か
ら
ず
。
く
で
ん
有
。
を
つ
は
しらかし。１自
然
居
士
曲舞に「しだひｌｌにざ、がに」の所にてうっはしらかしに、
く
る
を
つ
と
申
也
。
こ
れ
ら
に
似
た
る
曲
舞
あ
ら
（
何
に
て
も
打
て
く
る
し
か
ら
ず
。
口
伝
。
１
百
萬
「むしろぎれすがこものみだれ心ながら」、大つざミ乃きざミ
の
あ
と
に
や
が
て
い
き
あ
た
ら
し
て
打
お
つ
を
、
ひ
に
く
乃
を
つ
と
云
也。大事口伝有。
↑
江
口
曲舞乃「はしにハやがて」、をつつけてきざミニッ、をつ二
シ
也
。
打
出
す
也
・
又
曲
舞
乃
は
て
に
か
し
ら
な
が
し
入
る
也
。
こ
れ
ら
が
江
口
乃
打
や
う
也
。
｜、ながし
ながしに大つ守ミながす内に小筒也。かしら一一シ三シ入る事
有
。
な
が
し
の
内
に
か
し
ら
二
三
入
ル
事
有
。
後
の
小
筒
の
入
る
か
し
らハ世上にハたれノーもニッ入申候。一シ入が本也。はじめ
入るハきざミ也・其きざミをき、そこない候て各二シ入申候。
そ
れ
ハ
す
ぢ
な
き
事
也
。
口
伝
也
。
「
八
が
し
ら
人
が
し
ら
、
二
番
め
の
こ
し
に
入
る
り
う
も
有
。
そ
れ
ハ
す
ぢ
な
き
事
か
。
じ
よ
か
た
の
こ
し
に
は
や
一
シ
入
る
也
。
一一一番めのこしに又二シ入也。さやうに候ヘバ、かしら数そう
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さ
う
五
シ
、
是
が
つ
れ
の
八
が
し
ら
と
申
物
也
。
又
大
つ
ぎ
ミ
め
づ
ら
し
め
に
、
又
こ
し
一
段
こ
し
か
く
る
事
有
。
是
に
も
や
が
て
二
シ
入
る
也。
（邪）
らんぴやうし、よるづ何よりも大事也。秘書也。宮増弥左衛
門
乃
勧
進
能
一
一
一
期
乃
間
二
四
五
度
な
ら
で
ハ
打
候
ハ
ぬ
よ
し
被
申
候
。
か
し
ら
入
て
、
や
が
て
後
を
を
っ
に
取
て
、
口
伝
ｌ
～
有
之
。
な
ら
ハ
ず（知べからず。
道
成
寺
乱
ぴ
や
う
し
「
う
れ
し
や
さ
ら
ば
ま
わ
ん
と
て
、
あ
れ
に
ま
し
ま
す
宮
人
の
、
ゑ
ぼ
し
を
し
ば
し
か
り
に
き
て
、
す
で
に
ひ
や
う
し
を
す
鼠
め
け
り
」
Ｎ
冊
「
花
の
外
に
は
待
ば
か
り
、
，
ｌ
～
、
暮
そ
め
て
か
ね
や
ひ
藤
く
ら
ん
一洲緋鯉誓言吟けたまわり、はじめてがらんたちばな
乃
、
道
成
興
行
乃
寺
な
れ
ば
と
て
、
道
成
寺
と
ハ
名
付
た
る
也
、
山
寺
｛朱凹｝
の
や
」
鰯
心
篶
ナ
ガ
ス
山
ほ
う
い
の
舞
と
申
、
同
前
也
。
つ
き
だ
す
か
し
ら
、
き
つ
く
打
也
。
心
持
か
わ
る
也
。
口
伝
可
有
物
也
。
一
大
事
秘
事
也。「秋
乃
水
ミ
な
ぎ
り
を
ち
て
さ
る
舟
乃
月
も
か
げ
さ
す
」
所
に
大
つ
ぎ
ミ
・
小
つ
ぎ
ミ
う
た
い
事
、
近
年
乃
事
也
。
昔
ハ
打
也
。
今
も
打
て
く
るしからず。
↑
当
麻
（な）
「
し
ほ
う
ぜ
い
じ
ん
ら
ん
」
こ
の
間
、
と
ふ
ノ
ー
打
也
。
こ
ん
ぱ
る
か創りに打也。
『
小
つ
ザ
ミ
を
け
、
能
の
時
者
左
二
持
也
。
し
や
う
ぎ
に
て
候
ハ
ミ
↑
江
口
フ
ミ
ト
ム
ル
ー
セ
イ
ノ
ウ
た
ひ
、
フ
シ
ニ
テ
い
ふ
ヲ
フ
ミ
ト
ム
ル
ト
い
ふ也。
フ
ミ
ト
メ
ヌ
｜
セ
イ
ハ
サ
シ
聾
ニ
テ
い
ふ
ハ
、
フ
ミ
ト
メ
ぬ
也
・
打
上テ吉。
五
シ
字
ト
チ
、
フ
ホ
、
チ
、
フ
ホ
（
譜
省
略
）
ハ
シ
ラ
カ
シ
テ
チ
、
フ
ホ
、
、
、
、
ホ
フ
ホ
、
、
、
、
（
譜
省
略
）
小つぎミと持そへくし。しやうぎへか国る時ハ、左右もくる
しからず。１砧
後
乃
一
聾
「
ミ
つ
せ
川
」
と
云
所
か
ら
、
と
ふ
ノ
ー
と
打
て
、
「
う
ら
め
し
か
り
け
る
」
と
云
所
ま
で
打
て
、
さ
て
打
上
て
地
に
な
す
也
・
｜
聾
に
打
て
も
不
苦
也
。
１
鐘
巻
後
の
「
水
帰
て
」
と
云
所
間
、
と
ふ
ノ
ー
打
也
。
「
つ
き
が
ね
こ
そ
」
と
云
所
に
地
に
な
す
也
。
次
第
〈ママ）
次
第
、
お
つ
か
ら
も
か
ん
か
ら
も
、
小
つ
ぎ
ご
「
か
ら
す
打
出
也
。
「
曲
舞
の
内
に
序
破
急
乃
心
持
有
。
～
班
女
「
此
神
ノ
ー
に
き
せ
い
を
ば
、
な
ど
か
し
る
し
の
な
か
る
べ
し
」
、
と
ふ
ノ
ー
有
。
「
き
ん
じ
や
う
さ
い
は
い
」
弥
左
衛
門
直
伝
西
村
小
兵
衛
よ
り
相
伝
之
所
也
。
1１
と
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〈③永正十年与五郎権守奥書伝書〉
「
は
や
し
乃
事
、
御
尋
候
。
我
等
道
に
付
候
て
、
何
事
も
無
器
用
成
者――て候間、嚇之事も不存候。さりながらもとノーより間を
よ
び
見
及
候
事
を
大
か
た
申
候
。
ま
づ
は
や
し
と
申
ハ
水
に
物
を
か
き
て
な
が
る
国
ご
と
く
に
、
は
や
瀬
を
ば
は
や
く
な
が
れ
候
や
う
に
心
得
肝要候。惣じて当世も打はやし、ちからわざのやうになり候。
つぎミも物数おほくなり候かと存候。一二にて行候所、五シ
六
ツ
セ
ッ
八
数
ま
し
こ
と
、
し
ん
ら
う
に
て
か
し
ま
し
く
き
こ
へ
候
・
大
鼓
も
小
鼓
も
物
狂
の
一
聲
を
細
々
御
打
候
事
、
不
可
然
候
。
其
曲
う
せ
候
ハ
で
、
う
た
ひ
を
大
ご
魁
ろ
に
お
ぼ
へ
候
。
舞
之
内
も
お
っ
た
て
悩
乃
心
得
、
是
嫌
二
て
候
・
た
ぎ
能
を
本
と
心
得
、
其
座
の
し
て
を
本
と
御
心
得
候
而
、
御
は
や
し
候
よ
り
外
、
別
之
事
有
べ
か
ら
ず
候
。
此
方
之
能
之
心
ハ
さ
だ
め
ず
候
而
、
さ
だ
ま
り
た
き
や
う
に
存
候
。
其
心
ハ
前
乃
心
得
を
本
と
し
て
、
い
か
に
も
な
ら
い
稽
古
を
本
と
さ
し
て
、
幕
を
打
上
て
よ
り
ハ
、
心
を
う
ち
ほ
ど
き
て
自
由
自
在
に
仕
候
。
自
由
に仕候へ共、前々稽古つよく候ヘバ、わるき所なく候。祖父
禅
竹
ハ
信
草
行
と
申
事
を
（
さ
か
さ
ま
に
心
得
候
と
被
申
候
つ
る
。
内
を
信
に
心
得
、
が
く
屋
を
行
に
心
得
、
舞
台
を
草
に
心
得
侯
と
被
申
候
（ず）
事、面白き心得ニテ侯。つるみに入る、かしらをまれなる様
に
本
と
ハ
心
得
候
。
鼓
・
大
鼓
に
手
と
申
事
ハ
、
能
に
も
う
た
い
に
も
面
白
似
相
候
を
手
と
申
候
。
今
ハ
た
守
珍
敷
事
あ
ん
じ
出
し
候
て
、
手
と
心
得
ら
れ
候
事
、
い
は
れ
ぬ
事
二
て
候
・
昔
乃
能
キ
し
て
と
申
ハ
、
ハ、ン｜フ・刀包ンテ
チ
、
、
、
フ
ホ
、
、
、
、
ホ
フ
ホ
、
、
、
、
（
譜
省
略
）
よ
き
は
や
し
を
だ
し
ぬ
き
候
て
、
は
た
ら
き
ど
こ
ろ
を
（
は
た
ら
か
ず
。
は
た
ら
か
ざ
る
べ
き
所
を
（
俄
に
働
な
ど
し
て
、
色
々
に
は
や
し
手
に
心
を
つ
く
ざ
せ
候
を
、
し
て
に
い
か
れ
候
ま
じ
き
や
う
に
は
や
し
候
を
本
と
心
得
ら
れ
侯
。
是
面
白
き
心
つ
か
ひ
に
て
候
。
公
し
て
乃
ま
、
｛
マ
マ
）
は
風
ま
国
仮
常
に
有
能
二
て
候
共
、
少
も
油
断
有
間
敷
候
。
わ
れ
を
本
と
お
も
ふ
事
ハ
返
々
不
可
然
候
。
座
敷
之
は
や
し
ハ
ぶ
つ
さ
う
に
な
き
や
う
に
御
は
や
し
候
ハ
ん
づ
る
事
、
肝
要
候
。
他
座
二
て
候
共
、
も
と
，ｌｌ乃事をも心得、打はやし、達者なるべき人に御尋あるべ
く
候
。
は
や
し
て
ハ
か
ほ
も
ち
か
ん
用
二
て
候
。
ま
ん
ノ
ー
た
る
ざ
ま
な
る
も
、
野
心
あ
る
や
う
な
る
も
、
わ
る
く
候
。
つ
れ
乃
ご
と
く
に
て
、
ち
と
に
こ
‘
ｌ
ｌ
と
有
（
よ
く
候
。
し
や
う
ぎ
の
上
、
い
か
に
も
す
ぐ
に
せ
乃
く
ず
ミ
候
ハ
ぬ
や
う
一
一
御
た
し
な
ミ
あ
る
べ
く
候
。
返
々
物
狂
の
一聾を、ざのミ稽古有まじく候。太鼓もはや太鼓を細々に稽
古
す
る
人
は
必
し
づ
か
な
る
事
に
も
、
は
や
き
心
、
先
立
物
也
。
は
や
し
ハ
手
を
本
と
す
る
事
、
さ
が
る
も
と
い
二
て
候
・
｜
世
之
間
、
我
が
初
心
な
る
と
御
心
得
あ
る
べ
く
候
。
世
上
を
を
ぢ
候
ハ
ぬ
事
、
不
可
然
と
、
面
乃
よ
は
き
人
の
げ
ひ
よ
り
つ
よ
く
な
り
候
を
本
と
仕
候
。
お
も
て乃たＦつよきハ嫌候。拍子ハ打ちがへず、おもていざむ心
にてはやすべし。
｜
、
能
を
は
や
す
に
、
わ
き
乃
能
を
た
く
さ
ん
に
は
や
し
て
、
二
番
め
を（か、へ乃はやし、一一番めをたくさんにはやして、三番め
をか嵐へてはやし候やうに心がけあるべく候。さりながら、
能
に
よ
り
て
か
、
へ
て
能
の
ふ
あ
る
べ
し
。
是
ハ
常
乃
心
が
け
之
事
也
。
座
敷
二
て
も
、
其
心
た
よ
り
あ
る
べ
し
。
わ
き
の
能
、
二
番
目
の
し
ゆ
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ら
な
ど
ハ
た
ぶ
ん
花
や
か
に
打
て
可
然
候
也
。
何
よ
り
も
ノ
ー
大
夫
之
抽
断
な
ふ
は
や
す
べ
し
。
座
敷
に
て
う
た
ふ
人
も
其
心
得
也
。
い
か
に
も
か
た
き
と
お
も
ひ
な
し
、
打
と
げ
て
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
さ
り
な
が
（ママ）
ら
、
う
た
い
て
初
心
に
候
ハ
や
、
お
し
ゆ
る
す
や
う
に
は
や
す
べ
し
。
「
通
小
町
乃
「
身
ひ
と
り
に
ふ
る
涙
乃
雨
か
」
と
云
、
「
あ
ら
く
ら
（
マ
マ
）
の
夜
や
」
と
云
限
な
る
い
わ
せ
や
う
の
し
ほ
る
つ
獣
ミ
乃
か
ん
用
二
て
（
卒
祁
婆
小
町
）
も
、
か
や
う
乃
た
ぐ
い
あ
ま
た
あ
る
べ
く
候
。
「
じ
ゃ
う
ゑ
の
は
か
ま
か
い
と
っ
て
」
な
ど
風
な
く
た
し
な
ミ
、
可
然
也
。
座
敷
二
て
う
た
ふ
人
も
な
く
、
笛
も
な
く
、
太
鼓
も
な
き
座
敷
に
て
小
鼓
を
と
こ
わ
れ
て
、
お
き
つ
ぎ
ミ
を
打
也
。
其
後
ハ
い
か
や
う
に
も
可
打
。
太
鼓
も
同
事
也
。
次
第
を
打
也
。
鼓
乃
病
に
ハ
、
手
乃
打
度
と
、
し
た
る
き
が
、
二
つ
乃
病
と
申
也
。
さ
り
な
が
ら
、
打
な
ら
い
乃
手
を
も
う
た
で
、
壱
シ
ー
ツ
と
よ
む
や
う
一
一
打
候
て
、
っ
ザ
ミ
乃
あ
が
る
事
ハ
あ
る
ま
じ
く
候
。
た
く
さ
ん
に
打
候
て
、
其
内
に
し
な
ト
ー
乃
心
が
け
あ
る
べ
し
。
「
松
風
村
雨
・
か
し
わ
崎
な
ど
、
か
や
う
乃
た
ぐ
ひ
、
も
の
き
る
段
ご
と
に
大
事
の
は
や
し
也
。
心
が
け
て
は
や
す
べ
し
。
次
第
に
て
も
な
く
、
｜
聲
二
て
も
な
き
物
也
。
拍
子
に
の
ら
ぬ
は
や
し
也
。
打
む
す
ぶ
手
を
う
た
い
也
・
一
聾
も
松
風
村
雨
乃
一
聾
ハ
い
か
に
も
し
づ
か
な
る
一
聾
に
よ
り
、
し
た
る
く
な
る
物
也
。
手
乃
打
度
事
、
人
乃
気
を
と
り
ほ
め
ら
れ
た
き
事
を
当
座
に
思
よ
り
、
手
を
打
度
物
也
。
当
座
之
花
ハ
有
、
で
し
に
も
し
ら
ぬ
も
ほ
む
る
事
ハ
有
物
二
て
侯
へ
共
、
道
を
し
る
も
の
ハ
聞
わ
く
る
也
・
当
座
の
花
に
て
ハ
あ
れ
ど
も
、
つ
い
の
花
ハ
別
乃
事
な
る
べ
し
。
能
々
あ
ん
じ
て
御
覧
候
べ
く
候
。
手
と
云
物
ハ
聞
あ
く
物
也
。
お
国
か
ら
ぬ
物
也
。
ま
れ
に
し
ほ
画
得
て
か
す
手
ハ
を
な
じ
〈ママ）
手なれ共、そこ面白物也。祝一一一口乃能ハ殊にいかにも有めの
ま
国
に
直
は
や
す
べ
し
。
｜
、
能
に
ハ
つ
よ
き
か
た
を
心
が
く
る
に
よ
り
、
す
け
と
も
な
く
、
を
く
る
か
た
な
き
物
也
。
又
座
敷
二
て
ハ
お
も
し
る
が
ら
せ
度
二
よ
り
、
（
マ
マ
）
ほ
け
す
ハ
く
る
か
た
お
ら
し
な
ら
い
を
心
得
、
す
》
）
す
事
有
物
也
。
能
々
し
あ
ん
あ
る
べ
し
。
は
や
き
事
を
（
静
に
心
を
も
つ
と
申
ハ
、
か
、
る
事
也
。
ら
う
く
る
て
、
い
る
、
か
し
ら
、
な
が
す
か
し
ら
、
セ
ツ
八
シ
な
ら
で
ハ
あ
る
ま
じ
く
候
へ
共
、
上
り
や
く
・
中
り
や
く
と
て
、
手
乃
し
な
を
り
や
く
し
、
音
曲
乃
文
字
の
く
さ
り
や
う
し
て
、
の
く
し
ぢ
め
を
心
得
、
打
候
ヘ
バ
、
面
白
物
也
。
我
な
が
ら
も
手
を
打
て
か
国
へ
候
て
、
し
ほ
、
ま
つ
べ
し
。
知
ら
ぬ
う
た
ひ
を
（
打
べ
か
ら
ず
侯
。
入
ご
と
に
し
り
た
る
ふ
り
を
し
て
打
物
也
。
思
ひ
ち
が
へ
候
て
打
候
へ
（
く
る
し
か
ら
ず
候
・
打
ち
が
ひ
た
る
と
思
、
其
心
を
忘
れ
ず
候
ヘ
バ
、
其
後
も
又
打
ち
が
へ
候
物
也
。
し
か
た
も
な
き
事
と
、
ま
へ
の
を
う
ち
わ
す
る
風
が
能
候
。
い
か
に
も
ノ
く
～
思
案
稽
古
肝
要
侯
。
稽
古
ハ
つ
よ
か
れ
、
じ
ゃ
う
し
き
ハ
な
か
れ
と
あ
り
。
｜
、
面
ハ
よ
は
き
ふ
り
を
し
て
、
能
げ
ひ
乃
つ
よ
き
を
ほ
む
る
也
。
面
ハ
ま
ん
し
ん
を
な
し
、
す
る
わ
ざ
の
よ
ハ
き
事
、
返
々
も
ほ
め
ざ
る
事
也。一、
返
々
し
た
る
き
ハ
ま
ん
ず
る
所
二
て
、
油
断
出
夕
。
い
か
に
も
の
り
て
よ
き
一
せ
い
也
・
一、一聾にのりてのらぬ一聾アリ。さし聾｜’てい、出◎
（が力〉
｜聾ハのらぬる能也。一聾乃内の－せいとＪ公）云也。
〈人肉脚〉
たとヘバ、八嶋・道盛、かやう乃た〈仁、ひの一聾ハ、「月乃出
Hosei University Repository
７９〔翻刻〕『聞書色々」
じ
ほ
の
奥
津
浪
」
な
ど
、
云
所
よ
り
の
り
候
て
は
や
す
故
に
、
一
聾
の
内
の
－
せ
い
と
も
云
也
。
（
マ
マ
〉
｜、井幹乃序にか通る段、心がけて一打に、柚断有てハか薗
らぬ序二て候・かやう乃たぐひの能、あまたあるべし。
一
、
序
之
内
二
て
も
、
小
鼓
乃
大
事
也
。
を
ろ
し
所
に
見
所
有
て
、
笛
と
大
つ
諜
ミ
・
小
鼓
何
成
共
お
ろ
し
候
也
。
大
夫
乃
あ
し
の
は
こ
び
や
う見合候ておろすべし。座敷――て笛を間ておろすべし。
｜
、
破
乃
能
々
の
ふ
の
は
じ
ま
る
よ
り
心
に
は
の
心
持
云
ト
お
な
じ
事なるべし。
｜
、
う
た
ひ
乃
拍
子
に
も
の
ら
ず
し
て
、
上
が
ふ
き
め
く
也
・
又
し
た
る
き
う
た
ひ
を
も
心
を
い
さ
め
、
手
に
て
い
そ
ぎ
候
ヘ
バ
、
つ
ゐ
に
お
も
し
ろ
き
事
有
ま
じ
き
也
。
い
か
に
も
ノ
ー
心
え
て
は
こ
ぶ
が
能
候
。
は
や
き
事
を
（
心
を
ゆ
ふ
に
持
、
静
な
る
事
を
（
心
を
い
さ
め
は
や
す
べ
し
。
は
や
き
事
な
り
と
恩
、
は
や
く
打
候
ヘ
バ
、
上
が
ふ
き
と
云
物
に
成
候
也
。
一
ぴ
や
う
し
と
も
云
也
。
し
づ
か
な
る
事
も
打
な
し
事
な
る
べ
し
。
し
づ
か
な
る
と
お
も
ひ
、
し
づ
か
に
は
や
し
候
ヘ
バ
、
た
る
む
ひ
や
う
し
に
て
、
あ
い
し
や
う
に
成
候
也
。
か
り
そ
め
も
油
断
な
ふ
稽古あるべし。
｜、稽古をはれにし、我をげいにと云事候ヘバ、いつもたし
なミ肝要にて候。
（
マ
マ
）
｜
、
小
鼓
に
手
と
云
物
ハ
は
し
る
宰
日
お
と
る
し
。
の
ミ
入
る
お
と
、
き
ざミニてはしる手、かしらにてこすかしら、はやくにる物二
て候。但くせを思出し、坊主乃すがたをおもひ出しよき物也。
『
お
き
つ
翻
ミ
乃
事
、
笛
吹
出
し
、
き
ざ
み
よ
り
聲
を
し
ん
に
入
テ
、
あ
笛乃ハ、ひひをきざミとおつとかしらと次第ｊくｌに可打。
上
｜、かい一」のおきつ蜜ミの事、わきのして柱乃中ほどへ出候
ハ
ん
時
よ
り
、
笛
を
き
か
ず
共
、
わ
き
と
心
を
か
け
、
序
破
急
一
一
よ
せ
て
打
く
し
。
わ
き
立
あ
が
り
候
て
、
な
が
し
あ
げ
候
也
。
数
ハ
セ
ッ
、
な
が
し
、
八
シ
め
こ
て
打
上
候
也
。
其
外
之
能
共
ハ
、
四
シ
め
二
て
な
がし上候也。
一、座敷二て乃音曲をはやすに、三と心あり。扇拍子をミる
べ
し
。
四
拍
子
・
八
ひ
や
う
し
を
聞
合
て
打
く
し
。
鼓
に
心
を
か
く
れ
（身なりに曲出くる也。身なりを心がくれ（、や｝」ヘを聞わ
（後欠か）
する国物也。何をｊＤ油断。
｜、立合、又者座敷――て初心なるもの、じゃうずに打かち、
し
る
も
し
ら
ぬ
に
も
ほ
め
ら
る
、
事
あ
り
。
心
が
け
も
な
く
、
た
く
さ
ん
に
打
、
同
手
を
も
お
ぼ
へ
ず
。
も
と
よ
り
能
に
心
を
か
く
る
事
も
な
く
、
う
て
（
人
乃
目
を
も
耳
を
も
取
候
。
そ
れ
ハ
時
の
花
と
て
し
る
人
まれなるべし。かへす人～～四拍子を油断なふ心がけ可然候也。
『
乱
拍
子
之
事
、
ひ
や
う
し
を
つ
な
が
ぬ
は
や
し
な
る
に
よ
り
、
ら
ん
拍
子
と
申
侯
。
和
歌
を
あ
げ
候
ま
ヘ
ハ
序
な
り
。
あ
げ
て
よ
り
後
ハ
らんびやうしなるべし。乱拍子乃名を（、おきつ叡ミ乃ミだ
れと云。
「
本
乃
名
を
（
お
く
あ
る
鼓
と
申
也
。
一
、
次
第
を
（
か
へ
る
ひ
や
う
し
と
申
也
。
「
舞
を
（
｜
聲
乃
ミ
だ
れ
と
申
也
。
一、うたひを（跡を打と申也。うたひをやりてうつゆへに、
跡
を
う
つ
と
い
へ
り
。
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一
、
熊
野
之
曲
舞
「
か
ん
う
ん
を
へ
だ
て
△
と
云
所
ま
で
か
国
へ
て
打
く
し
。
「
鐘
乃
聲
」
と
云
所
よ
り
つ
く
る
。
此
舞
半
も
如
此
侯
へ
共
、
｜、乱拍子ハをきつざミのみだれ也。
「
わ
き
乃
能
の
次
第
ハ
か
ろ
く
は
な
や
か
に
。
｜
、
沙
門
や
女
乃
次
第
ハ
し
ヅ
か
に
打
く
し
。
｜、七騎落・安宅乃次第ハかろトーと可打。
「
遊
屋
乃
ろ
ん
ぎ
の
内
「
た
ら
ち
ね
」
乃
所
に
て
手
可
打
。
「
松
風
村
雨
乃
論
義
乃
う
ち
に
「
な
た
」
乃
所
二
て
か
し
ら
う
た
ず
。
同
舞
ハ
半
乃
舞
。
遊
屋
の
舞
も
は
に
は
や
す
べ
し
。
一、きり乃舞、序のかしら二ばかり二ておろすべし。
「
錦
木
乃
舞
、
半
也
。
「
あ
い
し
や
う
乃
舞
、
半
也
。
『
楊
貴
妃
乃
舞
、
序
也
。
｜
、
江
口
も
序
也
。
｜、定家も同。
「
野
々
宮
。
「
か
き
つ
ば
た
、
舞
破
也
。
「
う
ね
め
の
舞
、
少
序
乃
心
あ
る
べ
し
。
｜、井幹之舞、序也。
｜、干手之舞、序也。
｜、二人閑之舞、序之心二て雛而おろすべし。
「
さ
ほ
山
之
舞
、
し
て
を
み
つ
く
ろ
い
は
や
す
べ
し
。
「
安
宅
之
舞
、
遊
僧
之
舞
心
有
問
、
は
や
く
な
く
お
そ
く
も
な
く
、
「
安
宅
之
舞
、
遊
樫
中
よ
り
は
や
す
べ
し
。
〈④永正十二年金春元安奥書伝書〉
｜、第一身なりをたしなむべし。第こにかほ持に曲なき様二
心
が
け
く
し
。
第
三
二
聾
を
い
か
に
も
ち
か
ら
を
入
て
、
聾
の
う
き
ハ
き
衝
に
く
き
物
也
。
第
四
き
の
た
か
き
ハ
い
や
し
き
物
也
。
し
た
る
き
（後欠）
か
た
ヘ
ハ
か
た
ぶ
く
く
し
。
第
五
お
っ
。
｜
、
亦
手
を
打
候
を
ひ
や
う
し
き
嵐
と
ミ
な
ｌ
～
心
得
侯
。
ひ
や
う
し
（ママ）
ハ
つ
き
は
な
れ
候
事
を
し
り
、
か
け
ひ
き
を
心
、
ひ
や
う
し
を
捨
て
と
り
あ
げ
な
ど
し
て
、
心
の
ま
風
に
し
て
、
ひ
や
う
し
乃
初
中
後
を
心
得
たるを拍子聞と申也。聞をよび見およびたる事、大形申候。
「
唄
之
内
を
打
事
、
音
曲
所
を
仕
て
も
、
か
し
ら
な
ど
を
も
う
た
い
也。「舞ハ｜聾のミだれ也。何も可秘々々。
永正十二年九月廿日二今春秦元安二相伝候を
以執心
将重
相
伝
畢
永
禄
一
一
一
年
正
月
吉
日
黒
政
右
兵
衛
将
重
判
時
よ
り
序
乃
舞
を
は
や
す
事
も
あ
り
。
「
う
た
ひ
乃
内
、
半
を
お
か
ず
う
つ
く
し
・
返
々
音
曲
之
所
を
き
か
せ、７つべし。此外二色々有くし。大略存分書渡申候畢。
（椎）
此書物、、水正拾年九月十日二与五郎誰守ヨリ相伝候を、
拙者亦永禄三年之上春一一伝得仕候者也
〈⑤宮増弥左衛門鼓道歌〉
【
か
、
へ
ｂ
ほ
か
の
］
つ
れ
て
行
あ
ひ
て
し
な
く
（
小
つ
ぎ
二
へ
に
か
掴
ゆ
る
ほ
ど
の
秘
事
ハ
あ
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ら
じ
な
【
を
は
や
す
］
と
し
ふ
れ
（
か
ハ
る
事
の
ミ
お
ほ
き
中
に
つ
ぎ
ミ
は
や
さ
ん
う
た
ひ
て
も
が
な
［噸をのミ］
老
乃
浪
う
ち
て
あ
や
な
し
し
か
ハ
あ
れ
ど
た
ち
居
に
か
る
き
心
得
を
し
れ一
一
一
度
ハ
と
は
ぎ
い
ふ
く
し
三
度
と
も
い
は
Ｆ
と
ひ
て
の
き
に
や
達
ハ
んを
し
へ
ず
と
ほ
め
ば
弟
子
こ
の
気
に
あ
ハ
ん
教
訓
を
せ
（
気
に
【
ハ
あ
ハ
し
な
｝
や
ち
が
ハ
む
老
ぬ
れ
（
す
る
態
ご
と
に
杖
も
が
な
せ
め
て
こ
ろ
ば
で
道
に
た
ど
ら
ん
わ
ら
ふ
た
し
な
ま
ん
人
に
ハ
か
た
れ
当
世
は
も
の
し
り
だ
て
と
わ
ろ
ふ
【
成
け
り
】
上
お
か
し
さ
身
乃
壱
フ
ヘ
に
お
ぼ
え
ハ
曲
ハ
よ
も
あ
ら
じ
た
が
ひ
に
さ
た
を
と
も
に
と
へかし
つ
ぎ
ミ
を
（
う
て
（
打
と
や
お
も
ふ
ら
ん
こ
砥
ろ
を
や
り
て
う
つ
ハ
ま
れ
也
［くせ］
初
心
な
る
あ
ひ
て
を
つ
よ
く
と
り
も
て
（
我
身
の
う
へ
に
な
る
を
し
ら
ずやすぐ
に
行
よ
か
ら
ん
手
を
（
打
ず
し
て
横
す
ぢ
か
い
を
こ
の
む
は
か
な
さ舞
の
内
し
づ
か
に
か
る
き
心
得
ハ
し
て
の
身
が
ま
へ
し
ら
ぬ
ゆ
へ
な
り
お
も
ふ
す
る
態
を
と
ふ
を
恥
と
や
お
も
ふ
ら
ん
と
は
い
ハ
つ
ゐ
の
は
ぢ
と
こ
そ
上
ヒ
ヒ
き
け
〒
う
ち
と
い
ふ
］
つ
き
も
な
く
た
、
く
つ
Ｆ
ミ
を
わ
ら
ふ
ら
ん
や
二
へ
と
い
ふ
べ
き
な
の
ミ
し
ら
ず
や
いさふなるわざをしかけ（とり合ですぐに行くきぢをこ面ろ
へよ
年
よ
ら
（
せ
め
て
へ
た
こ
ふ
い
ら
ず
し
て
手
打
だ
て
す
る
小
鼓
ハ
う
し
をどりはね打（まぎる魁しなもありすぐにハ道も大事瞠挫き
く
【いふ一
を
き
つ
ぎ
ミ
数
ハ
さ
だ
め
て
あ
る
と
き
く
わ
き
笛
ふ
き
に
よ
る
と
こ
そ
き
け
【に一
七
十
に
な
る
ま
で
な
ら
ぬ
小
つ
ぎ
ミ
を
過
こ
し
ほ
ど
の
行
す
へ
も
が
な乱びやモフしほういの舞ハかハらじな男女乃心得をしれ
【と｝
慢
心
に
卑
下
す
る
躰
を
う
ち
捨
て
た
ず
な
に
と
な
き
小
鼓
ハ
よ
し
一ハろく］
は
人
》
」
と
を
あ
し
く
い
ひ
な
す
心
得
は
我
身
乃
あ
だ
に
な
る
を
し
ら
ず
や
［ハ各一
上
［
ハ
ら
ハ
せ
ん
｝
身
乃
う
へ
に
な
す
事
な
く
て
か
き
を
く
ハ
わ
ら
ハ
ん
為
の
き
や
う
か
也
け
り
【よ一
お
も
ふ
と
や
時
の
花
の
ミ
か
ざ
し
つ
国
つ
ゐ
の
花
を
（
う
ち
わ
す
る
ら
ん［らんきよく一
幸日曲ハひとり謡ときくなればしらべのひやうし物ごとにし
［れ］てあら
く
る
し
心
に
な
ら
ぬ
小
つ
ぎ
ミ
に
銭
金
も
ち
て
お
も
ひ
で
も
が
な
た
づ
ね
ず
（
何
を
た
よ
り
に
道
野
辺
の
其
水
上
を
な
が
れ
行
す
へ
音
曲
ハ
あ
と
を
は
や
す
と
き
く
も
の
を
ま
づ
さ
き
ば
し
る
小
つ
ぎ
ミ
ハ
う
し
【こし】
と
し
よ
り
て
わ
き
の
ま
ハ
リ
ハ
は
や
す
と
も
き
ハ
か
た
さ
き
の
心
へ
を
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〈⑥西村満斎鼓伝書〉
観世座美濃権守ヨリ次郎大夫一一相伝也
一
、
昔
猿
楽
ト
云
事
、
天
照
太
神
宮
ア
マ
ノ
岩
戸
ラ
ヒ
キ
タ
テ
、
日
本
国
長
夜
の
や
ミ
ト
ナ
リ
ヶ
レ
バ
、
ア
キ
津
嶋
ノ
神
達
ク
ラ
ャ
ミ
ニ
ナ
リ
テ
ワ
イ
カ
子
ト
思
召
、
神
々
ア
ッ
マ
リ
給
ひ
神
野
有
。
今
の
代
迄
モ
猿
楽
ノ
ハ
ジ
マ
リ
是
也
。
｜
、
ヲ
キ
ナ
ニ
ハ
春
日
大
明
神
、
「
チ
、
ノ
尉
ワ
江
州
ノ
白
ヒ
ゲ
ノ
大
明
神
、
｜
、
ヱ
ン
メ
イ
ク
ワ
ジ
ャ
ニ
ワ
津
ノ
国
西
ノ
宮
ヱ
ビ
ス
三
郎
し
れ
あ
ふ
ぎ
に
て
む
し
ろ
た
愈
ミ
を
た
輯
き
な
バ
つ
ザ
ミ
う
た
い
に
し
く
物
は
な
し
【も］
我身を（しらでかきをくことのは、かなはい道をなげくとを
し
れ
能
う
た
ひ
そ
の
品
，
ｒ
～
の
た
し
な
ミ
に
つ
な
ぎ
つ
な
が
ぬ
こ
砥
ろ
へ
を
も
て
［ね］
八
つ
の
海
と
ぴ
こ
さ
ん
こ
そ
や
す
か
ら
め
其
外
稽
古
た
し
な
ミ
と
き
く
［
み
ち
を
た
し
な
む
身
を
ハ
わ
す
れ
そ
一
菟
に
角
に
指
を
さ
し
っ
、
わ
ら
ふ
と
も
道
た
し
な
ま
ん
事
の
ミ
を
も
て
【なさぬ一
其
人
の
弟
子
と
い
ひ
た
る
ば
か
り
に
て
け
い
こ
も
し
ら
ぬ
小
鼓
ハ
う
し
此
寄
、
宮
増
弥
左
衛
門
、
丹
波
之
奥
か
や
の
山
寺
に
て
長
面
之
折
節
、
鼓
乃
弟
子
に
く
た
び
れ
、
こ
れ
を
詠
ず
る
也
。
乱
舞
之
道
を
畷
心辮の労能々可有御思案候。
永
禄
一
一
一
年
正
月
吉
日
将
重
判
殿。｜、三番猿楽ハ天地天皇。
｜、太鼓ハヲハリノ国アッタノ源太夫ノ神也本躰不動、縁日十五日．
同
十
六
日
、
毎
月
也
○
｜
、
大
鼓
ワ
津
国
鼓
ノ
タ
キ
ノ
大
明
神
也
。
「
小
鼓
ハ
山
城
国
八
幡
宮
ト
ナ
リ
。
一、笛ハ大和ノ国笛フキノ大明神ナリ。
「出シノ段、ヲケヲ左二持也。
｜
、
ヲ
リ
候
時
ハ
右
ヘ
ヲ
リ
候
。
マ
カ
タ
モ
左
ヨ
リ
ヌ
ギ
、
右
ヨ
リ
入
ル
也
・
拾
二
調
子
四
季
ノ
調
シ
春
ゾ
ウ
丁
青
木
夏
ワ
ゥ
シ
キ
火
赤
秋
平
丁
金
白
冬
バ
ン
シ
キ
水
黒
土
用
一
コ
ツ
黄
〈ｒ一
正月平丁一一月セゥゼッ丁一一一月下フ丁四月ソゥテ五月フセゥ丁
（・〆）
一丁」
六月ワゥンキ七月ランヶィ八月バンシキ九月神セツ丁拾月上フゥ
（７）
十一月一コツ丁拾一一月タンギフ
調
シ
ギ
ン
ジ
ヤ
ウ
平
丁
、
舌
ヲ
ハ
ニ
テ
ク
ワ
ヘ
テ
ソ
ウ
丁
、
舌
ヲ
ウ
ク
ハ
ニ
ク
ワ
ヘ
テ
ワ
ウ
シ
キ
、
舌
ヲ
ア
ケ
ニ
ッ
ケ
テ
バ
ン
シ
キ
、
舌
ヲ
ノ
ド
ニ
ッ
ケ
テ
｜
越
調
断
金
平
調
勝
絶
調
下
無
調
隻
調
鳧
鐘
調
（
マ
マ
）
黄
調
鴬
鏡
調
盤
渉
調
神
仙
調
上
無
調
一
、
出
ハ
ニ
ガ
ク
ヤ
ノ
方
、
三
度
ヨ
リ
多
ミ
る
事
不
可
有
。
三
度
ヨ
リ
イ
ク
度
モ
見
る
事
有
。
是
ハ
ヒ
ジ
也
。
観
世
古
三
郎
申
越
也
。
口
伝
一
一
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有。「出
ハ
、
今
春
方
ハ
伍
段
ノ
ハ
ャ
シ
ト
云
。
観
世
方
ハ
五
段
ノ
ハ
ャ
シトハイハズ。キリＤＩＩノハヤシト云。
｜
、
舞
ノ
ジ
ョ
ノ
内
カ
シ
ラ
大
事
也
。
イ
ク
ッ
打
ト
モ
カ
シ
ラ
ノ
程
タ
カサ同物一一打物也。
「
舞
ジ
ョ
ノ
内
舞
二
懸
段
ヲ
ロ
ス
所
ニ
シ
テ
ノ
見
所
有
。
今
春
方
ト
観世方トヲロシ様カハル也。口伝有。
｜、一切ジョハッキウノ心得、肝要也。
一、大ぴやうし・小ぴやうしと云事有。口伝二有。
一、船中二て大鼓の打様、口伝有。
（高砂）
（将願寺）
一、「春なれや残乃雪のあさかんがた」「しうんたな引夕日
（
潮
肥
田
）
影
」
「
羽
立
日
も
ざ
へ
て
打
は
ぶ
く
、
そ
の
ね
ぐ
ら
に
ハ
と
ま
ら
ず
し
て」
〈ママ）
此
一
二
番
之
能
々
か
し
ら
大
事
也
。
打
様
有
。
沓
か
ひ
の
か
し
ら
と
名
申
也。一、
白
楽
天
・
老
松
・
放
生
川
、
是
三
番
の
能
大
事
乃
能
也
。
｜
ヲ
ソ
キ能也。打様色々口伝一一在。
｜、鵜羽、舞二てハナシ。シラバタラキト云物也。但舞にマ
ウ事も在。
｜、三輪・杜若、イヅレモ一一番ナガラしらバタラキ也。舞に
杜
若
を
マ
ウ
事
も
在
（
、
シ
ラ
バ
タ
ラ
キ
也
。
「護法・春日龍神・磐舟、是一一一番、ハャ太鼓ニテハナシ。
ヲ
シ
タ
テ
タ
ル
出
ハ
也
・
但
笛
次
第
。
「
お
ふ
内
ノ
チ
カ
ウ
ト
云
事
在
。
サ
カ
ヒ
ャ
ウ
シ
ノ
事
也
。
｜、拾ノ内七シ八ツハ身也。弐シ参ツハ花也。口伝一一有。
｜
、
生
性
ミ
ダ
レ
ノ
事
、
観
世
方
ノ
物
ニ
ア
ラ
ズ
。
宝
生
方
ノ
ミ
ダ
レ
也。打様口伝一一在。
「那郵ガク、余ノガクニハカハルベシ。打様口伝ニ在。
「
太
鼓
の
ヤ
マ
ヰ
ハ
手
ノ
打
度
ト
シ
タ
ル
キ
ト
ガ
此
病
ト
申
也
。
『
高
砂
、
大
事
之
太
鼓
也
。
其
モ
ロ
伝
二
有
。
｜
、
ハ
ャ
シ
ノ
次
第
之
事
、
一
番
太
鼓
、
二
番
笛
、
三
番
大
鼓
、
四
番
小鼓如此也。
一、能之打様、座敷能之打様、心得カハルベシ。口伝一一在。
「
太
鼓
打
よ
り
さ
き
に
コ
ヱ
カ
ク
ル
事
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
但
壱
シ
有
出
ハ
ノ
打
出
シ
ハ
、
コ
ヱ
ヲ
カ
ケ
テ
打
出
也
。
口
伝
重
々
。
コ
ヱ
モ
弐
色在。
は
と
一、いつぴやうし乃はと云事在。舞ノ内ノ事也。口伝有。
ヒ
ヒ
｜
、
出
ハ
ニ
聲
懸
事
、
弐
色
有
。
ア
ル
カ
、
リ
ニ
ハ
イ
ャ
ト
モ
カ
ク
ル
。
又
ヱ
イ
ト
モ
カ
ク
ル
。
是
ガ
弐
色
也
。
「
今
春
方
ニ
ハ
天
鼓
・
藤
戸
に
も
太
鼓
打
也
。
一、鐘巻乃後のかたばちも打也。是ハ今春が、り也・
一、呉綾乃はた物乃かしら之事、今春方ニハひやうしと斗打
也
。
其
に
よ
り
侍
か
け
て
ひ
や
う
し
を
う
っ
て
打
也
。
一、観世方ニハ程ぴやうしと打二依てからかわず、侍かけず、
寄の内からいかにもかるく打也。今春と観世とはか様之段、
う
ら
と
面
と
の
様
也
。
此
は
た
物
乃
か
し
ら
に
か
ぎ
ら
ず
。
然
共
口
伝
重々有也。
『
ハ
ノ
ハ
ト
云
事
有
。
口
伝
重
々
在
也
。
Hosei University Repository
8４
｜、太鼓ヲ打共、いかにもつめにりちぎに打ベシ。伍番も三
番も打なら（其内二能はやしを壱弐番面白、又ハ花ヤカニ手
モ
打
ベ
シ
。
ナ
ニ
ノ
奇
モ
同
ゴ
ト
ク
。
｜、｜切面白キ事も細々キヶバ無曲間、き様子細ヲモッテ弥
口伝在之。ざのミノッテハャスなど、云事もコトトーさ様ニ
ァレバ、面白モ在間敷ヵ。タヂ一二番ヲ面白ハャセョ。其残
ハ手モウタズ。イカニモリチギ二打ベシ。
「太鼓ハ飯ニタトヘタル物也。サノミ余物ノ様ニウマクモ
ナシ、ワロクモナシ、アク事もナキ様ナルガ本也。ソレヲ上
手ト云。ヘタノシニクキ事也。サリナガラロ伝在之。今当世
ハ人ノ耳二入ヲ面白様ニテモタクサン一一打ベシ。
「
ハ
ャ
シ
ハ
浮
木
ニ
タ
ト
ヘ
リ
。
口
伝
在
之
。
一、高砂打様二色有。本々二打コウテモ打。又ハタ守打コマ
デモ打。是二色ナリ。打様口伝二在。
一、大つぎミ八ガシラ打ナラバ、太鼓モ打コムベシ。脇能ニ
ヵギルマジキヵ。ざ様之段ヲモッテ、万ヲ鼓次第ト云力。是
ハ次郎大夫入道申さる嵐事也。
「
一
切
枕
地
ヲ
キ
ラ
ウ
ト
云
、
口
伝
ニ
在
。
先
次
郎
大
夫
入
道
ハ
キ
レ
ラハル候。但脇能高砂ツレ、其外ヲシタテタル能ニハ打タル
ヒ
ガ能ト申伝。口伝在之。秘事也。其外ハ地ニヲロスベシ。
｜、伍テウシノ事シラメ杯、手ノ内口伝在也。
「
昭
君
の
後
之
段
、
宗
樋
打
ダ
ル
事
モ
有
之
由
候
。
其
ヲ
イ
カ
ニ
ト
申二大シやミクタビレテカニウテト申セバ、後之段打也。さ
りながら是ハギヤクギ也。本ハウタズ。カマヰテ一辺ニカタ
マ
ル
マ
ジ
キ
也
。
口
伝
重
々
在
之
。
「太鼓打ト云事、能打ト云事、口伝有。
｜、太鼓持テ出ル様、在力、リニハ樋ヲぬひて取副テ、左二持テ
出ル也・
｜、樋をぬひて取副テ右一一持テ出る事有。是ハ秘事也。ヘイ
セ
イ
ハ
左
二
持
ベ
シ
。
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
「かたのぬぎ様ハ右カラぬぐ也。同入る時も右カラ入る。
是ハ秘事也。
一、能之時、太鼓打ナラバ扇はな紙力ぜぬぐひも人二知らせ
ぬ様二、さらぬ躰にて左乃かたのそばにをくくし。
｜、スワウぬぐとも、ぬぎたるすおふの袖、脇などにハさま
ざる物也。た櫛引よせておく物なり。
「太鼓ヲ打（打。謡ヲ打（打也。口伝。
一、狂言ハャシ出ハノ事、打上ァ後ノカタ樋ウタズ。
「皇帝・西王母などノテカゴ、、ワ後ノカタ樋打也。
「
｜
切
狂
言
ハ
ャ
シ
ニ
舞
之
内
モ
奇
の
内
モ
打
上
ぬ
物
也
。
た
ず
か
しら斗ニテ打ベシ。本々ニハウタズ。但口伝。
一、ビシヤモンノ狂言ハヤシナドニハサノミハロクハウタズ。
口伝々。
（太）
｜、誓願寺などの様なる一一段大鼓有テ、をなじ打出しなら（、
前乃打出、四シがしら二打なら（、後之段ハ参ツガシラニ打
ベシ。又前三ツガシラナラバ、後左カラ打ベシ。か様之段口
伝専一候。
一
、
誓
願
寺
二
か
ぎ
ら
ず
、
二
段
三
段
も
太
鼓
有
能
多
。
何
も
心
持
ち
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如此可有ヵ。
｜、前二太鼓有テ、暫シテ、はて二太鼓有共、其間者カタヌギ
テ
入
ル
事
、
不
被
有
候
之
也
。
打
は
て
、
に
入
ル
物
也
。
｜、能之時之カマエモイッモノゴトク同前。
「
能
ニ
ョ
リ
カ
マ
エ
タ
カ
キ
モ
在
。
又
ヒ
ク
キ
モ
有
。
秘
事
也
。
口
伝在之。
一、いかにもうつくしく花やかなるハ、太鼓も高く持セベシ。
モ
ト
ョ
リ
打
様
も
同
前
心
持
。
猶
口
伝
在
。
一、ハヤ物ナドハ少ヒク、持テ、打ヨキ様一一打物也。口伝。
一、中ナル能ハ又其心持在ベシ。一一一段四段ニモカギルマジキ
カ。
｛
マ
マ
）
｜
、
唐
ノ
大
臣
ノ
ー
ハ
ッ
テ
イ
カ
、
片
樋
右
斗
也
。
一、カシラノ数ノ事、三シ伍ツセッ九シ拾壱マデ也。シバヰ
ニョリ
、
此
上
拾
三
十
五
マ
デ
モ
打
ベ
キ
カ
。
口
伝
々
。
「
是
ハ
出
ハ
之
事
、
我
マ
、
ノ
時
之
事
也
。
「
評
ヰ
之
内
ハ
さ
様
ニ
ハ
不
被
可
有
。
其
ハ
何
と
な
り
共
数
定
ま
ら
ず。能様一一打ベシ。
一、一切脇能二手打事キラウ也。其ヲイカニト申二一切祝言二
手打事不被可有。手打ナラバ祝言ニテハ不被可有。但口伝二
在。打事モ在。是ハ書シルス事也。
「
勧
進
ナ
ド
ニ
ハ
手
も
打
ベ
シ
。
又
遊
ビ
能
ナ
ド
ハ
猶
く
る
し
か
る
ま
じ
き
か
。
｜
、
手
ウ
タ
ヌ
ナ
ド
、
云
事
ハ
、
太
人
ガ
上
ニ
テ
ノ
能
之
事
、
其
者
座
敷ニテモ同前也。能ニカギラズ。口伝二在・
「
座
敷
能
ト
ブ
タ
ヰ
ノ
能
、
カ
ハ
ル
ベ
シ
。
「
座
敷
ニ
テ
ハ
イ
カ
ニ
モ
物
す
ぐ
な
に
ざ
の
ミ
か
し
ま
し
く
な
き
様二打ベシ。
｜
、
カ
シ
ラ
ノ
数
ナ
ド
モ
す
ぐ
な
く
打
ベ
シ
。
シ
バ
イ
ノ
能
ト
ハ
カ
ハ
ルベシ。
も
一、能ニョリカシラモ少ヒキク地モヒキク、いかにもよふび
上
れ
て
打
能
有
。
模
な
ど
の
ツ
レ
ナ
リ
。
か
様
之
能
ハ
物
ツ
ョ
ク
ワ
ウ
タヌ物也。いかにもタョーート打ベシ。心持専一口伝在之。
「脇能其外ヲシタテタルッョキ能ハいかにもツョク打物也。
手
ナ
ド
モ
ョ
ハ
キ
手
ハ
不
被
可
打
。
ヲ
シ
ッ
ケ
テ
打
ベ
シ
。
か
様
之
段
秘事也。
｜、稽古シンベシ。但流ニョルベシ。口伝。
「
太
鼓
之
手
ト
云
事
も
多
ハ
ナ
キ
物
也
。
恰
斗
拾
壱
弐
斗
可
有
力
。
（古）
一、出ハノ数モ同前。是ハ占ワ出ハノ数一二ツー定マリタリ。
高
砂
ノ
出
、
｜
シ
・
ハ
ヤ
物
ノ
出
ハ
、
壱
。
海
士
ノ
出
は
、
壱
・
已
上
三ツニテ在。今当世ハ拾二余テ有。是も観世方斗二有。今春方
ワ今も多くハなし。四シ五ツニハ過ズ。
｜
、
張
良
ノ
打
出
シ
ワ
皇
帝
ニ
モ
打
。
イ
カ
ニ
モ
ョ
ッ
キ
ッ
テ
、
カ
ロ
ク
打
出
シ
也
。
是
ハ
次
郎
大
夫
、
近
代
打
出
也
。
古
カ
ラ
ハ
ナ
シ
。
近
比之打出也。余ノ能ニモ加様之くらい乃能なら（、打ベキカ。
口伝重々在之。春日龍神ニモ在。
「
脇
能
二
打
コ
ム
事
在
。
又
打
コ
マ
ヌ
事
も
在
。
コ
シ
ニ
打
コ
ム
ナ
ラバ、モトョリ舞ノ扇取段ニテ打コムベシ。弐色。口伝有。
｜
、
脇
能
ニ
カ
ギ
ラ
ズ
、
シ
テ
ノ
云
上
ル
段
、
打
コ
ム
事
有
。
矢
立
賀
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マ
マ
）
一
、
錦
木
、
大
事
乃
太
鼓
也
。
心
ハ
ワ
カ
シ
ラ
カ
ラ
打
出
也
。
手
共
も
有
。
レ
ン
ポ
ノ
ッ
チ
ヤ
ウ
也
。
打
上
ハ
「
あ
ら
は
づ
か
し
や
」
に
て
打
上ル。
―
、
船
橋
、
是
も
恋
路
也
。
さ
り
な
が
ら
錦
木
ほ
ど
大
事
に
て
ハ
な
し
。
出
ハ
モ
本
々
之
出
ハ
也
・
「
是
見
給
へ
を
そ
る
し
や
」
に
て
ハ
打
あ
げ
ズ
。
た
ぎ
か
し
ら
を
壱
シ
打
テ
後
二
「
有
難
や
」
に
て
打
上
る
。
錦
木
茂・難波梅、か様ノ能ニハ「わけいかづちの神なり」、こ凶
に
て
打
コ
ム
。
「
わ
う
人
と
い
つ
し
き
う
人
な
り
」
、
是
も
愛
ニ
テ
打
コ
ム
。
か
や
う
の
能
の
く
ら
ひ
、
何
も
同
心
た
る
べ
し
。
「
老
松
ハ
ヘ
イ
ヲ
持
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
観
世
方
ニ
ハ
ナ
シ
。
タ
や
扇
斗
也。｜扇ヲをろせば、カシラヲ打ヲロス也。笛ホウノ間ハジョ
ノ
心
也
。
太
鼓
も
其
心
得
た
る
べ
し
。
但
座
敷
ナ
ド
ニ
テ
ハ
脇
二
も
ヲ
ロ
ス
ベ
キ
カ
。
笛
ノ
ヲ
ロ
シ
ハ
ひ
や
ひ
と
云
所
カ
ラ
也
。
か
様
所
キ
、
所
也
。
扇
取
段
ニ
テ
打
コ
ム
ベ
シ
。
ワ
カ
ハ
舞
ノ
内
カ
ラ
モ
云
。
又
ハ
シ
テ
能
舞
上
ル
ナ
ラ
バ
打
上
テ
モ
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
「
梅
も
色
そ
ひ
」
のかしら、大事也。
マ
ー
、
高
砂
な
ど
に
打
コ
マ
ズ
ニ
打
事
モ
ア
ル
ベ
シ
。
座
敷
な
ど
に
て
ハ
無用之事也。
「
大
ツ
ャ
ミ
、
八
ツ
ガ
シ
ラ
打
な
ら
（
、
ソ
レ
ハ
打
コ
ム
ベ
シ
。
ウ
タデハカナハヌ物也。
「
大
ツ
ャ
ミ
、
コ
シ
モ
ウ
タ
ズ
バ
タ
や
ス
グ
ニ
打
ベ
シ
。
一
、
大
シ
や
ミ
、
コ
シ
打
事
も
近
代
之
事
也
。
観
世
小
次
郎
打
テ
カ
ラ
以後、か様二打也。其より前二惣テウタズ。
の
打
上
ハ
ソ
ヘ
ズ
ニ
打
ベ
シ
。
是
限
テ
。
｜
、
鵜
飼
の
ナ
ガ
シ
ノ
事
、
秘
事
也
。
出
ハ
ハ
何
に
て
も
ア
ル
。
先
キ
ウ
也
。
「
し
つ
さ
う
の
風
」
に
て
カ
シ
ラ
壱
ッ
。
「
あ
ら
く
ふ
い
て
」
に
て
壱
ッ
。
巳
上
弐
ッ
。
後
ノ
カ
シ
ラ
大
事
也
。
「
手
下
の
」
、
ウ
タ
ヌ
カ
シ
ラ
也
。
イ
カ
ニ
モ
後
ノ
ヲ
ヒ
ッ
キ
ッ
テ
打
カ
シ
ラ
也
。
又
ナ
ガ
シ
ハ
「
雲
は
れ
て
」
に
て
カ
シ
ラ
壱
シ
打
テ
、
「
真
如
」
か
ら
し
て
右
ニ
テ
ナ
ガ
ス
。
イ
カ
ニ
モ
長
ク
ナ
ガ
ス
也
。
少
モ
ミ
ジ
カ
ク
シ
テ
ハ
無
曲
也
。
さ
り
な
が
ら
ミ
じ
か
く
も
な
が
せ
ど
も
、
本
々
ハ
長
ガ
能
也
。
ソ
レ
ヲ
ウ
デ
ニ
ス
ル
也
。
ヲ
ロ
シ
ハ
チ
ヂ
レ
ー
ー
ガ
能
也
。
又
テ
イ
ッ
ク
ー
～
ト
モ
、
ナ
ガ
シ
ヲ
ロ
ス
也
。
是
ハ
手
ガ
ラ
タ
ル
ベ
シ
。
其
マ
、
鱸
而
打
上
ゲ
、
ナ
ガ
シ
前
カ
ラ
タ
カ
ク
ナ
ガ
サ
バ
、
後
ガ
ョ
ハ
ク
在
ベ
シ
。
其
口
伝
専
一
二
侯
。
弐
ツ
ノ
カ
シ
ラ
大
事
也
。
口
伝
重
々
在
之
。
一、太鼓ハ狂馬ニタトヘリ。口伝在之。
「
道
明
寺
、
シ
ン
ノ
ガ
ク
也
。
前
ハ
在
力
、
リ
ニ
太
鼓
有
テ
、
打
捨
か
ら
テ
後
ニ
カ
タ
マ
リ
、
奇
の
内
か
し
ら
か
ら
打
テ
楽
ア
リ
。
那
郭
ト
同
前
。
シンノガク也。
「
東
方
朔
、
是
ハ
仙
人
也
。
陶
淵
明
モ
同
シ
ン
ノ
楽
也
。
江
嶋
モ
同
前
。
一
切
シ
ン
ノ
ガ
ク
ニ
ワ
ツ
ケ
樋
ウ
タ
ズ
。
（ケ）
｜
、
唐
船
ニ
ハ
ッ
テ
樋
打
也
。
是
ハ
シ
ン
ノ
ガ
ク
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
サ
ウ
也
。
本
ヨ
リ
カ
ロ
キ
ハ
ヤ
シ
也
。
｜
、
皇
帝
な
ど
ハ
有
か
国
り
、
く
ら
ひ
も
な
き
能
也
。
は
や
物
弐
段
、
後
ノ
ハ
少
静
也
。
前
ハ
ア
キ
出
る
間
、
少
キ
ウ
、
後
ハ
鍾
埴
ニ
テ
間
静
也。口伝在之。
｜
、
百
万
乃
弥
陀
頭
ハ
観
世
方
ニ
ハ
打
返
サ
ズ
。
「
恋
草
」
の
カ
シ
ラ
、
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大事ノカシラ也。ウタデヵナハヌ事也。カロク打ベシ。
（百万）
｜
、
「
重
く
と
も
」
の
カ
シ
ラ
ハ
弐
ッ
。
手
ハ
左
カ
ラ
。
打
上
ハ
ム
ス
ブ
モ
能
也
。
口
伝
。
金
春
ハ
太
鼓
カ
ラ
打
出
也
。
「
今
春
が
、
り
に
ハ
打
コ
ム
也
。
「
池
贄
、
此
ツ
レ
ハ
有
か
固
り
の
能
也
。
前
二
一
段
有
テ
、
後
ハ
は
や物なり。狂言はやしも有り。前後二二段有。
『
黒
主
・
伏
見
、
是
ハ
同
前
也
。
舞
之
内
、
キ
ウ
ノ
心
持
。
｜
段
キ
ウ也。さりながら高砂程ハ有問敷候。
（感）
一、岩戸葛城、出ハ有思。後ニキリ迄太鼓、以上弐段有。イ
カニモうつくしく打ベシ。か様一一打能也。手も有。口伝。舞
ハ
ジ
ョ
ノ
舞
二
ま
ふ
事
も
有
。
い
つ
も
は
ハ
シ
ノ
舞
也
。
シ
テ
、
又
笛
次
第
タ
ル
ベ
シ
。
「
白
ば
た
ら
き
乃
地
ハ
何
も
同
前
。
さ
り
な
が
ら
打
べ
か
ら
ず
。
無
用之事也。
「
鉄
輪
、
出
は
有
。
「
か
も
川
に
」
、
か
し
ら
壱
ッ
。
「
い
た
わ
し
返
や」にて打上る。中に打返所在。是も打様位もなし。
「遊行柳、出は有。後二又有。位ハ西行桜乃ごとく舞也。
内も同前。何も老人の舞なれ共、少キウ。ジョノ舞、西行桜
ハ打テ参色有。打捨テモ打。又カシラニテモ打。又本々二打
上
テ
モ
打
。
是
ハ
打
ニ
ク
キ
也
。
遊
行
柳
、
前
之
出
ハ
打
納
、
タ
や
カ
シラ斗ニテモ置也。
一、胡蝶、出は也。舞弐段有。蝶ヲイタやクニ依テ其心持、口
伝有。是も遊行柳も近代小次郎書能ニテ有問、昔からの打様
ハなし。胡蝶ノ舞ハ弐段ながらはの舞也。後ハ少キウ。
「
佐
保
山
・
七
夕
、
何
も
同
前
。
位
も
な
し
。
｜
、
鷺
、
寄
乃
内
か
ら
有
か
し
ら
。
少
静
成
能
也
。
能
舞
有
。
サ
ガ
リ
は
も
は
も
ア
リ
。
ヒ
ヒ
｜、項羽、ヲシタテタル出ハ也。長太鼓也。
「
草
薙
、
小
鬼
乃
く
ら
ひ
也
・
出
ハ
ノ
心
、
ツ
ク
リ
物
在
。
「
車
僧
、
は
や
物
、
位
ナ
シ
。
一
、
那
須
与
『
は
や
物
。
｜、鍾埴、ヲシタテタル出ハ也。但笛次第。本之ハ出ハ也。
笛次第と云事ハ、皇帝の後、鍾埴、はや物にて出候間、ざ様
之段ヲ以テ笛はや物ニフク事モ有。本之ハヲシタテタル出ハ
也・｜、女郎花、錦木一一少モ運ず。打出モカシラカラ長サモ同前。
何も違ズ。（島力）
一、浦逢、出ハ也・後打上二謡一一色有。口伝。
『
和
布
刈
、
龍
神
も
有
。
は
や
物
も
在
。
｜、箱崎、出ハ也・呉綾乃ごとし。出立ハ姫てむぐわんをか
づき、経を持て当麻乃ごとし。出ハニ壱ツノカシラモ有。
「
常
陸
帯
、
地
か
ら
女
乃
云
方
か
ら
有
。
「
輪
蔵
、
是
も
有
懸
、
観
世
能
也
。
「
百
万
、
今
春
方
ニ
ハ
太
鼓
か
ら
打
出
ス
也
。
｜、二段打上卜云事有。是ハ当麻迄ニモァラズ。海士など二も
有
。
出
ハ
ニ
ハ
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
ァ
レ
、
サ
リ
ナ
ガ
ラ
、
ハ
ヤ
物
ノ
出
ハ
、
モトョリ当麻ノ出ハ、先是参色似相タルベシ。其外もくるし
か
ら
ず
。
カ
シ
ラ
ノ
数
も
ア
ル
カ
、
リ
、
シ
バ
ヰ
ニ
ョ
ル
ベ
シ
。
出
ハ
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ヲ
打
テ
カ
シ
ラ
伍
シ
斗
力
、
又
ハ
参
シ
四
シ
斗
力
打
テ
、
轤
而
打
コ
ミ
テ
、
亦
カ
シ
ラ
弐
シ
カ
参
シ
カ
打
テ
地
ニ
ヲ
ロ
ス
也
。
サ
テ
鼓
ノ
コ
シ
ニ
又
カ
シ
ラ
参
シ
斗
打
テ
、
右
二
テ
ヌ
ヰ
テ
マ
ク
ル
手
二
打
テ
、
サ
テ
打
返
シ
テ
ス
グ
ニ
ム
ス
ブ
也
。
亦
カ
シ
ラ
弐
シ
斗
力
。
是
ハ
此
分
、
又
カ
タ
樋
ソ
ヱ
バ
、
ム
ス
バ
ズ
ニ
右
ニ
テ
ナ
ガ
ス
。
在
口
伝
二
。
出
ハ
ノ
間
卜
鼓
ノ
コ
シ
ノ
間
ニ
カ
シ
ラ
壱
ツ
モ
有
ナ
ラ
バ
、
弐
段
打
上
ニ
テ
ハ
不
（ママ）
被
可
有
。
無
天
成
事
ナ
ル
ベ
シ
。
モ
ト
ョ
リ
出
ハ
ニ
打
コ
ム
ハ
カ
シ
（「卜」脱力）
ラ
ノ
雛
而
内
カ
ラ
打
コ
ム
ベ
シ
。
地
ニ
ハ
チ
ッ
モ
ヲ
ロ
サ
ズ
。
カ
シ
ラ
カ
ラ
ス
グ
ニ
ヒ
ッ
ト
ッ
テ
打
コ
ム
也
。
チ
ッ
ト
モ
油
断
シ
テ
ハ
ウ
タ
レ
ヌ
事
也
。
大
事
タ
ル
ベ
シ
。
モ
ト
ョ
リ
ニ
段
打
上
ヲ
打
ナ
ラ
バ
、
舞
ノ
内
扇
取
返
段
ニ
テ
打
コ
ム
ベ
シ
。
是
ヲ
弐
段
打
上
ト
云
也
。
秘
事
也
。
已
上
二
色
也
。
今
壱
色
ハ
ロ
伝
一
一
在
之
。
コ
シ
ノ
段
、
左
カ
ラ
サ
キ
打
、
コ
シ
打
コ
ム
様
二
打
テ
、
後
ヲ
壱
ツ
マ
ク
ラ
ヰ
テ
樋
ヲ
壱
ツ
ヌ
キ
テ
、
サ
テ
右
ニ
テ
ナ
ガ
ス
。
是
ハ
又
弐
色
之
外
之
秘
事
也
。
口
伝
重
々
在
之
。
一
切
此
弐
（
マ
マ
）
段打上ト云事ハ四日の勧進ヵ弁テニ勧進も有時、一二日め．四
日
之
後
、
六
七
番
す
へ
に
か
様
之
能
在
な
ら
（
打
く
し
。
其
も
太
鼓
も
打
ニ
ク
キ
時
な
ら
（
不
被
可
打
。
タ
や
ナ
ル
時
、
惣
テ
ウ
タ
ヌ
事
也
。
打
つ
Ｆ
き
て
能
有
時
ハ
打
ベ
シ
。
｜、観世方ハ一切勧進能三日也。四日ト云ハ他座之事也。
｜、ヨセ太鼓ト云事、惣テ観世方二なき事。是も一一一日中之事
也。一、調縄カクル様在。アラ皮ナレバヰッモノゴトクヵヶテ、
シ
メ
縄
参
ツ
マ
ハ
シ
テ
、
ム
ス
ビ
メ
ハ
ウ
ラ
ム
カ
ヰ
ニ
ト
ム
ル
物
也
。
又イッモハ壱所ニトムベシ。
一
、
ヨ
ク
入
フ
ル
皮
ナ
ラ
バ
、
懸
縄
参
ツ
カ
ラ
ミ
テ
、
其
間
二
壱
ツ
ハ
サ
ミ
テ
ム
ッ
カ
シ
キ
様
ニ
カ
ク
ル
也
。
中
々
壱
ツ
ハ
サ
ム
縄
ハ
マ
ト
ヰ
モ
セ
ズ
、
参
ツ
ノ
縄
ハ
マ
ッ
ウ
也
。
ざ
様
ニ
カ
く
れ
（
、
シ
メ
縄
ハ
弐
ツ
マ
ハ
シ
ア
ル
。
如
此
懸
ナ
ラ
バ
、
ウ
ラ
ム
カ
ヒ
ニ
ト
ム
ベ
シ
。
亦
壱
所
ニ
ト
や
メ
テ
モ
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
此
懸
様
ハ
能
入
ダ
ル
皮
ノ
事
也
。
不断ハ無用之事也。
一
、
皮
二
穴
モ
ム
事
。
木
口
カ
ラ
六
七
分
ヲ
キ
テ
ァ
ク
ル
物
也
。
イ
カ
ニ
モ
皮
ノ
ァ
ッ
キ
所
ニ
ァ
ク
ル
。
知
ら
ヌ
者
ハ
ウ
ス
キ
モ
ァ
ッ
キ
モ
入
（ママ）
ヌ
カ
サ
穴
ハ
ヒ
ロ
キ
ガ
能
也
。
ヰ
ヅ
レ
モ
穴
ハ
壱
寸
ノ
内
ニ
ァ
ク
ル
物
也。一、
調
縄
懸
ル
ワ
皮
半
分
ヅ
、
懸
ル
物
也
。
上
下
弐
十
之
穴
、
上
伍
下
五
、
是
拾
ヲ
バ
上
カ
ラ
返
ス
。
又
半
ノ
分
ヲ
バ
調
縄
又
半
分
ニ
テ
下
ノ
内
ツ
ラ
カ
ラ
ソ
デ
ヱ
ト
ヲ
ス
。
皮
モ
半
分
、
調
縄
も
半
分
前
へ
懸
ル
。
向
ヱ
カ
ク
ル
ト
云
事
ハ
何
も
く
る
し
か
ら
ず
。
｜、一切参番之能ハ座敷ニテモ本々ノ出ハニ打。鼓ノコシニ打
コム。舞ノ内一一打コム。座敷ニテ謡之時も本々ニシン二打ベシ。
手モ打ベシ。但シ、定ダル手ノ事也。口伝。
「
朝
長
出
ハ
ノ
事
、
別
紙
口
伝
在
之
。
三
三
：
一一一一一一一一一両刎刊妙制鯏胸棚筋鯛司
一二一壷一一一二一一一一一初刊帥湖夘側刑仏
サテ地一一打ヲロス。又
鼓ノカシラニか様二打ベシ。
又
地
也
。
是
ヨ
リ
後
ハ
此
口
伝
ヲ
モ
ッ
テ
イ
ロ
ヱ
テ
打
ベ
シ
。
ナ
ン
段
も
同
前
タ
ル
ペ
シ
。
如
此
モ
打
ベ
キ
カ
。
口
伝
有
之
。
セ
ン
ポ
ウ
ノ
位
ダ
ル
側
、
一
段
瀞
也
。
Hosei University Repository
８９〔翻刻〕『聞書色々』
又鼓乃こしも同前たるべし。伍段三段在共、此心持可有也。
但後参殿・四段めからは心持迄にて、口伝シテ打ベシ。「法
乃御聲」にて壱シ乃かしら有。打上のきハ、むすぶ手も打也。
寄乃内、弐段か参殿かかしら在。口伝。
一、輪ノマロサ一尺一寸六分、筒ノマロサ人寸五分、筒ノタ
カ
サ
四
寸
八
分
、
木
口
伍
分
、
カ
サ
ガ
ヱ
シ
六
分
、
懸
縄
壱
チ
ヤ
ウ
参
尺、シメ縄壱チヤウ弐尺、樋ノナガサ壱尺九分、フトサニ寸
九
分
、
イ
ヅ
レ
モ
カ
ネ
ノ
物
サ
シ
ナ
リ
。
右
此
分
ハ
今
春
三
郎
本
也
。
入
道
シ
テ
観
阿
弥
ト
云
・
上
意
ニ
テ
観
世
座
へ
ツ
ケ
ラ
レ
太
鼓
仕
ル
。
観
世
又
三
郎
、
名
ヲ
青
勢
ト
云、同与四郎、入道シテ宗観と云、観阿弥デシ也・
「
太
鼓
穴
之
数
、
昔
ハ
拾
弐
、
今
ハ
袷
也
。
永
禄
三
年
卯
月
拾
八
日
「
筒
ノ
木
ハ
コ
ガ
モ
ョ
シ
。
ツ
キ
・
ケ
ヤ
キ
モ
ョ
シ
。
「
樋
持
方
ハ
ー
文
字
ニ
キ
リ
テ
カ
ド
ヲ
マ
ロ
メ
ズ
、
打
方
斗
マ
ロ
ム
ル物也。本々ハ如此ナレドモ、今ハ人ニカクスニ依テ両方共ニ
マロムル也。又口伝在之。
一、樋二方ヲモキガ有時ハイカニモ長キリニテ両方ノ木口カ
ラモミヌク物也。サテハカリニ懸テ打ベシ。
「
樋
二
取
皮
巻
ナ
ド
、
云
事
モ
無
用
之
事
、
打
タ
メ
ニ
ハ
能
も
ア
レ
、
先
太
人
太
家
上
々
二
自
然
太
鼓
遊
（
す
時
、
其
樋
ヲ
遊
ば
せ
ば
、
取
皮
二
我身乃あかつくべき時ハイカ：さ様之位ヲ以テ持方さへ
一文字ニハキラザル物。是ハロ伝秘事。
〈夕）
｜、松林二打様有と云事、先別乃樋ニテウクス物也。ダミタ
ル樋二て打物也。又かた樋もコシー一指物也。一切別の樋にて
うたい物也。打出し一段高く打物也。在か風り乃さがりは、
つれにハうたず。田うへなども同前也。さがりはの内も同。
寄内も手打物也。幾段もくるしからず候也。是も松林二同前。
打出もタカク。
「船中乃打様ニロ伝在ト云事、無別儀。一切打上ル事ナシ。
舞も謡も何も上返事、不可有也。是を船中乃打様卜申也。但
是も前一番の事也。後者くるしからず。口伝在之。
一、いつぴやうしはと云事ハ、たとヘバはの舞のハヤキ事ニ
ツ
有。非余義、タテ板二水ノナガル、ガゴトクナルョノイッピャ
（ママ）
（「ラ」脱力）
シ
ノ
ハ
ト
云
也
。
ソ
レ
ヲ
キ
ウ
也
・
ざ
様
之
舞
を
イ
カ
ニ
モ
乗
一
ナ
ク
ッロギノ在様二打を上手と申也。是ガウタレヌ事也。
一、西王母、舞二懸段、いかにもうつくしく打上テ舞ニナスベ
ヘン○一、生性乱之事、是ｊｂ舞二懸段、いかにもうつくしく乗て打
さ
物也。竺〔一様ニウタデハミダレフカレヌ物也。口伝有之。
一、老松、天気二依テ打様在ト云事有。非別義。天気も一段
能
ノ
ト
ガ
ナ
ラ
バ
本
々
二
打
ベ
シ
。
亦
空
も
曇
り
雨
も
降
り
サ
ウ
ナ
ラ
バ少キウニ打ベシ。是を天気ニョリテ打様有ト大事ナド、云
秘事也。口伝。
一、キリノーノハャシノ事、出ハ打コミノ段、是一段、又鼓
ノコシノ段、又シテノ出ル時、マクヲ上ル段、又橋懸リノ中
時
分
、
又
太
鼓
之
ソ
バ
ヱ
ナ
リ
テ
、
シ
テ
出
サ
ウ
ナ
ル
段
ニ
テ
、
カ
シ
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ラ参シ、已上是迄伍段也。是ヲキリノーノハャシト云也。か
様ニウタデハヵナハヌ事也。但有口伝。本々ノセ間間中の橋
（
マ
マ
）
懸ノ是ハ打様也。其ヨリミジカキ橋懸ナラバ、其以口伝シテ
イデ、間二三段打出テカラ弐段打ベキカ。口伝重々在之。
｜、舞ジョノ懸リハノ事、シテ懸ルトミルナラバ太鼓カラナ
オ
、
ツ
ィ
ミ
リトモ、又ハ大鼓カラナリトモヲロスベシ。笛斗ニテモナシ。
ソレニ目ヲツヶテ、シテヲミルト云也。座敷ナドニテモ太鼓
カラヲロス事モ在ベシ。くるしからず。先太鼓がシカサドル
物ニテ有問、くるしからず。但座敷ナドニハ無用ナリ。謡数
モァマタ在ナラバ、イロヱテさ様にも打ベシ。口伝在之。
｜
、
伍
音
ト
云
事
、
是
ハ
大
事
秘
事
也
。
祝
言
・
ゆ
う
げ
ん
・
れ
ん
ぼ・相しやう・らん曲。祝言ハ脇能、ゆうげんはしゆら、
（ママ）
恋路ハ錦木・舟橋・女郎花、か様之能、何も恋路。相しや
うハ三番め女能。乱曲者鬼くるふ能。是を伍音ニワケラレタ
リ。諸辺二入事也。
「照君、今春と観世トハウラ面ノゴトシ。観世方ハ「くも
りながらも影みえん」からはや物に打出也。さてうたい所ハ
「をそれ給もあら道理や」にて打捨ル。又今春者、愛から後
を打也。うらと面とのゴト也。はや物者子細もなきはや物也。
口伝。
「一切地獄から出る能ハキウ也。又其内ニモ少ハロ伝在べ
、ン。｜、一切天狗ノるゐハ静也。但何乃能も面をミテ打ベシ。又
出立モ同前。髪以右弥三郎、楽屋を幾度も見て、くるしから
_也レ打一多一ウ_ず、。（事、。、也、と
出口、、大宗龍・大云ハ伝さ不夫観田其べ事ノ有様被之、、外し也数之之可能善今はミ｡之・位有、徳春やハロ事ヲ｡－、能き－伝、モ少打其也面段重薑二二天外。ハ静々②鰯窯ii三雲韓カグ゜もハ々小三一杢全菫で廷ナウ゜ハス壬生也一。段物ナテ手キ
一一一一一一、、一一脇高秒一『’’一一一二一二一や物
一一一一三一一一鯵塾一、’一一一一一一雷麻
一一、』）一二一一一一一一一一一一一一一〈一一一一一一
一一一一一一難戴諜、一一一一三一二一一雛伽Ⅶ４
一二一一一二必謙ノハゐ違彰徹し玄
一二七ハ呵筐、人久ハね林ｒｊニセツヲ７Ｔｌし
言一一｛一二一〃髪多价１日寸崔Ｌ托蕃ノ植雇Ｊ７１く
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９１〔翻刻〕『聞書色々」 ｜、［回闘□擁高砂一、□團悶□ャ物
一、□國闘□海士一、［回圃□当麻
「□鬮出□「□國岡□｜、□國圃□
｜、□国圃□船弁慶ナ韮、國凹Ｕ繍聯熱
一、口關口一、口關口是弐ツハ西王母・生性之打出
「ロ闇口是ハ同こへ、又ハ松林二イヵニモッョク打也
一、□国闘□老松・高砂ト同打出ナレドモ、一番ノ遥段ツョク打也
一、｜切出ハワイヅレモ皆ヌキヒヤウシ也。聾同前。
一
、
謡
乃
内
か
ら
打
出
。
其
後
四
ツ
ガ
シ
ラ
、
三
ツ
ガ
シ
ラ
、
左
カ
ラ
ニ
ッ
ガ
シ
ラ
、
又
地
カ
ラ
、
是
四
色
也
。
一
、
一
切
出
ハ
ハ
ヒ
ッ
キ
ッ
テ
カ
ロ
ク
打
物
也
。
『
老
松
ハ
違
ベ
シ
。
口
伝
在
。
『
打
上
ハ
大
か
た
伍
色
也
。
本
々
乃
又
キ
ワ
カ
ラ
、
又
ヅ
ン
ト
キ
ワ
カ
ラ
、
又
マ
ク
ル
、
又
ム
ス
ビ
テ
ヌ
ヰ
テ
打
上
ル
。
又
ナ
ガ
シ
テ
モ
同
心
也
。
是
ガ
伍
色
也
。
打
上
ハ
イ
カ
ニ
モ
後
ノ
紬
、
樋
ツ
ョ
ク
シ
ン
ニ
打納ル物也。か様之段肝要也。
「
樋
之
ア
ゲ
様
之
事
、
右
ノ
樋
ハ
カ
タ
ノ
中
ホ
ド
マ
デ
打
コ
ス
ベ
シ
。
耳カラハ伍六寸、イカニモ樋マッスグニ立様二四方ヱユガマ
ザル様一一打ベシ。但プリ上テ打ツクル段ニテハウシロヱ樋サ
キナルベシ。左ノ樋ハアグル事キラウ也。カタカラ手壱ソク
斗
サ
キ
上
ル
ベ
シ
。
ソ
レ
ョ
リ
サ
ガ
リ
テ
モ
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
上
り
過
ル
ハ
キ
ラ
ウ
也
。
左
ノ
樋
ハ
ャ
ク
ア
ガ
リ
タ
ガ
ル
物
也
。
又
右
ノ
樋
ナ
ヱ
タ
ガ
ル
物
也
。
口
伝
重
々
在
之
。
「荒皮打様ニロ伝二有之。
「
古
皮
打
様
、
手
ノ
内
口
伝
在
之
。
位
モ
ナ
シ
地
か
ら
是
持
同
前
二
段
云
上
ル
中
高砂鐸勿
里圭補
伏見キゥ
難
波
梅狂
言
ハ
ヤ
シ
有
二
段
中
舞中ハャ物キゥ後舞キ
キ
キ
ウ
午痔江潰鍍云上ル呉綾
白
髭
右
近
後
舞
静
也
中
川
ハ
マ
イ
モ
有
呉
綾
同
前
少
迎
ズ
シ
ン
ニ
モ
打
ヌ
手
斗
ニ
テ
モ
佐
保
山
太
山
府
君
箱
崎
当
麻
別
紙
セ
ン
ポ
ウ
ノ
輌削瓢冠脇順辮鐇鄭嚇
椎剖讓詫コトモ有
少
キ
ウ
道
盛
二→嬬馴逗髄離譲也一譲感菟畿／所繍離謬獅隷簔，
シ
キ
一
段
静
也
ジ
ョ
ノ
三
段
舞
二
段
何
モ
七
段
録
ナ
シ
ー
ッ
ノ
レンポシ打上ノベズニ是二
鵜羽ク橦率ハク胡蝶瀞ノ鉄輪柿ンラ錦木鰹刊レル
毬皿》柿》辮弛》揮塞”カニ》』鐸帷辮州
同
前
少
相
迎
位
ナ
シ
出
ハ
女
郎
花
舟
橋
少
キ
ウ
ハ
ヤ
物
松
山
鏡
難紗勤．
地
か
ら
位
ナ
ン
太
木
二
段
ハ
ャ
物
有
一
段
船
弁
慶
池
贄
狂
言
ハ
ヤ
シ
有
出
ハ
静
神
モ
有
ハ
ヤ
物
モ
ァ
リ
二
段
和
布
苅
張
良
二
段
ハ
ャ
物
モ
ニ
段
後
皇帝少ラゾシ
一段キウハヤ物斗也
谷
行 地カラ
少
静
也
鞍馬天狗三段在
ハ
ヤ
物
位
ナ
シ
園風
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サ
ウ
ッ
ヶ
狙
有
唐
船域
葛
城
天
狗
上
カ
シ
ラ
カ
ラ
又
今
存
金
札
御
裳
洗
百
万
碓
蝉
ラ
養
老
（ママ）
雑〃／
放
生
川
八
幡
七滕
夕ｌＭ
ｌｉｉｌ
依
モ
ナ
ン
融＃｜
稗
キ
ウ
ノ
〈
サ
ガ
リ
ハ
生性舞乱
師
山
ジ
ョ
ノ
挿
小
塩 二段出
ハ
也
但
笛
次
第
春、ロ龍神
「近珂や」ニテカラ
照
君
野
守 一段キウ
鵜
飼
カ
シ
ラ
カ
ラ
ハ
タ
ラ
キ
有
山
祖
母
武
文
カ
グ
ラ
カ
室
君 手ノ内
カ
シ
ラ
カ
ラ
鷺
サ
ガ
リ
ハ
ー」きみ天狗
キ
ウ
ハ
ヤ
物
舎
利 シンー段肪也笛モリョカラシンニ段ハヤ物モー段有
那
郵
フ
キ
出
ス
道
明
寺
キ
ゥ
ッ
ケ
樋
ナ
シ
、ン。／
シ
ン
ガ
ク
ラ
ン
ジ
ヤ
ウ
東
方
朔
玄
壱
示
昨
庁
珠
丼
磐
舟
出
ハ
少
キ
ウ
海士。蔬埴所
小
衣
キ
ウ
ノ
ノ
く
～
獅
子 相染
川
泣
不
動
出
ハ
ヘロ浦
神
在
月
樋
ナ
シ
鐘
巻
呉
王
護
法
安
達
原
川
ハ
別
老
松 実方
今
春
能
源
大
夫
Ⅲ
ハ
録
ナ
シ
安
古
宜
蛙
地
カ
ラ
綾
鼓 ●カシーフ●カーブ
干
引 大会 ハ
ヤ
物
那須与一ラ
ン
ジ
ヤ
ウ
サ
ガ
リ
ハ
西王母錘猟膨舞
カ
ン
狂
面
ハ
ヤ
シ
．□ｕ楽天
地
女
ノ
云
方
カ
ラ
出
ハ
也
常
陸
帯
●力、ン一フ’カーブ
項
羽
恋
重
荷
地
か
ら
木苗日 鐘Ｉ｜値＄
次
姉
観
世
能
也
輪
蔵 ・ン。〆
陶
淵
明
〈⑦昔曲道歌他〉
音曲の道とやならんもしほ草書あつめたる手すさびの内
口と舌心乃水のかなひてぞこうぜつしんの音曲といふ
こゑのうら面をいふハしらずしてしやうじをわかぬ音曲ハう
し立日曲ハたず大菩薩のごとくなりまつすぐにしてふしすぐなか
れ謡とき身持かほ持くちとせ（つねにかぎみにむかひてもご「よ
音曲にあをぎ拍子ぞ大事なるむかふをうた（かん用ハなし
音曲にまづ祝言をもつパらに扣幽玄にれんぼ相しやう
堪能のわざにハ何とうたふべき人の所望ハ乱曲をせよ
指事と指聲かハる事なれ（言葉にこゑもかハリ有くし
くりあげのゆりと一こゑゆるこゑハ似たる事にてそれなるハ
な
し
るんぎ社やすく聞えて大事なれとふにこたふる人ハすぐなし
切びやうしをきらぬひやうしにミなうたふきりによりたるき
り
ハ
し
ら
ず
や
羽
衣
ハ
ヤ
物
車
僧
西
村
満
斎
重
理
判
黒政右兵衛尉殿ま
い
る
コ
ゥ
ー
ー
出
ハ
ノ
心
也
地
カ
ラ
草
薙
音
城
寺
チ
カ
ラ
綱
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酒
盛
の
ま
だ
は
じ
ま
ら
ぬ
其
さ
き
に
め
さ
れ
（
や
が
て
か
う
を
つ
を
し
れ謡時
調
子
ば
か
り
を
ね
と
り
に
て
て
ふ
き
だ
て
し
て
ふ
く
な
尺
八
我
聲
を
三
色
四
色
に
っ
か
ひ
を
き
て
心
安
く
も
を
ん
曲
を
せ
よ
無拍子をうたざるほどハ音曲の道にハいらぬ心とをしれ
指
聲
も
指
事
ま
で
も
つ
鞍
ミ
を
（
す
て
ぬ
道
理
を
し
ら
ぬ
ハ
か
な
さ
大
に
て
よ
か
ら
ん
聾
ハ
ち
い
さ
く
て
ち
い
さ
く
れ
が
ふ
字
ハ
大
キ
な
り
し
ら
事
の
こ
ゑ
ハ
し
ら
め
の
こ
わ
ざ
し
を
心
し
り
て
ぞ
い
ふ
人
ハ
な
き
小音のこゑの言葉ハ中ｌｌにいふハいはいにまさるとぞきく
我
が
こ
ゑ
の
出
ば
っ
か
ひ
て
い
ろ
を
な
で
い
で
ず
（
聲
に
つ
か
ハ
れ
や
せ
ん
能
謡
小
路
謡
ハ
似
た
る
く
し
座
敷
う
た
ひ
ハ
か
は
り
あ
る
く
し
京
ゐ
中
替
り
の
あ
ら
ん
耳
ぞ
と
て
筋
な
く
う
た
ふ
事
な
か
る
く
し
は
じ
め
た
る
所
に
行
（
を
ん
曲
を
主
人
の
名
字
名
乗
と
ふ
く
し
其人の弟子といひたるばかりにてなさぬうたひに師のはぢぞ
そ
ふ
都
よ
り
く
だ
り
て
人
の
う
た
ふ
と
も
聞
て
に
よ
り
て
曲
ハ
あ
ら
じ
な
四
座
の
内
い
づ
れ
よ
し
あ
し
む
や
く
也
ふ
し
曲
し
ら
バ
助
音
を
（
せ
よ
我
心
た
ら
ひ
の
内
の
か
い
る
に
て
海
川
し
ら
で
偏
執
ば
し
す
な
□
の
内
を
も
き
か
ろ
き
の
心
得
ハ
心
の
さ
と
り
舌
の
さ
へ
づ
り
を
あ
た
る
字
を
あ
た
る
と
し
ら
で
う
た
ふ
人
必
後
の
字
ハ
な
ま
る
べ
し
と
しやうとくににごれる字を（に》」るべしすむ字をにごす事ぞ
は
か
な
き
天
地
を
（
あ
う
ん
乃
二
字
に
か
た
ど
れ
（
あ
う
ん
の
心
物
ご
と
に
あ
り
「
タ
ン
ヘ
ウ
セ
ウ
下
ソ
ウ
フ
ウ
ワ
ウ
ラ
ン
バ
ン
シ
ン
シ
ャ
ウ
之
仁
之
無
騒
者
口
惜
事
也
。
一
コ
ツ
タ
ン
ギ
テ
ウ
ヘ
ウ
デ
ウ
セ
ウ
ゼ
ッ
テ
ウ
下
ム
デ
ウソ
ウ
デ
ウ
フ
ソ
ウ
デ
ウ
大
シ
キ
ラ
ン
ケ
イ
バ
ン
シ
キ
シ
ン
セ
ッ
テ
ウ
上
ム
デ
ウ
已
上
拾
二
調
子
如
此
「
大
鼓
・
小
鼓
ヲ
ヨ
ソ
ノ
寸
尺
、
大
シ
、
ナ
ガ
サ
八
寸
七
八
分
、
調
縄一丈八尺アマリ、筒縄九尺アマリ。小シ、八寸五分、懸縄
一
丈
二
尺
五
寸
斗
、
同
筒
縄
七
尺
五
寸
斗
。
此
上
ニ
テ
ハ
少
ノ
ナ
ガ
サ
ミ
ジ
カ
ハ
ア
ル
ベ
シ
。
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
。
何
モ
本
カ
ネ
也
。
永
禄
三
年
卯
月
吉
日
〈Ｄ小鼓の風鼓之事〉
小
鼓
の
風
鼓
之
事
「
つ
ぎ
ミ
の
能
を
は
や
す
べ
き
次
第
の
事
（さ）
まづ、水に物のうきてながる固一」とくにはやきせ（、はやく
な
が
れ
、
し
づ
か
な
る
所
に
て
ハ
し
づ
か
に
な
が
れ
、
よ
ど
む
所
を
よ
ど
む
が
ご
と
く
、
の
ふ
に
も
う
た
ひ
に
も
つ
れ
て
ゆ
く
が
よ
く
候
也
。
一
、
初
日
ハ
を
つ
よ
り
う
ち
出
候
な
り
。
凡
音
曲
之
道
依
騒
発
出
候
、
三
拾
一
字
連
伝
突
。
就
音
曲
子
共
為
折
椎
斗
也
。
更
不
可
有
他
見
実
。
何
発
侍
共
、
口
舌
心
之
外
無
至
候
者
、
身
開
用
成
零
不
及
舌
頭
開
用
。
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「
二
日
め
ハ
お
つ
を
は
し
ら
か
し
て
う
ち
出
也
。
｜
、
三
日
め
ハ
か
し
ら
よ
り
う
ち
出
也
。
「
四
日
め
ハ
た
つ
と
う
ち
出
候
也
。
｜
、
を
き
つ
ザ
ミ
の
う
ち
や
う
、
大
事
。
笛
を
は
や
す
な
り
。
是
秘
事
也。まづ笛をまかせてそのつかひよりきざミにてうつくし。
祝言也。
｜
、
二
度
め
ハ
か
し
ら
ひ
と
つ
に
て
う
ち
出
く
し
。
｜
、
三
度
め
ハ
を
つ
よ
り
出
す
べ
し
。
｜
、
四
め
ハ
か
し
ら
二
ば
か
り
う
ち
て
よ
し
。
｜
、
五
だ
ん
め
ハ
を
つ
を
は
し
ら
か
し
て
よ
し
。
是
を
く
り
か
へ
し
ｌ
ｌ
う
つ
べ
き
な
り
。
「
か
い
こ
な
ど
、
て
し
ん
に
か
し
ら
一
、
四
以
上
五
う
ち
上
く
し
。
公
家
・
天
上
人
・
大
臣
の
や
う
な
る
く
ら
ゐ
ハ
か
い
こ
の
時
乃
ご
と
く
に
う
ち
上
べ
き
也
。
「
諸
国
一
見
の
僧
・
木
こ
り
・
す
ミ
や
き
・
舟
人
・
旅
人
な
ど
ハ
、
か
し
ら
「
二
に
て
う
ち
上
く
し
。
一
、
わ
き
の
能
の
一
せ
い
ハ
い
か
に
も
り
ち
ぎ
に
手
す
ぐ
な
に
う
ち
て
よ
し
。
大
鼓
も
が
く
の
ご
と
く
也
。
「
し
づ
か
な
る
能
、
い
づ
れ
も
序
破
急
と
つ
め
て
よ
し
。
二
だ
ん
め
ば
か
り
よ
り
手
を
う
つ
く
し
・
い
づ
れ
も
し
て
の
ふ
り
を
よ
く
ｌ
～
見
べ
き
也
。
舞
を
（
目
に
て
は
や
す
と
い
ふ
事
、
秘
事
也
。
な
に
と
て
目
に
て
は
や
す
と
い
ふ
に
、
舞
を
見
、
あ
ふ
ぎ
の
と
り
あ
つ
か
ひ
を
見
あ
ハ
せ
て
、
ふ
り
を
見
て
う
つ
に
よ
り
て
、
目
に
て
は
や
す
と
い
ふ
也
。
一
、
音
曲
を
（
み
、
に
て
は
や
す
と
い
ふ
。
う
た
ひ
の
ふ
し
は
か
せ
を
き
、
あ
ハ
せ
て
う
つ
に
よ
り
申
候
也
。
「
し
て
の
音
曲
の
う
ち
に
手
を
う
た
ず
。
地
の
か
た
に
て
ハ
う
ち
て
も
く
る
し
か
ら
ず
候
也
。
｜
、
－
せ
い
に
ふ
み
と
む
る
と
い
ふ
事
あ
り
。
－
せ
い
の
う
た
ひ
、
ふ
し
に
て
い
ふ
を
ふ
ミ
と
む
る
と
い
ふ
也
。
｜
、
ふ
ミ
と
め
ぬ
－
せ
い
の
事
、
―
せ
い
を
さ
し
ご
ゑ
に
て
い
ふ
一
せ
いハ、ふミとめぬ也。うちあげてよし。
一
、
立
曲
舞
・
ゐ
曲
舞
と
い
ふ
事
あ
り
。
秘
事
也
。
し
て
の
く
せ
ま
ひ
の
う
ち
を
あ
る
く
を
（
、
拍
子
を
い
さ
め
、
手
を
す
く
い
た
て
た
る
が
よ
き
也
。
ゐ
曲
舞
を
（
う
た
ひ
ば
か
り
心
に
か
け
て
、
う
ち
て
よ
き
也
。
「
乱
拍
子
ハ
を
き
っ
醤
ミ
の
ミ
だ
れ
と
申
也
。
大
事
也
。
「
第
一
に
身
な
り
を
た
し
な
む
べ
し
。
第
こ
に
か
ほ
に
く
せ
な
き
や
う
に
、
第
三
に
こ
ゑ
を
い
か
に
も
力
を
入
て
よ
し
。
こ
ゑ
の
た
か
き
ハ
き
、
に
く
き
物
な
り
。
第
四
に
き
ざ
ミ
の
た
か
き
ハ
い
や
し
き
物
也
。
し
た
る
き
か
た
へ
も
か
た
ぶ
く
く
し
。
第
五
に
を
つ
が
ち
に
う
っ
も
み
樋
か
し
ま
し
き
物
也
。
を
つ
を
ひ
か
へ
と
き
ト
ー
ら
ん
も
ん
に
う
つ
く
し
・
い
か
に
も
な
が
き
手
ハ
き
ら
ふ
也
。
大
つ
ぎ
ミ
の
手
の
う
ち
や
う
を
心
が
け
て
手
を
う
つ
く
し
・
こ
餌
に
手
あ
り
と
て
大
っ
ザ
ミ
の
く
さ
り
や
う
を
も
心
が
け
ず
し
て
、
我
ひ
と
り
と
心
を
か
け
、
き
を
ゆ
る
し
て
う
っ
て
ハ
う
た
い
に
ハ
を
と
り
な
る
べ
し
。
を
つ
が
ち
に
は
や
し
、
き
ざ
ミ
だ
か
に
は
や
す
も
、
の
ふ
に
よ
り
て
は
や
す
べ
し
。
鬼
能
・
男
舞
・
か
っ
こ
の
内
、
わ
き
の
能
の
舞
の
内
な
ど
ハ
、
を
つ
が
ち
に
き
ざ
ミ
だ
か
に
は
や
し
て
も
く
る
し
か
ら
ず
候
。
か
や
う
の
心
が
け
肝
要
な
り
。
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「
を
ん
な
能
な
ど
も
、
ざ
の
ミ
か
し
ら
に
ち
か
ら
を
入
ず
と
も
、
ほ
け
ｌ
～
と
う
つ
く
し
。
大
夫
の
物
い
ふ
だ
ん
、
か
し
ま
し
き
が
わ
る
き
也。をつをひかへ、きざミをひきく、しんに入て心をいさめ、
か
る
ト
ー
と
は
や
す
べ
し
。
「
音
曲
を
は
や
す
に
、
う
た
ひ
の
文
字
く
さ
り
や
う
を
心
が
け
て
は
や
す
べ
し
。
よ
せ
て
う
た
ハ
ャ
よ
せ
べ
き
と
お
も
ひ
、
ゆ
だ
ん
な
く
心
に
す
き
ま
を
あ
ら
せ
ず
、
す
こ
し
の
う
ち
に
も
序
破
急
の
心
を
も
ち
て
はやすべき也。
「
次
第
一
聲
の
事
、
そ
の
能
の
一
聲
、
次
第
を
い
ひ
出
す
く
ら
ゐ
を
、
ま
へ
よ
り
心
が
け
て
う
つ
べ
き
也
。
「
つ
く
り
物
出
候
ハ
ミ
つ
く
り
物
の
ぶ
た
い
へ
お
さ
ま
ら
ぬ
あ
ひ
だ
ハ
、
ほ
れ
を
も
お
ら
ず
、
手
を
も
う
た
い
也
・
お
さ
ま
り
て
よ
り
、
ほ
ん
に
う
つ
べ
き
也
。
ゆ
だ
ん
の
か
た
に
て
、
つ
ぎ
ミ
し
た
る
く
成
な
り
。
な
ら
ひ
た
る
ば
う
ず
の
て
い
を
お
も
ひ
出
し
う
ち
候
ヘ
バ
、
た
よ
り
あ
る
物
也
。
い
か
な
る
じ
や
う
ず
の
上
に
も
く
せ
ハ
す
こ
し
あ
る
物
也
。
そ
の
く
せ
ハ
は
や
く
に
て
、
よ
き
事
ハ
に
ぬ
物
也
。
さ
り
な
が
ら
、
そ
の
く
せ
を
も
お
も
ひ
わ
す
れ
ね
（
、
ば
う
ず
の
か
た
を
お
も
ひ
出
し
、
よき物也。
「
を
き
つ
ぎ
ミ
の
事
、
笛
ふ
き
出
し
ぐ
あ
ひ
を
よ
く
き
餌
あ
ハ
せ
て
う
つ
く
し
。
か
い
こ
の
を
き
つ
餅
ミ
の
事
、
わ
き
の
し
て
、
は
し
の
中
ほどへ出候ハん時より、ふえをきかずとも、わきに心をかけ、
序
破
急
に
よ
せ
て
う
つ
く
し
・
わ
き
立
あ
が
り
て
、
な
が
し
あ
げ
候
也
。
か
ず
ハ
セ
な
が
し
八
め
に
て
う
ち
あ
ぐ
る
也
。
そ
の
ほ
か
の
能
ハ
、
四
に
て
な
が
し
あ
げ
候
也
。
｜、ざしきにて音曲をはやすに見所あり。あふぎぴやうしを
見
く
し
。
四
拍
子
・
八
拍
子
を
き
国
あ
ハ
せ
て
う
つ
く
し
。
つ
ぎ
ミ
に
心をかくれば身なりにくせ出くる也。みなりを心がくれ（こ
ゑをわする魯也。いづれもゆだんなく心がけべき也。
一、ざしきにてうたふ物もなく、笛ふきもなく、大つぎミう
ち
も
な
き
と
き
、
こ
つ
Ｆ
ミ
所
望
あ
ら
（
、
を
き
つ
ざ
ミ
を
う
つ
く
し
・
其
後
ハ
い
か
や
う
に
も
う
つ
く
し
。
「
つ
ぎ
ミ
の
や
ま
ひ
ハ
手
の
う
ち
た
き
と
、
し
た
る
き
が
や
ま
ひ
也
。
さりながらうちならひの手をもうたで、一二とよ
むやう
にう
て
（
、
っ
餅
ミ
の
あ
が
る
事
あ
る
ま
じ
き
也
。
た
く
さ
ん
に
う
ち
て
、
そ
の
う
ち
に
し
な
ト
ー
の
心
が
け
あ
る
べ
き
也
。
｜、松かぜ村雨・かしハざき、このるいの物ぎがだん、大事
也
。
次
第
に
て
も
な
し
。
―
せ
い
に
て
も
な
く
、
拍
子
に
の
ら
ぬ
は
や
し
也
・
う
ち
む
す
ぶ
手
を
う
た
い
物
也
。
一、松かぜの一せいハ、いかにもしづかにのりてはやすべし。
－
せ
い
に
よ
り
、
の
ら
ぬ
－
せ
い
あ
り
。
さ
し
ご
ゑ
に
て
い
ひ
出
す
一
せ
い
ハ
の
ら
ぬ
也
・
是
を
―
せ
い
の
う
ち
の
－
せ
い
と
い
ふ
也
。
「
や
し
ま
・
ミ
ち
も
り
、
か
や
う
の
る
い
の
一
せ
い
ハ
「
月
で
じ
ほ
のをきつなミ」といふ所よりのりてはやすにより、’せいの
う
ち
の
－
せ
い
と
い
ふ
也
。
「
井
筒
の
序
に
か
国
る
だ
ん
、
心
が
け
て
は
や
す
べ
し
。
ゆ
だ
ん
あ
れ（か画られぬ也。かやうのるい、あまたあるべし。序の内、
ことにこつざミの大事也。おろし所に見所あり。大夫のあし
のはこびやう、みがまへを見あハせておろす也。座敷にてハ
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笛
を
き
蔦
て
お
ろ
す
也
。
破
の
能
ハ
は
じ
め
よ
り
破
の
心
も
ち
を
も
っ
てはやすべし。
｜
、
わ
き
能
を
た
く
さ
ん
に
は
や
し
、
二
番
め
を
か
図
へ
、
三
番
め
を
た
く
さ
ん
に
は
や
し
、
四
番
め
を
か
ら
へ
て
か
や
う
に
心
が
け
て
は
や
すべき也。さりながら能によりて心もちあるべき也。わきの
能、二番めのしゆらなどハ、たぶんはなやかにうちてよき也・
何よりもｌ～大夫にゆだんなくはやすべし。ざしきにてのう
たひも其意得なり。いかにもかたぎとおもひなしてはやすべ
し
。
さ
り
な
が
ら
う
た
ひ
て
わ
れ
よ
り
も
し
よ
し
ん
な
ら
（
、
お
し
ゆ
る
や
う
に
は
や
し
て
も
く
る
し
か
ら
ず
候
也
。
「
か
よ
ひ
小
町
の
「
身
ひ
と
り
に
ふ
る
な
ミ
だ
の
雨
」
と
い
ふ
「
あ
ら
く
ら
の
夜
や
」
と
い
ふ
だ
ん
、
い
は
せ
や
う
の
し
ほ
が
大
事
也
。
か
（
卒
都
婆
小
町
）
やうのるい、あまたあり。「じゃうえのはかまかひとって」
といふもおなじ事也。うたひにものらずして、うハがふきに
ゆ
き
候
を
（
、
手
に
て
ハ
し
づ
め
い
也
。
心
に
て
し
づ
め
し
也
・
又
し
たるきをも心をいさめ、手にていそげ（、つゐにおもしろき
事なし。いかにも心にてはこぶがよく候。はやき事を（心を
か
しづかに手をいさめ、しづかなる事ハ心をいさめ手をしづか
にはやす物也。はやきをはやきとばかりうち候ヘバ、うハが
ふきといふ物なり。又一拍子ともいふもの也。しづかなる事
も
同
前
。
し
づ
か
な
る
と
ば
か
り
心
得
は
や
せ
（
、
た
る
む
拍
子
に
て
、
あひしやうになる物也。かりそめもゆだんなくけいこすべし。
け
い
こ
を
は
れ
に
し
、
は
れ
を
け
い
こ
と
い
ふ
事
、
た
と
ヘ
バ
け
い
こ
の
と
き
ハ
は
れ
と
お
も
ひ
、
は
れ
の
と
き
ハ
け
い
こ
の
し
や
う
ち
う
の
心にてうち候ヘバ、つぎミすくまず、よきなり。
「
こ
つ
諜
ミ
に
手
と
い
ふ
ハ
は
し
る
を
つ
、
こ
す
を
つ
、
の
ミ
い
る
風
を
つ
、
き
ざ
ミ
に
て
は
し
る
て
、
か
し
ら
に
て
こ
す
か
し
ら
、
い
る
ｎ
か
し
ら
、
な
が
す
か
し
ら
、
七
八
な
ら
で
ハ
な
き
物
也
。
さ
り
な
がら上略・中略・下略とて、手のしなを略し、音曲の文字の
く
さ
り
や
う
に
て
、
の
く
し
ぢ
め
を
う
て
（
お
も
し
ろ
き
也
。
わ
れ
な
がらも手をうち、しほにのりたるとおもハミしばらくか風
へてしほ風まつべし。かまへてしらぬうたひをうつくからず。
入
ご
と
に
し
り
た
る
か
ほ
掴
し
て
う
ち
て
は
ぢ
を
か
く
物
也
。
し
り
た
るうたひをざへおもひちがへてうち、がゆる物なり。それを
うちちがへたる心をわすれてよし。うちちがへたるとおもヘ
バ、又うちちがゆる物也。まへのちがひたるをばうちたるは
く
ち
と
お
も
ひ
す
て
砥
う
つ
が
よ
き
也
。
つ
ざ
ミ
の
し
た
る
く
な
り
さ
が
る
ハ
ま
ん
ず
る
心
に
て
ゆ
だ
ん
い
で
く
る
也
。
そ
れ
に
よ
っ
て
し
た
る
く
な
る
な
り
。
よ
く
ノ
ー
～
し
あ
ん
し
て
け
い
こ
す
べ
き
な
り
。
し
よ
しんのときハかまへて，ｌ～あひてのへたなる大つぎミ、くず
や
の
つ
ぎ
ミ
、
手
に
あ
ハ
い
つ
Ｆ
ミ
、
な
ら
ぬ
つ
ぎ
ミ
に
て
う
つ
ま
じ
き也。
『手のうちたき事ハ人のきをとり、たうざほめられたきこ
とをおもふにより、手をうちたき物也。たうざの花にてしら
ざ
る
も
の
は
ほ
め
わ
め
け
ど
も
、
う
つ
や
う
を
し
り
た
る
物
わ
ら
ふ
也
。
た
う
ざ
の
花
ハ
あ
れ
ど
も
、
つ
ゐ
の
花
ハ
く
ち
の
事
な
り
。
よ
く
ｌ
～
しあんすべきなり。手ハおほくなきもの也。しほ風えてまれ
に
う
て
（
、
お
な
じ
手
な
れ
ど
も
お
も
し
ろ
き
も
の
也
。
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「
た
ち
あ
ひ
、
又
座
敷
に
て
、
し
よ
し
ん
な
る
物
、
じ
ゃ
う
ず
に
う
ちがちたるやうに、しらぬみ、にほめらる、事あり。心がけ
も
な
く
た
く
さ
ん
に
う
ち
、
お
な
じ
手
を
も
お
ぼ
へ
ず
、
も
と
よ
り
能
に
心
を
か
く
る
事
も
な
く
う
ち
候
ヘ
バ
、
人
の
目
を
も
み
、
を
も
と
る
。
それハ時の花とてほめざる花なるべし。真実の花ハしる人ま
れなるべし。返々四拍子ハ拍子をゆだんなく心がけくし。
「
乱
拍
子
の
事
、
拍
子
を
つ
な
が
ぬ
拍
子
と
申
、
和
歌
を
あ
げ
候
ま
ヘハ序也。あげてより後ハ乱拍子なるべし。乱拍子の名を（
を
き
つ
ぎ
ミ
の
乱
と
い
ふ
。
本
の
名
ハ
お
く
あ
る
鼓
と
申
也
。
次
第
を
（か）
ま
へ
る
拍
子
と
い
ふ
。
舞
を
（
’
せ
い
の
ミ
だ
れ
と
申
也
。
う
た
ひ
を
（
あ
と
を
う
つ
な
り
。
爵
を
や
り
て
う
つ
故
也
。
い
か
に
も
手
に
あ
ふ
た
る
つ
ぎ
ミ
を
た
し
な
む
べ
し
。
又
う
ち
よ
き
つ
ぎ
ミ
に
ゆ
だ
ん
の
か
た出くる也。うちすごすかたありて手よくのかたおほき也。
又ひずきなきところにてはやしにくき物也。かけしハすて能
をほんに心がけてはやすべし。返々鼓ハながる愈水のごとし。
大
夫
の
き
に
ち
が
ハ
ぬ
や
う
に
心
が
け
く
し
。
大
夫
し
よ
し
ん
な
り
と
も
、
よ
く
ノ
ー
と
ふ
て
能
を
は
や
す
べ
し
。
一、ゆやハゆうげんのまひなり。ことにたんざくのだん、大
事
也
。
松
か
ぜ
ハ
き
や
う
ら
ん
の
ま
ひ
也
。
さ
り
な
が
ら
き
や
う
ら
ん
の
舞
と
心
得
、
わ
る
く
う
て
（
き
や
う
こ
つ
に
て
あ
し
き
也
・
す
ぐ
る
も
の
也
。
一、祝言の能ハすぐにいかにもあり、めのま、にうつなり。
能
に
ハ
つ
よ
き
か
た
を
心
が
く
る
に
よ
り
、
す
げ
も
な
く
ほ
く
る
か
た
な
き
物
也
。
又
ざ
し
き
に
て
ハ
お
も
し
ろ
が
ら
せ
た
き
に
よ
り
、
ほ
け
右此本宮増弥左衛門親次の書置候本うつし進し候也。
か
ま
へ
て
人
に
御
見
せ
あ
る
ま
じ
き
者
也
。
旺泣三月吉日
弥
石
八
右
衛
門
尉
安
田
藤
次
郎
殿
判
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